




　
富
山
県
内
に
あ
る
宗
教
法
人
の
う
ち
、
実
に
七
割
は
浄
土
真
宗
の
寺
院
で
あ
り
、
富
山
県
は
「
真
宗
王
国
」
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
な
か
で
も
、
砺

波
地
方
は
八
割
以
上
が
浄
土
真
宗
の
寺
院
で
す
。
昭
和
戦
前
生
ま
れ
の
人
な
ら
、
毎
朝
家
族
そ
ろ
っ
て
仏
壇
の
前
に
す
わ
っ
て
手
を
合
わ
せ
、
ご
飯
の

と
き
は
「
い
た
だ
き
ま
す
」
と
言
っ
て
は
じ
め
て
箸
を
つ
け
、
食
事
が
終
わ
れ
ば
「
ご
ち
そ
う
さ
ま
で
し
た
」
と
言
っ
て
箸
を
お
く
。
そ
ん
な
生
活
が

あ
た
り
ま
え
で
し
た
。
日
常
生
活
の
隅
々
ま
で
、
「
な
む
あ
み
だ
ぶ
つ
」
と
「
お
か
げ
さ
ま
」
と
い
う
感
謝
の
心
が
浸
透
し
て
い
た
と
い
え
る
で
し
ょ

う
。

　
親
鸞
聖
人
が
浄
土
真
宗
を
創
始
し
た
の
は
今
か
ら
お
よ
そ
八
〇
〇
年
前
の
こ
と
で
す
。
蓮
如
上
人
が
福
井
の
吉
崎
御
坊
を
建
立
し
て
、
北
陸
の
地
に

念
仏
の
声
が
こ
だ
ま
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
五
五
〇
年
前
の
こ
と
で
す
。
以
来
、
長
い
年
月
を
か
け
て
真
宗
の
教
え
は
徐
々
に
私
た
ち
の
生
活
の
中

へ
染
み
込
ん
で
い
た
の
で
す
。
そ
こ
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
の
が
、
今
回
の
展
示
で
と
り
あ
げ
る
「
説
教
者
」
と
呼
ば
れ
る
人
た
ち
で
す
。
説
教

者
と
は
、
各
村
の
寺
や
宿
に
集
ま
っ
た
人
々
に
、
親
し
み
の
あ
る
話
を
交
え
な
が
ら
、
わ
か
り
や
す
く
真
宗
の
教
え
を
説
く
人
の
こ
と
で
す
。
彼
ら
の

中
に
は
、
京
都
の
大
学
で
学
問
を
お
さ
め
て
、
故
郷
へ
帰
っ
た
人
も
あ
り
ま
す
。
小
さ
い
こ
ろ
か
ら
近
所
の
お
寺
へ
役
僧
と
し
て
は
い
り
、
日
々
の
お

勤
め
を
し
な
が
ら
自
ら
を
鍛
え
上
げ
て
い
っ
た
人
も
い
ま
す
。
師
と
仰
ぐ
人
の
も
と
へ
弟
子
入
り
し
、
師
と
寝
起
き
を
共
に
し
な
が
ら
、
教
義
に
つ
い

て
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
生
活
全
般
に
つ
い
て
教
え
を
受
け
て
一
人
前
に
成
長
し
た
人
も
い
ま
す
。
さ
ま
ざ
ま
な
過
程
を
経
な
が
ら
も
、
だ
れ
も
が
情

熱
を
も
っ
て
民
衆
一
人
一
人
に
お
念
仏
の
心
を
説
い
て
ま
わ
り
ま
し
た
。

　
娯
楽
の
少
な
か
っ
た
当
時
の
村
人
た
ち
は
、
村
外
か
ら
訪
れ
る
説
教
者
を
待
ち
わ
び
て
い
ま
し
た
。
自
分
の
家
を
宿
に
し
て
「
お
座
」
を
す
る
こ
と

は
名
誉
な
こ
と
で
も
あ
り
ま
し
た
。
説
教
者
の
語
る
言
葉
の
一
言
一
言
に
、
手
を
合
わ
せ
て
大
き
く
う
な
ず
き
、
口
元
か
ら
は
、
知
ら
ず
知
ら
ず
「
な

ま
ん
だ
ぶ
」
の
念
仏
が
あ
ふ
れ
出
る
、
そ
ん
な
光
景
が
ど
こ
の
村
で
も
見
ら
れ
ま
し
た
。

　
昭
和
三
〇
年
代
後
半
か
ら
の
高
度
経
済
成
長
に
よ
り
日
本
社
会
は
大
き
く
変
貌
し
ま
し
た
。
各
町
に
あ
っ
た
常
設
の
説
教
所
は
閉
じ
ら
れ
、
村
で
の

「
お
講
」
や
「
お
座
」
も
姿
を
消
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
今
で
も
ワ
カ
イ
シ
ョ
ボ
ン
コ
（
若
衆
報
恩
講
）
や
ア
マ
オ
コ
ウ
（
尼
御
講
）

な
ど
が
行
わ
れ
て
い
る
村
も
多
く
あ
り
、
信
仰
心
は
今
も
受
け
継
が
れ
て
い
ま
す
。

　
今
回
の
展
示
で
、
砺
波
の
風
土
を
つ
く
り
あ
げ
る
こ
と
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
き
た
と
思
わ
れ
る
真
宗
の
説
教
者
た
ち
の
は
た
ら
き
を
振
り
返

り
、
穏
や
か
で
思
い
や
り
の
あ
る
砺
波
人
の
心
と
、
共
に
育
ん
で
き
た
砺
波
の
文
化
の
良
さ
を
再
認
識
す
る
よ
す
が
に
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

　
最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
こ
の
た
び
の
秋
の
先
人
展
を
開
催
す
る
に
あ
た
り
、
多
く
の
方
々
に
ご
指
導
と
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
心
よ
り
お

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
　
　
平
成
二
十
二
年
十
月

砺
波
郷
土
資
料
館
　

は
じ
め
に

せ
っ
き
ょ
う
じ
ゃ
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凡
例

一
、
本
書
は
、
砺
波
郷
土
資
料
館
に
お
い
て
平
成
二
十
二
年
十
月
十
五
日
か
ら
十
一
月
二
十
八
日
ま
で
開
催
し

た
「
第
三
十
四
回
郷
土
先
人
展
　
真
宗
の
説
教
者
た
ち
」
の
展
示
図
録
で
あ
る
。

二
、
本
文
中
の
資
料
番
号
は
出
品
目
録
の
番
号
と
一
致
す
る
。

三
、
本
展
の
企
画
・
本
書
の
編
集
に
つ
い
て
は
安
ヵ
川
恵
子
が
担
当
し
た
。
総
括
的
な
指
導
お
よ
び
写
真
撮
影

な
ど
は
高
原
徹
館
長
・
杉
森
貢
砺
波
散
村
地
域
研
究
所
事
務
局
長
、
参
考
文
献
の
検
索
、
紹
介
、
手
配
な

ど
は
平
木
恭
子
、
真
寿
寺
記
録
の
解
読
・
入
力
、
善
光
寺
縁
起
絵
巻
・
聖
徳
太
子
絵
伝
・
地
獄
極
楽
図
な

ど
の
解
説
は
学
芸
員
渡
辺
礼
子
、
範
浄
文
雄
説
教
の
テ
ー
プ
起
こ
し
を
は
じ
め
と
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
資
料

の
入
力
は
片
田
春
美
、
展
示
作
業
の
補
助
は
般
林
雅
子
・
重
原
佐
代
子
が
担
当
し
た
。
な
お
、
寶
性
實
成

の
石
碑
解
読
は
、
学
芸
員
実
習
生
と
し
て
当
館
へ
実
習
に
来
て
い
た
金
岡
寛
子
の
補
助
を
受
け
た
。



－１－

一
　
真
宗
王
国
　
砺
波

　
越
中
は
「
真
宗
王
国
」
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
図
１

で
わ
か
る
よ
う
に
、
浄
土
真
宗
系
寺
院
が
全
寺
院
数
の

65
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
の
割
合
で
あ
る
の
は
富
山
・
石

川
・
滋
賀
・
鹿
児
島
の
四
県
に
す
ぎ
ま
せ
ん
。
そ
の
中

で
も
富
山
県
は
70.8
％
⑴
で
全
国
一
の
比
率
で
す
。
全
国
平

均
は
約
28
％
⑵
（
図
２
）
に
す
ぎ
な
い
の
で
、
い
か
に
富

山
県
に
浄
土
真
宗
系
寺
院
が
多
い
か
わ
か
り
ま
す
。
さ

ら
に
、
そ
の
内
訳
を
み
る
と
（
図
３
）
、
浄
土
真
宗
本

願
寺
派
（
お
西
）
が
わ
ず
か
に
真
宗
大
谷
派
（
お
東
）

を
上
回
っ
て
い
ま
す
。

　
一
方
、
砺
波
地
域
（
ほ
ぼ
旧
東
西
砺
波
郡
）
を
み
る

と
（
図
４
）⑶
、
浄
土
真
宗
系
寺
院
の
割
合
は
83
％
と
な

り
ま
す
。
「
真
宗
王
国
越
中
」
の
中
で
も
も
っ
と
も
真

宗
系
寺
院
の
数
が
多
く
、
ま
さ
に
「
真
宗
王
国
　
砺

波
」
と
い
え
ま
す
。
そ
し
て
そ
の
内
訳
は
、
お
西
が
25

％
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
お
東
は
58
％
で
、
お
東
の
方

が
圧
倒
的
に
多
く
な
り
ま
す
。
江
戸
時
代
に
加
賀
藩
の

触
頭
（
寺
社
奉
行
の
お
触
れ
を
配
下
の
寺
社
へ
伝
達
し

た
り
、
配
下
の
寺
社
か
ら
の
訴
え
な
ど
を
奉
行
へ
取
り

次
ぐ
役
割
の
寺
）
で
あ
っ
た
お
東
の
井
波
瑞
泉
寺
・
城

端
善
徳
寺
の
影
響
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
。

⑴
⑵
『
富
山
県
史
　
現
代
統
計
編
』
429
Ｐ
「
全
国
都
道
府
県
別
仏
教
系
寺
院
数
お

よ
び
浄
土
真
宗
系
寺
院
数
（
昭
和
43
年
）
」

⑶
　
『
富
山
県
史
　
現
代
統
計
編
』
428
・
429
Ｐ
「
昭
和
54
年
県
下
の
市
町
村
別
、

宗
教
・
宗
派
別
、
宗
教
法
人
数
」
か
ら
砺
波
市
・
小
矢
部
市
・
城
端
町
・
平

村
・
上
平
村
・
利
賀
村
・
庄
川
町
・
井
波
町
・
井
口
村
・
福
野
町
・
福
光

町
・
福
岡
町
の
数
を
合
計
し
た
も
の

図１　全仏教寺院中の浄土真宗系寺院の割合（昭和43年）

図３　富山県

全仏教寺院中における浄土真宗系寺院の割合（昭和54年）

図２　全国の仏教寺院中における浄土真宗系寺院の割合（昭和43年）
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図５　越中三大御坊の足跡
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二
　
砺
波
地
方
へ
の
真
宗
の
広
ま
り

井波　瑞泉寺

越中三大御坊

伏木　勝興寺

城端　善徳寺

1300140015001600

安土桃山時代

（  戦　国　時　代  ） （南北朝時代）
室　町　時　代 鎌　倉　時　代

400年前 500年前 600年前 700年前

（西暦）

750年前
今から

砺
波
地
方
の
真
宗
年
表

本
願
寺
5
世
綽
如
、

井
波
瑞
泉
寺
創
建
の
勧
進
状
を
書
く 

②

○
土
山
坊（
の
ち
の
勝
興
寺
）で
き
る

○
こ
の
こ
ろ
砂
子
坂
に
善
徳
寺
創
建 

④

○
こ
の
こ
ろ
五
箇
山
赤
尾
村
の
道
宗
が
蓮
如
か
ら
教
化
を
受
け
る

越
中
に
お
い
て
一
向
一
揆
始
ま
る（
田
屋
河
原
の
戦
い
） 

③

赤
尾
道
宗
が
信
心
の
心
得
21
ヶ
条
を
記
す 

③

蓮
如
、
越
前
吉
崎
に
坊
舎
を
建
立 

②

1471
蓮
如
、
越
前
吉
崎
を
去
る 

②

1475
浄
土
真
宗
の
開
祖  

親
鸞
、「
教
行
信
証
」を
著
す 

①

1230
浄
土
真
宗
の
開
祖  

親
鸞
没
す 

②

1262
蓮
如
没
す 

②

1499
本
願
寺
、
織
田
信
長
と
戦
う（
石
山
合
戦
） ②

1571
教
如
、
東
本
願
寺
を
創
立
す（
東
西
分
派
） ①

1602

1501
越
中
の
一
揆
勢
、越
後
の
長
尾
能
景
を
芹
谷
合
戦
で
破
る 

③

1506 1481 1390
砺
波
地
方
関
係
事
項

本
山
・
全
国
の
動
き
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二俣　本泉寺吉崎御坊

末　友

福　光

高　窪

山　本

土　山

砂子坂

1700180019002000

現在

平 成 時 代 昭  和  時  代 明  治  時  代大正
時代 江　戸　時　代

100年前 200年前 300年前

○
法
宝
物
・
太
子
像
な
ど
の
巡
回
が
始
ま
る 

⑤

○
瑞
泉
寺
で
聖
徳
太
子
の
絵
解
き
が
始
ま
る 

⑤

○
越
中
門
徒
、
東
本
願
寺
御
影
堂
の
修
復
講
を
結
成
す
る

瑞
泉
寺
、
本
堂
・
太
子
堂
焼
失 

⑤

善
徳
寺
に
本
山
相
続
講
が
興
さ
れ
る 

④

○
善
徳
寺
で
虫
干
法
会
始
ま
る 

④

○
善
徳
寺
で
盤
持
大
会
始
ま
る 

④

○
昭
和
30
年
代
、
砺
波
各
地
で
ま
だ
盛
ん
に
説
教
が

行
わ
れ
て
い
た

1
年
間
に
90
箇
所
で
説
教
を
行
っ
た
記
録
が
五
箇
山
の
行
徳
寺
に
あ
る

京
都
に
大
火
、
東
本
願
寺
、
御
影
堂
・
阿
弥
陀
堂
焼
失 

②

1788
東
本
願
寺
、
御
影
堂
・
阿
弥
陀
堂
・
諸
殿
焼
失 

②

1823
東
本
願
寺
、
御
影
堂
・
阿
弥
陀
堂
・
諸
殿
焼
失 

②

1858
禁
門
の
変
に
よ
り
東
本
願
寺
、
御
影
堂
・
阿
弥
陀
堂
・

諸
堂
・
学
寮
、
西
本
願
寺
総
門
・
学
林
・
総
会
所
焼
失 

②

1864 ○
こ
の
こ
ろ
、
説
教
者
菅
原
智
洞
・
粟
津
義
圭
が

活
躍
す
る 

⑥

○
こ
の
こ
ろ
説
教
者
木
村
徹
量
・
宮
部
円
成
が
活
躍
す
る 

⑥

187918851895

①
『
日
本
史
年
表
』
岩
波
書
店

②
『
真
宗
年
表
』
大
谷
大
学
編

③
『
富
山
県
史
年
表
』

④
『
善
徳
寺
史
』
１
９
９
９
　
城
端
別
院
善
徳
寺

⑤
『
真
宗
大
谷
派
井
波
別
院
瑞
泉
寺
史
』
２
０
０
９
　
井
波
別
院
瑞
泉
寺

⑥
　
関
山
和
夫
『
説
教
の
歴
史
』
　
岩
波
新
書
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三
　
行
徳
寺
と
赤
尾
の
道
宗

　
越
中
へ
の
浄
土
真
宗
の
浸
透
は
、
文
明
三
年
（
一
四

七
一
）
に
本
願
寺
八
世
蓮
如
が
越
前
吉
崎
に
坊
舎
を
建

て
て
、
「
御
文
」
を
中
心
に
教
化
活
動
を
活
発
に
展
開

し
た
こ
と
に
よ
る
。
蓮
如
が
吉
崎
に
滞
在
し
て
い
た
の

は
五
年
間
に
す
ぎ
な
い
が
、
そ
の
間
教
化
を
受
け
た
一

人
に
五
箇
山
の
赤
尾
道
宗
（
寛
正
三
〜
永
正
十
三
）

（
一
四
六
二
〜
一
五
一
六
）
が
い
る
。

　
道
宗
は
行
徳
寺
の
祖
と
さ
れ
、
行
徳
寺
に
は
、
道
宗

が
蓮
如
か
ら
受
け
た
と
さ
れ
る
蓮
如
筆
の
御
文
集
や

「
御
文
」
、
十
字
名
号
、
六
字
名
号
な
ど
、
当
地
方
へ

の
真
宗
の
広
が
り
を
考
え
る
上
で
非
常
に
貴
重
な
文
書

が
多
く
収
蔵
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
中
に
説
教
に
関
す
る

文
書
も
多
く
保
存
さ
れ
、
う
ち
11
点
を
今
回
展
示
さ
せ

て
い
た
だ
い
た
。

「
一
、
越
中
赤
尾
ノ
弥
七
入
道
道
宗
、
御
文
ヲ
申
請
度

由
申
上
ラ
レ
ケ
レ
バ
、
仰
ラ
レ
候
、
文
ハ
取
ヲ
ト
ス

事
モ
ア
ル
ベ
シ
、
タ
ダ
信
ヲ
ダ
ニ
取
テ
下
国
ア
ラ
バ
、

ソ
レ
ガ
肝
要
タ
ル
ベ
キ
由
仰
ラ
レ
テ
、
翌
年
（
ア
ク

ル
ト
シ
）
御
文
ヲ
ク
ダ
サ
レ
ケ
ル
」

行　徳　寺

6（延宝５年（1677）５月）「（蓮如上人）御物語」
　（行徳寺文書702）　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　南砺市西赤尾　行徳寺蔵

7　文化２年（1805）４月15日
　「阿弥陀経玄談題号随記第一
　沙門智浄」（行徳寺文書724）
　　　　　　　南砺市西赤尾　行徳寺蔵

　表紙に「高倉学寮講師弁説」とある。

　京都大谷大学の前身である高倉学寮で

　の講演の記録である。行徳寺12世智浄

　が実際に京都へ行って受講したものか、

　だれかのものを写させてもらったものか。

9　文化４年（1807）３月21日
「亀州講師法談聞書　行徳寺」
（行徳寺文書730）　　
　　　　　　南砺市西赤尾　行徳寺蔵

　表紙に「前住上人五十回忌法会」とある。

10　文政２年（1819）２月22日
　「金津大講師御法話聞書　越中
　砺波郡西赤尾町行徳寺　智伝」
　（行徳寺文書738）
　　　　　　　南砺市西赤尾　行徳寺蔵

　表紙に「文政二年卯二月廿二日坂上寺ニ

　テ高草嶺道場写貰候、カナハアヘトフ

　（相答）ニテイレテモラフ」とある。

8　文化３年（1806）３月
　「雑集法談　越中砺波郡五ヶ
　山赤尾町村角淵山行徳寺　智
　秀殿之時分」（行徳寺文書727）
　　　　　　　南砺市西赤尾　行徳寺蔵

　表紙に「能州去僧ヨリ譲貰外之書ニテ

　指替可申候」とある。朱の書き込みや

　点、△印などがある説教集。

ぎ
ょ
う
と
く
じ

ど
う
し
ゅ
う

お
ふ
み
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四
　
あ
る
説
教
者
の
足
跡
　ー
行
徳
寺
文
書
よ
り
ー

15　明治28年（1895）５月「説教不忘記」
　　　　　　　　　　　（行徳寺文書796）
　　　　　　　　　　　　　南砺市西赤尾　行徳寺蔵
　明治28年５月から翌年９月まで、109箇所で巡回説
　教をした話の内容と場所の記録。行徳寺16世鳳静の代。

 

明治２８年

明治２9年

５月30日～６月６日
６月９日～15日
６月17日
６月18日
６月20日～26日
６月27日
６月28日～７月７日
７月９日～22日
８月１日～６日朝
８月６日昼１座～11日朝
８月12日～21日朝
８月11日晩
８月16日晩
８月22日～24日
９月10日夕～15日朝
９月15日夕
９月16日昼
９月16日晩
９月17日昼
９月17日晩
９月18日御立寄り
９月18日昼
９月18日晩
９月19日昼
９月19日晩
９月20日御寄
９月20日昼
９月20日御泊
９月21日昼
９月21日御立寄
９月21日御泊
９月22日御昼
９月22日御泊
９月23日御立寄
９月23日御立寄
９月23日御昼
９月23日御泊
９月24日御立寄
９月24日御昼
９月24日御泊
９月25日御立寄
９月25日御昼
９月25日御泊
９月26日御昼
９月26日晩
９月27日御立寄
９月27日御昼
９月27日御泊
９月28日御昼
９月28日御泊
９月29日御昼
９月29日御泊
９月30日御昼
９月30日・10月１日御泊　地蔵祭軍人追弔会
10月２・３日
10月５・６日
10月７・８日
９日より14日まで病気にて大嶋昇導氏宅に於て養生す15日より足痛も全治に運びそれより16日昼まで説教す
10月15日朝より16日昼まで
10月16日より21日まで
10月21日夕
10月22日
10月23日
10月24日より28日まで
10月28日29日
10月30日
10月31日
11月２日３日
11月13日より24日朝まで
11月24日昼より29日朝まで
12月３日より21日朝
12月21日より29日まで

１月１日より11日朝
１月11日より17日朝まで
１月20日より29日朝まで
２月11日
２月14日晩より23日朝まで
２月24日より３月１日昼まで
３月４日５日
３月８日より15日昼まで
３月15日夕より22日
３月23日より25日まで
３月26日より４月２日朝まで
４月２日昼より10日朝まで
４月10日晩より12日昼まで
４月18日
４月20日より23日まで
５月30日より６月２日昼まで
６月10日晩
６月11日より14日昼まで
６月14日晩より15日朝まで
６月15日より21日
６月23日晩より25日まで
７月１日より31日まで
８月７日晩
８月８日晩
８月10日晩
８月12日晩
８月地蔵祭晩
８月15日より20日まで
９月１日
９月２日
９月24日
９月25日26日昼まで
９月26日
９月27日
９月28日
９月29日
９月30日

砺波郡東石黒村大字桐木　教応寺　臨時説教
石川郡吉野谷村字下吉野　願慶貴寺
中島　辻三次郎
中島　南惣兵衛
石川郡鶴来町　良源寺　臨時説教
石川郡河内村字中島　嶋源兵衛
能美郡宮内村字長滝　宗誓寺　祠堂会
砺波郡元桐木村　教応貴寺　祠堂会
越中城端別院
砺波郡東石黒村大字下吉江　教西寺　臨時説教　村元浄真
砺波郡広塚村大字八塚　西源貴寺　盆会説教
桐木　兵蔵
桐木　教応寺
砺波郡広塚村大字石田　空泉寺　祠堂会説教
城端別院茶所
城端別院より依頼に付五ヶ山へ巡回　砺波郡荒山村　野村三郎平・太一郎　戸数５
栃原村　松永五平　29戸
下原村　横山九兵衛　18戸
長崎　野村一郎
大牧村　酒井市兵衛
北原　源六宿
仙納原村　助六郎
脇谷　山本久米次郎
高沼村　嶋田六太郎
草嶺倉　高畑市三郎
押場村　区長万吉
北大豆谷村　嘉兵衛
南大豆谷村　大塚市松
下百瀬川村　平田甚五郎
中村　大野権兵衛
上百瀬川村　宮崎喜兵衛
下利賀　坂井助一
岩淵村　高藤覚三郎
北嶋村　　悪病流行につき説教中止
細島村　　〃
上畑村　　〃
坂上　西勝寺
中口村　栄蔵
千足村　権兵衛
大勘場村　道場惣八
カツラ尾村　南藤蔵
田ノ嶋村　高桑与兵衛
阿部当村　平野庄平
平村大字入谷　山本源六
平村大字高草嶺　藤井伝蔵
平村大字寿川　区長
平村大字大崩嶋　中村万吉
平村大字祖山　岡部金次郎
平村大字中江村　宮本三六
平村大字下出　高田八郎
籠渡村　高見五兵衛
大嶋村　道場　池田昇導
田向村　旧道場
上平村大字猪谷　図書格平
平村大字赤尾　行徳寺　同村　岩瀬八郎宿
城端別院へ用向きの為め茶所ニテ泊ス
上平村大字猪谷　大井弥平泊

池田昇道道場ニテ弁ジタリ
猪谷　総報恩講説教
下出村　道場　高田八郎
利賀村　荒井与十郎
利賀村草嶺倉　高畑市三郎
大牧へ入湯のため酒井市兵衛方に滞留
祖山　岡部金次郎
荒山村　野村太一郎
栃原村　松長五平泊　同斎藤太郎左衛門
下原村　斎藤与一郎
福野町　教願寺
八塚　西源寺
福野町　教願寺
高堀　善證寺

広塚大字八塚　西源寺
北山田村大字在房　専徳寺舎弟　藤野曠雲
種田村大字五ヶ村　法正寺　天川見正
八塚村　役田仁十郎方にて大橋八三郎兄の追弔会
山野村大字飛騨屋村　円光寺　住道元利夫
広塚大字田屋　本山助成　永念寺方にて
高瀬村大字江田　中嶋与一郎
山野村大字専勝寺村　西岸寺　住職浅井恵照
青嶋村大字青嶋　勧喜寺　住職堀金静念
広塚村大字八塚　西源貴寺
林村大字小杉　常徳寺　住職近藤法照
東山見村大字金屋岩黒村　伝教寺　住職吉江勇猛
山野村大字飛騨屋　円光寺　住職道元利夫
桐木村　兵蔵
野尻村　徳仁寺　報恩講
桐木　教応寺　蓮如上人御忌説教
青嶋村　柴田与右衛門方にて御講
青嶋村　勧帰寺　無縁経説教
野尻村　斎藤甚兵衛　御講説教
広塚村大字田屋村　永念寺住　永生令行　永代経説教
東石黒村大字下吉江　教西寺　村元浄真
桐木村　教応貴寺　祠堂経説教
三ツ井林蔵御講
水木仁十郎御講
水木利吉御講
丹羽佐吉御講
堀池万蔵
桐木　教応貴寺　盆会説教
南蟹田村大字蔵ヶ原村　安田清蔵　中田次郎八
南蟹田村大字湯谷　長谷川久四郎
大牧　酒井市兵衛
栃原　松三郎
下原　小嶋与一郎
荒山　野村太平
栃原　斎藤太郎右衛門
長崎　岡部平九郎
下原　五平 図６　明治28年　布教ルート地図



－６－

五
　
行
徳
寺
文
書
と
説
教

ミ
ミ
ズ
ノ
腹
ハ
土
バ
カ
リ

カ
ワ
ズ
ノ
腹
ハ
水
バ
カ
リ

凡
夫
ノ
腹
ハ
愚
痴
バ
カ
リ

ウ
ナ
ギ
ニ
ハ
、
八
ツ
ノ
目
ア
レ
ド
モ
　
仏
ヲ
拝
ム
目
ハ
一
モ
ナ
シ

マ
タ
百
足
ニ
ハ
百
本
ノ
足
ア
レ
ド
モ
　
参
詣
ノ
足
ハ
一
モ
ナ
シ

11　文政12年(1829)9月26日　
　　「両華院嗣四席演説集　行徳寺」（行徳寺文書749）　南砺市西赤尾　行徳寺蔵

12　文政13年（1830）９月７日
　「円満寺嗣講師法話」（行徳寺文書752）　
　　　　　　　　　　　　　南砺市西赤尾　行徳寺蔵

16（年未詳）「説教山海録　道宗風龍」
　　　　　　　　　　　　（行徳寺文書846）　　
　　　　　　　　　　　　　南砺市西赤尾　行徳寺蔵

13　（嘉永3年(1850））「説教本」（行徳寺文書768）　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　南砺市西赤尾　行徳寺蔵

14　安政２年（1855）２月「御絵伝指図道引品
　　行徳寺鳳龍」（行徳寺文書776）　
　　　　　　　　　　　　　南砺市西赤尾　行徳寺蔵

　親鸞聖人御絵伝を絵解きするときの手引き書。

17（年未詳）（法話）（行徳寺文書886）　南砺市西赤尾　行徳寺蔵

　総会所において、諸国詰所世話方や諸職人・人足・手伝いなどの人々に対して行われた説教の
内容を記録したもの。東本願寺は文政６年に焼失しているが、その再建のために全国各地から門
信徒の人々が京都へ集まってきていたのであろう。（全文は45頁に採録）

　円満寺の講師が井波御坊で演説したものを高岡の法愍が
筆記したもの。

　むつかしい真宗の教義から身近な嫁と姑の話まで、さまざまな話題が書か
れている。

表紙「此書者法宝物弘通之砌、新明神乗善寺出勤致、
同寺御住職誠噺妙々也、凡天下一其珍談僕機憶之処、
此書目録候也」
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六
　
砺
波
地
方
の
常
説
教
場

じ
ょ
う
せ
つ
き
ょ
う
じ
ょ
う

　
説
教
者
に
よ
る
説
教
は
、
現
在
で
は
城
端
善
徳
寺
だ

け
で
行
わ
れ
て
い
る
が
、
か
つ
て
の
砺
波
地
方
の
各
町

で
は
、
毎
日
必
ず
行
わ
れ
て
い
た
。
そ
こ
で
は
、
十
日

ご
と
に
次
々
と
説
教
者
が
入
れ
替
わ
り
に
訪
れ
て
い
た
。

説
教
者
は
一
つ
の
場
で
の
説
教
が
終
わ
る
と
次
の
町
の

説
教
場
へ
と
宿
を
移
し
、
ま
た
新
し
い
聴
衆
を
前
に
説

教
を
語
っ
た
。
熱
心
な
信
者
は
次
の
場
へ
も
つ
い
て
い

っ
て
、
二
度
で
も
三
度
で
も
そ
の
説
教
者
の
語
る
説
教

に
耳
を
傾
け
た
も
の
だ
と
い
う
。

　
そ
う
し
た
説
教
者
は
地
元
の
僧
侶
た
ち
だ
け
で
は
な

か
っ
た
。
能
登
・
加
賀
・
福
井
な
ど
の
近
県
を
は
じ
め
、

愛
知
・
滋
賀
・
岐
阜
な
ど
か
ら
も
多
く
の
説
教
者
が
訪

れ
た
。
中
で
も
能
登
の
上
野
慶
宗
、
範
浄
文
雄
、
福
井

の
山
本
龍
音
な
ど
の
名
説
教
ぶ
り
は
今
も
古
老
た
ち
の

語
り
草
に
な
っ
て
い
る
。
彼
ら
の
語
る
言
葉
は
節
（
抑

揚
）
を
つ
け
た
音
楽
性
を
も
つ
「
節
談
説
教
」
と
よ
ば

れ
る
。
そ
の
独
特
の
節
回
し
は
、
「
能
登
節
」
「
加
賀

節
」
と
い
う
地
域
名
で
呼
ば
れ
た
り
、
大
成
さ
せ
た
個

人
の
名
を
取
り
、
亀
田
千
巌
の
「
亀
田
節
」
、
範
浄
文

雄
の
「
範
浄
節
」
な
ど
と
も
称
さ
れ
た
。

　
説
教
者
の
修
業
の
方
法
は
「
随
行
」
と
呼
ば
れ
る
。

若
い
こ
ろ
か
ら
師
で
あ
る
説
教
者
に
常
に
付
き
従
い
、

師
と
寝
食
を
共
に
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
説
教
は
も
と

よ
り
、
日
常
の
立
ち
居
ふ
る
ま
い
か
ら
生
活
規
範
ま
で

き
び
し
く
し
つ
け
ら
れ
、
一
人
前
の
説
教
者
と
し
て
育

っ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

図７　砺波地方の常説教場

高岡

戸出

石動

出町
津沢

福野

井波
瑞泉寺卍

善徳寺
城端

福光

戸出　光林寺 高岡　光楽寺

石動　称名寺 津沢　正安寺 福野　本福寺

福光　西別院 福光　知源寺 福光　願全寺

の
り
き
よ
ぶ
ん
ゆ
う

ふ
し
だ
ん
せ
っ
き
ょ
う

ず
い
こ
う

卍
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七
　
出
町
の
常
説
教
場
　
真
寿
寺

　
当
寺
は
、
慶
安
二
年
（
一
六
四
九
）
の
出
町
開
町
と

同
時
に
創
設
さ
れ
、
寺
伝
で
は
出
町
（
当
時
杉
木
新
）

を
立
て
た
二
郎
兵
衛
が
、
町
の
ま
ん
な
か
に
寺
域
を
定

め
た
と
い
う
。
出
町
は
砺
波
平
野
の
中
央
部
に
位
置
し

交
通
の
要
衝
と
し
て
便
利
な
こ
と
か
ら
、
当
寺
は
、
い

つ
で
も
真
宗
の
説
教
を
聞
く
こ
と
が
で
き
る
常
説
教
場

と
し
て
、
出
町
地
域
お
よ
び
周
辺
村
部
の
人
々
の
信
仰

に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
き
た
。

　
な
お
、
当
寺
は
出
町
の
都
市
開
発
事
業
に
よ
り
、
昭

和
五
十
五
年
に
永
福
町
の
現
在
地
に
移
転
し
た
。

27　出町の常設教場　真寿寺（移転前）

説教のようす（昭和40年頃）

28　昭和２年２月改正
布教師日割簿

29　自昭和８年度
約定誌

説教者の記録　砺波市永福町　真寿寺蔵

30　昭和18年度
約定帳

31　昭和31年～昭和40年
御芳名

32　昭和44年１月
賽銭帳

し
ん
じ
ゅ
　
じ

真寿寺には昭和２年から平成22年まで、当寺を訪れた説教者の記録が保存されている。
かつては、砺波周辺だけでなく、能登や加賀からの説教者が多く訪れていたことがわかる
貴重な資料である。
（個々の人名は52頁以降に採録）
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八
　
善
光
寺
如
来
を
か
つ
い
で
ま
わ
っ
た
矢
木
の
伝
四
郎

　
文
政
年
間
頃
（
十
九
世
紀
初
期
）
、
砺
波
郡
矢
木
村

（
現
砺
波
市
矢
木
）
の
小
百
姓
の
長
男
に
生
ま
れ
た
伝

四
郎
は
、
当
時
農
家
の
長
男
と
し
て
は
当
然
で
あ
っ
た

百
姓
仕
事
を
き
ら
い
、
ど
こ
か
ら
か
善
光
寺
三
尊
仏
と

善
光
寺
縁
起
三
幅
の
絵
巻
を
手
に
入
れ
、
絵
解
き
し
な

が
ら
付
近
の
村
々
を
ま
わ
っ
て
い
た
。

　
娯
楽
の
少
な
か
っ
た
当
時
の
農
村
で
は
、
人
気
者
の

田
舎
役
者
と
し
て
、
拍
手
喝
采
で
各
村
か
ら
迎
え
ら
れ

た
と
い
う
。

55　善光寺式三尊仏
砺波市矢木　飛地弘旧蔵　砺波市太田　専念寺蔵　

　１つの光背に三尊（阿弥陀如来、観音菩薩、
勢至菩薩）が並んでおり、信濃の善光寺三尊
像を模して作られたものである。

善光寺式三尊仏

あみだにょらい かんのんぼさつ

せいし さつ

眉間の白毫から
智恵の光明を発
している

びゃくごう
光背
大型の舟型
光背を背に
三尊仏が立
っている

こうはい

印相：刀剣印
手を下げ、人差し指
と中指を伸ばし、他
の指を曲げた形。

とうけんいん

印相：梵篋印
胸の前で右手を上に重
ね合わせた形。掌の中
には真珠の薬箱がある
と伝えられている

ぼんきょういん

蓮の芯を上下に重ねた
台の上に立っている

印相：施無畏印
掌を開いて前面
にかざし、衆生
の畏れを取り除
いている

せむいいん

衲衣
美しい衣紋

のうえ

勢
至
菩
薩

　
智
慧
を
あ
ら
わ
す

せ
い
し 観

音
菩
薩

　
慈
悲
を
あ
ら
わ
す

阿
弥
陀
如
来

初段　　　釈尊六十歳にして天竺毘舎離国大林精舎におひ（て）、御説法の図

二段　　　釈尊、月蓋を済度に行給へど、長（者）米壱粒も上ざるの図

三段　　　長者の下女、如来御帰りの時、御教化をうけ、御礼に白水を供養し奉る図

四段　　　如来、右の白水を精舎にもち帰、諸の菩薩・天人に施し給うに水足るほど

　　　　　なし、是によりて大凡の卒都婆に、女の都卒天に（の）内院に生ることを

　　　　　しるし、白水を石にかけ給ふ図

五段　　　天竺の諸けんどんに付、五種の疫人出て諸人も（を）なやます図

六段　　　五種の疫病、諸人命をはりてかくのごとし、徒し野に捨たる五（九）相国（の）図

七段　　　長者娘如是姫を五種の疫神、熱病をうけさするの図、疫神陀天台　巒提という

八段　　　長者の娘難病に付、天神地祇をいのる図

九段　　　長者娘の病気を釈尊へ願ひに、さし上る図

十段　　　長者、釈（尊）の仰せにしたがひ、わが家に帰り、西方の弥陀を念じけるに、

　　　　　西の楼門より三尊来迎し給、このとき疫神皆にげさる図　　

十一段　　長者の願ひにより、目連尊者を龍宮へ遣し、閻浮檀金を所望の図

十二段　　閻浮檀金を三千七百両を以て、釈迦・弥陀二尊の光明にて、三尊の新佛出現の図

十三段　　長者、如来を生替り、五百歳の間、安置し奉る図

十四段　　如来、百済国の聖明王の前生をわすれ給ハず、金殿に来り給ふに、たちまち宿

　　　　　善をおこし拝し奉る図

十五段　　聖明王七宝の金堂を立、二時の勤行おこたりなく、後に至るまで千百十二年の

　　　　　間安置し給ふ図

十六段　　如来、推明王御代に及び、日本国信濃ノ国善光が前生をしたい給ひ和朝に来り

　　　　　給て、然るにきさき如来の別れをかなしみ給ふ図

十七段　　人皇三十代欽明天皇十三年申十月十三日、難波の浦へ御着船の図

十八段　　内裏は大和国山部斯島の金ざしの宮へ如来をうつし奉る図

十九段　　守屋悪行によりて、やかたをかまへ、如来をたたらにかけて焼奉る図

二十段　　如来を焼くたくといへども、そんじ給はず、仍て難波の堀江にしづみ奉る図

　　　　　この時青色の鬼あらはれ、口より火をふき出し、御所を焼奉るとなり

二十一段　太子十六歳にして、河内の国、しき島の郡流川の御所におひて軍勢を集め守屋

　　　　　を誅し給ふの図

二十二段　太子、四天王并に諸の神祇に御加勢を願ひ給ひ、稲村城におひて守屋を打止め

　　　　　給ふ図

二十三段　善光、難波の堀江を通りけるに、過去の前生をたづねて、如来善光をおひ奉る図

二十四段　善光、如来をわが家に御とも申と、臼を台にして安ちし奉図

　　　　　ともし火の油なきなし、光明のひかりにててらし給ふとなり

二十五段　善光　倅よし助死す、七日すぎて蘇生の図

二十六段　善助、冥土に趣くといへども、如来善助をむかひ帰りひたまふに、皇極天皇、

　　　　　悪所に趣きけるに、如来の願ひによりこの時蘇生し給ふ図

二十七段　如来の御おんにこおもり、皇極皇地ごくよりゆみず帰に、したもによりて善助

　　　　　・善光、皇極皇と御たい面におよばる図

二十八段　如来の御おんこをもり、皇極皇と善助共に西度によりて、天師より御こんりゆ

　　　　　したもふ善光寺図

びしゃりこくだいりんしょうじゃ

がっかい

あだしの

にょぜ びらんだい

ろうもん

えんぶだごん しょもう

さいど

（慳貪）

（終）

（逃げ去る）

（妃）

（山辺郡）しきしま

（砕く）

（負）

（置）

（ため）

マゝ こうぎょく

（蒙り） （黄泉国帰りの転） （給う）

（恩）（蒙り） （済度） （天子） （建立）

うまれかわ

善
光
寺
如
来
の
絵
解
き

　
　
　
　
　
　
　
　
矢
木
の
伝
四
郎

善光寺縁起讃文
ぼ
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善
光
寺
縁
起
　
⑴

第
一
幅

①
お
釈
迦
様
が
天
竺
の
毘
舎
離
国
に
住
ん
で
い
た
六
〇
歳
の
頃
、
大
林
精
舎
で
よ
く
説
法
を
し
て
い
ま
し
た
。

②
天
竺
に
住
む
、
金
持
ち
で
は
あ
る
が
、
貪
欲
で
施
す
心
の
無
い
長
者
、
月
蓋
。
お
釈
迦
様
は
彼
を
教
え
導
く

為
、
自
ら
足
を
運
び
、
訪
ね
て
来
ま
し
た
が
、
月
蓋
は
、
「
一
度
施
せ
ば
、
ま
た
来
る
だ
ろ
う
か
ら
会
う
の

を
や
め
て
お
こ
う
」
と
門
ま
で
来
て
、
ま
た
家
の
中
に
戻
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

③
そ
の
帰
り
道
、
長
者
の
屋
敷
の
下
女
が
お
釈
迦
様
に
会
い
、
ご
教
授
を
受
け
ま
し
た
。
そ
の
お
礼
と
し
て
下

女
は
米
の
研
ぎ
汁
（
白
水
）
を
お
釈
迦
様
に
差
し
上
げ
ま
し
た
。
（
米
の
研
ぎ
汁
も
栄
養
が
あ
り
、
貴
重
で

し
た
）

④
お
釈
迦
様
は
そ
の
白
水
を
精
舎
に
持
ち
帰
り
、
菩
薩
や
修
行
僧
た
ち
に
分
け
ま
し
た
。
何
人
に
分
け
て
も
そ

の
白
水
は
無
く
な
ら
ず
、
す
べ
て
の
者
に
行
き
渡
り
ま
し
た
。
そ
の
行
い
に
感
銘
を
受
け
た
お
釈
迦
様
は
、

そ
の
下
女
が
来
世
は
天
上
界
の
都
卒
天
に
生
れ
る
こ
と
を
約
束
し
ま
し
た
。

⑤
あ
る
年
、
国
に
疫
病
が
流
行
し
ま
し
た
。
（
疫
病
神
が
鬼
の
姿
で
表
さ
れ
て
い
ま
す
）

⑥
疫
病
は
国
中
の
人
々
の
命
を
う
ば
い
、
そ
の
屍
は
野
に
捨
て
ら
れ
、
ま
る
で
九
相
図
の
よ
う
で
す
。
（
五
相

国
図
で
は
な
く
九
相
図
の
間
違
い
か
？
九
相
図
と
は
屍
が
腐
乱
し
て
白
骨
化
し
て
い
く
様
子
を
描
い
た
仏
教

美
術
画
を
い
う
）

⑦
長
者
に
は
如
是
姫
と
い
う
愛
娘
が
い
ま
し
た
が
、
流
行
病
の
熱
病
に
か
か
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
（
如
是
姫

の
枕
元
に
は
疫
病
神
の
鬼
が
姫
を
襲
う
姿
が
描
か
れ
て
い
ま
す
）

⑧
如
是
姫
は
国
中
の
名
医
に
診
て
も
ら
い
、
更
に
祈
祷
も
し
て
も
ら
い
ま
し
た
が
、
一
向
に
良
く
な
り
ま
せ
ん

で
し
た
。
（
こ
れ
以
上
は
お
釈
迦
様
に
お
す
が
り
し
、
教
え
を
乞
う
し
か
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
し

た
）

⑨
長
者
は
娘
の
病
気
を
治
し
た
い
一
心
で
お
釈
迦
様
に
会
い
に
行
き
ま
し
た
。
（
娘
一
人
の
回
復
を
願
う
心
か

ら
、
す
べ
て
の
民
の
病
を
取
り
去
る
願
い
へ
と
改
心
し
た
長
者
に
お
釈
迦
様
は
、
病
回
復
の
方
法
を
授
け
ま

し
た
）

⑩
長
者
は
家
に
帰
り
、
お
釈
迦
様
の
言
わ
れ
る
通
り
、
西
方
に
向
か
っ
て
一
心
に
念
じ
ま
し
た
。
す
る
と
、
光

と
と
も
に
阿
弥
陀
如
来
様
、
観
音
菩
薩
様
、
勢
至
菩
薩
様
の
三
尊
が
現
れ
ま
し
た
。
す
る
と
疫
病
神
は
皆
逃

げ
去
り
ま
し
た
。
（
国
中
の
流
行
病
は
お
さ
ま
り
、
如
是
姫
も
無
事
回
復
し
ま
し
た
）

56　善光寺縁起　全３幅の内第１幅
　　　　　　　　　　　　　砺波市矢木　飛地弘旧蔵　砺波市太田　専念寺蔵
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善
光
寺
縁
起
　
⑵

第
二
幅

⑪
如
来
に
救
わ
れ
た
長
者
は
、
三
尊
の
御
姿
を
こ
の
世
に
写
し
た
い
と
願
い
出
、
そ
の
願
い
を
受
け
て
お
釈
迦

様
は
龍
宮
に
あ
る
閻
浮
檀
金
と
い
う
最
高
の
金
を
も
ら
う
た
め
目
連
尊
者
を
遣
わ
し
ま
し
た
。
（
閻
浮
檀
金

は
龍
王
に
と
っ
て
も
、
大
切
な
宝
で
し
た
が
、
お
釈
迦
様
に
献
上
し
ま
し
た
）

⑫
持
ち
帰
っ
た
閻
浮
檀
金
を
お
供
え
し
、
願
う
と
三
尊
が
現
れ
ま
し
た
。
お
釈
迦
様
と
阿
弥
陀
如
来
様
の
光
明

が
閻
浮
檀
金
を
照
ら
す
と
、
そ
こ
か
ら
三
尊
を
写
し
た
御
姿
が
現
れ
ま
し
た
。
（
こ
れ
が
現
在
、
善
光
寺
に

あ
る
絶
対
秘
仏
の
三
尊
像
で
す
）

⑬
こ
れ
よ
り
三
尊
像
は
代
々
長
者
の
家
に
安
置
さ
れ
、
500
年
の
間
、
天
竺
で
多
く
の
人
々
を
お
救
い
し
ま
し
た
。

⑭
時
は
流
れ
、
朝
鮮
半
島
の
百
済
国
の
聖
明
王
は
自
分
の
前
生
が
月
蓋
で
あ
っ
た
こ
と
を
忘
れ
、
悪
政
を
行
い
、

民
を
苦
し
ま
せ
て
い
ま
し
た
。
如
来
は
天
竺
か
ら
百
済
へ
参
り
、
前
生
で
の
縁
に
つ
い
て
話
す
と
、
聖
明
王

は
す
ぐ
に
改
心
し
て
善
行
を
行
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

⑮
聖
明
王
は
金
堂
を
建
て
、
一
一
一
二
年
の
間
三
尊
像
を
安
置
し
ま
し
た
。

⑯
推
明
王
の
御
代
に
如
来
は
日
本
国
に
縁
を
慕
っ
て
渡
る
こ
と
を
伝
え
、
百
済
中
の
人
々
は
別
れ
を
惜
し
み
な

が
ら
如
来
を
見
送
り
ま
し
た
。

⑰
如
来
を
乗
せ
た
船
は
、
欽
明
天
皇
一
三
年
（
五
五
二
）
十
月
十
三
日
に
難
波
の
浦
に
到
着
し
ま
し
た
。

⑱
宮
中
で
は
異
国
の
神
を
受
け
入
れ
る
か
否
か
意
見
が
分
れ
ま
し
た
が
、
天
皇
は
受
け
入
れ
を
決
め
、
斯
島
の

金
刺
宮
に
如
来
を
祀
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
（
こ
れ
が
日
本
の
仏
教
の
始
ま
り
で
す
）

⑲
国
中
に
疫
病
が
流
行
り
、
多
く
の
民
が
死
ん
だ
原
因
を
「
異
国
の
神
を
祀
っ
た
崇
り
」
と
し
た
物
部
守
屋
は
、

天
皇
の
お
許
し
を
得
た
後
、
寺
に
火
を
つ
け
、
如
来
像
を
焼
く
よ
う
皆
に
命
じ
ま
し
た
。

⑳
不
思
議
な
こ
と
に
、
如
来
像
は
焼
い
て
も
、
潰
そ
う
と
し
て
も
、
ま
っ
た
く
損
じ
る
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
結
局
、
如
来
像
は
難
波
の
堀
江
に
沈
め
ら
れ
ま
し
た
。
（
こ
こ
で
は
、
天
皇
が
崩
御
さ
れ
た
の
は
仏

罰
だ
と
し
て
青
い
鬼
が
御
所
を
焼
い
た
と
書
か
れ
て
い
ま
す
）

 

え
ん
ぶ
だ
ご
ん

も
く
れ
ん
そ
ん
じ
ゃ

し
き
し
ま

56　善光寺縁起　第２幅
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善
光
寺
縁
起
　
⑶

第
三
幅

㉑
当
時
皇
太
子
で
あ
っ
た
聖
徳
太
子
（
一
六
歳
）
は
、
仏
教
を
守
る
た
め
、
軍
を
集
め
て
反
対
勢
力
で
あ
っ
た

物
部
軍
を
攻
め
よ
う
と
決
意
し
ま
し
た
。

㉒
太
子
は
、
仏
教
を
守
る
戦
の
神
で
あ
る
四
天
王
や
他
の
神
々
に
、
仏
教
を
守
る
た
め
の
戦
い
を
導
い
て
く
れ

る
よ
う
頼
み
ま
し
た
。
敵
側
の
大
将
で
あ
る
物
部
守
屋
を
倒
し
た
後
、
仏
教
は
広
め
ら
れ
ま
し
た
。

㉓
信
濃
の
国
の
本
田
善
光
と
い
う
人
が
、
難
波
の
堀
江
を
通
り
か
か
っ
た
時
に
、
水
中
よ
り
如
来
像
が
現
れ
ま

し
た
。
如
来
は
善
光
が
前
々
生
で
天
竺
の
月
蓋
、
前
生
で
百
済
の
聖
明
王
で
あ
っ
た
こ
と
、
如
来
と
の
深
い

縁
な
ど
を
話
し
ま
し
た
。
善
光
は
如
来
を
背
中
に
乗
せ
て
、
信
濃
の
家
に
帰
り
ま
し
た
。

㉔
家
に
戻
っ
た
善
光
は
如
来
像
を
と
り
あ
え
ず
臼
を
台
に
し
て
安
置
し
ま
し
た
。
（
善
光
は
と
て
も
貧
し
く
、

灯
す
油
も
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
如
来
が
光
明
を
放
た
れ
る
と
、
油
の
な
い
灯
心
に
火
が
灯
さ
れ
ま
し

た
）

㉕
あ
る
日
、
善
光
の
息
子
善
助
が
病
に
か
か
り
、
死
ん
で
し
ま
い
ま
し
た
。
し
か
し
如
来
の
お
力
に
よ
り
７
日

後
に
生
き
返
り
ま
し
た
。
（
善
光
は
如
来
に
「
息
子
が
死
ん
で
し
ま
っ
た
ら
、
こ
れ
か
ら
如
来
様
を
お
世
話

す
る
者
が
お
り
ま
せ
ん
、
ど
う
か
息
子
を
生
き
返
ら
せ
て
下
さ
い
」
と
頼
み
ま
し
た
。
世
話
を
す
る
者
が
い

な
く
な
る
の
は
大
変
と
い
う
こ
と
で
、
如
来
は
善
助
を
地
獄
か
ら
呼
び
戻
す
こ
と
に
し
ま
し
た
。
善
助
は

「
親
よ
り
先
に
死
ん
だ
罪
」
で
地
獄
に
落
ち
て
い
ま
し
た
）

㉖
地
獄
に
着
い
た
如
来
は
善
助
を
見
つ
け
、
迎
え
に
来
た
こ
と
告
げ
ま
し
た
。
善
助
は
喜
び
、
戻
ろ
う
と
し
た

時
、
高
貴
な
女
性
が
鬼
に
つ
な
が
れ
泣
い
て
い
る
の
で
、
話
を
聞
く
と
、
そ
の
方
は
皇
極
天
皇
で
し
た
。

「
あ
な
た
の
よ
う
な
高
貴
な
方
が
地
獄
で
は
御
辛
い
で
し
ょ
う
。
如
来
様
、
私
の
代
わ
り
に
こ
の
方
を
お
戻

し
下
さ
い
」
と
善
助
は
言
い
ま
し
た
。
善
助
の
行
い
に
感
心
し
た
如
来
は
二
人
を
連
れ
て
戻
り
ま
し
た
。

㉗
如
来
の
御
恩
を
被
り
地
獄
よ
り
戻
っ
た
皇
極
天
皇
は
、
善
助
と
善
光
を
呼
び
、
対
面
し
ま
し
た
。
（
是
非
お

礼
を
し
た
い
と
の
天
皇
か
ら
の
申
し
出
に
善
光
は
、
如
来
を
安
置
す
る
寺
を
建
立
し
た
い
と
お
応
え
し
ま
し

た
）

㉘
皇
極
天
皇
と
善
光
は
、
如
来
を
安
置
す
る
た
め
の
寺
を
建
立
し
ま
し
た
。
こ
れ
が
長
野
に
あ
る
善
光
寺
の
由

来
で
す
。
（
そ
の
後
鎌
倉
時
代
に
如
来
像
を
完
全
に
写
し
た
前
立
本
尊
が
造
ら
れ
、
こ
の
如
来
像
は
絶
対
秘

仏
と
な
り
ま
し
た
。
七
年
に
一
度
御
開
帳
さ
れ
る
如
来
像
は
、
鎌
倉
時
代
に
模
造
さ
れ
た
前
立
本
尊
で
す
）

56　善光寺縁起　第３幅
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九
　
鹿
島
祥
雲
寺
の
名
説
教
者
　
土
屋
豊
成

つ
ち
や
ほ
う
じ
ょ
う

　
明
治
十
六
年
（
一
八
八
三
）
、
砺
波
郡
名
畑
村
（
現
小
矢
部
市
名
畑
）
善

住
寺
の
次
男
と
し
て
生
ま
れ
、
小
さ
い
こ
ろ
鹿
島
祥
雲
寺
へ
養
子
と
し
て
入

る
。
真
宗
大
学
（
現
大
谷
大
学
）
で
勉
学
に
励
み
、
明
治
四
十
三
年
卒
業
。

後
に
地
元
鹿
島
へ
帰
り
、
祥
雲
寺
の
住
職
と
し
て
近
郷
近
在
へ
説
教
者
と
し

て
出
か
け
た
。
難
解
な
中
に
も
仏
の
慈
悲
、
安
心
を
説
く
そ
の
説
教
ぶ
り
は
、

確
固
た
る
信
仰
心
に
裏
付
け
ら
れ
た
謹
厳
実
直
そ
の
も
の
で
あ
っ
た
。
人
々

か
ら
「
鹿
島
様
」
と
呼
ば
れ
て
深
い
崇
敬
を
集
め
、
名
説
教
者
と
し
て
名
を

は
せ
た
。

　
昭
和
三
十
七
年
（
一
九
六
二
）
三
月
六
日
逝
去
、
享
年
八
〇
歳
。

か
の
し
ま
さ
ま

あ
ん
じ
ん

35　祥雲寺　　　　　　　　　　砺波市鹿島

36　自坊での説教のようす　昭和36年

41　豊成の所蔵書籍　　　　砺波市鹿島　祥雲寺蔵
　説教に廻る以外は、家では書斎にこもり、常に勉学に励んでいたという。

42　説教テープ　　　　　砺波市鹿島　祥雲寺蔵
昭和35・36年ごろに、信者によって収録された説教テープ。
信者たちの要望により、豊成死後も数年間はこのテープによ
って説教の場がもたれていたという。

土屋豊成

か
の
し
ま
さ
ま

「
鹿
島
様
」と
呼
ば
れ
て

　
　
人
々
の
崇
敬
を
集
め
た
名
説
教
者
土
屋
豊
成
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40　「無極尊　黙峰敬書」　砺波市鹿島　祥雲寺蔵

38　さまざまな印鑑（豊成の雅号は「黙峰」）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　砺波市鹿島　祥雲寺蔵

「
祥
雲
豊
成
」

39　「乗大悲願船云々」
　　　　　　　　　　　　砺波市鹿島　祥雲寺蔵

  

 

（

）

「

」
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十
　
高
宮
善
念
寺
の
名
説
教
者
　
寶
性
實
成

　
明
治
二
十
一
年
（
一
八
八
八
）
、
高
宮
（
現
南
砺
市

高
宮
）
善
念
寺
で
生
ま
れ
る
。
十
五
歳
で
三
清
了
泉
寺

の
武
種
霊
天
に
説
教
を
習
い
、
池
原
雅
寿
か
ら
宗
学
を

学
ん
だ
。
幅
の
広
い
話
題
と
、
情
熱
の
こ
も
っ
た
流
暢

な
話
し
ぶ
り
は
常
に
人
々
を
感
動
さ
せ
、
さ
ら
に
本
山

か
ら
の
特
派
布
教
師
と
な
り
、
全
国
各
地
を
巡
教
し
た
。

　
ま
た
、
漢
詩
や
絵
画
を
好
み
、
玉
田
と
号
し
て
多
く

の
作
品
を
残
し
て
い
る
。

　
昭
和
三
十
一
年
（
一
九
五
六
）
十
二
月
三
十
日
逝
去
、

享
年
六
十
九
歳
。
師
の
遺
風
を
敬
慕
す
る
人
々
に
よ
り
、

昭
和
三
十
三
年
に
善
念
寺
境
内
に
石
碑
が
建
立
さ
れ
た
。

師
ハ
富
山
県
福
光
町
高
宮
真
宗
大
谷
派
善
念
寺
ノ
住
耺
二
テ
、
資

性
聰
慧
、
十
五
歳
ニ
シ
テ
武
種
靈
天
師
ニ
就
キ
説
教
ヲ
習
ヒ
、
次

デ
講
師
池
原
雅
寿
師
ヨ
リ
宗
学
ヲ
承
リ
テ
、
奮
励
研
修
シ
、
兼
テ

漢
詩
ヲ
好
ミ
玉
田
ト
号
ス
、
尓
来
自
信
教
人
、
信
ノ
熱
誠
ト
談
博

流
暢
ノ
辯
ヲ
以
テ
講
説
演
述
ノ
妙
ヲ
究
メ
、
能
ク
聴
衆
ヲ
感
動
随

喜
セ
シ
メ
、
名
声
遠
近
ニ
高
シ

其
間
、
法
侶
ニ
推
サ
レ
テ
宗
議
会
議
員
ニ
挙
ゲ
ラ
レ
、
又
屢
々
山

命
ヲ
受
ケ
テ
特
派
布
教
師
ト
為
リ
、
弘
ク
全
国
各
地
ニ
巡
教
ス
、

又
本
山
惣
会
所
教
導
耺
ニ
任
ジ
、
又
法
主
ニ
随
従
シ
テ
、
親
教
複

演
ノ
重
責
ニ
当
ル
等
、
專
ラ
正
意
安
心
ノ
布
教
宣
昭
ニ
努
ム
ル
コ

ト
五
十
有
余
年
ニ
及
ブ
、
昭
和
三
十
一
年
、
夏
病
ヲ
獲
テ
帰
養
加

療
セ
シ
モ
其
効
ナ
ク
、
遂
ニ
同
年
十
二
月
三
十
日
ヲ
以
テ
往
生
ス
、

本
山
生
前
ノ
功
労
ヲ
賞
シ
テ
僧
正
ノ
位
ニ
列
シ
、
法
名
ヲ
宣
法
院

釋
実
成
ト
賜
フ
、
行
年
六
十
九
歳
、
一
族
教
界
皆
痛
惜
ス
、
師
ノ

父
知
成
翁
法
徳
ア
リ
、
嗣
　
成
君
余
業
学
校
教
育
ニ
従
事
ス
、
今

ヤ
師
ノ
遺
風
ヲ
欽
仰
ス
ル
信
徒
有
志
等
相
謀
リ
テ
碑
ヲ
建
テ
ン
ト

シ
、
題
ヲ
講
師
加
藤
智
学
師
ニ
請
ヒ
、
記
ヲ
余
ニ
需
ム
、
仍
テ
其

ノ
概
要
ヲ
叙
ス

　
　
　
　
昭
和
三
十
三
年
六
月
　
　
　
　
　
　
　
宮
地
義
亮
　
撰

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
黒
川
上
雄
　
書

特
派
布
教
師
と
し
て

　
　
全
国
各
地
を
布
教
に
歩
い
た
寶
性
實
成 ほ

っ
し
ょ
う
じ
つ
じ
ょ
う

寶
性
實
成
師
之
碑

寶性實成

43　寶性實成の石碑　昭和33年建立

寶
性
實
成
師
碑
陰
ノ
記

さ
ん
き
ょ

ぎ
ょ
く
で
ん
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51　實成手書きの講義録
　　　　　　　　　　　　　南砺市高宮　善念寺蔵

50　實成の蔵書　　南砺市高宮　善念寺蔵

44　實成没後一周忌に配られた扇子　
　　　　　　　　　　　　　南砺市高宮　善念寺蔵

45　入院直前に書き残された文章　
　　　　　　　　　　　　　南砺市高宮　善念寺蔵

東の横綱に寶性實成入る

「
活
り
日

　
　
こ
れ
を
す
な
は
ち

　
　
　
　
　
な
つ
け
て
そ

　
香
光
荘
厳
と

　
　
　
ま
う
す
な
る

　
　
　
　
　
　
玉
田
（
印
）
」

（
く
く
）

（
名
付
け
）

（
申
す
）

「二河白道」の説教本　　南砺市高宮　善念寺蔵
　52　宮部師之口述
　53　服部三智麿口述
　54　是山惠覺述
宮部円成（1854～1934）
明治～大正期に活躍した真宗大谷派の大説教者。豊かな声量と爽快な弁舌で全国にその名を知られた。真宗大学寮
（現大谷大学）卒業後、欧米に遊学、帰朝後は東本願寺特命布教師として全国各地へ布教に出向いた。

服部三智麿(1870～1944)
明治・大正・昭和の三代にわたって活躍した真宗大谷派の説教者。明治44年には高岡へ来て、当時全盛期であった巡
業中の浪曲師桃中軒雲右衛門の客を全部奪ってしまったというエピソードは有名である。

是山惠覺(1857～1931)
浄土真宗本願寺派で学問の最高位とされる「勧学」に就任した学僧。

49　「説教撮要録」　南砺市高宮　善念寺蔵
明治27年に三清（現南砺市）了泉寺の武種が書き記したもの

を、弟子である實成が譲り受けたものか。

昭和25年文化時報社の行った真宗信者
の人気投票

にがびゃくどう
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「
文
殊
法
常
爾
法
王
唯
一
法

　
一
切
無
碍
人
一
道
出
生
死

　
昭
和
二
十
年
五
月
下
浣

　
　
　
　
　
　
　
玉
田
（
印
）（
印
）
　
」

47-1　法蔵菩薩　　南砺市高宮　善念寺蔵

47-3　親鸞聖人　　南砺市高宮　善念寺蔵

47-4　観音菩薩　　南砺市高宮　善念寺蔵

46　昭和20年　實成58歳の作品　　南砺市高宮　善念寺蔵

（部分）

（部分）
（47－１　部分）

「
其
五
劫
思
惟
の
本
願
と
云
ふ
も
兆
載
永
劫

　
の
修
行
と
云
ふ
も
唯
一
切
衆
生
を
あ
な
が
ち
に

　
助
け
給
は
ん
が
為
の
方
便
に
阿
弥
陀
如
来

　
御
身
労
あ
り
て
南
無
阿
弥
陀
仏
と
云
ふ
本
願

　
を
立
ま
し
　
　
　
等

　
　
　
昭
和
三
十
羊
年
十
月
敬
書
（
印
）
　
　
」

大
正
十
三
年
に
行
わ
れ
た
「
御
遠
忌
法
話
」
全
文
は

47
頁
に
採
録
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十
一
　
聖
徳
太
子
の
絵
解
き
僧
　
吉
澤
孝
譽

こ
う
よ
う

　
明
治
三
十
七
年
（
一
九
〇
四
）
八
月
二
十
四
日
、
井

波
町
真
教
寺
の
次
男
と
し
て
生
ま
れ
、
大
正
四
（
一
九

一
五
）
、
十
二
歳
で
大
谷
支
院
二
代
吉
澤
探
宗
の
養
子

と
な
る
。
十
七
歳
で
得
度
、
井
波
瑞
泉
寺
で
修
業
を
重

ね
る
。
二
十
歳
の
時
か
ら
、
「
太
子
様
の
お
供
を
さ
せ

て
い
た
だ
く
生
活
が
始
ま
っ
た
」
と
述
懐
す
る
。
瑞
泉

寺
太
子
伝
会
を
は
じ
め
と
し
、
砺
波
地
方
の
近
郷
在
々

や
加
賀
・
能
登
か
ら
白
山
下
、
平
・
上
平
・
飛
騨
方
面

ま
で
を
広
く
歩
き
、
亡
く
な
る
直
前
ま
で
の
六
十
数
年

間
を
太
子
様
の
絵
解
き
の
名
僧
侶
と
し
て
活
躍
し
た
。

　
平
成
四
年
（
一
九
九
二
）
十
月
十
六
日
死
去
、
享
年

八
十
九
歳
。

聖
徳
太
子
と
と
も
に
人
生
を
歩
ん
だ

　
　
　「
太
子
様
の
絵
解
き
僧
」
吉
澤
孝
譽

吉澤孝譽

え

と

50年間聖徳太子の巡回に供奉し、その遺徳宣揚に寄与したことを感謝して、
井波別院瑞泉寺住職から吉澤孝譽に与えられたもの

（「瑞泉寺の絵解き　富山県東砺波郡井波町」
『【大系】日本　歴史と芸能第六巻　中世遍歴
民の世界』1990　平凡社）

85　太子絵伝絵解きのテープ　昭和63年7月収録　南砺市井波　瑞泉寺大谷支院蔵
86　小沢昭一の「新日本の放浪芸」DVD　南砺市井波　瑞泉寺大谷支院蔵
89　『絵解き―資料と研究―』三弥井書店刊　富山市　富山県立図書館蔵

87　直綴・五条・輪袈裟　南砺市井波　瑞泉寺大谷支院蔵

88　感謝状　昭和50年7月25日　南砺市井波　瑞泉寺大谷支院蔵

平凡社の『【大系】日本　歴史と芸能』
の中に採録された吉澤孝譽の太子様絵解き
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瑞
泉
寺
に
伝
わ
る
「
聖
徳
太
子
絵
伝
」
八
幅
の
絵
解

き
用
台
本
で
あ
る
。
こ
の
写
本
は
、
吉
澤
孝
譽
が
、
叔

父
で
あ
る
吉
澤
香
雲
か
ら
譲
り
受
け
た
も
の
で
あ
る
と

い
い
、
香
雲
（
明
治
十
八
年
〜
同
三
十
九
年
）
が
明
治

二
十
九
年
四
月
に
書
写
し
た
も
の
で
あ
る
。
孝
譽
に
よ

れ
ば
、
こ
の
よ
う
な
台
本
は
、
明
治
期
ま
で
は
転
写
の

形
で
師
弟
相
承
さ
れ
た
と
い
う
。

　
（
瑞
泉
寺
は
）
明
治
十
二
年
香
部
屋
か
ら
出
火
し
、
本
堂
と
太
子
堂
が

全
焼
し
た
。
そ
の
た
め
、
翌
年
本
堂
再
建
が
企
画
さ
れ
た
が
、
折
し
も
不

況
で
再
建
費
の
捻
出
に
苦
慮
し
、
今
ま
で
門
外
不
出
だ
っ
た
南
無
仏
二
歳

像
及
び
「
太
子
絵
伝
」
の
地
方
巡
回
を
す
る
こ
と
と
な
り
、
門
徒
た
ち
の

報
謝
を
仰
い
だ
の
が
、
今
日
農
閑
期
に
行
わ
れ
て
い
る
〝
お
太
子
様
御
巡

回
〞
の
起
こ
り
で
あ
る
。
吉
澤
孝
譽
師
が
こ
の
〝
御
巡
回
〞
に
初
め
て
随

行
さ
れ
た
の
は
、
大
正
十
四
年
（
一
九
二
五
）
八
月
、
岐
阜
県
白
川
荻
町

の
明
善
寺
へ
の
旅
だ
っ
た
と
い
う
。

　
吉
澤
孝
譽
師
が
絵
解
き
に
携
わ
っ
て
か
ら
既
に
六
十
有
余
年
、
所
蔵
の

絵
解
き
台
本
『
聖
徳
太
子
傳
記
』
の
表
紙
の
痛
み
が
激
し
い
こ
と
は
、
こ

れ
が
先
代
香
雲
師
と
二
代
に
わ
た
っ
て
、
長
い
歳
月
大
事
に
使
わ
れ
て
き

た
何
よ
り
の
証
し
な
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
（
『
絵
解
き―

資
料
と
研
究―

』
三
弥
井
書
店
　
平
成
元
年
刊
　
93
頁
よ
り
）

写
本
「
聖
徳
太
子
伝
記
」

　
　
　
　
　
　
　
　
南
砺
市
井
波
　
瑞
泉
寺
大
谷
支
院
蔵

太
子
様
巡
回
の
起
こ
り

83　聖徳太子縁起を拝読する孝譽

84　写本「聖徳太子伝記」　南砺市井波　瑞泉寺大谷支院蔵

砺波市荒高屋での若衆報恩講で太子絵伝の絵解きをする孝譽　昭和52年　
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十
二
　
能
登
の
節
談
説
教

　
「
節
談
説
教
」
と
は
、
こ
と
ば
に
抑
揚
を
つ
け
、
見
事
な
美
声
と
絶
妙

の
節
ま
わ
し
を
も
っ
て
、
歌
う
が
ご
と
く
語
る
が
ご
と
く
、
滔
々
と
弁
じ

た
て
て
、
本
来
は
高
尚
な
仏
教
の
教
義
を
、
時
に
は
た
と
え
話
を
入
れ
て

わ
か
り
や
す
く
、
一
般
民
衆
に
説
き
聞
か
せ
る
説
法
で
あ
る
。

　
そ
の
独
特
の
節
回
し
は
、
「
能
登
節
」
「
加
賀
節
」
と
い
う
地
域
名
で

呼
ば
れ
た
り
、
大
成
さ
せ
た
個
人
の
名
を
取
り
、
亀
田
千
巌
の
「
亀
田

節
」
、
範
清
文
雄
の
「
範
清
節
」
な
ど
と
も
称
さ
れ
た
。

　
説
教
者
の
修
業
の
方
法
は
「
随
行
」
と
呼
ば
れ
る
。
若
い
こ
ろ
か
ら
師

で
あ
る
説
教
者
（
「
和
上
」
と
い
う
）
に
常
に
付
き
従
い
、
師
と
寝
食
を

共
に
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
説
教
は
も
と
よ
り
、
日
常
の
立
ち
居
ふ
る
ま

い
か
ら
生
活
規
範
ま
で
き
び
し
く
し
つ
け
ら
れ
、
一
人
前
の
説
教
者
と
し

て
育
っ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
関
山
和
夫
『
説
教
の
歴
史
ー
仏
教
と
諸
芸
ー
』
よ
り
）

能
登
の
節
談
説
教

ふ
し
だ
ん
せ
っ
き
ょ
う

　
羽
咋
郡
志
賀
町
代
田
妙
専
寺
の
先
祖
に
呑
海
・
珍
海
と
い
う
節
談
名
人

の
兄
弟
が
い
て
、
あ
ち
こ
ち
説
教
し
て
節
を
広
め
た
と
い
う
一
伝
承
が
あ

る
。
妙
専
寺
の
開
基
は
宝
永
年
中
（
一
七
〇
四
〜
一
七
一
一
）
で
、
近
松

門
左
衛
門
ら
が
活
躍
し
た
時
期
に
あ
た
る
。
元
禄
か
ら
宝
永
に
か
け
て
、

農
村
の
経
済
力
が
増
し
、
も
と
も
と
あ
っ
た
寺
に
協
力
す
る
形
で
の
新
寺

建
立
が
各
地
で
認
め
ら
れ
た
。
そ
こ
に
優
れ
た
布
教
者
の
存
在
を
見
る
の

は
、
さ
ほ
ど
的
は
ず
れ
で
も
な
く
、
能
登
節
談
の
直
接
の
元
は
、
そ
の
あ

た
り
に
た
ど
れ
そ
う
で
あ
る
。

　
近
代
に
入
り
、
能
登
節
談
界
に
は
、
き
ら
星
の
如
く
、
名
説
教
者
が
あ

ら
わ
れ
、
弁
を
振
る
っ
た
。
松
谷
円
辰
師
、
川
岸
大
厳
師
、
次
の
代
で
は

荒
川
徳
證
・
長
谷
大
玄
・
川
岸
後
稠
各
師
が
い
る
。
荒
川
師
は
高
峰
徳
秀

師
・
滝
岡
徳
什
師
と
共
に
能
登
の
三
徳
と
い
わ
れ
た
。
次
の
世
代
で
は
、

上
野
慶
宗
師
・
天
井
順
導
師
・
範
浄
文
雄
師
が
三
羽
烏
と
う
た
わ
れ
た
。

能
登
節
の
始
ま
り
の
一
伝
承

の

と

ぶ
し

「
は
じ
め
シ
ン
ミ
リ
、
な
か
オ
カ
シ
ク
、
お
わ
り
ト
ウ
ト
ク
」

一
　
讃
題
　

二
　
法
説
　

三
　
譬
喩
　

四
　
因
縁
　

五
　
結
勧

こ
れ
か
ら
説
こ
う
と
す
る
一
席
の
話
の
テ
ー
マ
と
し
て

経
論
・
祖
釈
（
経
典
や
法
語
）
の
一
節
を
節
を
つ
け
て

感
銘
深
く
読
み
あ
げ
る
。

讃
題
の
法
義
を
今
少
し
わ
か
り
や
す
く
解
説
す
る
。

讃
題
・
法
説
を
い
っ
そ
う
わ
か
り
や
す
く
す
る
た
め
に

譬
喩
話
　
を
で
き
る
だ
け
興
味
深
く
話
す
。

讃
題
・
法
説
を
証
明
す
る
た
め
の
事
例
を
あ
げ
る
因
縁

談
を
さ
す
。

（
結
弁
）
結
び
。
聴
衆
に
「
安
心
」
を
与
え
、
今
席
の

話
の
要
諦
を
ま
と
め
て
ひ
き
し
め
る
。

伝
承
さ
れ
て
き
た
説
教
の
型

70　能登の海　石川県羽咋郡富来町　松山宗恵氏提供
64　小沢昭一が訪ねた能登の節談説教CD
　　　　　　　　　　　　　砺波市中野　小西竹文氏蔵

　
幕
末
の
こ
ろ
、
能
登
の
大
沢
村
霊
高
寺
住
職
が
大
坂
へ
出
向
い
て
説
教

を
行
っ
た
。
得
意
の
「
石
山
合
戦
」
を
語
る
が
、
大
坂
は
石
山
合
戦
の
本

場
で
受
け
が
よ
く
な
い
。

　
そ
こ
で
地
元
で
評
判
に
な
っ
て
い
た
長
太
ム
ジ
ナ
の
出
来
事
を
因
縁
話

に
ま
と
め
て
語
っ
た
と
こ
ろ
、
大
変
な
評
判
に
な
っ
た
と
い
う
。
ム
ジ
ナ

と
闘
う
長
太
が
、
斧
を
振
り
上
げ
て
か
ら
振
り
下
ろ
す
ま
で
に
様
々
な
話

が
織
り
込
ま
れ
、
「
続
き
は
ま
た
明
日―

」
が
一
週
間
も
続
く
凝
っ
た
説

教
だ
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
『
能
登
の
く
に―

半
島
の
風
土
と
歴
史―

』
81
Ｐ
）

　
長
太
が
大
き
な
ム
ジ
ナ
（
タ
ヌ
キ
）
を
退
治
し
た
こ
と
は
『
加
賀
藩
史

料
』
に
も
記
さ
れ
て
い
る
（
文
化
五
年
正
月
の
条
「
鳳
至
郡
大
澤
村
の
長

太
、
老
狸
を
殺
し
た
る
こ
と
を
届
出
づ
」
。

　
し
か
し
、
説
教
話
に
あ
る
、
三
年
後
に
殺
さ
れ
た
ム
ジ
ナ
の
妻
が
仇
を

と
る
た
め
に
長
太
を
訪
ね
て
く
る
と
い
う
筋
は
、
『
加
賀
藩
史
料
』
に
も

他
の
文
献
に
も
み
ら
れ
な
い
と
い
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
『
加
能
郷
土
辞
彙
』
）

能
登
で
生
ま
れ
た
代
表
的
な
説
教
話

　
　
　
　「
長
太
ム
ジ
ナ
」

ち
ょ
う
た

ず
い
こ
う

と
う
と
う

わ
じ
ょ
う

さ
ん
だ
い

ほ
う
せ
つ

ひ

ゆ

た
と
え
ば
な
し

い
ん
ね
ん

あ
ん
じ
ん

（
西
山
郷
史
「
節
談
説
教
の
風
土
」
『
音
と
映
像
と
文
字
に
よ
る
【
大
系
】
日
本
　
歴
史
と
芸
能

　
第
五
巻
　
踊
る
人
々
　
民
衆
宗
教
の
展
開
』
所
収
、
文
意
を
変
え
ず
省
略
部
分
あ
り
）

（
関
山
和
夫
『
説
教
の
歴
史―

仏
教
と
話
芸―

』
よ
り
）
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能
登
の
節
談
説
教
の
系
譜

能登の林山和上（『親ごころ』昭和二十七年三月　真宗大谷派金澤別院刊）

59　森流の祖　森　法啓師の履歴（弘化4年～大正9年、享年74歳）
説教を克くし、18歳から70歳にいたるまでの殆どを加越能をはじめとして、東京・北

海道・佐渡などで講侍せらる。数年から十数年前に予約があり、自坊にいることは年中

わずか十日間にすぎない。　　　　　（石川県門前町　妙行寺蔵「過去帳」より）

川岸流 （川岸不退氏による） （範浄真了氏による）

輪島市名舟町
林敬寺14世 

川岸開運
マンチョウサマ

珠洲市大谷
願念寺

川岸苔巌

輪島市名舟町
林敬寺17世

川岸後稠
苔巌次男
コマンチョウ

柳田村石井 
光栄寺 

砺波憲正
 
 
柳田村長尾 
成栄寺 

長谷川円了

輪島市曽々木
曽々木教会 

浅井真念 
 
輪島市町野町
正楽寺 

梶原大安 
 
輪島市里町 
専念寺 

平田教了 
 
柳田村長尾 
成栄寺 

長谷川海法
 
輪島市町野町
円徳寺 

法定東旭 
 

輪島市名舟町
林敬寺18世

川岸不退
マゴマンチョウ

珠洲市大谷
願念寺

川岸昭円

加賀
恵照寺

清水賢恵

北海道
三明寺

木村正樹

富来町酒見
柳泉寺

谷内宣雄

志賀町牛ヶ首
願行寺

芳野廣照

門前町谷口
西慶寺

深谷信親

北海道
三明寺

浅井義昌

中島町田岸
常光寺

西岸正映

輪島市町野町
正楽寺

梶原秀了

押水町宝達
泉福寺

福谷祐敬

富来町福浦港
福専寺

松山宗恵

輪島市里町
専念寺

平田力精

輪島市名舟町
林敬寺

川岸敬巌

森流
門前町皆月
妙行寺
森 法啓

輪島市大沢
霊高寺
稲垣徳秀

志賀町栗山
覚龍寺
芳岡勇玄

輪島市里町
長栄寺
泉口竟了

穴水町岩車
聖徳寺
梅原 僘

輪島市鵜入
西応寺
梅渓了雄

志賀町赤住
善法寺
範浄文雄

門前町馬場
正光寺
畠山秀円

輪島市大沢
霊高寺
稲垣秀海
三井町興徳寺
仏照寺
橘 義寿
志賀町福井
本立寺
岡本憲寿

志賀町米町
徳願寺
瀧岡徳什

輪島市新橋通り
長楽寺
上野慶宗

押水町宝達 
泉福寺 
福谷祐恵 
 
富来町大福寺 
永誓寺 
藤井尚月 
 
富来町稲敷 
善照寺 
岡塚順道
穴水町前波
光楽寺
大和義丸

穴水町留地
西福寺
冨樫昭仁
小矢部市八和町
等源寺
逸見誓見
金沢市
西方寺
中村敬淳
金沢市
浄光寺
符波五夫
金沢市
智覚寺
永藁信昭
門前町百成
願入寺 
藤岡文芸 
 
門前町広岡 
満覚寺 
廣陵兼純 
津幡 
乗舟寺 
戒塚 博 
 

穴水町中居 
慶楽寺 
碓井賢章 
津幡町瓜生 
慈雲寺 
高木秀学 
 
 
 

門前町剣地 
常念寺 
深山寛秀 
志賀町赤住 
善法寺 
範浄真了 

志賀町末吉
光念寺
矢口千代麿
志賀町百浦
宗源寺
高峯宣芳
志賀町百浦
明正寺
藤井恵隆

高松町黒川
正誓寺
佐々木伸麿
門前町浅生田
正養寺
経森伸昭

津幡
本福寺
吉本寿寛
羽咋市吉崎町
専隆寺
木下信隆
志賀町長田
安入寺
森金法安

門前町浦上
立善寺
玉岡了英
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十
三
　
能
登
の
節
談
説
教
師

　
　
　
　
　
　
　
　
　
範
浄
文
雄

出町真寿寺で説教する範浄文雄（昭和25年ごろ）　砺波市永福町　真寿寺蔵

出町真寿寺で説教する範浄文雄（昭和30年ごろ）　砺波市永福町　真寿寺蔵
昭和38年3月22日の北日本新聞に載った範浄文雄
　　　　　　　　　　石川県羽咋郡志賀町　善法寺蔵

　
大
正
二
年
（
一
九
一
三
）
、
能
登
の
門
前
町
西
慶
寺

の
次
男
に
生
ま
れ
、
の
ち
に
志
賀
町
赤
住
の
善
法
寺
へ

養
子
と
し
て
迎
え
ら
れ
、
善
法
寺
二
十
九
世
を
継
い
だ
。

　
若
い
こ
ろ
、
叔
父
で
あ
る
稲
垣
徳
秀
に
随
行
し
て
節

談
説
教
を
身
に
つ
け
、
能
登
・
加
賀
・
越
中
各
地
を
休

む
ま
も
な
く
巡
教
し
た
。
旅
か
ら
旅
へ
の
毎
日
で
、
体

を
こ
わ
し
て
入
退
院
を
繰
り
返
し
つ
つ
、
そ
れ
で
も
な

お
求
め
る
人
の
あ
る
と
こ
ろ
へ
は
赴
き
、
節
談
の
名
調

子
で
親
鸞
聖
人
の
教
え
を
説
い
た
。

　
範
浄
師
が
高
座
に
上
が
る
と
、
そ
の
背
後
か
ら
後
光

が
さ
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
、
お
の
ず
か
ら
「
南
無
阿

弥
陀
仏
」
と
手
を
合
わ
さ
ず
に
は
い
ら
れ
な
か
っ
た
と

今
も
語
る
老
婆
も
い
る
。

　
亡
く
な
る
直
前
の
昭
和
四
十
年
三
月
二
十
七
・
二
十

八
日
に
は
富
山
の
ヘ
ル
ス
セ
ン
タ
ー
で
、
大
阪
・
福

井
・
石
川
・
富
山
な
ど
か
ら
詰
め
か
け
た
千
人
の
聴
衆

を
前
に
「
範
浄
節
」
を
披
露
し
て
感
銘
を
与
え
た
。
高

座
に
座
る
そ
の
姿
勢
や
声
の
調
子
は
い
つ
も
と
変
わ
ら

ず
、
病
を
お
し
て
の
出
演
だ
と
は
誰
も
気
づ
か
な
か
っ

た
と
い
う
。

　
そ
の
五
日
後
の
四
月
三
日
逝
去
、
享
年
五
十
三
歳
。

能
登
節
談
説
教
に
よ
り
、

　
親
鸞
聖
人
の
教
え
を
広
め
る
こ
と
に

　
　
　
　
　
一
生
を
さ
さ
げ
た
　
範
浄
文
雄

の
り
き
よ
ぶ
ん
ゆ
う

ふ
し
だ
ん
せ
っ
き
ょ
う

範浄文雄

ず
い
こ
う

の
り
き
よ
ぶ
し
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範
浄
文
雄
の
布
教
日
程

76
　
範
浄
文
雄
の
昭
和
四
〇
年
度
布
教
日
程
　
石
川
県
羽
咋
郡
志
賀
町
　
善
法
寺
蔵

一
年
中
ほ
と
ん
ど
を
説
教
に
歩
い
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る

73「大原問答」写本　明治期
　　　　滋賀県大津市　浄宗寺蔵

71　範浄文雄「親鸞聖人大満の行」カセットテープ
　　　　　　　　　　　　　　　石川県羽咋郡志賀町　善法寺蔵

72　範浄文雄「大原問答」カセットテープ
　　　　　　　　　　　　　　　　砺波市中野　小西竹文氏蔵

74　範浄文雄「二河白道」ＣＤ　
　　　　石川県羽咋郡志賀町　善法寺蔵

78　説教の題材となったさまざまな雑誌・書籍類
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　石川県羽咋郡志賀町　善法寺蔵

若き日の文雄は、説教の合間に、よく古本屋を訪れ、常に説教の題材収集に

努めていたという。

77　袈裟と五条　石川県羽咋郡志賀町　善法寺蔵
一席の説教が終わると、袈裟も五条も汗びっしょりになったという。何度洗ってもとれないシ

ミが、その熱演ぶりを表している。
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十
四
　
聖
徳
太
子
絵
伝
　
　

90　聖徳太子絵伝⑴　　南砺市井波　瑞泉寺蔵

　
現
在
瑞
泉
寺
に
は
次
の
三
種
の
聖
徳
太
子
絵
伝
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。

一
．
瑞
泉
寺
の
開
基
綽
如
上
人
（
一
三
三
〇
〜
一
三
九
三
）
が
、
南
北
朝

時
代
に
後
小
松
天
皇(

一
三
七
七
〜
一
四
三
三)

か
ら
い
た
だ
い
た
と

い
う
も
の
で
、
重
要
美
術
品
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。

二
．
後
小
松
天
皇
か
ら
い
た
だ
い
た
も
の
の
痛
み
が
激
し
く
な
っ
た
こ
と

か
ら
江
戸
時
代
の
天
保
年
間(

一
八
三
〇
〜
一
八
四
三)

に
作
ら
れ
た

そ
の
複
製
。

三
．
さ
ら
に
そ
の
後
、
昭
和
時
代
に
入
っ
て
、
巡
回
用
と
し
て
多
く
の
門

徒
衆
の
力
に
よ
り
寄
進
さ
れ
た
も
の
。

　
こ
こ
に
展
示
し
た
も
の
は
、
三
に
あ
た
る
。
吉
澤
孝
譽
師
が
二
〇
歳
の

時
か
ら
六
〇
年
近
く
、
富
山
・
石
川
を
は
じ
め
飛
騨
ま
で
も
出
か
け
て
布

教
に
あ
た
っ
た
太
子
絵
伝
で
あ
る
。

第
一
幅

　
　
「
前
世
譚
」
勝
鬘
夫
人
の
再
生
・
慧
思
禅
師
の
転
生

懐
妊
　
母
妃
は
黄
金
の
僧
を
夢
に
み
て
聖
徳
太
子
を
懐
妊
す
る

誕
生
　
母
妃
は
厩
の
前
で
急
に
産
気
づ
き
、
太
子
が
誕
生
す
る

二
歳
　
東
に
向
か
っ
て
合
掌
「
南
無
仏
」
と
唱
え
る

三
歳
　
桃
花
よ
り
も
常
緑
の
青
松
を
賞
賛
す
る

四
歳
　
騒
い
だ
こ
と
で
、
自
ら
進
ん
で
父
君
の
笞
を
受
け
る

五
歳
　
群
臣
に
先
ん
じ
て
皇
后
（
の
ち
の
推
古
天
皇
）
を
拝
す
る

六
歳
　
大
別
王
が
経
論
を
百
済
よ
り
も
た
ら
す

七
歳
　
経
論
を
披
見

第
二
幅

　
八
歳
　
新
羅
よ
り
仏
像
を
献
ず
る

　
九
歳
　
土
師
連
八
島
丸
の
館
に
夜
叉
（
熒
惑
星
）
が
現
れ
る

　
十
歳
　
来
寇
し
た
蝦
夷
を
鎮
め
、和
を
結
ぶ
。
蝦
夷
へ
綾
錦
を
授
け
る

十
一
歳
　
諸
童
子
た
ち
と
遊
ぶ
。
多
く
の
童
子
の
言
葉
を
一
度
に
聞
き

取
っ
た
り
、
空
中
を
飛
行
す
る
な
ど
特
殊
な
能
力
を
示
す

十
二
歳
　
百
済
か
ら
帰
朝
し
た
僧
日
羅
に
会
う

十
三
歳
　
曽
我
大
臣
が
百
済
か
ら
将
来
さ
れ
た
弥
勒
菩
薩
像
を
安
置
す
る

十
四
歳
　
舎
利
を
感
得
し
、
そ
れ
を
塔
の
心
柱
の
下
に
安
置
す
る

聖
徳
太
子
絵
伝
　
全
八
幅

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
南
砺
市
井
波
　
瑞
泉
寺
蔵

各
幅
ご
と
の
説
明

第
一
幅

第
二
幅

（
各
幅
の
讃
文
お
よ
び
裏
書
は
49
頁

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
以
降
に
採
録
）
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第四幅の部分

第
三
幅

十
四
歳
　
廃
仏
派
の
物
部
守
屋
や
中
臣
勝
海
ら
が
堂
塔
仏
像
を
破
壊
す
る

十
五
歳
　
用
明
天
皇
の
玉
体
を
相
す

十
六
歳
　
用
明
天
皇
が
病
に
伏
し
、
そ
の
後
崩
御
す
る

　
　
　
　
物
部
守
屋
と
の
合
戦

第
四
幅

十
六
歳
　
物
部
守
屋
と
の
合
戦
、
戦
に
敗
退
し
、
物
部
軍
に
追
わ
れ
た

太
子
が
椋
の
木
の
下
で
念
ず
る
と
大
木
が
二
つ
に
割
れ
て
太

子
の
身
を
隠
し
た

　
　
　
　
四
天
王
像
に
戦
勝
を
祈
る

　
　
　
　
用
明
天
皇
を
葬
送
す
る

　
　
　
　
六
角
堂
の
用
材
を
求
め
自
ら
木
を
伐
る

十
七
歳
　
百
済
よ
り
仏
舎
利
や
各
種
工
人
が
来
朝
す
る

第
三
幅

第
四
幅

用明天皇2年(587)7月、太子ら、物部守屋討伐の軍を起こす

守屋軍は強く、太子らの軍は3度も敗退した。太子自身にも危険が迫り、椋木に身を隠して難を逃

れた。太子は白膠木で四天王像を作って戦勝祈願し、自らの翳にさして戦い、勝利を得た。
ぬるで かざし
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第六幅の部分
第
五
幅

四
天
王
寺
・
西
門
の
鳥
居
。
布
で
目
隠
し
し
た
人
々
が
合
掌
し
て
鳥
居

を
く
ぐ
る
人
々

　
十
七
歳
　
四
天
王
寺
の
瓦
を
造
る

　
十
八
歳
　
東
山
・
東
海
・
北
陸
三
道
に
使
い
を
だ
す

　
十
九
歳
　
載
冠
の
儀
式

　
二
十
歳
　
崇
峻
天
皇
、
新
羅
討
伐
軍
を
出
す

　
二
十
一
歳
　
崇
峻
天
皇
が
殺
害
さ
れ
る

　
二
十
二
歳
　
推
古
天
皇
が
即
位
し
、
太
子
は
摂
政
に
就
く

　
　
　
　
　
　
四
天
王
寺
建
立

　
二
十
四
歳
　
淡
路
島
に
霊
木
が
漂
着
す
る

第
六
幅

　
二
十
五
歳
　
法
興
寺
落
慶
、
瑞
雲
が
法
興
寺
の
仏
堂
を
覆
う

　
二
十
六
歳
　
百
済
よ
り
の
使
者
阿
佐
王
子
が
来
朝

　
二
十
七
歳
　
妃
を
迎
え
る

甲
斐
国
か
ら
黒
駒
を
献
上
す
る
。
太
子
、
黒
駒
に
乗
っ

て
東
国
に
遊
び
、
富
士
山
に
登
る

　
二
十
八
歳
　
百
済
が
、
駱
駝
・
驢
馬
・
羊
・
白
雉
を
献
上
す
る

　
二
十
九
歳
　
新
羅
遠
征

　
三
十
歳
　
　
斑
鳩
宮
造
営
。
新
羅
の
間
諜
を
捕
え
る

　
三
十
一
歳
　
百
済
僧
観
勒
、
高
麗
僧
僧
隆
、
雲
聡
が
来
朝
す
る

　
三
十
二
歳
　
推
古
天
皇
、
小
墾
田
宮
に
遷
る

　
三
十
三
歳
　
十
七
条
の
憲
法
制
定

　
三
十
五
歳
　
平
群
野
に
行
啓

第
五
幅

第
六
幅

推古天皇 6年（598）4 月、甲斐国より黒駒が献上される

太子は黒駒に乗り、諸国巡遊する。黒駒は空を飛び富士山に至った。

馬上が太子、馬の手綱を引くのは舎人の調使麿。
とねり
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第八幅の部分

第
七
幅

　
三
十
五
歳
　
勝
鬘
経
を
講
ず
る
。
大
蓮
華
が
降
り
、
千
仏
湧
現
の
仏

　
　
頭
山
の
奇
瑞
あ
り

　
三
十
六
歳
　
小
野
妹
子
を
隋
へ
派
遣
す
る

　
三
十
七
歳
　
小
野
妹
子
、
隋
よ
り
帰
国
。
隋
使
裴
世
清
ら
、
微
行
の

　
　
太
子
に
下
馬
敬
礼
す
る

　
　
　
　
　
　
青
龍
車
に
乗
っ
て
衡
山
ま
で
飛
行
す
る

　
三
十
八
歳
　
勝
鬘
経
疎
を
執
筆
す
る

　
　
　
　
　
　
百
済
僧
十
人
が
流
着
す
る

　
三
十
九
歳
　
黒
駒
が
太
子
を
驚
か
し
、
過
ち
を
悔
い
て
、
草
を
喫
せ

ず
水
も
飲
ま
ず
に
悩
む

　
四
十
歳
　
　
狩
猟
す
る
推
古
天
皇
に
殺
生
を
戒
め
る

　
四
十
一
歳
　
百
済
の
味
摩
之
が
伎
楽
を
伝
え
る

　
四
十
二
歳
　
片
岡
山
の
飢
人
に
会
う

　
四
十
三
歳
　
犬
と
鹿
の
争
い
を
見
て
、
輪
廻
の
苦
し
み
・
宿
業
の
深

さ
を
悟
る
　

第
八
幅

　
四
十
四
歳
　
法
華
経
疏
成
る

　
四
十
五
歳
　
新
羅
、
金
仏
像
を
献
ず
る

　
四
十
六
歳
　
推
古
天
皇
に
請
わ
れ
て
、
再
び
勝
鬘
経
を
講
ず
る

　
四
十
七
歳
　
太
子
、
妃
に
前
世
を
語
る

　
　
　
　
　
　
科
長
の
墓
所
を
検
分
す
る

　
四
十
八
歳
　
畿
内
を
巡
遊
す
る
。
摂
津
国
、
人
魚
を
献
ず
る

　
四
十
九
歳
　
天
に
赤
気
が
あ
ら
わ
れ
る

　
五
十
歳
　
　
太
子
と
妃
、
斑
鳩
宮
で
と
も
に
薨
去
す
る

　
　
　
　
　
　
葬
送
、
太
子
と
妃
を
科
長
陵
に
葬
る

薨
後
二
十
二
年
　
蘇
我
入
鹿
、
斑
鳩
宮
に
上
宮
王
家
を
襲
う

　
　
　
　
　
　
　
　
諸
王
子
、
五
重
塔
よ
り
昇
天
す
る

第
七
幅

第
八
幅

推古天皇 28 年（620）12 月、太子、病に伏し、死去

天空に赤気が現れ、太子や群臣たちは不吉な予兆と不安げに空を見

上げる。その翌年、太子は妃とともに斑鳩宮で薨去 ( 親王または三

位以上の人の死 )した。

しゃっき
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十
五
　
親
鸞
聖
人
絵
伝
　

91　親鸞聖人絵伝　全２幅の内後段　　砺波市永福町　真寿寺蔵

　
浄
土
真
宗
の
開
祖
親
鸞
聖
人
の
生
涯
を
絵
で
表
し
た

も
の
。
県
内
で
は
永
正
六
年
（
一
五
〇
九
）
に
井
波
瑞

泉
寺
に
下
付
さ
れ
た
も
の
が
最
も
古
い
。
ほ
と
ん
ど
の

真
宗
寺
院
に
備
え
ら
れ
て
お
り
、
近
世
に
は
こ
の
よ
う

な
絵
伝
を
使
用
し
た
絵
解
き
が
大
変
盛
ん
に
行
わ
れ
た

と
い
う
。

　
絵
伝
は
四
幅
が
一
般
的
で
あ
る
が
、
本
品
は
二
幅
も

の
で
、
今
回
展
示
し
た
も
の
は
そ
の
う
ち
の
後
段
で
あ

る
。
法
然
上
人
の
流
罪
か
ら
親
鸞
聖
人
の
遷
化
（
死

去
）
、
荼
毘
に
伏
さ
れ
、
の
ち
に
廟
堂
が
創
設
さ
れ
る

ま
で
が
描
か
れ
て
い
る
。

　
本
絵
伝
は
、
裏
書
に
よ
る
と
、
真
寿
寺
の
信
徒
で
あ

る
鷹
栖
屋
源
右
衛
門
が
文
政
八
年
（
一
八
二
五
）
に
寄

進
し
、
源
右
衛
門
没
後
、
そ
の
妻
み
さ
が
文
久
元
年(

一

八
六
一)

に
修
復
し
た
も
の
で
あ
る
。

（
軸
裏
書
）

「
　
　
文
政
八
乙
酉
暦
九
月
　
　
俗
名
鷹
栖
屋

　
寄
進
　
　
法
名
　
釈
　
正
映
　
　
　
源
右
衛
門

　
右
就
破
損
重
而
　
文
久
元
辛
酉
暦
霜
月
　
故
源
右
衛
門
妻

　
加
修
覆
寄
進
之
　
　
法
名
釈
尼
　
妙
澄
　
俗
名
　
み
さ
」

（
箱
上
書
）

「
　
　
　
　
　
　
　
　
越
中
砺
波
郡
杉
木
新
町

　
　
　
　
御
　
絵
　
伝
　
　
　
　
真
寿
寺
什
物
」

（
箱
蓋
裏
書
）

「
文
政
八
乙
酉
暦
九
月
　
依
正
映
齊
円
之
　

　
寄
付
而
永
伝
于
当
寺
者
也
　
　

　
　
　
　
　
　
　
施
主
　
法
名
　
釈
正
映
齊
円
」

親
鸞
聖
人
絵
伝
　
全
二
幅

　
　
　
　
　
　
　
　
砺
波
市
永
福
町
　
真
寿
寺
蔵

せ
ん
げ

だ
び
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後
段
で
あ
る
本
幅
は
、
時
間
の
流
れ
は
下
か
ら
上
に
向
け
て
書
か
れ
て

い
る
。
た
ぶ
ん
今
回
借
用
し
な
か
っ
た
前
段
で
は
、
親
鸞
の
出
家
か
ら
、

法
然
に
師
事
し
、
そ
こ
で
の
修
業
の
様
子
が
描
か
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

①
「
法
然
上
人
御
流
罪
」
法
然
が
土
佐
へ
の
流
罪
と
決
ま
り
、
出
発
す
る

と
こ
ろ
。
弟
子
た
ち
が
別
れ
を
惜
し
ん
で
涙
し

て
い
る
。

②
「
善
信
上
人
御
流
罪
」
（
善
信
は
親
鸞
の
こ
と
）

③
「
其
二
」
　
親
鸞
も
越
後
へ
流
罪
と
決
ま
り
、駕
籠
へ
乗
り
込
む
と
こ
ろ
。

④
「
聖
人
　
越
後
よ
り
常
陸
に
こ
え
給
ふ
」

越
後
流
罪
五
年
後
、
親
鸞
は
京
へ
帰
ら
ず
、
常
陸
へ
赴
く
。

⑤
「
稲
田
の
御
庵
室
に
説
法
し
給
ふ
」

常
陸
の
稲
田
に
庵
室
を
構
え
、
人
々
に
説
法
す
る
様
子
。

⑥
「
板
敷
山
」
専
修
念
仏
を
唱
え
る
親
鸞
を
恨
む
山
伏
弁
円
が
、
親
鸞
に

危
害
を
加
え
よ
う
と
、
板
敷
山
で
待
ち
伏
せ
す
る
と
こ
ろ
。

⑦
「
明
法
房
は
じ
め
仏
教
に
帰
す
る
図
」

ど
れ
だ
け
待
ち
伏
せ
し
て
い
て
も
親
鸞
に
出
会
え
な
か
っ

た
弁
円
は
稲
田
の
庵
室
に
押
し
掛
け
た
が
、
お
だ
や
か
に

対
応
す
る
親
鸞
に
接
し
、後
悔
の
涙
に
く
れ
、た
だ
ち
に
親

鸞
の
教
え
に
帰
依
し
た
。明
法
房
は
弁
円
の
こ
と
。

⑧
「
箱
ね
□
」
常
陸
で
二
〇
年
を
す
ご
し
た
の
ち
、
親
鸞
は
京
へ
帰
る
。

そ
の
途
中
箱
根
の
山
の
中
で
日
が
暮
れ
る
が
、
一
軒
の
家

の
翁
に
出
会
う
。
こ
の
翁
が
箱
根
権
現
で
あ
っ
た
と
い
う
。

⑨
「
平
太
郎
」
京
都
へ
帰
っ
た
親
鸞
の
も
と
へ
常
陸
の
平
太
郎
が
訪
ね
て

き
て
、
熊
野
へ
参
詣
す
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
念
仏
者
と

し
て
ど
の
よ
う
な
心
構
え
で
参
る
べ
き
か
と
問
う
。

⑩
「
其
　
二
」
親
鸞
の
教
え
に
よ
り
、
精
進
潔
斎
も
せ
ず
普
段
の
ま
ま
の

体
で
詣
で
た
平
太
郎
の
夢
に
熊
野
権
現
が
出
現
し
、
な
ぜ

不
浄
の
体
で
参
詣
す
る
の
か
と
詰
問
さ
れ
た
。
そ
こ
に
親

鸞
が
現
れ
て
、
彼
は
自
分
の
導
き
に
よ
り
念
仏
を
し
て
い

る
も
の
で
あ
る
と
言
わ
れ
た
。
手
前
の
拝
殿
に
は
平
太
郎

や
ほ
か
の
参
詣
人
、
奥
の
本
殿
に
は
左
が
熊
野
権
現
、
右

が
親
鸞
。

⑪
「
聖
人
御
不
例
」
親
鸞
が
不
例
（
病
気
）
に
な
る
。

⑫
「
聖
人
御
遷
化
」
親
鸞
が
遷
化
（
死
去
）
す
る
。

⑬
「
聖
人
御
（
破
欠
）
」

親
鸞
の
遺
骸
を
荼
毘
所
へ
送
る
と
こ
ろ
。

⑭
「
聖
人
御
荼
毘
　
東
山
延
仁
寺
の
躰
」

同
右
　
涙
に
く
れ
る
弟
子
た
ち
。

⑮
「
其
　
二
」
荼
毘
に
付
す
。

⑯
「
大
谷
仏
閣
」
親
鸞
没
後
十
年
目
、
大
谷
に
あ
っ
た
親
鸞
の
墳
墓
を
吉

水
の
北
側
へ
改
葬
し
、
六
角
形
の
廟
堂
を
建
て
る
。

「
其
二
」

⑯「大谷仏閣」

⑭⑮⑯

⑬ ⑫ ⑪ ⑩

⑨ ⑧ ⑦ ⑥

⑤ ④ ③

② ①
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十
六
　
地
獄
極
楽
図
　

92　地獄極楽図　　全二幅　　砺波市福山　願成寺蔵

　
当
寺
は
も
と
福
野
町
石
田
（
現
南
砺
市
石
田
）
の
空

泉
寺
寺
中
寺
院
で
あ
っ
た
が
、
住
職
の
死
去
に
よ
り
明

治
十
六
年
に
現
地
へ
移
転
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
地

獄
極
楽
図
は
そ
の
時
に
も
た
ら
さ
れ
た
も
の
と
い
う
。

　
当
寺
の
先
代
住
職
福
澤
嶺
秀
は
戦
前
に
龍
谷
大
学
を

卒
業
し
た
後
、
本
願
寺
の
海
外
布
教
師
と
し
て
大
陸
へ

渡
り
、
北
京
や
満
州
で
布
教
に
た
ず
さ
わ
っ
た
。
終
戦

に
よ
り
シ
ベ
リ
ア
に
抑
留
さ
れ
た
が
昭
和
二
三
年
に
は

帰
国
し
、
県
内
や
北
海
道
で
再
び
説
教
に
歩
い
た
。
冬

季
に
し
ば
ら
く
帰
っ
て
く
る
だ
け
で
、
一
年
の
う
ち
ほ

と
ん
ど
が
旅
の
生
活
だ
っ
た
と
い
う
。

　
説
教
は
よ
く
し
た
が
、
こ
の
地
獄
絵
を
使
っ
た
絵
解

き
は
一
度
も
し
た
こ
と
が
な
か
っ
た
と
い
う
。

地
獄
極
楽
図
　
全
二
幅
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
砺
波
市
福
山
　
願
成
寺
蔵
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臨終の時、阿弥陀仏や観世音菩薩・勢至
菩薩をはじめとする聖衆が迎えに来て、
浄土に導いてくれる。

蓮華の台座によって極楽に生まれる楽。
その蓮華が開くときあたかも辺境の人が
いきなり王宮に入ったかのような限りな
い歓楽を受けること。

極楽に生まれた人の身体は光り輝いて美
しく、仏が持つ三十二の特徴をそなえ、
五種類の神通力を得る。

五感の対象となる色・音・味・香りなどが
絶妙である。

極楽で得られる楽は清らかで失われるこ
とがない。

極楽に往生して神通自在の身となり、か
つて恩を受けたり、縁を結んだ人々を極
楽浄土に導くことができる。

極楽では常に聖衆が集まり、快い会話や
論議を交わし、法悦を得ることができる。

極楽では、常に阿弥陀仏を直接見て、深
い教えを聞くことができる。

心のままに仏を供養することができる

極楽に往生すれば自然に仏道を増進する
ことができる悟りの境地に到着できる

極楽の十楽

極楽で受けることのできる10種の楽 (⇔苦 )
らく

１　聖衆来迎楽…

２　蓮華初開楽…

３　身相神通楽…

４　五妙境界楽…

５　快楽無退楽…

６　引接結縁楽…

７　聖衆倶会楽…

８　見仏聞法楽…

９　随心供仏楽…

10　増進仏道楽…  
ぞうしんぶつどうらく

ずいしん　く　ぶつらく

けんぶつもんほうらく

しょうじゅく　え　らく

いんせつけちえんらく

　け　らく　む　たいらく

ごみょうきょうかいらく

しんそうじんつうらく

れん　げ　しょかいらく

しゅうじゅらいごうらく

　生前に悪事を犯したものが行く８種の地獄。原型はヒンドゥー教にあり、それが仏
教に取り入れられ、自業自得、勧善懲悪などの因果の教えを説いた。各地獄には、行
なった悪業によってさらに16の小地獄が分かれている。

第１地獄－等活地獄　罪状　殺生（いたずらに生き物の命を絶つこと）
　人間界より地下1,000由旬*(約7,000km)の所にある縦横10,000由旬(70,000km)という
広さ。（広さは以下第７地獄まで同じ）刑期はここが一番短く、500等活地獄年、人間
界の約1.6兆年**に相当する。　
*１由旬=約7km　**四天王の寿命(912.5万年)が等活地獄の１日。罪人たちは自らの身体
に備わった鉄の爪や刀剣で殺し合う。獄卒***に責められ死んでも、涼しい風が吹くと
また元の身体に生き返り責め苦が続く。***地獄で働く(罪人を責める)鬼
 
第２地獄－黒縄地獄　罪状　殺生＋偸盗（他人の財物を取ること＝盗み）
　獄卒は熱く焼けた縄で、熱く焼けた鉄の地面に伏した罪人の身体を打ち、熱く焼け
た鉄斧や鋸で身体を切り、裂き、削る。また投身自殺をした罪人が受ける等喚受苦処
は立てた鉄の幢に張られた鉄の縄を渡らされ、獄卒に突かれ、縄から落とされ、身体
が砕けることを繰り返す。等活地獄の10倍の苦しみ。

第３地獄－衆合地獄　罪 状　殺生＋偸盗＋邪淫（配偶者以外との交わり）
　罪人は鉄の杵と臼で打ち砕かれ、圧殺される。剣の葉を持つ木の上にいる美女が罪
人を誘惑し登らせ、罪人が上に着くと美女は下に現れ、木を降る。その繰り返しで身
体は血を噴き出す。猛獣、鷲などに身を食いちぎられる等、黒縄地獄の10倍の苦しみ。

第４地獄－叫喚地獄　罪状　殺生＋偸盗＋邪淫＋飲酒（飲酒による悪事）
　罪人は熱湯の大釜や猛火の鉄室に入れられ、その苦しさから号泣、叫喚する。罪人
の許しを哀願する声を聞くと獄卒は更に怒り、ますます責める。獄卒が罪人を追い回
して矢で射る。衆合地獄の10倍の苦しみ。

第５地獄－大叫喚地獄　罪状　殺生＋偸盗＋邪淫＋飲酒＋妄語（嘘、偽りを言うこと）
　獄卒はヤットコで罪人の舌や目玉を抜いたり、大釜でゆでたりする。叫喚地獄の10
倍の苦しみ。

第６地獄－焦熱地獄　罪状　殺生＋偸盗＋邪淫＋飲酒＋妄語＋邪見
　　　　　　　　（仏教の教えとは相容れない考えを説き、実践する＝仏教の否定）
　罪人は鉄板の上で焼かれ、焼いた鉄の棒に串刺しにされたり、目・鼻・口・手足を
分解してからそれぞれ炎で焼かれる。ここの炎は今までの炎が雪のように冷たく感じ
られるほどとてつもないという。大叫喚地獄の10倍の苦しみ。

第７地獄－大焦熱地獄　罪状　殺生＋偸盗＋邪淫＋飲酒＋妄語＋邪見＋犯持戒人
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（戒律を守る人を陥れる）
　更に極熱の火炎に苦に責められる。焦熱地獄の10倍の苦しみ。

第８地獄－阿鼻地獄（無間地獄）　罪状　殺生＋偸盗＋邪淫＋飲酒＋妄語＋邪見＋犯
持戒人＋犯持戒人＋父母殺害・聖者殺害
　地獄の最下層に位置し、到着するだけでも真っ逆さまに落ち続け200年かかるという。
五感すべてに襲ってくる苦しみはこれまでの地獄とは比べものにならない程で、すべ
ての地獄と各小地獄を足したものの1000倍の苦しみを絶え間なく受ける。
広さはこれまでの地獄の縦横２倍、刑期は1中劫（=柔らかな綿で石を100年に１度さっ
と拭く行為をし続け、石が磨耗、消耗するよりも長い時間）

八大地獄とは
はちだいじごく

とうかつ

ゆじゅん

こくじょう せっしょう

せっしょう

ちゅうとう

せっしょう ちゅうとう じゃいん

せっしょう ちゅうとう じゃいん おんじゅ

せっしょう ちゅうとう じゃいん おんじゅ もうご

せっしょう ちゅうとう じゃいん おんじゅ もうご じゃけん

せっしょう ちゅうとう じゃいん おんじゅ もうご じゃけん

せっしょう ちゅうとう じゃいん おんじゅ もうご じゃけん

しゅうごう

きょうかん

だいきょうかん

しょうねつ

だいしょうねつ

むけんあび
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十
七
　
説
教
本

庄川民芸館に所蔵されている版木の一覧

79　説教本の版木　　庄川民芸館蔵

菅原智洞編『勧導簿照巻十四』

（部分） 『成唯識論導巻七』

　
菅
原
智
洞
は
、
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
（
西
本
願
寺
）
が
生
ん
だ
近
世
の

大
説
教
者
で
あ
る
。

　
能
登
国
羽
咋
郡
南
邑
知
村
字
菅
原
（
現
石
川
県
羽
咋
郡
志
雄
町
菅
原
）

の
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
明
専
寺
第
六
世
覚
山
の
第
三
子
と
し
て
生
ま
れ
、

寛
保
元
年
（
一
七
四
一
）
ご
ろ
に
上
洛
し
て
陳
善
院
僧
樸
に
師
事
し
て
修

学
し
、
第
一
級
の
唱
導
家
（
説
教
者
）
と
な
っ
た
（
『
先
哲
遺
事
』）。

　
博
覧
強
記
で
文
才
に
富
み
、
多
数
の
説
教
本
を
書
い
た
。
そ
れ
ら
の
本

は
、
説
教
の
テ
キ
ス
ト
と
し
て
活
用
さ
れ
、
明
治
以
降
の
説
教
隆
盛
の
基

盤
を
築
い
た
と
い
わ
れ
る
。
（
関
山
和
夫
『
説
教
の
歴
史
』
）

　
こ
こ
に
展
示
し
た
の
は
菅
原
智
洞
編『
勧
導
簿
照
巻
十
四
』の
版
木
で
あ

る
。
初
版
は
明
和
九
年（
一
七
七
二
）に
刊
行
さ
れ
た（
『
国
書
總
目
録
』）。　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

江
戸
時
代
の
大
説
教
者
　
菅
原
智
洞

す
が
わ
ら
ち
ど
う

一三四五六七八九十

表裏表裏表裏表裏表裏表裏表裏表裏表裏
阿
毘
達
磨
倶
舎
論
校
註
巻
之
二
　

阿
毘
達
磨
倶
舎
論
校
註
巻
之
二
十
一

有
宗
七
十
五
法
講
義
巻
之
一

有
宗
七
十
五
法
講
義
巻
之
二
末

五
教
章
巻
中
之
二

倶
舎
論
頌
疏
巻
之
五

法
華
倭
字
解
巻
之
七

三
論
玄
鈔
五

成
唯
識
論
導
巻
三

唯
識
図
解
四

唯
識
了
義
七
本

聯
珠
詩
器
巻
七

一
・
四

十
七
・
十
八

三
十
五
・
三
十
六

三
十
一
・
三
十
三

十
三
・
十
四

二
十
五
・
二
十
八

二
十
六
・
二
十
七

廿
二
・
廿
五

廿
三
・
廿
四

六
十
五
・
六
十
六

六
十
七
・
六
十
八

十
七
・
十
九

十
八
・
二
十

三
十
四
・
三
十
三

三
十
五
・
三
十
六

七
・
八

五
・
六

十
五

十
六

永
田
文
昌
堂
蔵

永
田
文
昌
堂
蔵

本
願
寺
編
輯
場
蔵

二

80　木村徹量著『信疑決判』
初版は大正11年。本品は昭和54年３版
　　　　　　　　　　　　　　　　府越義博氏蔵

江戸時代から明治・大正期にかけて真宗で行われ

た説教を集約したものといえる。

収録されている説教は250項目に及び、初日昼席

から第6日朝席に終わるよう構成してある。初心

者でも使いやすいように、説教のテキストとして

見事に分類、整理されている。

譬喩因縁談のひとつに、越中国大栄寺の幼女の話

が採録されている。

木村徹量
（元治元年1864～大正15年1926）
広島県の光泉寺の第11代住職で、明治・大正期の

説教界の巨匠であった。「西本願寺の御使僧様」

といわれ、説教者を志すものは等しく彼の社中に

投ずることを願ったという。81『福岡徳栄寺義渓述　説教妙弁集全』
初版は大正12年、本品は昭和55年の復刻版
　　　　　　　　　　　　　　　府越義博氏蔵
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版木『勧導簿照巻十四』の字

版木『成唯識論導巻七』の字
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十
八
　
御
示
談
問
答

22　昭和15年(1940)4月　御示談の問答集　南砺市吉江中　南源右衛門氏蔵

　
御
示
談
と
は
、
報
恩
講
や
御
座
の
場
で
、
僧
侶
の
法

座
が
終
わ
っ
た
後
、
聴
聞
し
て
い
た
信
者
と
僧
侶
、
ま

た
は
同
行
衆
の
間
で
行
わ
れ
る
信
仰
上
の
問
答
の
こ
と

で
あ
る
。

　
こ
こ
に
展
示
し
た
の
は
、
文
化
十
一
年
（
一
八
一

四
）
、
明
治
七
（
一
八
七
四
）
、
昭
和
十
五
年
（
一
九

四
〇
）
の
三
回
に
わ
た
る
御
示
談
の
記
録
で
あ
る
。
こ

れ
ら
は
、
刀
利
村
（
現
在
は
刀
利
ダ
ム
の
建
設
に
よ
っ

て
水
没
）
南
源
右
衛
門
家
に
残
さ
れ
て
い
た
も
の
で
、

江
戸
時
代
か
ら
一
般
民
衆
の
中
に
真
宗
の
教
え
が
浸
透

し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
貴
重
な
資
料
で
あ
る
。

御
示
談
の
問
答
集

　
　
　
　
　
　
南
砺
市
吉
江
中
　
南
源
右
衛
門
氏
蔵

ご
じ
だ
ん

18　文政10年（1827）「文政十年仲秋下旬　廻寺厳命之刻　江州成満寺様講師より就御焼失御
再建引立座　拾五ケ条法話　雲龍山麓　願慶寺」　南砺市吉江中　南源右衛門氏蔵
文政６年に焼失した御堂の再建のため全国各地で「座」が作られて法座がもたれた。その時の法話を記録したものである。

（全文は43頁に採録）
内容は右の文書と同じ。南家の人が明治18年に
再び写し直したものであろう。

20　文化11年(1814)正月　御示談問答聞書
　南砺市吉江中　南源右衛門氏蔵（全文は48頁に採録）

21　明治７年(1874)10月　御示談の問答集
　　　　　　　　　　　　南砺市吉江中　南源右衛門氏蔵

19　明治18年（1885）
「江州　安野成満寺　拾五ヶ条」
　　　　　南砺市吉江中　南源右衛門氏蔵
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十
九
　
チ
ョ
ン
ガ
レ
台
本

23　チョンガレ台本「目連尊者地獄巡り段」
　　　　　　　　　　　　　　南砺市吉江中　南源右衛門氏蔵

24　チョンガレ台本「仮名手本忠臣蔵」
　　　　　　　　　　　　　　　　南砺市吉江中　南源右衛門氏蔵

25　チョンガレ台本「大しょくかん」南砺市吉江中　南源右衛門氏蔵

　
盆
踊
り
や
祭
の
踊
り
の
時
に
歌
わ
れ
る

の
が
チ
ョ
ン
ガ
レ
節
で
あ
る
。
全
国
的
に

行
わ
れ
、
そ
の
歌
詞
は
浄
瑠
璃
な
ど
か
ら

取
材
し
た
も
の
が
多
い
と
い
う
が
、
当
地

の
チ
ョ
ン
ガ
レ
は
浄
土
真
宗
に
関
連
す
る

題
材
が
多
い
こ
と
に
特
徴
が
あ
る
。

　
む
か
し
は
、
チ
ョ
ン
ガ
レ
語
り
は
ど
の

村
に
も
い
た
。
そ
の
か
っ
こ
う
は
、
木
綿

の
単
衣
を
尻
は
し
ょ
り
し
て
、
股
引
に
草

履
ば
き
、
着
茣
蓙
と
菅
笠
を
後
ろ
に
さ
げ
、

手
ぬ
ぐ
い
を
鼻
の
下
で
結
び
、
拍
子
木
ま

た
は
四
つ
竹
で
拍
子
を
と
っ
た
。
マ
イ
ク

も
な
い
時
代
に
声
が
良
く
通
る
美
声
と
音

量
が
な
け
れ
ば
チ
ョ
ン
ガ
レ
語
り
は
つ
と

ま
ら
な
か
っ
た
。

　
明
治
・
大
正
期
か
ら
戦
前
は
、
ど
の
村

で
も
、
寺
や
宮
の
境
内
、
町
の
辻
な
ど
で
、

何
十
人
も
時
に
は
百
人
以
上
も
の
人
々
が

夜
を
徹
し
て
踊
っ
た
と
い
う
。
今
で
も
神

社
の
拝
殿
な
ど
に
千
音
加
礼
・
音
頭
の
奉

納
額
が
掲
げ
て
あ
る
。

チ
ョ
ン
ガ
レ
節ぶ

し
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資
料
編

一
　
説
教

　
㈠
　
大
原
談
義（
ま
た
は
大
原
問
答
）

　
　
①
　
大
原
談
義
と
は

　
　

　
大
原
談
義
は
文
治
二
（
一
一
八
六
）
年
、
法
然
五
十
四
歳
の
と
き
の
こ

と
で
、
天
台
座
主
顕
真
の
主
催
に
よ
っ
て
、
光
明
山
の
明
遍
、
笠
置
の
解

脱
上
人
貞
慶
、
東
大
寺
の
勧
進
俊
乗
坊
重
源
、
天
台
の
智
海
や
証
真
た
ち

三
百
余
人
と
伝
え
る
の
に
誇
張
が
あ
っ
て
も
、
大
勢
が
集
ま
っ
た
と
い
う
。

墨
染
の
念
仏
聖
で
あ
る
法
然
に
関
心
を
抱
き
、
法
然
か
ら
浄
土
の
教
え
、

と
く
に
生
死
を
離
れ
る
可
能
性
と
そ
の
方
法
を
聞
く
こ
と
に
あ
っ
た
。
そ

れ
ら
の
人
々
の
質
問
に
対
し
、
法
然
は
い
か
に
現
世
に
お
い
て
生
死
離
脱

が
困
難
で
あ
る
か
を
指
摘
し
、
さ
ら
に
極
楽
浄
土
に
往
生
す
る
方
法
を
示

し
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
も
、
い
か
に
従
来
の
伝
統
的
教
学
が
す
ば
ら
し
い

か
を
示
し
は
し
た
も
の
の
、
法
然
自
身
は
と
て
も
そ
の
境
地
を
得
る
こ
と

は
難
し
い
と
断
言
す
る
。
す
な
わ
ち
、

　
た
だ
し
源
空
（
法
然
）
ご
と
き
の
頑
愚
の
た
ぐ
い
は
、
更
に
そ
の
器

に
あ
ら
ざ
る
ゆ
え
に
、
さ
と
り
が
た
く
、
ま
ど
い
や
す
し
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
『
四
十
八
巻
伝
』
第
十
四
）

と
語
る
の
で
あ
る
。
あ
く
ま
で
も
、
聖
道
の
教
え
は
す
ば
ら
し
い
け
れ
ど

も
、
自
分
の
よ
う
な
凡
夫
に
は
往
生
浄
土
の
み
が
救
い
で
あ
る
と
説
く
の

で
あ
る
。
「
仏
の
願
力
を
強
縁
と
し
て
、
乱
想
の
凡
夫
浄
土
に
往
生
す
」

と
い
う
主
張
こ
そ
、
新
た
な
法
然
の
立
場
を
示
し
、
比
叡
山
で
学
ん
だ
天

台
宗
と
の
訣
別
を
意
味
し
て
い
る
。

　
大
原
談
義
の
影
響
は
、
当
時
の
仏
教
界
に
法
然
の
存
在
を
い
や
で
も
知

ら
せ
る
結
果
と
な
り
、
新
し
い
念
仏
の
意
味
を
大
き
く
喧
伝
す
る
こ
と
と

な
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
ま
た
既
成
の
仏
教
側
を
大
い
に
刺
激
し
、
批
判
や

非
難
の
声
が
強
く
な
っ
て
い
く
の
も
当
然
の
趨
勢
で
あ
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
石
上
善
應
『
選
択
本
願
念
仏
集
』
筑
摩
書
房
）

け
ん
し
ん

み
ょ
う
へ
ん

げ

だ
つ

じ
ょ
う
け
い

ち
ょ
う
げ
ん

う
つ
わ
も
の

し
ょ
う
ど
う

　
　
②
　
大
原
問
答
　
範
浄
文
雄
説
教

　
　
智
慧
光
の
力
よ
り
本
師
上
人
あ
ら
わ
れ
て

　
　
　
　
　
　
浄
土
真
宗
開
き
つ
つ
　
選
択
本
願
述
べ
た
も
う

　
和
朝
念
仏
の
元
祖
法
然
上
人
、
御
年
五
十
四
歳
の
と
き
、
所
は
京
都
の

在
、
大
原
立
禅
寺
に
お
き
ま
し
て
、
当
時
天
下
の
学
者
三
百
八
十
有
余
人

を
向
こ
う
へ
ま
わ
し
て
、
こ
な
た
法
然
上
人
た
だ
お
一
人
、
こ
こ
に
聖
道

門
す
ぐ
れ
る
か
、
浄
土
門
す
ぐ
れ
る
か
と
、
手
に
汗
握
り
ま
し
て
の
大
舌

戦
、
こ
れ
を
称
し
て
大
原
の
談
義
、
一
名
大
原
問
答
と
申
し
て
お
り
ま
す
。

　
　
　
（
中
略
）

　
顕
真
僧
正
、
は
っ
た
と
ば
か
り
に
法
然
様
を
ば
う
ち
に
ら
ん
だ
。

「
こ
り
ゃ
黒
谷
の
法
然
、
そ
れ
す
み
や
か
に
生
死
を
離
れ
解
脱
を
得
る
は
、

華
嚴
・
天
台
・
真
言
・
禅
宗
、
四
家
大
乗
を
も
っ
て
最
上
と
し
、
至
極
と

す
る
。
こ
の
義
如
何
。
」
こ
れ
が
顕
真
様
の
第
一
の
お
尋
ね
で
ご
ざ
い
ま

す
。
何
分
と
も
に
学
者
の
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
る
。
非
常
に
お
言
葉
は
固

と
う
ご
ざ
り
ま
す
。

　
で
は
こ
の
お
言
葉
を
柔
ら
か
く
申
し
ま
す
。
「
そ
れ
す
み
や
か
に
生
死

を
離
れ
、
解
脱
を
得
る
に
は
華
嚴
・
天
台
・
真
言
・
禅
宗
、
仏
教
の
中
で

も
華
嚴
は
四
家
大
乗
と
い
う
て
、
も
っ
と
も
優
れ
た
法
で
あ
る
。
こ
う
い

う
四
家
大
乗
の
教
え
の
あ
る
そ
の
中
へ
、
法
然
汝
近
頃
念
仏
門
を
開
い
て

え
ら
い
繁
盛
し
て
お
る
そ
う
じ
ゃ
が
、
い
っ
た
い
念
仏
は
何
処
が
優
れ
て

お
る
の
か
。
別
に
優
れ
て
お
ら
ん
な
ら
ば
、
こ
と
さ
ら
珍
し
く
念
仏
門
を

広
め
る
必
要
が
な
か
ろ
う
。
そ
れ
と
も
念
仏
が
優
れ
て
お
る
な
ら
、
そ
の

優
れ
て
お
る
い
わ
れ
を
聞
か
し
て
も
ら
い
た
い
」
と
い
う
の
が
、
第
一
番

の
顕
真
様
の
お
問
い
。

　
こ
の
お
問
い
の
中
に
は
、
言
わ
ず
語
ら
ず
四
家
大
乗
の
御
自
慢
、
そ
し

て
念
仏
宗
を
一
気
に
叩
き
つ
ぶ
し
て
や
ろ
う
と
い
う
、
顕
真
様
の
第
一
の

問
い
が
発
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
を
聞
か
れ
ま
し
た
と
こ
ろ
の
三
百
八
十
有
余
人
の
天
下
の
学
者
、

耳
を
澄
ま
い
て
法
然
坊
何
と
答
え
る
や
ら
、
法
然
の
答
え
に
よ
っ
て
は
た

だ
で
は
お
か
ん
ぞ
、
た
だ
で
は
す
ま
さ
ん
ぞ
よ
と
、
固
唾
を
の
ん
で
法
然

様
の
御
返
事
待
っ
て
居
る
。
一
方
、
法
然
様
は
少
し
も
驚
き
の
色
も
見
せ

給
わ
ず
に
、
に
っ
こ
り
と
お
笑
い
に
な
っ
た
法
然
様
は

　
南
無
阿
弥
陀
仏
　
南
無
阿
弥
陀
仏
　
南
無
阿
弥
陀
仏
　
南
無
阿
弥
陀
仏

　
南
無
阿
弥
陀
仏
　
南
無
阿
弥
陀
仏
　
南
無
阿
弥
陀
仏
　
南
無
阿
弥
陀
仏

　
南
無
阿
弥
陀
仏
　
南
無
阿
弥
陀
仏
　
南
無
阿
弥
陀
仏
　
南
無
阿
弥
陀
仏

　
南
無
阿
弥
陀
仏
　
南
無
阿
弥
陀
仏
　
南
無
阿
弥
陀
仏
　

お
も
む
ろ
に
お
口
を
お
開
き
あ
ら
せ
ら
れ
た
法
然
様
、

　
「
い
か
に
も
い
か
に
も
顕
真
殿
よ
。
仏
教
は
万
差
な
り
と
い
え
ど
も
、

根
機
に
合
す
る
辺
か
ら
眺
め
て
み
る
な
ら
ば
、
念
仏
を
も
っ
て
最
上
と
し

至
極
と
す
る
ぞ
よ
ー
」
と
。

　
法
然
様
の
お
答
え
、
ま
こ
と
に
お
と
な
し
い
な
。
ま
こ
と
に
お
と
な
し

い
。
「
顕
真
殿
よ
、
顕
真
殿
よ
。
い
か
に
も
四
家
大
乗
は
優
れ
て
お
る
に

違
い
は
な
い
。
四
家
大
乗
は
あ
ん
た
の
御
宗
旨
は
優
れ
て
お
る
に
違
い
は

な
け
れ
ど
も
、
今
は
我
が
こ
の
念
仏
の
一
門
は
、
根
機
に
合
す
る
辺
か
ら

眺
め
て
み
る
な
ら
ば
念
仏
を
も
っ
て
最
上
と
し
ま
す
わ
い
ね
。
至
極
と
す

る
わ
い
ね
」
と
お
答
え
せ
ら
れ
た
そ
の
時
に
、

　
顕
真
「
法
然
待
た
っ
し
ゃ
い
。
た
だ
念
仏
が
優
れ
て
お
る
と
い
う
だ
け

で
は
わ
か
ら
ん
。
優
れ
て
お
る
な
ら
ば
、
そ
の
優
れ
て
お
る
証
拠
を
見
せ

さ
っ
し
ゃ
い
」

　
証
拠
呼
ば
わ
り
せ
ら
れ
た
そ
の
時
に
、
法
然
様
は
に
っ
こ
り
と
お
笑
い

に
な
り
ま
し
て
、

　
「
顕
真
殿
よ
、
顕
真
殿
よ
、
顕
真
殿
よ
、
念
仏
の
優
れ
た
証
拠
を
見
せ

と
い
う
お
言
葉
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
念
仏
の
優
れ
た
い
わ
れ
は
沢
山
あ
る
。

然
れ
ど
も
今
こ
こ
に
、
然
ら
ば
略
し
て
五
つ
の
証
左
を
あ
ら
わ
す
な
り
。

一
つ
に
お
い
て
は
万
機
普
益
な
る
が
故
に
、
念
仏
は
優
れ
ま
す
る
ぞ
よ
。

ほ
ん
し
し
ょ
う
に
ん

せ
ん
ち
ゃ
く
ほ
ん
が
ん

お
ん
と
し

り
ゅ
う
ぜ
ん
じ

し
ょ
う
ど
う

も
ん

じ
ょ
う
ど
も
ん

だ
い
ぜ
っ

せ
ん

け
ん
し
ん
そ
う
じ
ょ
う

く
ろ
だ
に

し
ょ
う
じ

げ
だ
つ

し
ご
く

け
ご
ん

し
か
だ
い
じ
ょ
う

い
か
ん

か
た
ず

ば
ん
さ

こ
ん
き

が
っ

し
ご
く

し
ゅ
う
し

こ
ん
き

ば
ん
き
ふ
や
く
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二
つ
に
お
い
て
は
万
徳
円
満
な
る
が
故
に
、
念
仏
は
優
れ
ま
す
る
ぞ
よ
。

　
三
つ
に
お
い
て
は
称
え
や
す
い
が
故
に
、
念
仏
は
優
れ
ま
す
る
。

　
四
つ
に
お
い
て
は
、
保
ち
や
す
い
が
故
に
念
仏
は
優
れ
る
。

　
五
つ
に
お
い
て
は
、
時
に
叶
う
が
故
に
、
念
仏
は
優
れ
る
ぞ
よ
ー
」

さ
あ
、
五
つ
の
、
オ
バ
チ
ャ
ン
証
拠
出
し
た
ぞ
。
お
念
仏
の
優
れ
た
い
わ

れ
は
、
あ
ま
た
あ
る
に
違
い
は
な
け
れ
ど
も
、
そ
れ
ほ
ど
ま
で
に
い
わ
れ

る
な
ら
ば
、
い
ま
法
然
は
五
つ
の
証
拠
を
あ
ら
わ
す
ぞ
や
と
。

　
「
一
つ
に
お
い
て
は
、
万
機
普
益
な
る
が
故
に
念
仏
は
優
れ
る
。
万
機

普
益
な
る
が
故
に
念
仏
は
優
れ
る
。
万
機
普
益
と
い
う
の
は
、
念
仏
に
は

機
に
選
び
の
な
い
の
が
、
弥
陀
の
本
願
じ
ゃ
。
そ
の
も
と
達
の
御
宗
旨
、

四
家
大
乗
の
御
教
え
は
い
か
に
も
い
か
に
も
法
は
優
れ
て
お
る
に
違
い
は

な
け
れ
ど
も
、
そ
の
対
機
な
る
も
の
相
手
な
る
も
の
は
、
上
代
上
智
の
知

者
や
、
善
人
聖
者
方
が
相
手
で
は
な
い
か
。
末
代
に
生
ま
れ
た
下
根
・
下

劣
の
凡
夫
は
相
手
で
は
ご
ざ
ら
ん
。
仏
成
道
の
朝
、
お
説
き
下
さ
い
ま
し

た
の
が
大
方
広
仏
華
嚴
経
と
い
う
お
経
様
。
あ
の
華
嚴
経
御
演
説
の
そ
の

時
に
は
、
舎
利
弗
文
殊
の
方
々
で
さ
え
も
、
聾
唖
の
如
く
解
す
る
こ
と
か

な
わ
ぬ
と
い
う
て
、
何
処
へ
や
ら
逃
げ
ら
れ
た
そ
う
な
。
舎
利
弗
・
文
殊

様
も
解
ら
ん
よ
う
な
法
門
が
、
末
世
末
代
に
生
ま
れ
た
悪
人
凡
夫
の
解
る

道
理
は
ご
ざ
り
ま
せ
ん
。
た
だ
そ
れ
を
喜
ん
で
聞
か
れ
た
の
は
六
大
菩
薩

と
善
財
童
子
の
み
で
は
ご
ざ
ら
ん
か
。
こ
れ
明
ら
か
に
、
こ
れ
明
ら
か
に
、

機
に
選
び
が
あ
る
で
は
ご
ざ
ら
ん
か
い
な
。

　
ま
た
法
華
の
法
門
に
し
ま
し
た
と
こ
ろ
で
、
法
華
経
の
譬
喩
品
の
中
に

何
と
説
い
て
あ
る
。
法
華
経
の
譬
喩
品
の
中
に
は
、
「
無
智
人
中
莫
説
此

経
」
と
説
い
て
あ
る
で
な
い
か
。
無
智
な
人
の
中
、
無
智
人
の
中
に
は
、

こ
の
経
を
説
い
て
は
な
ら
ん
な
い
や
と
。
智
慧
も
あ
り
、
精
進
も
あ
り
、

利
根
で
あ
れ
、
多
聞
強
識
の
も
の
な
ら
ば
、
こ
の
経
を
説
い
て
聞
か
す
べ

き
と
、
法
華
経
の
中
に
説
い
て
あ
る
で
な
い
か
。
し
て
み
た
ら
、
愚
痴
愚

痴
の
悪
人
凡
夫
の
間
に
合
わ
ん
で
は
ご
ざ
ら
ん
か
。

　
ま
た
禅
宗
の
教
え
に
し
よ
う
が
、
真
言
の
秘
密
に
し
ま
し
ょ
う
が
、
こ

れ
皆
そ
の
人
に
あ
て
て
の
こ
と
で
あ
り
、
末
世
末
代
の
悪
人
凡
夫
の
機
に

相
あ
お
う
も
の
は
一
つ
も
ご
ざ
ら
ん
。
い
ま
諸
仏
の
本
願
を
聞
か
ば
、
願

を
望
み
給
い
、
行
を
望
み
給
い
、
布
施
を
望
み
給
い
、
精
進
を
望
み
給
う

が
、
今
時
そ
の
諸
仏
の
願
に
応
ず
る
も
の
が
何
人
あ
ろ
う
か
い
や
。
願
を

望
み
給
う
て
も
、
こ
ん
な
無
善
造
悪
の
い
た
ず
ら
も
の
は
、
と
て
も
と
て

も
か
な
わ
ん
。
布
施
の
行
は
と
い
わ
れ
ま
し
て
も
、
こ
ん
な
貧
し
い
私
に

は
ど
う
し
て
布
施
の
行
が
勤
ま
ろ
う
。
精
進
と
い
わ
れ
ま
し
て
も
、
懈
怠

無
慚
な
こ
の
凡
夫
で
は
、
と
て
も
と
て
も
勤
ま
る
訳
で
は
ご
ざ
ら
ん
。
い

ず
れ
を
眺
め
て
み
ま
し
て
も
、
万
機
普
益
と
銘
打
た
れ
る
法
門
が
何
処
に

あ
ろ
う
ぞ
。

　
し
か
る
に
弥
陀
の
本
願
南
無
阿
弥
陀
仏
は
、
智
者
で
あ
ろ
う
が
、
聖
者

で
あ
ろ
う
が
、
悪
人
で
あ
ろ
う
が
、
善
人
で
あ
ろ
う
が
、
出
家
で
あ
ろ
う

が
、
在
家
で
あ
ろ
う
が
、
一
人
た
り
と
も
逃
し
給
わ
ん
と
い
う
の
が
、
弥

陀
の
本
願
、
南
無
阿
弥
陀
仏
の
六
字
な
ー
り
ー
」

　
一
息
つ
い
た
法
然
上
人
様
、
さ
ら
に

　
「
第
二
番
目
に
は
、
万
徳
円
満
な
る
が
故
に
念
仏
は
優
れ
る
わ
い
や
、

万
徳
円
満
な
る
が
故
に
念
仏
は
優
れ
る
ぞ
よ
。
万
徳
円
満
な
る
が
故
に
優

れ
る
と
い
う
は
、
書
い
て
六
字
の
南
無
阿
弥
陀
佛
、
称
え
て
み
た
ら
半
口

に
も
足
ら
ぬ
名
号
六
字
に
違
い
は
な
け
れ
ど
も
、
世
の
善
根
功
徳
も
皆
こ

の
六
字
の
中
に
納
ま
る
な
り
。
三
世
諸
仏
の
智
慧
も
善
根
も
功
徳
も
全
部
、

こ
の
南
無
阿
弥
陀
佛
の
六
字
の
中
に
納
ま
れ
り
。
ま
た
釈
迦
一
代
の
法
門

も
、
納
め
て
み
る
な
ら
ば
、
み
な
念
仏
の
中
に
納
ま
る
。
か
か
る
が
故
に
、

法
然
の
目
か
ら
眺
め
て
み
る
な
ら
ば
、
華
嚴
・
天
台
・
真
言
・
禅
宗
い
う

ま
で
も
な
く
三
論
法
相
具
舎
成
実
、
み
な
こ
の
念
仏
の
中
に
納
ま
り
、
念

仏
の
家
来
で
ご
ざ
る
わ
い
や
。
か
く
が
故
に
こ
の
法
然
の
目
か
ら
眺
め
て

み
る
な
ら
ば
、
他
宗
他
門
は
さ
ら
に
な
し
、
な
ぜ
な
ら
ば
皆
こ
の
念
仏
の

中
に
納
ま
る
が
故
や
ぞ
ー
よ
ー
」

こ
こ
ま
で
言
わ
れ
た
そ
ん
時
に
、
顕
眞
様
は

「
法
然
待
た
っ
し
ゃ
い
。
法
然
待
て
。
今
汝
の
語
る
と
こ
ろ
を
聞
い
て
お

れ
ば
、
八
家
九
宗
が
念
仏
の
中
に
納
ま
り
、
し
か
も
念
仏
の
家
来
な
り
と

は
聞
き
捨
て
ら
れ
ぬ
今
の
一
言
。
さ
あ
、
法
然
、
み
ご
と
八
家
九
宗
、
念

仏
の
中
に
納
ま
る
も
の
な
ら
ば
納
め
て
み
よ
。
他
の
宗
旨
は
い
ざ
知
ら
ね

ど
も
、
我
の
す
す
む
る
天
台
法
華
の
法
門
が
、
み
ご
と
念
仏
の
中
に
納
ま

ま
ん
ど
く
え
ん
ま
ん

と
なた

も

か
の

た
い
き

じ
ょ
う
だ
い
じ
ょ
う
ち

ぜ
ん
に
ん
し
ょ
う
じ
ゃ

げ
こ
ん

げ

れ
つ

ぼ
ん
ぷ

ほ
と
け
じ
ょ
う
ど
う

あ
し
た

た
い
ほ
う
こ
う
ぶ
つ
け
ご
ん

け
ご
ん
き
ょ
う

し
ゃ
り
ほ
つ
も
ん
じ
ゅ

ろ
う
あ

ほ
う
も
ん

あ
く
に
ん
ぼ
ん
ぷ

ぜ
ん
ざ
い
ど
う
じ

ほ
っ
け

ひ
　ゆ
　ぼ
ん

む
ち
に
ん
ち
ゅ
う
ば
く
せ
つ
し

き
ょ
う

り
こ
ん

た
も
ん
こ
う
し
き

ぐ
　
ち

が
ん

ぎ
ょ
う

ふ

せ

ふ

せ

し
ょ
う
じ
ん

い
ま
ど
き

が
んむ

ぜ
ん
ぞ
う
あ
く

ぎ
ょ
う

し
ょ
う
じ
ん

け
た
い

む
ざ
ん

め
い

み

だ

ほ
ん
が
ん

ち
し
ゃ

せ
い
じ
ゃ

い
ち
に
ん

の
が

た
ま

ま
ん
ど
く
え
ん
ま
ん

と
なぜ

ん
こ
ん
く
ど
く

さ
ん
ぜ

し
ゃ
か

さ
ん
ろ
ん
ほ
っ
そ
う
く
し
ゃ
じ
ょ
う
じ
つ

け
ら
い

た
し
ゅ
う
た
も
ん

る
も
の
な
ら
納
め
て
み
よ
。
大
体
念
仏
は
そ
の
数
僅
か
に
六
字
で
は
な
い

か
。
し
か
る
に
我
の
す
す
め
る
と
こ
ろ
の
天
台
法
華
の
法
門
は
、
法
華
八

巻
二
十
八
品
あ
る
。
法
華
八
巻
二
十
八
品
な
る
も
の
が
、
ど
う
し
て
南
無

阿
弥
陀
仏
の
六
字
の
中
に
納
ま
る
も
ん
か
、
そ
れ
と
も
納
ま
る
も
ん
な
ら

ば
、
納
め
て
み
よ
。
万
一
法
然
、
納
ま
ら
ん
時
に
は
、
何
と
す
る
か
。
今

の
う
ち
じ
ゃ
ぞ
、
法
然
、
前
言
取
り
消
し
ま
し
た
、
許
し
て
く
だ
さ
い
ま

せ
と
、
こ
の
顕
眞
の
前
に
、
法
然
、
衣
も
袈
裟
も
脱
い
で
し
も
う
て
両
手

を
つ
い
て
謝
罪
す
る
な
ら
ば
、
今
の
う
ち
な
ら
許
し
て
や
る
が
、
そ
れ
と

も
み
ご
と
法
華
八
巻
二
十
八
品
、
こ
の
南
無
阿
弥
陀
仏
の
中
に
納
ま
る
も

ん
な
ら
納
め
て
み
よ
。
万
一
納
ま
ら
ん
そ
の
時
に
は
、
法
然
、
た
だ
で
高

座
か
ら
下
り
ら
れ
る
と
は
思
う
な
よ
。
覚
悟
を
決
め
て
返
答
せ
ら
れ
よ

ー
」

　
さ
あ
こ
の
時
に
三
百
八
十
有
余
人
の
天
下
の
学
者
方
も
総
立
ち
に
な
り

ま
し
た
。
万
々
一
法
然
返
答
出
来
ん
そ
の
時
に
は
、
法
然
の
衣
も
袈
裟
も

脱
い
で
し
ま
い
、
高
座
か
ら
引
き
ず
り
落
と
し
て
や
ろ
う
、
念
仏
門
を
叩

き
潰
す
は
今
じ
ゃ
ぞ
と
一
同
勢
い
立
っ
て
お
る
。
こ
れ
を
眺
め
た
熊
谷
の

蓮
生
坊
に
角
張
成
阿
、

　
「
万
々
一
オ
ラ
の
お
師
匠
様
に
手
を
か
け
て
み
よ
。
指
一
本
で
も
ふ
れ

た
ら
最
後
や
ぞ
、
ど
い
つ
こ
い
つ
の
容
赦
が
な
い
ぞ
ー
」

殺
気
が
み
な
ぎ
っ
て
参
り
ま
し
た
こ
の
場
、
し
か
る
に
一
方
の
法
然
様
は
、

少
し
の
驚
き
の
色
も
見
せ
給
わ
ず
に
、

　
南
無
阿
弥
陀
仏
　
南
無
阿
弥
陀
仏
　
南
無
阿
弥
陀
仏
　
南
無
阿
弥
陀
仏

　
南
無
阿
弥
陀
仏
　
南
無
阿
弥
陀
仏
　
南
無
阿
弥
陀
仏
　
南
無
阿
弥
陀
仏

　
南
無
阿
弥
陀
仏
　
南
無
阿
弥
陀
仏
　
南
無
阿
弥
陀
仏
　
南
無
阿
弥
陀
仏

　
南
無
阿
弥
陀
仏
　
南
無
阿
弥
陀
仏
　
南
無
阿
弥
陀
仏
　
　

　
「
顕
眞
殿
よ
顕
眞
殿
よ
、
何
と
い
う
手
厳
し
い
お
尋
ね
で
ご
ざ
る
か
い

な
や
。
あ
ん
た
は
え
ら
い
お
念
仏
を
仇
敵
の
如
く
に
言
わ
れ
ま
す
る
が
、

あ
ん
た
の
開
山
が
天
台
大
師
で
は
ご
ざ
ら
ん
か
。
天
台
大
師
の
お
言
葉
を

頂
い
て
み
れ
ば
、
『
阿
字
十
方
三
世
仏
、
弥
字
一
切
諸
菩
薩
、
陀
字
八
万

諸
聖
教
』
こ
れ
皆
阿
弥
陀
の
三
字
に
納
ま
れ
り
と
仰
せ
ら
れ
た
の
は
、
あ

ん
た
の
御
開
山
で
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
か
。
南
無
阿
弥
陀
仏
の
阿
の
一
字
の
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大
原
問
答
　
其
三

　
顕
真
問
テ
云
ク
、
即
疾
ニ
生
死
ヲ
ハ
ナ
レ
、
頓
ニ
成
佛
ノ
法
門
ハ
、
一

代
教
ノ
ソ
ノ
ナ
カ
ニ
、
華
天
密
禪
ノ
四
ケ
ノ
大
乗
ノ
法
門
ニ
キ
ハ
マ
ル
、

コ
レ
ラ
ハ
娑
婆
即
寂
光
唯
心
己
心
ノ
法
門
デ
、
一
念
デ
悟
道
シ
テ
、
生
死

ヲ
ハ
ナ
ル
ル
最
上
ノ
法
門
デ
ゴ
ザ
ル
、
念
佛
ハ
有
相
執
着
ノ
法
デ
ナ
イ
カ
、

夫
ヲ
一
代
教
ニ
ス
グ
レ
タ
ル
ル
ト
ハ
、
法
然
御
坊
ソ
リ
ャ
私
ノ
會
通
デ
ア

ロ
ウ
、
返
答
ア
ラ
バ
ウ
ケ
タ
マ
ハ
ロ
ウ
カ
ト
云
ガ
顕
真
和
尚
ノ
問
イ
ジ
ャ
、

　
法
然
上
人
ノ
答
ニ
、
イ
ヤ
法
ハ
平
等
ニ
シ
テ
勝
劣
ハ
ナ
ケ
レ
ド
モ
、
全

躰
法
ハ
ナ
ニ
ノ
為
ジ
ヤ
、
衆
生
ノ
迷
ヲ
轉
ジ
テ
佛
果
ニ
イ
タ
ラ
シ
ム
タ
メ

デ
ハ
ゴ
ザ
ラ
ヌ
カ
、
念
佛
モ
聖
道
門
モ
、
法
ニ
勝
劣
ハ
ナ
ケ
レ
ド
モ
、
衆

生
ノ
根
機
ニ
引
受
ル
ト
コ
ロ
ニ
、
念
佛
ハ
餘
法
ニ
ス
グ
レ
タ
コ
ト
ガ
ゴ
ザ

ル
ト
、

　
ソ
コ
デ
大
勢
ノ
坊
主
達
、
コ
レ
ハ
聞
ヌ
コ
ト
、
ナ
ニ
ガ
ス
グ
ル
ル
、
サ

ア
ソ
レ
ヲ
キ
カ
フ
ト
詰
カ
ケ
ル
。
ナ
レ
バ
マ
ヅ
念
佛
ハ
機
ヲ
エ
ラ
ビ
マ
セ

ヌ
、
聖
道
門
ハ
機
ヲ
エ
ラ
ビ
マ
ス
ユ
ヘ
、
愚
者
ハ
ド
ウ
モ
ナ
ラ
ヌ
。
智
慧

ガ
ナ
ケ
レ
バ
ユ
カ
ヌ
、
煩
悩
ヲ
断
ジ
タ
モ
ノ
ハ
ヨ
イ
ガ
、
貪
欲
瞋
恚
ノ
モ

ノ
ハ
助
カ
ラ
ヌ
、
ス
リ
ヤ
、
ア
レ
ノ
コ
レ
ノ
ト
簡
ビ
ガ
ア
ル
、
シ
カ
ル
ニ

念
佛
ノ
法
門
ハ
、
欲
ノ
ヤ
マ
ヌ
モ
ノ
デ
モ
コ
イ
、
瞋
恚
ノ
オ
コ
ル
モ
ノ
モ

コ
イ
、
愚
者
デ
モ
智
者
デ
モ
悪
人
デ
モ
女
人
デ
モ
、
士
デ
モ
百
性
デ
モ
、

奉
公
仕
官
ノ
身
ノ
ウ
ヘ
デ
モ
、
商
デ
モ
職
人
デ
モ
、
袖
ゴ
イ
ス
ル
非
人
乞

食
デ
モ
、
ナ
ン
デ
モ
角
デ
モ
エ
ラ
ビ
ガ
ナ
イ
、
ナ
ゼ
エ
ラ
ビ
ガ
ナ
イ
ゾ
ト

イ
フ
ニ
、
阿
弥
陀
如
来
ハ
超
世
ノ
別
願
ヲ
タ
テ
テ
、
十
方
衆
生
ト
誓
ハ
セ

ラ
レ
タ
ユ
ヘ
ニ
、
エ
ラ
ビ
ガ
ゴ
ザ
ラ
ヌ
、
法
華
経
ハ
、
法
ハ
頗
ル
ウ
ヅ
高

イ
ケ
レ
ド
モ
、
方
便
品
ニ
難
解
難
入
ト
説
テ
ア
ル
、
偖
マ
タ
ス
グ
レ
タ
コ

ト
ガ
ゴ
ザ
ル
、
弥
陀
ノ
名
号
ハ
至
テ
唱
ヘ
ヤ
ス
イ
、
真
言
ニ
ハ
、
ウ
ン
ノ

一
字
陀
羅
尼
、
ア
ウ
ン
ノ
二
字
陀
羅
尼
モ
ア
レ
ド
モ
、
唇
舌
牙
歯
喉
ト
云

テ
、
牙
ニ
カ
カ
ル
文
字
ユ
ヘ
ニ
、
三
歳
ノ
童
子
ヤ
、
八
十
ノ
老
翁
ハ
、
ト

ナ
ヘ
ラ
レ
ヌ
、
シ
カ
ル
ニ
、
コ
ノ
念
佛
ハ
弥
陀
五
却
ノ
御
思
惟
デ
ト
ナ
ヘ

ヤ
ス
ウ
持
ヤ
ス
イ
ヨ
ウ
ニ
案
ジ
イ
ダ
シ
テ
下
サ
レ
タ
ユ
ヘ
ニ
、
牙
ニ
カ
カ

リ
齒
ニ
カ
カ
ル
文
字
ガ
ゴ
ザ
ラ
ヌ
。
ヨ
リ
テ
三
歳
ノ
童
子
デ
モ
、
ハ
ノ
ヌ

ケ
タ
、
八
十
ノ
老
人
デ
モ
、
マ
ヅ
ト
ナ
ヘ
ヤ
ス
ウ
ゴ
ザ
ル
、
モ
シ
舌
ガ
ノ

ウ
テ
、
ト
ナ
ヘ
ラ
レ
ズ
バ
、
コ
コ
ロ
ニ
信
ズ
ル
バ
カ
リ
デ
、
南
ト
モ
无
ト

モ
ト
ナ
ヘ
ズ
ト
往
生
遂
ル
、
マ
ダ
ス
グ
レ
タ
コ
ト
ガ
ゴ
ザ
ル
、
コ
ノ
念
佛

ハ
時
ニ
叶
イ
マ
ス
。
イ
カ
ニ
四
ケ
大
乗
ノ
法
ガ
ス
グ
レ
テ
モ
、
ナ
サ
ケ
ナ

ヤ
、
五
濁
悪
時
悪
世
界
ノ
ニ
ゴ
リ
キ
ツ
タ
我
等
ガ
機
ニ
ハ
カ
ナ
イ
マ
セ
ヌ
、

タ
マ
タ
マ
座
禅
観
法
ヲ
コ
ラ
シ
テ
モ
、
亡
念
ノ
雲
ニ
オ
ホ
ハ
レ
テ
、
三
諦

ノ
月
ヲ
ミ
ル
コ
ト
ガ
ナ
ラ
ヌ
、
迚
モ
末
代
ノ
機
ニ
ハ
カ
ナ
ハ
（
ヌ
）
ユ
エ
、

大
衆
月
蔵
経
ニ
ハ
、
我
末
法
時
中
億
々
衆
生
起
行
修
道
未
有
一
人
得
者
ト

説
セ
ラ
レ
テ
。
聖
道
門
ハ
、
娑
婆
即
寂
光
ヲ
自
力
デ
サ
ト
ル
ユ
ヘ
ニ
、
下

根
ノ
モ
ノ
ハ
サ
ト
ラ
レ
ヌ
、
シ
カ
ル
ニ
念
佛
ハ
、
他
力
デ
一
念
ニ
往
生
ヲ

ト
ゲ
サ
セ
テ
下
サ
ル
、
悪
人
ホ
ド
ナ
ラ
本
願
ノ
御
目
的
煩
悩
ノ
オ
ヲ
キ
モ

ノ
ホ
ド
本
願
ノ
正
機
ナ
ル
ガ
ユ
ヘ
ニ
、
四
ケ
大
乗
ノ
法
ニ
ス
グ
レ
タ
ト
云

ガ
、
コ
ノ
法
然
ガ
无
理
デ
ア
ロ
ウ
カ
ト
ノ
御
コ
タ
ヘ
ジ
ヤ
。

な
に
ご
と
も
時
ぞ
と
お
も
ゑ
夏
来
て
わ
錦
に
ま
さ
る
麻
の
狭
衣
と

　
古
歌
ニ
ヨ
ミ
シ
ゴ
ト
ク
、
ナ
ニ
ホ
ド
錦
ノ
上
着
ガ
見
事
デ
モ
、
六
七
月

ノ
大
暑
ノ
頃
ニ
ハ
用
ニ
立
ヌ
、
暑
氣
ヲ
シ
ノ
グ
ニ
ハ
、
ウ
ス
キ
麻
ノ
帷
子

ガ
ナ
ニ
ヨ
リ
ノ
宝
ジ
ャ
華
厳
天
台
ハ
錦
ノ
上
着
ノ
至
極
結
構
十
法
門
ナ
レ

ド
モ
、
三
毒
五
欲
ノ
大
暑
ノ
機
ニ
ハ
詮
ガ
ナ
イ
、
シ
カ
ル
ニ
コ
ノ
念
佛
ハ
、

五
濁
悪
世
ノ
ア
ツ
サ
ヲ
シ
ノ
ケ
、
越
後
縮
ノ
大
極
上
々
、
御
誂
ノ
法
門
ナ

レ
バ
、
コ
レ
デ
往
生
ヲ
ヤ
ス
ヤ
ス
ト
ト
ゲ
サ
セ
テ
モ
ラ
ウ
ノ
ガ
、
今
日
ノ

在
座
ノ
我
々
ジ
ヤ
、
實
ニ
銘
々
ホ
ド
シ
ア
ハ
セ
モ
ノ
ハ
ア
ル
マ
イ
ガ
ヤ
、

若
シ
両
聖
人
ノ
御
苦
労
ガ
ナ
ク
バ
、
念
佛
ノ
ウ
ス
帷
子
ハ
ア
リ
ナ
ガ
ラ
、

着
ズ
シ
テ
過
サ
ニ
ャ
ナ
ル
マ
イ
ニ
、
有
難
ヤ
畳
ノ
ウ
ヘ
ニ
膝
カ
イ
シ
テ
、

イ
ナ
ガ
ラ
助
タ
マ
ヘ
ト
タ
ノ
ム
一
念
ノ
、
立
ド
コ
ロ
ニ
、
往
生
治
定
ト
オ

サ
ダ
メ
ク
ダ
サ
レ
、
命
終
リ
次
第
蓮
華
化
生
ノ
證
ノ
身
ト
ハ
、
コ
ノ
ウ
ヘ

モ
ナ
イ
仕
合
セ
ジ
ヤ
ホ
ド
ニ
、
舌
ノ
根
ノ
ツ
ヅ
ク
ア
イ
ダ
ハ
、
タ
ダ
オ
ノ

レ
ヲ
忘
レ
テ
、
南
無
阿
弥
陀
佛
、
南
無
阿
弥
陀
佛
。

タ
モ
チ

ア
ン

ク
ダ

ゲ

ハ

モ
ン
ジ

ロ

シ
タ

シ
ン

ナ

ム

ト
ゲ

ト
キ

カ
ナ

シ

ダ
イ
ジ
ヨ

ホ

ゴ
ジ
ョ
ク
ア
ク
ジ
ア
ク
セ
カ
イ

キ

ザ
ゼ
ン
ク
ハ
ン
ホ

マ
ウ
ネ
ン

ク
モ

サ
ン
タ
イ

ト
テ

マ
ツ
ダ
イ

キ

タ
イ
シ
ュ
グ
ハ
ツ
ゾ
ウ
キ
ヨ

ガ
マ
ツ
ホ
ジ
チ
ュ
オ
ク
オ
ク
シ
ユ
シ
ヨ
キ
ギ
ヨ
シ
ユ
ド
ウ
ミ
ウ
イ
チ
ニ
ン
ト
ク
シ
ャ

ト
カ

シ
ヨ
ド
モ
ン

シ
ャ
バ
ソ
ク
ジ
ヤ
コ
ウ

ジ
リ
キ

ゲ

コ
ン

ク
ダ

ア
ク
ニ
ン

ホ
ン
グ
ハ
ン

オ
メ
ア
テ
ボ
ン
ノ
ウ

シ
ヨ
キム

ト
キ

ナ
ツ
キ

ニ
シ
キ

ア
サ

コ
カ

ニ
シ
キ

ダ
イ
シ
ョ

コ
ロ

タ
カ
ラ

サ
ン
ド
ク
ゴ
ヨ
ク

キ

セ
ン

ゴ
シ
ョ
ク
ア
ク
セ

ザ
イ
ザ

モキ

ス
ゴ

タ
ス
ケ

タ
チ

ジ
ジ
ョ

ア
リ
ガ
タ

タ
タ
ミ

ヒ
ザ

リ
ヨ
シ
ヨ
ニ
ン

ゴ
ク
ロ
ウ

カ
タ
ビ
ラ

ワ
レ
ワ
レ

ジ
ツ

メ
イ
メ
イ

エ
チ
ゴ
チ
ヂ
ミ

ゴ
ク
ジ
ョ
ウ
ジ
ョ
ウ

ア
ツ
ラ
ヘ

ケ
ゴ
ン
テ
ン
タ
イ

ウ
ハ
ギ

シ
ゴ
ク
ケ
ッ
コ
ウ

ヨ
ウ

タ
タ

シ
ヨ
キ

ア
サ

カ
タ
ビ
ラ

ウ
ハ
ギ

ミ
ゴ
ト サ

ゴ
ロ
モ

リ

オ
シ
カ
ダ
イ
シ
ヨ

イ
ノ
チ
オ
ハ

シ
ア
ハ

ハ
ス

シ
タ

ネ

サ
ト
リ

ミ

シ
ダ
イ
レ
ン
ゲ
ケ
シ
ヨ

　
　
③
　
大
原
問
答
（
写
本
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
滋
賀
県
大
津
市
　
浄
宗
寺
蔵

中
に
は
、
十
方
三
世
の
如
来
が
こ
も
っ
て
お
る
ぞ
と
、
大
日
如
来
も
薬
師

如
来
も
多
宝
如
来
も
、
一
切
の
諸
仏
如
来
は
南
無
阿
弥
陀
仏
の
阿
の
一
字

の
中
に
こ
も
り
給
う
。

　
弥
の
一
字
の
中
に
は
一
切
の
菩
薩
方
が
弥
の
一
字
の
中
に
こ
も
り
、
弥

の
一
字
の
中
に
は
八
万
の
諸
経
が
皆
こ
も
り
給
う
と
仰
せ
ら
れ
た
の
に
、

も
し
や
も
し
、
あ
ん
た
の
御
宗
旨
だ
け
が
こ
の
南
無
阿
弥
陀
仏
の
中
に
納

ま
ら
ん
が
な
ら
ば
、
そ
れ
は
八
万
四
千
の
法
門
の
外
の
法
門
で
ご
ざ
ろ
う
。

八
万
四
千
以
外
の
法
門
な
ら
、
そ
れ
は
外
道
の
法
門
と
い
う
も
の
。
外
道

の
法
門
な
ら
ば
と
も
か
く
も
、
釈
迦
一
代
教
の
法
門
な
ら
ば
、
皆
南
無
阿

弥
陀
仏
の
陀
の
一
字
の
中
に
納
ま
る
道
理
で
ご
ざ
り
ま
す
る
が
、
こ
れ
は

法
然
が
言
う
が
で
は
な
い
。
あ
ん
た
の
御
開
山
の
お
言
葉
で
は
ご
ざ
い
ま

せ
ん
か
。

　
如
何
で
ご
ざ
る
か
い
や
顕
眞
殿
、
こ
れ
で
も
ど
う
や
納
ま
ら
ん
と
言
わ

れ
ま
す
る
か
。
納
ま
ら
ん
と
言
う
が
な
ら
ば
、
あ
ん
た
の
御
教
え
は
外
道

の
法
や
ぞ
、
正
法
な
ら
ば
必
ず
こ
の
陀
の
一
字
の
中
に
納
ま
る
と
い
う
こ

と
を
、
言
わ
れ
た
の
は
あ
ん
た
の
御
開
山
で
は
ご
ざ
ら
ん
か
。
如
何
で
ご

ざ
る
か
。
納
ま
り
ま
す
る
か
、
い
や
納
ま
り
ま
せ
ん
か
、
い
や
顕
眞
殿
よ
、

返
答
承
り
と
う
ご
ざ
り
ま
す
る
わ
い
や
」

と
、
向
こ
う
か
ら
持
ち
出
し
た
棒
で
向
こ
う
を
叩
い
た
形
で
ご
ざ
り
ま
す
。

　
こ
れ
を
聞
か
れ
ま
し
た
と
こ
ろ
の
顕
眞
様
も
、
自
分
の
開
山
の
お
言
葉

を
引
い
て
の
お
言
葉
な
る
が
故
に
、
納
ま
ら
ん
と
言
う
こ
と
も
出
来
ず
、

納
ま
る
と
も
言
わ
れ
も
せ
ず
、
つ
い
に
返
答
に
窮
し
ま
し
た
と
こ
ろ
の
顕

眞
様
も
、
最
前
ま
で
の
元
気
も
何
処
へ
や
ら
、
つ
い
に
大
き
な
体
の
や
り

場
が
な
さ
そ
う
で
ご
ざ
り
ま
す
。
た
だ
高
座
の
上
で
鳩
が
豆
で
も
食
っ
た

よ
う
に
見
え
、
目
ば
っ
か
り
ぱ
ち
り
ぱ
ち
り
と
ぱ
ち
つ
か
し
て
お
り
ま
す
。

最
前
ま
で
の
元
気
も
何
処
へ
や
ら
、
あ
ま
り
に
も
こ
の
無
惨
な
こ
の
姿
を

眺
め
ま
し
た
と
こ
ろ
の
、
三
百
八
十
有
余
人
の
学
者
方
が

「
顕
眞
降
り
よ
。
お
前
で
は
問
答
に
な
ら
ん
わ
い
や
」
と
。

（
「
蘇
る
名
説
教
選
〔
節
談
説
教
１
〕
大
原
問
答
　
お
説
教
　
範
浄

文
雄
」
Ｃ
Ｄ
　
す
ね
い
る
刊
よ
り
文
字
化
）

　
　
（
参
照
　
府
越
義
博
著
「
範
浄
文
雄
師
口
演
　
説
教
大
原
問
答
」
）
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㈡
　
二
河
白
道

　
①
　
『
二
河
白
道
講
話
』

に
が
び
ゃ
く
ど
う

　
一
切
の
往
生
人
等
に
曰
さ
く
。
い
ま
更
に
、
行
者
の
為
に
一
の
譬
喩
を

説
き
て
、
信
心
を
守
護
し
て
以
て
、
外
邪
異
見
の
難
を
防
が
ん
。

　
何
者
か
こ
れ
や
。
譬
へ
ば
人
あ
り
て
、
西
に
向
ひ
て
行
か
ん
と
す
る
に
、

百
千
里
あ
ら
ん
。
忽
然
と
し
て
、
中
路
に
二
つ
の
河
あ
り
。
一
つ
に
は
こ

れ
火
の
河
、
南
に
あ
り
、
二
に
は
こ
れ
水
の
河
、
北
に
あ
り
。
二
河
、
各

濶
さ
百
歩
、
各
深
く
し
て
底
な
し
、
南
北
に
ほ
と
り
な
し
。
ま
さ
し
く
水

火
の
中
間
に
一
の
白
道
あ
り
、
ひ
ろ
さ
四
五
寸
ば
か
り
な
る
べ
し
。
こ
の

道
東
の
岸
よ
り
西
の
岸
に
い
た
る
に
、
ま
た
長
さ
百
歩
そ
の
水
の
波
浪
交

は
り
過
ぎ
て
道
を
濕
す
、
そ
の
火
熖
ま
た
来
つ
て
道
を
焼
く
。
水
火
あ
ひ

交
り
て
、
常
に
し
て
休
息
す
る
こ
と
無
け
ん
。
こ
の
人
既
に
空
曠
の
は
る

か
な
る
處
に
い
た
る
に
更
に
人
物
無
し
。
多
く
群
賊
悪
獣
あ
り
て
、
こ
の

人
の
単
獨
な
る
を
見
て
、
競
来
て
こ
の
人
を
殺
さ
ん
と
す
。
死
を
怖
れ
て
、

直
に
走
り
て
西
に
向
ふ
に
、
忽
然
と
し
て
こ
の
大
河
を
見
て
、
即
ち
自
ら

念
言
す
ら
く
。
こ
の
河
南
北
に
邊
畔
を
見
ず
、
中
間
に
一
つ
の
白
道
を
見

る
。
き
は
め
て
こ
れ
狭
少
な
り
。
二
つ
の
岸
相
去
こ
と
近
し
と
雖
も
、
何

に
よ
り
て
か
行
く
べ
き
。
今
日
定
め
て
死
せ
ん
こ
と
を
疑
は
ず
、
ま
さ
し

く
到
り
か
へ
ら
ん
と
す
れ
ば
、
群
賊
悪
獣
、
漸
々
に
来
り
せ
む
。
正
し
く

南
北
に
避
け
走
ら
ん
と
す
れ
ば
悪
獣
毒
蟲
競
ひ
来
り
て
我
に
向
ふ
。
正
し

く
西
に
向
ひ
て
道
を
尋
ね
て
、
し
か
も
ゆ
か
ん
と
す
れ
ば
ま
た
お
そ
ら
く

は
こ
の
水
火
の
二
河
に
堕
ん
こ
と
を
。
時
に
當
り
惶
怖
す
る
こ
と
ま
た
言

ふ
べ
可
ら
ず
。
即
ち
み
自
ら
思
念
す
ら
く
。
我
今
か
へ
る
と
も
ま
た
死
せ

ん
、
住
す
と
も
亦
死
せ
ん
、
ゆ
く
と
も
亦
死
せ
ん
。
一
種
と
し
て
死
を
ま

ぬ
が
れ
ざ
れ
ば
、
我
や
す
く
こ
の
道
を
た
ず
ね
て
前
に
向
ひ
て
し
か
も
ゆ

か
ん
。
既
に
こ
の
道
あ
り
、
必
ず
渡
す
べ
し
と
。
こ
の
念
を
作
す
時
、
東

の
岸
に
忽
ち
に
人
の
勸
む
る
聲
を
聞
。
仁
者
た
だ
決
定
し
て
こ
の
道
を
尋

ね
て
行
け
、
必
ず
死
の
難
な
け
ん
、
若
し
住
せ
ば
す
な
は
即
ち
死
せ
ん
と
。

又
西
の
岸
の
上
に
人
あ
り
て
喚
ふ
て
言
く
。
汝
、
一
心
正
念
に
し
て
直
に

来
れ
、
我
能
く
汝
を
護
ら
ん
、
す
べ
て
水
火
の
難
に
堕
ち
ん
こ
と
を
畏
れ

ざ
れ
と
、
こ
の
人
既
に
こ
こ
に
遣
し
、
か
し
こ
に
喚
う
を
聞
て
、
す
な
は

ち
自
ら
正
し
く
身
心
に
當
て
、
決
定
し
て
道
を
尋
ね
て
直
ち
に
進
ん
で
疑

怯
退
心
を
生
ぜ
ず
、
或
は
行
く
こ
と
一
分
二
分
す
る
に
、
東
の
岸
の
群
賊

等
、
呼
で
い
は
く
、
仁
者
か
へ
り
来
れ
、
こ
の
道
険
悪
な
り
、
過
る
こ
と

を
得
じ
、
必
ず
死
せ
ん
こ
と
を
疑
は
ず
、
我
等
す
べ
て
悪
心
あ
り
て
、
相

向
ふ
こ
と
無
し
と
、
此
人
、
呼
ぶ
聲
を
聞
く
と
雖
も
亦
顧
み
ず
、
一
心
に

直
に
進
ん
で
道
を
念
じ
て
、
し
か
も
行
け
ば
、
須
叟
に
し
て
即
ち
西
の
岸

に
到
り
て
、
永
く
も
ろ
も
ろ
の
難
を
離
れ
、
善
友
相
見
て
慶
楽
す
る
こ
と
、

已
む
こ
と
無
ら
ん
が
如
し
と
　

（『
二
河
白
道
講
話
』高
橋
常
雄
著
　
大
正
一
四
年
　
四
恩
協
会
出
版
部
刊
）

　
佛
阿
難
に
告
げ
た
ま
わ
く
、
そ
れ
衆
生
あ
り
て
、
か
の
国
に
生
ま
る
る

も
の
は
、
昔
こ
と
ご
と
く
正
定
の
聚
に
住
す
。
所
以
は
如
何
。
か
の
佛
国

の
中
に
は
、
諸
々
の
邪
聚
及
び
不
定
聚
な
け
れ
ば
な
り
ー
と
。

　
我
が
祖
、
親
鸞
様
は
、
浄
土
真
宗
に
も
譬
え
は
沢
山
あ
る
け
れ
ど
も
、

唯
ひ
と
つ
完
全
無
欠
、
一
点
の
非
の
打
ち
所
の
な
い
と
こ
ろ
の
お
譬
え
と

言
う
た
ら
、
善
導
大
師
二
河
白
道
の
お
譬
え
で
あ
る
ぞ
と
、
聖
人
も
生
涯

こ
の
二
河
白
道
を
お
喜
び
あ
ら
せ
ら
れ
た
の
で
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
お
譬
え
は
、
総
じ
て
い
う
な
ら
ば
、
観
無
量
寿
経
に
説
か
せ
ら
れ

ま
し
た
と
こ
ろ
の
、
至
誠
心
、
深
心
、
廻
向
発
願
心
と
い
う
、
観
経
安
心

た
る
三
心
の
お
譬
え
、
別
し
て
い
う
な
ら
ば
、
真
ん
中
の
深
心
の
お
譬
え

が
、
善
導
大
師
の
こ
の
二
河
白
道
の
お
譬
え
で
あ
り
ま
す
。

　
深
心
の
お
心
は
、
愚
鈍
な
私
ど
も
に
手
っ
取
り
早
く
知
ら
し
て
や
り
た

い
と
い
う
善
導
大
師
の
親
心
か
ら
し
て
、
お
作
り
あ
ら
せ
ら
れ
た
の
が
、

こ
の
二
河
白
道
の
お
譬
え
で
あ
り
ま
す
。

（
中
略
）

　
た
と
え
ば
人
あ
り
て
、
西
に
向
か
っ
て
行
か
ん
と
欲
す
る
に
百
千
の
里

な
ら
ん
。

　
こ
の
西
に
向
こ
う
た
と
い
う
こ
と
が
、
非
常
に
喜
ば
ね
ば
な
ら
な
い
の

で
あ
り
ま
す
。

　
東
か
ら
来
て
東
へ
戻
る
者
も
お
る
。
南
か
ら
来
て
南
へ
帰
る
者
も
お
る
。

北
か
ら
来
て
北
へ
戻
る
者
も
お
る
。

　
地
獄
道
か
ら
こ
の
人
間
世
界
へ
生
ま
れ
出
さ
し
て
も
ら
い
、
結
構
な
人

間
世
界
へ
生
ま
れ
出
さ
し
て
も
ら
い
な
が
ら
、
聞
か
れ
る
御
法
も
聞
き
も

せ
ず
、
朝
か
ら
晩
ま
で
瞋
恚
の
煩
悩
と
、
釘
打
ち
の
そ
の
日
暮
し
を
し
て

お
る
人
が
、
気
の
毒
な
が
ら
ま
た
ぞ
ろ
、
も
と
の
地
獄
道
へ
帰
り
ゆ
く
者

を
さ
し
て
、
「
東
か
ら
来
て
東
へ
戻
る
ぞ
」
。
「
南
か
ら
来
て
南
へ
戻
る

者
も
お
る
」
と
い
う
の
は
畜
生
道
よ
り
人
間
世
界
へ
生
ま
れ
出
さ
し
て
も

ら
い
な
が
ら
、
せ
っ
か
く
人
間
世
界
へ
出
さ
し
て
も
ら
い
な
が
ら
、
ま
た

ぞ
ろ
貪
欲
の
煩
悩
に
ほ
だ
さ
れ
ま
し
て
、
も
ら
え
る
宝
を
も
ら
え
ず
む
な

し
く
日
暮
ら
し
を
し
て
お
っ
た
な
ら
、
も
と
の
餓
鬼
道
へ
帰
ら
に
ゃ
な
ら

ん
ぞ
よ
。
「
北
か
ら
来
て
北
へ
帰
る
」
と
い
う
は
、
畜
生
道
か
ら
せ
っ
か

く
人
間
世
界
へ
今
出
さ
し
て
も
ら
い
な
が
ら
、
ま
た
も
や
愚
痴
の
煩
悩
に

　

さ
い

と

わ
う
じ
ゃ
に
ん
と
う

ま
ふ

さ
ら

ぎ
ゃ
う
じ
ゃ

た
め

ひ
と
つ

た
と
え

し
ん
じ
ん

し
ゅ
ご

も
つ

げ
じ
や
ゐ
け
ん

な
ん

ふ
せ

②
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範
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わ
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　ね
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ま
　
　
　
　
ひ
と
　
　
す
す
　
　
　
　
こ
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き
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　な
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　け
つ
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　み
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ほ
だ
さ
れ
ま
し
て
、
聞
か
れ
る
御
法
も
聞
き
も
せ
ず
愚
痴
の
煩
悩
に
ほ
だ

さ
れ
ま
し
て
、
ま
た
ぞ
ろ
畜
生
道
へ
帰
り
ゆ
く
者
を
さ
し
て
「
北
か
ら
来

て
北
へ
帰
る
ぞ
」
。

（
中
略
）

　
し
か
る
に
今
こ
の
二
河
白
道
は
、
東
か
ら
来
て
東
へ
帰
る
が
で
な
い
。

南
か
ら
来
て
南
へ
帰
る
が
で
な
い
。
た
と
え
ば
人
あ
り
て
、
わ
れ
の
力
で

西
に
向
こ
う
た
の
で
は
な
い
。
一
度
は
聞
か
せ
に
ゃ
あ
か
ん
、
お
か
ん
の

親
の
念
力
に
よ
っ
て
、
向
く
よ
う
な
我
で
な
か
っ
た
れ
ど
も
、
今
日
は
い

よ
い
よ
西
向
き
に
さ
し
て
も
ろ
う
た
と
い
う
こ
と
を
喜
ぶ
ま
い
か
。
人
あ

っ
て
と
い
う
人
は
、
誰
を
指
し
て
の
人
か
と
い
え
ば
隣
の
オ
バ
バ
を
い
う

が
で
な
い
。
向
か
い
の
オ
ジ
ジ
を
い
う
が
で
な
い
。
一
人
一
人
が
こ
の
人

や
と
、
喜
ば
し
て
も
ろ
う
ま
い
か
。
こ
の
人
と
い
う
の
は
一
人
一
人
と
喜

ん
で
も
ら
わ
に
ゃ
い
か
ん
。

　
「
西
に
向
か
っ
て
ゆ
か
ん
と
欲
す
る
に
百
千
の
里
な
ら
ん
や
」
。

　
百
千
の
里
な
ら
ん
。
西
に
向
こ
う
た
と
い
う
こ
と
は
、
い
よ
い
よ
浄
土

往
生
の
兆
し
の
で
き
た
と
い
う
こ
と
。
後
生
菩
提
の
心
の
つ
い
た
人
を
さ

し
て
、
こ
れ
を
西
に
向
こ
う
た
と
た
と
え
ら
れ
た
と
。

　
「
百
千
の
里
」
は
千
里
を
百
集
め
た
、
千
里
を
百
集
め
る
と
い
う
こ
と

は
、
何
を
あ
ら
わ
し
た
か
と
い
う
た
ら
、
浄
土
は
遠
い
ぞ
や
。
遠
い
ぞ
や
。

浄
土
は
遠
い
ぞ
、
遠
い
ぞ
。
お
浄
土
は
、
お
ば
ち
ゃ
ん
、
遠
い
ぞ
。
遠
い

と
い
う
こ
と
は
、
百
千
の
里
な
ら
ん
と
い
う
こ
と
は
浄
土
は
行
け
ん
ぞ
や
。

行
け
ん
ぞ
や
。
行
け
ん
ぞ
や
。
行
け
ん
と
い
う
こ
と
は
、
た
だ
行
け
ん
と

い
う
が
で
は
な
い
。
行
け
る
か
行
け
ん
か
我
の
生
き
様
を
な
が
め
て
み
よ
。

足
も
と
を
な
が
め
て
み
よ
。
た
だ
行
け
ん
と
い
う
が
で
は
な
い
。
行
け
る

か
行
け
ん
か
わ
れ
の
足
も
と
を
な
が
め
て
み
よ
。
生
き
様
な
が
め
て
み
よ
。

な
が
め
り
ゃ
な
が
め
る
ほ
ど
、
行
か
れ
る
値
打
ち
が
ど
こ
に
あ
る
。
参
ら

れ
る
値
打
ち
が
ど
こ
に
あ
る
。
朝
か
ら
晩
、
晩
か
ら
朝
に
い
た
る
ま
で
、

八
万
四
千
の
煩
悩
と
、
釘
打
ち
の
日
暮
し
を
し
て
お
る
よ
う
な
こ
の
私
じ

ゃ
も
の
、
ど
っ
か
ら
な
が
め
て
み
て
も
行
け
ん
ぞ
や
。
行
け
ん
ぞ
や
。
行

け
ん
ぞ
や
。
行
け
ん
ぞ
や
。

　
行
け
ん
と
い
う
こ
と
は
何
を
し
ら
い
て
下
さ
い
ま
し
た
か
。
行
け
ん
と

気
が
つ
い
た
な
ら
ば
、
行
か
れ
ん
我
で
あ
っ
た
と
泣
く
が
で
な
い
ぞ
。
そ

の
行
か
れ
ん
お
前
を
行
か
せ
に
ゃ
お
か
ん
親
は
こ
こ
に
お
る
ぞ
。
そ
の
よ

び
声
が
西
岸
上
の
お
よ
ぼ
れ
声
。

　
行
け
る
や
つ
が
行
く
な
ら
ば
、
さ
ほ
ど
あ
り
が
た
く
も
な
い
。
参
ら
れ

る
者
が
参
ら
れ
る
な
ら
ば
、
あ
た
り
前
じ
ゃ
け
れ
ど
も
、
行
か
れ
ん
私
が

今
日
は
行
か
し
て
も
ろ
う
と
は
、
な
ん
と
い
う
こ
の
身
は
幸
せ
者
で
あ
っ

た
や
ら
な
と
。
喜
ぶ
な
と
い
う
て
も
喜
ば
ず
に
は
お
ら
れ
な
い
こ
の
驚
喜

の
世
界
、
歓
喜
の
世
界
へ
だ
さ
し
て
や
ら
に
ゃ
お
か
ん
の
、
善
導
大
師
の

二
河
白
道
の
お
た
と
い
な
り
。
　
　
　
　
　

　
た
と
え
ば
人
あ
っ
て
、
西
に
向
か
っ
て
行
か
ん
と
欲
す
る
に
、
百
千
の

里
な
ら
ん
。
し
か
る
に
今
、
忽
然
と
し
て
中
路
に
二
河
あ
る
を
見
る
。
向

か
っ
て
右
側
を
眺
め
て
み
れ
ば
、
水
の
河
が
ど
う
ど
う
と
流
れ
て
お
る
。

左
の
方
を
眺
め
て
み
れ
ば
、
炎
の
河
が
炎
々
と
燃
え
上
が
っ
て
お
る
。

　
こ
の
河
幅
は
お
の
お
の
百
歩
な
り
。
水
の
河
も
火
の
河
も
河
の
幅
は
百

歩
や
ぞ
。
長
さ
は
と
眺
め
て
み
た
ら
、
南
北
に
辺
が
な
い
ぞ
。
南
北
に
ど

こ
ま
で
流
れ
て
お
る
の
や
ら
。
果
て
し
も
な
い
と
い
う
の
が
、
こ
の
二
つ

の
河
や
ぞ
。
川
幅
百
歩
と
い
う
は
、
何
を
表
い
た
か
と
い
う
た
ら
、
人
寿

百
歳
に
例
え
る
と
い
う
。
人
間
の
寿
命
を
百
歳
に
例
え
て
み
る
な
ら
ば
、

こ
の
河
幅
は
百
歩
で
あ
る
。
し
か
も
南
北
に
ほ
と
り
が
な
い
と
い
う
の
は
、

貪
欲
に
も
底
が
な
い
ぞ
。
瞋
恚
の
炎
に
も
底
な
し
の
恐
ろ
し
い
河
が
あ
る
。

そ
の
河
が
ど
こ
に
あ
る
の
か
い
。
死
ん
で
か
ら
あ
る
が
で
は
な
い
。
こ
の

河
の
あ
り
場
所
は
に
ぎ
り
こ
ぶ
し
で
押
さ
え
て
隠
れ
る
。
お
ら
や
お
婆
の

胸
の
中
に
、
瞋
恚
の
河
や
ぞ
。
水
の
河
や
ぞ
。
死
ん
で
あ
る
が
で
は
な
い
。

み
ん
な
こ
こ
に
も
っ
と
る
が
や
、
こ
こ
に
も
っ
と
る
が
。

　
こ
の
水
の
河
と
い
う
は
、
貪
欲
の
煩
悩
を
表
す
。
炎
の
河
と
は
瞋
恚
の

煩
悩
を
表
す
。
四
、
五
寸
の
白
道
と
い
う
は
四
大
五
蘊
に
例
え
る
な
り
。

人
間
五
尺
の
体
に
例
え
た
の
が
、
四
、
五
寸
。
白
道
と
い
う
の
は
法
の
上

か
ら
い
う
な
ら
ば
、
本
願
の
白
道
、
機
に
お
ろ
い
て
み
る
な
ら
ば
、
信
心

の
白
道
。

　
さ
、
こ
こ
や
ぞ
。
水
の
河
と
炎
の
河
が
四
、
五
寸
の
白
道
の
上
に
襲
い

か
か
る
。
水
の
河
が
ひ
い
た
か
と
思
う
て
お
る
と
火
の
河
、
火
の
河
が
や

ん
だ
か
と
思
う
て
お
る
と
水
の
河
。
あ
る
時
に
は
ま
た
水
の
河
と
炎
の
河

と
が
一
時
に
四
、
五
寸
の
白
道
の
上
に
か
ぶ
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
貪
欲
の

煩
悩
と
瞋
恚
の
炎
を
抱
え
た
私
な
る
が
ゆ
え
に
、
聞
い
て
も
聞
い
て
も
い

た
だ
か
れ
な
い
。

　
し
か
る
に
今
こ
の
人
、
静
か
に
自
己
の
身
辺
を
な
が
め
た
そ
の
時
に
、

あ
あ
、
無
人
空
曠
の
沢
で
あ
る
。
善
導
様
は
、
あ
ー
、
人
が
お
ら
な
い
、

無
人
空
曠
の
沢
で
あ
る
わ
い
や
、
人
が
お
ら
ん
わ
い
、
寂
し
い
わ
い
や
、

寂
し
い
わ
い
。

　「
善
導
様
や
、人
が
少
の
う
て
寂
し
い
の
で
ご
ざ
い
ま
す
る
か
」と
尋
ね
て

見
た
ら
、

　「
少
の
う
て
寂
し
い
と
い
う
が
で
は
な
い
。大
勢
お
っ
て
も
寂
し
い
ぞ
や
。」

　「
な
ん
で
大
勢
お
る
の
に
寂
し
い
の
で
す
。
」

　「
寂
し
い
と
い
う
の
は
、
人
が
少
の
う
て
寂
し
い
と
い
う
が
で
は
な
い
。

本
当
に
自
分
の
心
を
知
っ
て
、
泣
い
て
く
れ
る
も
の
は
一
人
も
お
ら
な
ん

だ
な
ぁ
。
今
ま
で
は
に
ぎ
や
か
な
人
生
の
よ
う
に
思
い
、
親
も
あ
る
わ
い
、

兄
弟
も
あ
る
わ
い
、
親
類
縁
者
も
あ
る
わ
い
と
、
に
ぎ
や
か
な
人
生
の
よ

う
に
思
う
て
お
り
ま
し
た
が
、
い
よ
い
よ
い
よ
い
よ
静
か
に
自
己
を
み
つ

め
て
み
た
そ
の
時
に
、
あ
あ
、
無
人
空
曠
の
沢
で
あ
っ
た
わ
い
。
一
人
ぼ

っ
ち
の
我
が
身
で
あ
り
、
意
見
を
し
て
く
れ
る
者
も
お
る
、
教
え
て
く
れ

る
者
も
お
る
か
は
知
ら
ね
ど
も
、
本
当
に
オ
ラ
の
心
を
知
っ
て
、
泣
い
て

く
れ
る
者
は
一
人
も
お
ら
な
ん
だ
な
ぁ
。

　
い
よ
い
よ
良
い
所
へ
気
が
付
い
て
き
た
の
で
あ
り
ま
す
。
今
ま
で
私
ど

も
は
に
ぎ
や
か
な
人
生
の
よ
う
に
思
う
て
お
り
ま
し
た
が
、
か
く
は
味
わ

さ
し
て
も
ろ
う
た
な
ら
ば
、
ほ
ん
に
当
て
に
な
ら
ん
も
の
を
当
て
に
し
、

力
に
な
ら
ん
も
の
を
力
に
し
、
滅
び
行
く
も
の
に
こ
れ
す
が
っ
て
お
っ
た
。

独
生
、
独
死
、
独
居
、
独
来
、
一
人
生
ま
れ
て､

一
人
否
で
も
応
で
も
死

ん
で
い
か
ね
ば
な
ら
ん
が
、
こ
の
身
で
あ
っ
た
わ
い
と
い
う
。
孤
独
の
我

が
身
に
今
日
は
会
わ
さ
し
て
も
ろ
う
た
姿
を
、
善
導
大
師
は

　
「
無
人
空
曠
の
沢
な
り
」

　
「
行
か
ば
死
せ
ん
、
帰
ら
ば
死
せ
ん
、
留
ま
ら
ば
死
せ
ん
、
八
方
ふ
さ

が
り
、
聞
い
て
も
聞
い
て
も
仕
上
が
ら
ん
が
我
の
根
性
。
頂
い
て
も
頂
い

て
も
解
決
の
出
来
ん
が
我
の
胸
元
、
こ
の
胸
元
ひ
と
つ
を
ど
う
し
た
ら
よ

か
ろ
う
や
な
と
案
じ
わ
ず
ろ
う
て
お
る
そ
の
時
に
、
今
、
東
岸
に
お
姿
は

見
え
ね
ど
も
人
の
す
す
む
る
声
を
聞
く
。

「
汝
、
た
だ
決
定
し
て
此
の
道
を
尋
ね
て
行
け
、
必
ず
死
の
難
無
け

ん
。
」

今
ま
た
西
岸
上
に
は
人
あ
っ
て
呼
ん
で
い
わ
く
。

「
汝
一
心
正
念
に
し
て
直
に
来
れ
、
我
能
く
汝
を
護
る
ぞ
ー
よ
ー
。
」

け
つ
じ
ょ
う

た
だ
ち

み
の
り

ぐ
　
ち

ね
ん
り
き

い
ち
に
ん
い
ち
に
ん

き
ょ
う
き

か
ん
き

ち
ゅ
う
ろ

こ
つ
ね
ん

に
　
が

ほ
と
り

じ
ょ
う
ど

お
う
じ
ょ
う

き
ざ

ご
し
ょ
う
ぼ
だ
い

さ
い
が
ん

ど
ん
よ
く

し
ん
い

し
ん
い

し
ん
い

む
　に
ん
こ
う
こ
う

さ
わ

し
ん
い

　し
　だ
い
　ご
　う
ん
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今
か
ら
約
一
千
年
程
前
の
話
で
す
。
簡
単
に
申
し
ま
す
が
、
と
こ
ろ
は

朝
鮮
の
京
城
。
こ
の
京
城
に
釣
鐘
作
り
の
名
人
で
加
典
と
い
う
お
方
が
お

ら
れ
ま
し
た
が
、
ち
ょ
う
ど
そ
の
時
慶
州
の
都
に
お
き
ま
し
て
王
様
が
亡

く
な
り
ま
し
た
。
新
し
い
王
様
が
位
に
つ
か
れ
ま
し
て
、
そ
の
新
し
い
王

様
が
父
菩
提
の
た
め
に
、
い
ま
梵
鐘
供
養
の
発
願
を
し
ら
れ
ま
し
た
。
幸

い
に
し
ま
し
て
、
朝
鮮
京
城
に
釣
鐘
作
り
の
名
人
が
お
る
と
い
う
こ
と
で
、

早
速
こ
の
加
典
名
人
を
慶
州
の
都
に
呼
び
出
し
ま
し
た
。
王
様
の
前
へ
出

ら
れ
ま
し
た
と
こ
ろ
の
加
典
名
人
は
、

　
「
お
呼
び
出
し
に
あ
ず
か
り
ま
し
て
伺
い
ま
し
た
。
」

　
「
遠
路
わ
ざ
わ
ざ
ご
苦
労
で
あ
っ
た
。
ほ
か
で
は
な
け
れ
ど
も
、
我
は

亡
き
父
菩
提
の
た
め
に
梵
鐘
供
養
の
発
願
を
た
て
た
。
汝
ひ
と
つ
腕
を
ふ

る
っ
て
、
未
来
永
劫
に
鳴
っ
て
鳴
っ
て
鳴
り
渡
る
名
鐘
を
ひ
と
つ
作
っ
て

く
れ
。
」

　
言
わ
れ
ま
し
て
加
典
名
人
は
一
世
一
代
の
光
栄
な
り
と
感
謝
感
激
を
い

た
し
ま
し
て
、
早
速
釣
鐘
を
作
る
べ
く
仕
事
に
取
り
掛
か
り
ま
し
た
。
と

こ
ろ
が
こ
の
名
人
気
質
と
申
し
ま
し
ょ
う
か
、
な
か
な
か
自
分
の
思
う
と

お
り
の
釣
鐘
が
で
き
な
い
。
作
っ
て
は
壊
し
、
壊
し
て
は
作
っ
て
、
そ
う

こ
う
し
て
い
る
内
に
極
度
の
神
経
衰
弱
に
な
っ
て
し
も
う
た
。
神
経
衰
弱

に
落
ち
込
ん
だ
加
典
名
人
は
、
仕
事
は
し
な
い
、
毎
日
毎
日
や
け
酒
ば
か

り
飲
ん
で
お
り
ま
す
。
王
様
の
ほ
う
か
ら
は
矢
の
よ
う
な
催
促
。
「
い
つ

に
な
っ
た
ら
釣
鐘
が
で
き
る
の
か
。
」
「
い
つ
に
な
っ
た
ら
で
き
上
が
る

か
」
と
、
矢
の
ご
と
く
催
促
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
加
典
名
人
一
向
に
仕
事

を
し
な
い
。
毎
日
毎
日
や
け
酒
ば
か
り
を
飲
ん
で
お
る
。
月
日
が
経
つ
の

は
早
い
も
の
、
一
年
経
ち
二
年
経
ち
早
三
年
の
年
月
が
夢
の
ご
と
く
に
過

ぎ
去
っ
た
れ
ど
も
、
い
ま
も
っ
て
鐘
は
仕
上
が
ら
な
い
と
い
う
状
態
。

　
話
変
わ
っ
て
、
こ
の
加
典
名
人
の
妹
が
よ
そ
へ
嫁
い
で
お
り
ま
し
た
が
、

不
幸
に
し
ま
し
て
夫
に
死
に
別
れ
た
。
い
た
い
け
な
る
小
娘
を
か
か
え
て

妹
さ
ん
が
兄
加
典
の
所
に
戻
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
「
お
兄
さ
ん
、
世
間
で
は
お
兄
さ
ん
の
こ
と
を
い
ろ
い
ろ
悪
口
雑
言
云

っ
て
お
り
ま
す
。
私
は
兄
妹
と
し
て
聞
く
に
忍
び
ま
せ
ん
。
お
願
い
で
ご

ざ
い
ま
す
。
及
ば
ず
な
が
ら
私
も
こ
れ
か
ら
出
来
る
だ
け
の
お
手
伝
い
を

さ
せ
て
も
ら
い
ま
す
ほ
ど
に
、
一
刻
も
早
く
一
日
も
早
く
立
派
な
鐘
を
作

っ
て
下
さ
い
ま
せ
。
」

　
と
兄
を
励
ま
し
ま
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
加
典
名
人
一
向
仕
事
は
し
な

い
。
相
も
変
ら
ず
や
け
酒
を
飲
ん
で
お
り
ま
し
た
。

　
あ
る
日
の
事
、
妹
さ
ん
、
門
に
立
っ
て
ぼ
ん
や
り
と
空
を
な
が
め
て
お

り
ま
し
た
そ
の
時
に
、
村
の
若
い
人
五
、
六
人
加
典
の
工
場
の
前
を
通
り

か
か
っ
て
、

　
「
は
ぁ
、
こ
れ
が
加
典
の
工
場
か
い
。
朝
鮮
一
の
釣
鐘
作
り
の
名
人
や

と
大
き
な
触
れ
込
み
し
や
が
っ
て
、
こ
こ
に
来
て
か
ら
何
年
に
な
る
。
い

つ
に
な
っ
た
ら
釣
鐘
が
仕
上
が
る
の
や
ら
。
名
人
と
聞
い
て
あ
き
れ
る
わ

い
。
」

　
と
あ
ざ
け
り
笑
う
。
こ
れ
を
聞
い
た
る
妹
さ
ん
、
猛
獣
の
ほ
え
る
声
に

な
っ
て
聞
こ
え
て
な
ら
な
ん
だ
。
悔
し
い
や
ら
残
念
や
ら
、
兄
さ
ん
さ
え

鐘
を
作
っ
て
下
さ
れ
た
ら
こ
ん
な
悪
口
聞
か
ず
に
す
む
も
の
と
、
目
に
涙

を
浮
か
べ
て
お
り
ま
し
た
そ
の
時
に
、
ま
た
も
や
若
い
人
々
通
り
か
か
り

な
が
ら
、

　
「
は
ぁ
、
こ
れ
が
加
典
の
工
場
か
い
。
朝
鮮
一
の
釣
鐘
作
り
の
名
人
と

云
う
て
も
、
や
は
り
年
が
寄
っ
た
の
か
な
。
麒
麟
も
老
い
れ
ば
駑
馬
に
等

し
い
と
云
う
が
、
ま
あ
こ
れ
で
は
い
つ
に
な
っ
た
ら
仕
上
が
る
も
ん
だ
ろ

う
か
。
」
と
、
こ
れ
ま
た
あ
ざ
け
り
笑
う
て
行
く
。
ま
す
ま
す
残
念
や
ら

悔
し
い
や
ら
、
歯
を
く
い
し
ば
っ
て
お
っ
た
そ
の
時
に
、
い
ず
こ
と
も
な

く
も
飄
然
と
そ
こ
へ
通
り
か
か
っ
た
白
髪
の
老
人
、
誰
に
云
う
と
も
な
く

語
る
と
も
な
く
つ
ぶ
や
い
た
言
葉
が

　
「
気
の
毒
な
の
は
加
典
。
昔
か
ら
言
う
て
お
る
。
立
派
な
鐘
を
作
る
時

に
は
た
だ
出
来
な
い
。
人
柱
を
た
て
る
。
人
柱
を
た
て
ね
ば
な
ら
な
い
。」

　
こ
れ
を
聞
か
れ
ま
し
た
と
こ
ろ
の
妹
さ
ん
、
暗
夜
に
灯
火
を
得
た
よ
う

な
気
持
ち
が
し
た
。

　
早
速
加
典
の
と
こ
ろ
へ
駆
け
込
ん
で
ま
い
り
ま
し
て
、

　
「
兄
さ
ん
、
鐘
が
出
来
ま
し
た
、
仕
上
が
り
ま
す
。
出
来
ま
し
た
、
兄

さ
ん
、
鐘
が
仕
上
が
り
ま
す
。
」

　
「
妹
よ
、
お
前
気
で
も
狂
う
た
の
じ
ゃ
な
い
か
。
」

　
「
い
い
え
違
い
ま
す
。
鐘
が
仕
上
が
り
ま
す
。
出
来
上
が
り
ま
す
。
」

　
「
妹
、
た
や
す
く
出
来
て
た
ま
る
も
の
か
い
。
」

　
「
い
い
え
、
違
い
ま
す
。
私
は
今
聞
き
ま
し
た
。
立
派
な
鐘
を
作
る
と

き
に
は
、
人
柱
を
た
て
ね
ば
な
ら
ん
と
聞
き
ま
し
た
。
兄
さ
ん
、
ど
う
か

早
く
人
柱
を
た
て
て
、
一
刻
も
早
く
立
派
な
鐘
を
作
っ
て
下
さ
い
ま
せ
。」

　
「
妹
、
人
柱
を
た
て
る
、
人
柱
を
た
て
て
早
く
立
派
な
鐘
を
作
る
と
い

う
か
。
そ
れ
く
ら
い
の
こ
と
は
こ
の
加
典
も
知
っ
て
お
る
。
」

　
「
兄
さ
ん
、
知
っ
て
お
り
ま
す
か
？
」

　
「
知
っ
て
お
る
と
も
、
知
っ
て
お
れ
ば
こ
そ
、
こ
の
加
典
は
苦
し
い
の

だ
。
わ
し
は
尊
い
人
の
命
ま
で
犠
牲
に
し
て
鐘
は
作
り
た
く
な
い
。
我
は

権
門
の
徒
で
も
な
け
れ
ば
、
売
名
の
輩
で
も
な
い
。
だ
か
ら
兄
は
苦
し
ん

で
お
る
。
」

　
「
兄
さ
ん
、
そ
れ
で
は
ど
う
か
お
願
い
で
す
。
一
刻
も
早
く
人
柱
を
た

て
て
立
派
な
鐘
を
作
っ
て
下
さ
い
ま
せ
。
」

　
「
妹
、
お
前
は
最
前
か
ら
人
柱
、
人
柱
と
簡
単
に
言
う
が
、
い
っ
た
い

誰
を
た
て
る
つ
も
り
か
。
」

　
「
兄
さ
ん
、
あ
れ
を
見
て
下
さ
い
」

と
指
差
し
た
方
を
見
て
み
る
と
、
今
年
八
つ
に
な
る
と
こ
ろ
の
我
が
娘
。

　
「
あ
の
子
を
ど
う
か
人
柱
に
。
あ
の
子
は
身
も
心
も
白
蓮
華
。
さ
ぞ
や

天
の
神
・
地
の
神
も
お
受
け
く
だ
さ
れ
る
に
違
い
な
い
。」

　
「
妹
、
お
前
は
あ
の
子
を
人
柱
に
あ
げ
る
つ
も
り
か
。
あ
の
子
は
お
前

に
と
っ
て
た
っ
た
ひ
と
り
の
か
わ
い
い
子
、
亡
き
夫
の
形
見
。
兄
に
と
っ

た
と
て
、
た
っ
た
ひ
と
り
の
か
わ
い
い
姪
の
子
、
ど
う
し
て
あ
の
子
を
、

そ
ん
な
死
な
す
、
人
柱
に
た
て
る
こ
と
が
出
来
よ
う
か
。
」

　
「
兄
さ
ん
、
死
な
す
ん
じ
ゃ
な
い
、
殺
す
ん
じ
ゃ
な
い
。
ど
う
か
兄
さ

ん
、
あ
の
子
を
本
当
に
生
か
し
て
や
っ
て
い
た
だ
き
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

大
王
様
菩
提
の
た
め
ば
か
り
じ
ゃ
な
い
。
亡
き
夫
菩
提
の
た
め
に
、
あ
の

子
を
ど
う
か
人
柱
に
た
て
て
、
そ
の
か
わ
り
立
派
な
鐘
を
作
り
、
幾
千
万

の
後
ま
で
も
、
鳴
っ
て
鳴
っ
て
鳴
り
渡
る
、
仏
の
声
を
出
す
鐘
を
作
っ
て

下
さ
い
ま
せ
。
お
願
い
で
す
。
」

　
こ
れ
を
聞
か
れ
ま
し
た
と
こ
ろ
の
加
典
名
人
、
初
め
は
が
ん
と
し
て
受

け
付
け
な
ん
だ
。
し
か
し
な
が
ら
再
三
再
四
の
妹
の
熱
意
に
、
つ
い
に
心

を
動
か
さ
れ
た
。
い
ま
の
加
典
名
人
、

　
「
そ
れ
ほ
ど
ま
で
に
妹
、
言
う
な
ら
ば
、
い
か
に
も
、
い
か
に
も
、
そ

な
た
の
云
う
と
お
り
に
立
派
な
鐘
を
作
り
、
幾
千
万
の
後
ま
で
も
、
鳴
っ

て
鳴
っ
て
鳴
り
渡
り
、
悩
め
る
人
々
の
魂
を
揺
り
起
こ
す
と
こ
ろ
の
仏
の

声
を
出
す
鐘
を
作
る
ぞ
よ
。
」

③
　
加
典
兄
妹
　
範
浄
文
雄
説
教

か
て
ん
き
ょ
う
だ
い

ほ
つ
が
ん

よ
う
ご
う

と
つ

か
ど

こ
う
ば

き
り
ん

ど
ば

ひ
ょ
う
ぜ
ん

ひ
と
ば
し
ら

ひ
と
ば
し
ら

け
ん
も
ん

ば
い
め
い

や
か
ら

び
ゃ
く
れ
ん
げ

と

あ
ん
や

と
も
し
び
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芸
術
家
本
来
の
姿
に
た
ち
か
え
り
ま
し
た
加
典
名
人
、
早
速
工
場
へ
と

入
っ
た
。
や
が
て
こ
の
加
典
の
工
場
か
ら
は
炎
々
と
紫
の
煙
が
ふ
い
て
き

た
。
や
が
て
準
備
万
端
整
え
ら
れ
る
。
加
典
名
人
は
く
だ
ん
の
小
娘
に
対

し
ま
し
て
、

　
「
ど
う
か
人
柱
に
た
っ
て
お
く
れ
。
」

　
や
が
て
こ
の
小
娘
に
着
替
え
を
さ
せ
る
。
身
は
白
衣
に
着
替
え
を
さ
し

て
、
手
に
は
赤
い
数
珠
一
連
を
も
た
し
た
。
母
親
が
静
か
に
子
供
の
頭
を

撫
ぜ
な
が
ら
、

　
「
な
ん
に
も
言
わ
ず
に
、
ど
う
か
お
父
さ
ん
の
と
こ
ろ
へ
一
足
先
に
行

っ
て
下
さ
い
。
や
が
て
こ
の
か
あ
さ
ん
も
、
お
っ
つ
け
後
か
ら
ま
い
り
ま

す
ほ
ど
に
な
」
と
言
う
て
聞
か
し
た
そ
の
時
に
、
い
ま
の
子
供
は
分
か
っ

て
か
分
か
ら
な
い
の
か
、
た
だ
素
直
に
頭
を
う
な
だ
れ
、
そ
れ
を
聞
い
て

お
る
。
や
が
て
準
備
万
端
整
え
ら
れ
た
。
あ
の
紫
の
煙
を
ふ
い
た
溶
銅
が

型
の
中
へ
と
、
ド
ウ
ド
ウ
、
ド
ウ
ド
ウ
と
流
し
込
ま
れ
て
お
る
。

加
典
名
人
、
く
だ
ん
の
小
娘
を
小
脇
に
か
か
え
て
「
妹
、
許
せ
。
娘
、
堪

忍
し
て
く
れ
よ
」
の
心
の
内
。
や
が
て
紫
の
煙
を
ふ
い
て
流
れ
て
お
る
あ

の
溶
銅
の
真
っ
只
中
へ
、
く
だ
ん
の
小
娘
を
投
げ
込
ん
だ
。
投
げ
込
ん
だ

瞬
間
た
だ
一
声
、

　
「
カ
ア
チ
ャ
〜
ン
」

　
「
カ
ア
チ
ャ
〜
ン
」
と
叫
ん
だ
が
最
後
、
す
で
に
小
娘
の
姿
は
も
は
や

木
端
微
塵
に
な
っ
て
跡
形
も
な
し
。
あ
ま
り
に
も
無
惨
な
こ
の
場
の
光
景
、

さ
す
が
気
丈
夫
な
加
典
兄
妹
も
そ
の
場
に
ば
っ
た
り
と
う
ち
倒
れ
た
。

　
や
が
て
こ
れ
で
は
な
ら
ん
と
、
こ
こ
ろ
ひ
と
つ
を
と
り
、
せ
め
て
も
の

小
娘
の
思
い
出
に
と
、
そ
の
釣
鐘
の
横
の
と
こ
ろ
に
小
娘
の
姿
を
ば
刻
み

込
み
ま
し
た
。

　
か
く
て
、
い
よ
い
よ
釣
鐘
が
出
来
上
が
っ
た
。
慶
州
幾
十
万
の
人
々
は
、

深
い
眠
り
に
閉
ざ
さ
れ
て
お
る
と
き
に
、
や
が
て
そ
の
鐘
が
ゴ
ー
ン
と
鳴

り
だ
さ
れ
る
。
今
ま
で
あ
ざ
け
て
お
っ
た
人
も
、
笑
う
て
お
っ
た
人
も
、

や
が
て
そ
の
鐘
の
音
の
前
に
は
、
皆
、
懺
悔
の
涙
を
流
し
て
お
り
ま
す
。

　
加
典
兄
妹
ど
う
し
て
お
り
ま
し
た
か
。
数
年
間
の
そ
の
間
、
心
骨
注
ぎ
、

か
わ
い
い
娘
ま
で
、
小
娘
ま
で
も
犠
牲
に
し
た
こ
の
鐘
じ
ゃ
も
ん
、
鳴
っ

て
鳴
っ
て
鳴
り
渡
る
よ
う
、
そ
し
て
仏
の
声
を
出
す
鐘
が
で
き
て
く
れ
よ

と
、
い
よ
い
よ
こ
こ
に
梵
鐘
撞
き
初
め
の
式
と
あ
い
な
り
ま
し
た
。

　
時
は
十
二
月
の
八
日
の
事
で
す
。
お
り
し
も
雪
は
ど
ん
ど
ん
降
っ
て
お

る
。
加
典
兄
妹
、
朝
早
く
か
ら
鐘
楼
堂
の
所
へ
ま
い
り
、
今
か
今
か
と
、

そ
の
供
養
の
式
を
待
っ
て
お
る
。
や
が
て
第
一
声
が
う
ち
な
り
だ
さ
れ
た
。

　
「
ゴ
ー
ン
ゴ
ー
ン
」

　
「
お
ぉ
ー
、
命
の
鐘
じ
ゃ
、
血
の
鐘
じ
ゃ
。
鳴
っ
て
鳴
っ
て
鳴
り
渡
れ

よ
。
数
年
の
間
、
心
骨
注
い
だ
こ
の
鐘
じ
ゃ
も
ん
。
迷
え
る
人
々
の
魂
を

揺
り
動
か
す
と
こ
ろ
の
仏
の
声
を
だ
い
て
く
れ
。
」

ま
た
も
や

　
「
ゴ
ー
ン
ゴ
ー
ン
」

　
「
鳴
っ
た
、
鳴
っ
た
。
鳴
れ
よ
、
鳴
れ
よ
、
鐘
よ
。
仏
の
声
を
だ
い
て

く
れ
。
」

　
ま
た
も
や
鳴
り
だ
さ
れ
る
そ
の
時
に
加
典
、
妹
に
向
い
ま
し
て

　
「
妹
や
、
お
前
、
あ
の
鐘
が
聞
こ
え
る
か
。
」

　
「
兄
さ
ん
、
な
ん
に
も
聞
こ
え
ま
せ
ん
。
」

　
「
あ
ぁ
、
お
前
に
も
聞
こ
え
ん
か
。
」

　
ま
た
も
や
ゴ
ー
ン
と
鳴
り
出
さ
れ
る
。

　
「
ど
う
や
妹
、
聞
こ
え
る
か
い
。
」
と
尋
ね
ら
れ
て
い
ま
の
妹
さ
ん
は

　
「
兄
さ
ん
、
な
ん
に
も
聞
こ
え
ま
せ
ん
。
」

　
「
あ
ぁ
、
お
前
に
も
聞
こ
え
ぬ
か
。
こ
の
わ
し
に
も
聞
こ
え
ん
。
」

ま
た
も
や
撞
き
出
さ
れ
る
。

　
「
ど
う
や
妹
、
聞
こ
え
る
か
い
や
。
」
と
尋
ね
ら
れ
ま
し
て
い
ま
の
妹

さ
ん
の
答
え
る
よ
う
に
は

　
「
兄
さ
ん
や
、
兄
さ
ん
や
、
最
前
か
ら
ひ
と
つ
ひ
と
つ
、
た
だ
聞
こ
え

て
く
る
も
の
は
、
あ
の
最
後
の
一
言
『
カ
ア
チ
ャ
〜
ン
』
と
い
う
声
よ
り

他
に
聞
こ
え
ま
せ
ぬ
。
」

　
「
お
前
も
そ
う
か
。
い
か
に
も
い
か
に
も
、
こ
の
兄
も
、
最
前
か
ら
ひ

と
つ
ひ
と
つ
聞
こ
え
て
く
る
も
の
は
、
あ
の
最
後
の
一
言
、
た
だ
あ
の

『
カ
ア
チ
ャ
〜
ン
』
と
い
う
声
よ
り
他
に
聞
こ
え
な
い
。
心
な
い
人
が
聞

い
た
な
ら
ば
、
な
ん
と
い
う
い
い
鐘
や
ら
、
な
ん
と
い
う
い
い
音
色
や
ら

と
聞
く
か
し
ら
ね
ど
も
、
我
々
兄
妹
に
聞
こ
え
て
く
る
の
は
あ
の
最
後
の

一
言
、
た
だ
『
カ
ア
チ
ャ
〜
ン
』
と
い
う
呼
び
声
よ
り
他
に
な
い
ぞ
よ
」

　
さ
、
こ
こ
や
ぞ
。
今
も
ち
ょ
う
ど
そ
の
如
く
や
。
南
無
阿
弥
陀
仏
の
呼

び
声
は
、
心
な
い
人
が
聞
い
た
な
ら
ば
、
な
ん
で
も
な
い
が
に
聞
こ
え
る

か
知
ら
ね
ど
も
、
今
こ
そ
内
部
感
覚
の
心
の
耳
を
す
ま
し
て
聞
か
し
て
も

ろ
う
ま
い
か
。
一
声
一
声
の
あ
な
た
の
呼
び
声
が
、
た
だ
「
衆
生
可
愛
い

や
な
、
可
愛
い
や
な
ぁ
」

　
可
愛
い
、
可
愛
い
の
呼
び
声
、
五
劫
思
案
の
涙
の
か
た
ま
り
、
兆
載
永

劫
の
修
行
の
か
た
ま
り
や
ぞ
。
血
肉
の
か
た
ま
り
が
、
南
無
阿
弥
陀
仏
の

呼
び
声
、

　
「
離
れ
て
離
れ
ら
れ
る
衆
生
な
ら
、
な
ん
で
こ
ん
な
苦
労
し
よ
う
ぞ
よ
。

ど
う
し
て
み
て
も
離
れ
ら
れ
ん
汝
な
る
が
ゆ
え
に
、
汝
の
万
行
ま
で
こ
の

弥
陀
が
努
め
て
助
け
る
に
間
違
い
な
い
の
姿
が
、
い
ま
の
南
無
阿
弥
陀
仏

の
六
字
の
姿
や
ぞ
」

　
血
の
叫
び
や
ぞ
。
肉
の
呼
び
声
が

　
「
一
心
正
念
に
し
て
た
だ
ち
に
来
た
れ
、
我
よ
く
汝
を
守
ら
ん
。
す
べ

て
水
火
の
難
に
堕
せ
ん
こ
と
恐
れ
ざ
れ
。
落
ち
る
、
落
ち
ん
の
心
配
止
め
、

落
と
さ
ん
親
を
力
に
せ
よ
。
汝
参
ら
に
ゃ
な
ら
ん
と
焦
る
が
で
は
な
い
ぞ

よ
。
参
ら
に
ゃ
な
ら
ん
と
焦
る
よ
り
も
、
参
ら
せ
に
ゃ
お
か
ん
の
親
が
こ

こ
に
お
る
わ
い
。
落
ち
て
は
な
ら
ん
と
力
む
よ
り
も
、
落
と
さ
ん
万
力
を

聞
い
て
く
れ
よ
。
落
と
さ
ん
万
力
ひ
と
つ
を
聞
い
て
く
れ
よ
。
汝
、
落
ち

る
と
気
が
つ
い
た
は
、
た
だ
今
な
れ
ど
も
、
こ
の
弥
陀
は
塵
點
久
遠
の
い

に
し
え
か
ら
、
見
抜
い
た
り
ゃ
こ
そ
、
親
は
泣
い
た
わ
い
、
泣
い
た
わ
い
。

親
が
長
い
間
泣
い
た
の
は
、
た
だ
泣
い
た
が
で
な
い
。
可
愛
い
汝
に
泣
か

せ
る
く
ら
い
な
ら
、
親
は
こ
れ
ほ
ど
ま
で
に
は
泣
き
は
せ
な
ん
だ
ぞ

よ
。
」

　
「
見
込
み
が
立
た
ん
と
泣
く
が
で
な
い
。
そ
の
見
込
み
の
立
た
ん
機
ひ

と
つ
を
見
込
ん
だ
親
が
こ
こ
に
お
る
ぞ
よ
。
」

　
呼
び
声
が
、
西
岸
上
の
御
勅
命
で
あ
っ
た
ぞ
と
、
知
ら
い
て
く
だ
さ
い

ま
し
た
の
が
、
善
導
大
師
の
二
河
白
道
譬
喩
の
御
懇
ろ
で
あ
っ
た
と
頂
戴

を
さ
し
て
い
た
だ
く
次
第
で
あ
り
ま
す
。

　

（
「
甦
る
名
説
教
選
〔
節
談
説
教
１
〕
二
河
白
道
　
お
説
教
　
範
浄

文
雄
」
Ｃ
Ｄ
　
す
ね
い
る
刊
よ
り
文
字
化
）

（
参
照
　
府
越
義
博
著
「
範
浄
文
雄
口
演
　
二
河
白
道
説
教
」
）

ち
ょ
う
さ
い
よ
う

こ
う

し
ゅ
じ
ょ
う

い
っ
し
ん
し
ょ
う
ね
ん

や

あ
せ

り
き

ば
ん
り
き

じ
ん
で
ん
く
お
ん

ご
ち
ょ
く
め
い

さ
い
が
ん
じ
ょ
う

ぜ
ん
ど
う
だ
い
し

に
が
び
ゃ
く
ど
う

ご
ね
ん
ご

ち
ょ
う
だ
い

こ
う
ば

び
ゃ
く
い

じ
ゅ
ず

こ
っ
ぱ
み
じ
ん

む
ざ
ん

き
じ
ょ
う
ぶ

ひ
と
こ
え

し
ゅ
じ
ょ
う

ご
こ
う
し
あ
ん

ざ
ん
げ

し
ん
こ
つ

つ

ぞ

こ
う
べ

な
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コ
ノ
信
領
解
ノ
上
カ
ラ
ハ
、
御
公
義
ヨ
リ
ノ
御
法
度
ヲ
疎
略
ニ
イ
タ
サ
ヌ

ヤ
ウ
、
地
頭
領
主
ノ
掟
ヲ
違
背
セ
ヌ
ヤ
フ
、
限
リ
ア
ル
年
貢
所
当
ヲ
細
ニ

沙
汰
ヲ
イ
タ
シ
、
所
ニ
ア
リ
テ
ハ
庄
屋
年
寄
上
立
人
ヲ
敬
ヒ
、
諸
役
人
ニ

ハ
不
礼
ノ
ナ
キ
ヤ
フ
、
仮
令
五
合
三
合
ト
リ
テ
触
ア
ル
ク
モ
ノ
ナ
リ
ト
モ
、

御
公
義
ノ
役
人
ナ
レ
バ
疎
略
ニ
致
ヌ
ヤ
フ

一
、
御
本
山
ヨ
リ
仰
出
サ
ル
ル
御
安
心
ノ
通
リ
違
背
セ
ヌ
ヤ
フ
、
御
安
心

ノ
趣
ハ
昨
日
キ
キ
テ
モ
頼
メ
助
ク
、
今
日
キ
キ
テ
モ
タ
ノ
メ
助
ク
、

京
デ
キ
キ
テ
モ
田
舎
デ
キ
キ
テ
モ
、
筑
紫
鎮
西
、
ヲ
ノ
コ
ロ
嶋
、
淡

路
島
、
小
豆
嶋
、
八
丈
ヶ
嶋
、
喜
界
嶋
カ
ラ
佐
渡
ヶ
嶋
、
兵
庫
ノ
嶋

ヨ
リ
四
国
ノ
嶋
ノ
果
テ
キ
キ
テ
モ
、
御
当
流
ノ
御
安
心
ハ
六
百
年
ノ

昔
ヨ
リ
今
日
唯
今
コ
ノ
御
座
迄
、
微
塵
イ
サ
サ
カ
変
ノ
ナ
ヒ
ハ
相
承

有
縁
ノ
大
善
知
識
ノ
御
教
化
ナ
レ
バ
、
コ
ノ
御
恩
ヲ
忘
ヌ
ヤ
フ

一
、
他
宗
他
門
ヲ
謗
ヌ
ヤ
フ
、
イ
ヅ
レ
モ
釈
迦
一
代
ノ
説
教
ナ
レ
バ
如
説

ニ
修
行
セ
バ
、
ソ
ノ
益
ア
ル
ベ
シ
ト
ハ
御
文
ノ
御
教
化
、
他
宗
他
門

ノ
御
方
モ
ソ
ノ
宗
門
ノ
教
ノ
通
リ
修
行
ガ
出
来
ズ
バ
弥
陀
ヲ
タ
ノ
ミ

メ
サ
レ
宗
旨
ガ
ヘ
ス
ル
ニ
及
ズ
、
珠
数
キ
レ
テ
ハ
ナ
ヒ
、
御
生
霊
祭

リ
ナ
ガ
ラ
願
モ
イ
ラ
ズ
、
行
モ
イ
ラ
ズ
、
頼
メ
助
ノ
御
誓
願
聞
、
其

名
号
信
心
歓
喜
ノ
御
謂
ヲ
聞
テ
、
往
生
治
定
ノ
領
解
ニ
ナ
ル
ガ
ヨ
ヒ

ゾ
ヤ
、
御
当
流
人
々
モ
他
宗
他
門
ヲ
聞
テ
謗
ル
ハ
、
釈
迦
如
来
ノ
御

頭
ヲ
泥
足
デ
踏
モ
同
様
、
三
世
諸
佛
ノ
御
胸
ヲ
八
千
丈
ノ
剣
ヲ
以
テ

切
サ
ク
モ
同
様
、
自
法
愛
染
故
毀
咎
他
人
法
雖
持
戒
行
人
不
免
地
獄

苦
ト
ハ
八
宗
ノ
祖
師
竜
樹
菩
薩
ノ
御
誡
メ
、
佛
ニ
ナ
ラ
レ
ヌ
宗
旨
ヲ

釈
迦
説
教
シ
玉
フ
筈
ガ
ナ
ヒ
、
又
、
公
義
ニ
モ
立
置
玉
フ
ヤ
フ
ハ
ナ

ヒ
、
蟻
ノ
家
ハ
上
カ
ラ
ハ
ヒ
ル
、
蜂
ノ
家
ハ
下
カ
ラ
ハ
ヒ
ル
、
人
間

ノ
家
ハ
横
カ
ラ
ハ
イ
ル
、
即
融
通
ノ
上
カ
ラ
ハ
イ
ル
、
天
台
ノ
教
モ

ア
リ
、
五
性
格
別
ノ
下
カ
ラ
ハ
イ
ル
、
法
相
宗
ノ
教
モ
ア
リ
、
横
超

直
道
ノ
横
カ
ラ
ハ
イ
ル
当
流
ノ
御
教
化
モ
ア
リ
、
教
ユ
ル
道
ハ
変
レ

ド
モ
、
分
登
ハ
麓
ノ
道
ハ
多
ケ
レ
ド
、
同
高
根
ノ
月
ハ
一
躰
諸
法
十

方
平
等
利
益
ソ
ノ
宗
旨
く
ノ
開
山
ノ
教
ノ
通
リ
間
違
ノ
ナ
キ
ヤ
フ
、

切
支
丹
ナ
ゾ
宗
門
ノ
邪
宗
ヲ
行
ヌ
ヤ
フ
、
大
切
ニ
釈
迦
ノ
正
法
ヲ
守

リ
メ
サ
レ

一
、
諸
神
諸
菩
薩
ヲ
オ
ロ
ソ
カ
ニ
セ
ヌ
ヤ
フ
、
和
光
同
塵
ハ
結
縁
ノ
始
メ
、

八
相
成
道
ハ
利
物
ノ
オ
ハ
リ
ナ
レ
バ
、
假
ニ
神
ト
現
レ
テ
珍
ナ
ル
縁

ヲ
以
テ
夫
ヲ
便
メ
、
ツ
井
ニ
佛
法
ニ
引
入
シ
メ
ン
為
、
諸
ノ
神
ト
ハ

現
玉
フ
程
ニ
神
事
祭
ノ
ワ
ク
ト
キ
ハ
王
法
ジ
ャ
ゾ
ヨ
、
礼
儀
ジ
ャ
ゾ

ヨ
、
モ
ロ
く
ノ
神
様
ハ
各
ノ
為
ニ
ハ
御
先
祖
ジ
ャ
程
ニ
、
御
礼
参
ハ

ア
リ
ウ
チ
ノ
事
、
シ
カ
シ
神
ノ
御
前
ヘ
出
テ
浮
世
ノ
願
ヲ
申
ヌ
ヤ
ウ
、

現
世
ノ
御
元
心
申
テ
神
慮
ヲ
苦
ヌ
ヤ
フ
、
唯
南
无
阿
ミ
ダ
佛
ト
御
称

名
ヲ
喜
ハ
、
神
様
ハ
ド
ヲ
オ
シ
ヤ
ル
、
千
早
振
ル
玉
ノ
簾
ヲ
巻
上
テ

念
佛
ノ
声
ヲ
聞
ゾ
ウ
レ
シ
キ
ト
御
喜
ビ
ア
ラ
セ
ラ
ル
ル
ガ
、
加
茂
ノ

明
神
ノ
御
詠
歌
ナ
リ

一
、
師
匠
寺
ヲ
疎
略
ニ
イ
タ
サ
ヌ
ヤ
ウ
、
宗
旨
印
形
ノ
御
影
デ
国
処
ニ
住

ヲ
ナ
シ
、
往
生
程
ノ
一
大
事
ヲ
教
テ
モ
ラ
ヒ
、
死
ニ
骸
ノ
ト
リ
オ
サ

メ
、
ソ
ノ
ウ
ヘ
三
年
七
年
之
忌
佛
事
ノ
問
ヒ
訪
ヒ
、
死
タ
後
迄
御
世

話
ニ
ナ
ル
、
師
檀
ノ
間
ハ
親
子
ジ
ャ
程
ニ
、
師
檀
睦
ク
御
法
ヲ
悦
ヒ
、

先
祖
佛
事
ノ
ソ
ノ
ト
キ
ハ
家
内
中
カ
為
ナ
リ
、
参
詣
恭
敬
ノ
イ
ト
ナ

ミ
ヲ
ナ
シ
、
御
報
謝
ノ
称
名
ヲ
大
切
ニ
喜
ガ
ヨ
ヒ

一
、
カ
リ
ソ
メ
ニ
モ
盗
ミ
根
性
ヲ
出
ヌ
ヤ
フ
、
盗
テ
金
持
ニ
ナ
ル
ナ
ラ
バ

京
・
大
坂
・
江
戸
ノ
泥
者
共
巾
着
切
ハ
日
本
一
ノ
金
持
ニ
成
ソ
フ
ナ

モ
ノ
ナ
レ
ド
、
コ
ノ
日
本
ハ
神
国
デ
、
正
直
ヲ
本
ト
ス
ル
国
ナ
レ
バ
、

邪
ナ
ル
モ
ノ
ハ
天
罰
ヲ
蒙
リ
、
広
世
界
ニ
五
尺
ノ
身
ノ
オ
キ
処
ナ
キ

身
ノ
上
ト
ナ
リ
、
未
来
ハ
サ
テ
オ
キ
、
現
在
御
公
義
ノ
御
仕
置
ニ
オ

コ
ナ
ハ
ル
ル
ハ
眼
前
ノ
ジ
ャ
程
ニ
、
領
解
治
定
ノ
上
カ
ラ
ハ
、
随
分

身
ヲ
大
切
ニ
嗜
ミ
、
正
直
正
路
ニ
身
ヲ
守
レ
バ
神
国
ノ
礼
ニ
叶
ヒ
、

佛
ノ
金
言
ヲ
不
レ

背
意
タ
ニ
誠
ノ
道
ニ
カ
ナ
ヒ
ナ
バ
、
祈
ズ
ト
テ
モ

神
ヤ
守
ン

一
、
国
ニ
ア
リ
テ
ハ
殿
様
ガ
大
事
、
所
ニ
ア
リ
テ
ハ
村
ヲ
オ
サ
ム
ル
役
人

ガ
大
事
、
家
ニ
ア
リ
テ
ハ
亭
主
ガ
大
事
、
亭
主
ガ
領
解
ヲ
イ
タ
サ
ネ

バ
家
一
軒
ハ
闇
夜
ジ
ャ
ゾ
ヤ
、
亭
主
ガ
早
ク
領
解
ス
レ
バ
、
女
房
モ

御
領
解
ス
ル
、
娘
ヤ
孫
ハ
申
ニ
及
バ
ズ
、
一
季
・
半
季
ノ
水
任
奉
公
、

小
女
郎
ハ
シ
タ
ニ
至
迄
、
亭
主
ノ
威
光
ノ
位
ニ
ヨ
リ
テ
内
ノ
家
内
ガ

皆
領
解
ス
ル
程
ニ
、
朝
ハ
露
ヲ
払
ヒ
、
夜
ハ
星
ヲ
頂
キ
、
権
助
、
三

助
、
お
繁
お
カ
ル
ト
追
仕
ヲ
手
柄
ニ
セ
ス
ト
、
過
去
前
生
ヲ
尋
レ
バ

皆
親
子
ジ
ャ
程
ニ
、
朔
日
・
節
句
・
門
日
・
祭
リ
ノ
ソ
ノ
時
ハ
、
給

銀
ノ
外
ニ
、
五
十
ト
三
十
ノ
散
銭
ノ
ト
ラ
セ
テ
ナ
リ
ト
御
法
座
ヘ
参

セ
テ
喜
バ
ス
ル
ガ
、
手
ニ
珠
数
カ
ケ
ル
亭
主
ノ
コ
コ
ロ
へ
ジ
ャ
程
ニ
、

御
経
ヲ
観
バ
、
牛
デ
モ
午
デ
モ
犬
デ
モ
猫
デ
モ
過
去
前
生
ノ
因
縁
ガ

ナ
ケ
レ
バ
、
カ
ハ
レ
ヌ
ト
ハ
雑
宝
蔵
経
佛
ノ
金
言
、
然
ハ
亭
主
一
人

御
領
解
ハ
如
来
様
ヘ
ノ
御
報
謝
、
御
開
山
ヘ
ノ
御
胸
ヤ
ス
メ
、
善
知

識
ヘ
ノ
御
手
伝
還
相
回
向
衆
生
済
度
ノ
手
習
ジ
ャ
程
ニ
、
早
ク
領
解

シ
テ
御
慈
悲
喜
ビ
御
恩
称
名
ヲ
喜
レ
ヨ

一
、
大
酒
飲
デ
喧
嘩
セ
ヌ
ヤ
フ
、
天
下
御
法
度
ノ
博
奕
セ
ヌ
ヤ
フ
、
我
カ

己
カ
ノ
我
慢
ヲ
イ
タ
シ
テ
、
モ
ノ
知
リ
皃
セ
ヌ
ヤ
フ
、
山
ゴ
ト
ヲ
モ

ク
ロ
マ
ヌ
ヤ
フ
、
舌
ヲ
二
枚
仕
テ
虚
イ
ハ
ヌ
ヤ
フ
、
人
ニ
語
云
テ
ア

ヤ
マ
タ
ヌ
ヤ
フ
、
商
ニ
高
利
ヲ
取
ヌ
ヤ
フ
、
借
タ
モ
ノ
ハ
質
鉢
オ
ヒ

テ
払
ウ
ヤ
フ
、
借
ル
ト
キ
ノ
夷
皃
、
ナ
ス
ト
キ
ノ
閻
魔
面
、
借
テ
モ

ド
サ
ヌ
ハ
表
向
ノ
盗
人
ジ
ャ
程
ニ
、
カ
リ
タ
ル
ト
キ
ノ
嬉
ノ
御
恩
ヲ

忘
ズ
ニ
、
三
度
ノ
食
物
ハ
、
カ
タ
ケ
喰
テ
モ
勘
定
ス
ル
ガ
信
領
解
ノ

上
ノ
嗜
ジ
ャ
程
ニ
、
人
ハ
一
代
、
名
ハ
末
代
、
立
鳥
モ
ア
ト
ヲ
濁
ナ
、

虎
ハ
死
デ
モ
皮
ヲ
止
ム
、
人
ハ
死
デ
モ
名
ヲ
残
ス
、
捨
行
娑
婆
土
ト

モ
悪
レ
テ
死
ノ
フ
ヨ
リ
、
褒
ラ
レ
テ
浄
土
参
ヲ
ス
ル
ヤ
フ
ニ
、
身
ヲ

タ
シ
ナ
ム
ガ
肝
要

一
、
富
貴
ナ
ル
モ
ノ
ハ
貧
ナ
ル
モ
ノ
ヲ
憐
ミ
借
テ
ヤ
ル
ヤ
フ
、
妻
子
珍
宝

及
王
位
臨
命
終
時
不
随
者
ト
ハ
釈
迦
ノ
金
言
銭
一
文
、
紙
一
枚
持
テ

往
レ
ヌ
未
来
ナ
レ
バ
、
随
分
憐
ヲ
カ
ケ
テ
ヤ
ル
ガ
ヨ
ヒ
イ
ゾ
ヤ

一
、
主
人
ハ
家
来
ヲ
无
理
ニ
仕
ヌ
ヤ
フ
、
家
来
ハ
主
人
ヲ
敬
ヒ
、
主
ノ
モ

ノ
ヲ
踈
略
ニ
セ
ヌ
ヤ
フ
、
鼻
ノ
下
ヲ
養
ヒ
、
五
尺
ノ
身
ヲ
コ
ヤ
シ
テ

モ
ラ
ヒ
、
ソ
ノ
上
ニ
五
両
三
両
ノ
切
リ
米
ヲ
貰
フ
御
恩
ヲ
忘
ヌ
ヤ
フ
、

主
ト
病
ニ
カ
タ
レ
ヌ
ト
ハ
、
世
間
ノ
諺
、
薬
ガ
ヨ
ケ
レ
バ
病
ハ
ナ
ヲ

ル
、
三
千
億
百
无
数
世
界
天
地
大
空
ノ
下
ニ
カ
タ
レ
ヌ
モ
ノ
ハ
、
主

ト
親
ト
合
点
シ
タ
ガ
ヨ
ヒ

一
、
女
房
ハ
夫
ニ
随
ヒ
、
忠
臣
ハ
二
君
ニ
仕
ズ
、
貞
女
ハ
二
夫
ニ
マ
ミ
ヘ

ズ
ト
ハ
外
典
ノ
戒
メ
、
夫
ヒ
ト
リ
持
ハ
女
ノ
嗜
ミ
、
若
ワ
キ
へ
コ
コ

　

「
文
政
十
年
仲
秋
下
旬
廻
寺
厳
命
之
刻

　
　
江
州
成
満
寺
様
講
師
よ
り
就
御
焼
失
御
再
建
引
立
座

　
　
　
　
　
　
拾
五
ヶ
条
法
話
　
雲
龍
山
麓
　
願
慶
寺
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
南
砺
市
吉
江
中
　
南
源
右
衛
門
氏
蔵

二
　
法
話

　
㈠
　
本
山
御
焼
失
再
建
引
立
座
法
話

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
文
政
十
年
（
一
八
二
七
）

ツ
ム
リ

ム
ネ

イ
マ
シ

ヲ
キ

ア
リ

ハ
チ

ユ
ウ

ネ

ヲ
コ
ナ

カ
リ

ジ

マ
ツ
リ

ウ
キ
ヨ

リ
ヨ

チ
ハ
ヤ

フ
ル

ス
ダ
レ

モ

エ

イ
ン
ギ
ョ

ス
マ
イ

ミ
レ

ウ
シ

ウ
マ

イ
ヌ

ナ
ラ
イ

ザ
ケ
ノ
ム

ケ
ン
ク
ワ

バ
ク
エ
キ

ガ
ヲ

ウ
ソ

カ
タ
リ

ア
キ
ナ
イ

カ
ツ

ヒ
チ
ハ
チ

ハ
ロ

イ
ビ
ス
ガ
ヲ

イ
ン
マ
ヅ
ラ

カ
ラ

ト

ト
ム
ラ

ア
ト

ダ
ン

ム
ツ
マ
ジ

ク
ギ
ャ
ウ

モ
チ

ド
ロ
ボ
ド
モ

キ
ン
チ
ャ
ク
キ
リ

ヨ
コ
シ
マ

バ
ツ

シ
ヲ
キ

ダ
ン

ド
ロ

フ
ム

メ
ノ
マ
イ
ト

タ
シ
ナ

ソ
ム

イ
ノ
ラ

テ
イ

ケ
ン

ク
ラ
ヤ
ミ

ホ
シ

シ
ゲ

ヲ
イ
ツ
コ

カ
ラ

ヲ
モ
テ
ム
キ

ニ
ゴ
ラ
ス

ト
ド

ニ
ク
マ

ホ
メ
ラ

ア
ワ

チ
ン
ボ

カ
ミ

マ
イ

ア
ハ
レ
ミ

ウ
ヤ
マ

ア
ル
ジ

ハ
ナ

ヤ
シ
ナ

コ
ト
ハ
ザ

モ
ロ

チ
ク
セ

チ
ン
セ
イ

ア

ワ
ジ

ジ
ョ

キ

サ
ド

ゴ

ハ
ヲ
キ
テ
　
イ
ハ
イ

タ
ト
イ

フ
レ

カ
ハ
リ
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ロ
ヲ
フ
リ
、
不
義
不
埒
ヲ
ス
ル
ヤ
最
後
、
未
来
无
間
阿
鼻
地
獄
ニ
随

在
シ
テ
、
血
ノ
池
ニ
テ
无
量
劫
ガ
ソ
ノ
間
ダ
、
蛇
ニ
セ
メ
ラ
レ
、
或

ハ
釼
ノ
山
ニ
テ
身
ヲ
八
ツ
ザ
キ
ニ
サ
カ
ル
ル
ト
ハ
、
正
法
念
経
大
智

度
論
、
近
ク
ハ
源
信
僧
都
往
生
要
集
ニ
御
説
遊
タ
程
ニ
、
知
ヌ
ム
カ

シ
ハ
是
非
モ
ナ
シ
、
聴
聞
シ
タ
上
カ
ラ
ハ
、
随
分
大
切
ニ
身
ヲ
嗜
ガ

ヨ
イ
ゾ

一
、
大
慈
大
悲
ノ
阿
ミ
ダ
如
来
御
恩
ヲ
喜
ブ
ベ
シ
、
久
遠
劫
ノ
昔
ヨ
リ
、

此
身
此
侭
御
助
ナ
サ
ル
ル
御
誓
願
、
生
々
世
々
ノ
初
コ
ト
ニ
、
カ
カ

ル
難
化
ノ
徒
モ
ノ
ヲ
御
助
ナ
サ
ル
ル
御
慈
悲
ノ
程
、
信
受
納
得
ノ
出

来
タ
身
タ
ハ
御
恩
報
謝
ノ
称
名
ヲ
喜
ビ
、
行
住
座
臥
時
処
所
縁
ヲ
嫌

ズ
、
不
浄
ノ
寝
屋
ノ
中
ニ
テ
モ
、
世
話
仕
事
ノ
折
々
ニ
モ
、
寝
テ
モ
、

亦
、
起
テ
モ
、
絶
ヌ
世
ノ
人
ノ
南
ム
ア
ミ
ダ
佛
ト
イ
フ
ゾ
ウ
レ
シ
キ
、

亭
主
ハ
佛
檀
ノ
御
ウ
マ
ヤ
ヒ
ヲ
申
上
テ
、
息
子
ハ
御
花
ノ
水
ヲ
カ
ヘ
、

曽
父
ヤ
祖
母
サ
ノ
香
ヲ
焼
キ
、
女
房
ハ
頭
ニ
帽
子
ヲ
カ
ケ
御
佛
飯
ヲ

捧
ゲ
奉
リ
、
此
世
バ
カ
リ
ノ
親
子
デ
ハ
残
多
コ
ト
ジ
ヤ
程
ニ
、
未
来

デ
同
一
蓮
托
生
、
百
福
荘
厳
、
満
徳
金
子
、
花
降
ル
御
浄
土
ヘ
目
出

度
往
生
ヲ
遂
奉
リ
、
御
先
祖
ヘ
モ
御
目
ニ
カ
カ
リ
、
不
便
可
愛
ノ
孫

子
ニ
モ
逢
ヒ
、
娑
婆
永
劫
ノ
憂
ツ
ラ
サ
ヲ
昔
物
語
ニ
寛
々
ト
、
不
生

不
滅
无
量
劫
ガ
ソ
ノ
間
、
楽
ミ
ヅ
ク
メ
ノ
境
界
ト
ナ
シ
下
サ
ル
ル
コ

ト
ノ
難
有
ヤ
ト
思
ハ
バ
タ
ダ
南
ム
ア
ミ
ダ
タ
佛
く
ト
喜
ベ
シ

一
、
家
一
門
睦
ク
、
家
ニ
ア
リ
テ
ハ
親
孝
々
、
身
躰
八
腑
ハ
親
ニ
貰
タ
モ

ノ
ナ
レ
バ
、
親
ヲ
尻
目
ニ
、
ニ
ラ
マ
ヌ
ヤ
フ
、
親
ニ
口
ガ
ヘ
シ
イ
タ

サ
ヌ
ヤ
フ
、
三
ッ
四
ッ
五
デ
商
ヒ
、
世
度
ス
ル
モ
ノ
ハ
、
広
ヒ
世
界

ニ
獨
モ
ナ
ヒ
、
十
五
十
六
嫁
入
盛
リ
、
十
八
十
九
ノ
養
子
サ
カ
リ
、

人
間
獨
リ
ト
育
テ
上
ゲ
、
仁
義
、
無
常
ノ
道
ヲ
覚
ヘ
、
今
ハ
自
力
他

力
ヲ
キ
キ
ワ
ケ
テ
、
阿
ミ
ダ
如
来
ヲ
御
タ
ノ
ミ
申
シ
、
死
ナ
バ
浄
土

ヘ
参
ナ
ン
、
生
ナ
バ
念
佛
申
ス
ベ
シ
、
死
テ
モ
生
テ
モ
ド
チ
ラ
ヘ
コ

ケ
テ
モ
喜
ビ
ヅ
メ
ノ
境
界
ト
ナ
ツ
タ
ハ
御
両
親
ノ
御
養
育
ノ
御
カ
ゲ

ジ
ャ
程
ニ
、
親
ノ
大
恩
、
山
ヨ
リ
モ
高
、
海
ヨ
リ
モ
深
シ
、
報
セ
ズ

ン
バ
ア
ル
ベ
カ
ラ
ズ
、
娑
婆
一
生
ノ
ソ
ノ
間
、
左
右
ノ
肩
ニ
頂
テ
モ
、

父
母
ノ
御
恩
ハ
カ
ヘ
サ
レ
ヌ
ト
ハ
、
父
母
恩
愛
経
ニ
長
々
ト
御
教
化

ジ
ャ
程
ニ
、
知
ヌ
昔
ハ
是
非
モ
ナ
シ
、
爰
ノ
道
理
ヲ
聴
聞
申
タ
ウ
ヘ

カ
ラ
ハ
、
父
母
ノ
御
恩
ノ
忘
ヌ
ヤ
ウ
、
如
来
様
ヨ
リ
二
番
目
ノ
大
切

ハ
親
ナ
レ
バ
、
随
分
孝
行
イ
タ
シ
タ
ガ
ヨ
ヒ
、
親
ニ
孝
行
ス
ル
ト
キ

ハ
、
吾
子
モ
我
ニ
孝
行
ス
ル
、
コ
コ
ノ
道
理
ガ
、
耳
カ
ラ
心
ヘ
届
タ

ラ
父
母
ニ
ハ
孝
行
ツ
ク
ス
ベ
シ
、
孝
ノ
道
ヲ
守
ル
ト
キ
ハ
梵
天
、
帝

釈
、
四
天
王
、
日
輪
・
月
輪
、
空
ニ
周
キ
星
ノ
数
々
踊
リ
上
テ
御
喜

ビ
、
肩
ヲ
ハ
ナ
レ
ズ
、
御
守
リ
ナ
サ
ル
ル
ゾ
ヤ

一
、
姑
ハ
嫁
ヲ
イ
ジ
ラ
ヌ
ヤ
フ
、
嫁
ハ
姑
ノ
隠
口
ヲ
イ
ハ
ヌ
ヤ
ウ
、
イ
ジ

ル
姑
ガ
明
日
死
ヤ
ラ
、
イ
ジ
ラ
レ
ル
嫁
ガ
今
日
死
ノ
フ
ヤ
ラ
、
老
少

不
定
ノ
世
界
ジ
ャ
程
ニ
、
過
去
前
生
ヲ
尋
レ
バ
、
実
ノ
親
デ
ナ
ヒ
モ

ノ
ハ
ナ
ヒ
、
実
ノ
親
ト
思
ナ
ラ
、
孝
ノ
道
ヲ
マ
メ
ヤ
カ
ニ
尽
シ
、
親

ノ
機
ヲ
ヤ
ス
メ
ル
様
ニ
身
ヲ
嗜
ガ
ヨ
ヒ
ゾ
ヤ
、
親
子
・
兄
弟
・
嫁

姑
・
夫
婦
中
ノ
悪
ヒ
ノ
ハ
、
夫
ノ
貧
亡
ノ
元
ヒ
ジ
ャ
程
、
家
内
睦
ク

御
法
ヲ
喜
ガ
ヨ
ヒ
、
最
早
五
十
三
才
ノ
定
命
ス
ゴ
セ
バ
、
化
物
仲
間

ト
ハ
雑
宝
蔵
経
ノ
佛
ノ
金
言
、
曾
父
サ
祖
母
嫁
子
ニ
身
代
渡
タ
上
カ

ラ
ハ
、
化
物
ガ
浮
世
ノ
世
帯
ヲ
カ
マ
フ
道
理
ガ
ナ
イ
、
嫁
子
ガ
ク
レ

ル
モ
ノ
ナ
ラ
バ
、
茶
粥
・
白
粥
・
小
豆
粥
、
影
星
ノ
見
ル
ナ
ヤ
フ
ナ

雑
水
デ
モ
、
腹
ヘ
サ
ヘ
入
レ
バ
貪
着
セ
ズ
ト
、
手
ニ
珠
数
カ
ケ
テ
寺

参
、
杖
ヲ
力
ニ
御
法
ヲ
喜
ビ
、
家
内
睦
ク
ナ
ケ
レ
バ
、
寺
参
モ
気
兼

ガ
ア
ル
、
中
ガ
ワ
ル
ヒ
ト
御
法
ガ
喜
ヌ
、
跡
ハ
野
ト
ナ
リ
山
ト
ナ
リ
、

風
吹
バ
吹
ケ
、
雨
降
バ
、
降
レ
、
寺
参
ガ
ヨ
イ
程
ニ
、
コ
ノ
世
ハ
長

テ
十
年
、
短
テ
五
年
、
老
少
不
定
ナ
レ
バ
今
モ
知
ヌ
命
ジ
ャ
程
ニ
、

未
来
ノ
一
大
事
ハ
金
デ
カ
ハ
レ
ヌ
ト
思
ヘ
バ
随
分
喜
レ
ル
ゾ
ヤ

一
、
兄
弟
中
睦
フ
、
兄
ハ
弟
ヲ
憐
ミ
、
弟
ハ
兄
ヲ
敬
ヒ
、
姉
ハ
妹
ヲ
憐
ミ
、

妹
ハ
姉
ニ
随
ヒ
、
兄
弟
ハ
他
人
ノ
初
ト
ハ
イ
ヒ
ナ
ガ
ラ
、
天
地
青
空

ノ
下
ニ
住
モ
ノ
ニ
兄
弟
程
ニ
血
脉
ノ
深
キ
モ
ノ
ハ
ナ
ヒ
程
ニ
、
同
ジ

領
解
ニ
ナ
リ
テ
御
法
ヲ
大
切
ニ
喜
ガ
ヨ
ヒ

一
、
寄
添
暮
ス
夫
婦
ノ
中
モ
、
モ
ト
ハ
他
人
ト
ハ
イ
ヒ
ナ
ガ
ラ
、
過
去
前

生
ノ
約
束
ナ
レ
バ
、
我
夫
ト
女
房
ト
ナ
リ
、
跡
シ
キ
ト
ラ
ス
子
迄
ア

ル
ナ
ラ
バ
、
五
合
三
合
、
百
、
二
百
ノ
間
違
デ
退
ク
ハ
去
ハ
ト
夫
婦

喧
嘩
ヲ
セ
ヌ
ヤ
ウ
、
袖
ノ
振
合
多
生
ノ
縁
、
往
来
ノ
煙
草
ノ
火
ヲ
カ

ル
サ
ヘ
モ
因
縁
ガ
ナ
ケ
レ
バ
カ
ラ
レ
ヌ
ト
何
况
ヤ
、
一
ノ
釜
ノ
飯
ヲ

喰
モ
、
過
去
前
生
ノ
因
縁
ト
思
ハ
バ
互
ニ
ア
キ
ラ
メ
テ
、
笑
テ
暮
ガ

領
解
ノ
上
ノ
嗜
ヂ
ヤ
程
ニ
、
楽
ハ
春
ハ
花
、
秋
ハ
月
、
夫
婦
中
宜
三

度
ノ
食
モ
笑
皃
、
笑
門
ニ
ハ
福
来
ル
、
瞋
ル
門
ニ
ハ
禍
来
ル
、
粋
甘

辛
渋
顔
シ
テ
亭
主
ハ
女
房
ヲ
イ
ヂ
ラ
ヌ
ヤ
フ
、
三
百
六
十
日
ノ
ソ
ノ

間
、
長
ヒ
月
日
ノ
事
ナ
レ
バ
、
一
度
ナ
ラ
ズ
二
度
ナ
ラ
ヌ
三
度
ノ
飲

喰
ノ
世
話
ノ
事
ナ
レ
バ
、
可
愛
孫
ニ
引
サ
レ
テ
、
出
来
ソ
コ
ナ
ヒ
ハ

ア
リ
ウ
チ
ジ
ャ
程
ニ
、
イ
ヂ
ル
イ
ト
マ
ガ
ア
ル
ナ
ラ
バ
、
箸
ノ
先
ヨ

リ
落
ル
雫
迄
、
大
悲
ノ
身
ジ
ャ
程
ニ
、
押
頂
テ
タ
ヘ
ル
ガ
ヨ
ヒ
ゾ
ヤ

ジ
ャ

ト
ド

ボ
ン

ソ
ラ

ア
マ
ネ

オ
ド

カ
タ

カ
ゲ

ツ
ク

ヲ
ッ
ト

モ
ト

ム
ル
マ
ジ

モ

バ
ケ

ナ
カ

ジ
イ

ワ
タ
イ

ウ
キ

タ
イ

チ
ャ
ガ
イ

シ
ラ
カ
イ

ア
ツ
キ
ガ
イ

カ
ゲ
ボ
シ

ハ
ラ

ト
ン
ジ
ャ
ク

チ
カ
ラ

ム
ツ
マ
ジ

ム
ツ
マ
ジ

ヲ
ウ
ゾ
ラ

ア
ハ
レ

ア
ハ
レ

ア
ネ

ス
ム

チ
ス
ヂ

ヨ
リ
ソ
ヰ
ク
ラ

ア
ト

ノ

サ
ル

ケ
ク
ハ

ア
イ

タ
バ
コ

カ
マ

メ
シ

ワ
ラ
フ
ク
ラ
ス

サ
ク
ラ

ヨ
ク

ガ
ヲ

カ
ド

イ
カ

ワ
ザ
ワ
イ

ス
イ
ア
マ
イ

カ
ラ
イ

シ
ブ
イ

ノ
ミ
ク
イ

ハ
イ

ハ
シ

ヲ
ツ

シ
ヅ
ク

イ
モ

ア
ト

フ
カ

フ
ラ

ミ
ジ

ア
ソ

ナ
ッ
ト
ク

ネ
ヤ

ネ

タ
エ

ジ
イ

ア
タ
マ

ボ
フ

ク

サ
サ

ノ
コ
リ
ヲ
イ

ア

ウ
レ

ユ
ル

プ

シ
リ

ア
キ
ナ

ハ
タ

ヒ
ト

ヤ
ウ

ソ
ダ

イ
ダ
ダ

フ
ボ

カ
タ

コ
コ

オ
シ
イ
タ
ダ
イ

ハ
ラ
チ
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大
嶺
師

今
日
ハ
諸
国
詰
所
世
話
方
並
ニ
諸
職
人
・
人
足
手
伝
へ
、
従
来
御
示
シ
ノ

趣
キ
ヲ
、
尚
更
篤
ト
申
伝
ル
様
ニ
ト
ノ
仰
セ
ニ
テ
、
辰
刻
・
未
刻
両
座
ノ

演
説
ヲ
仰
セ
ツ
ケ
ラ
ル
ル
、

誠
ニ
コ
ノ
娑
婆
世
界
ニ
生
レ
出
テ
有
ル
各
々
我
等
カ
有
様
ハ
、
依
正
ニ
報

ト
モ
ニ
有
為
転
変
ノ
習
ヒ
ニ
テ
、

依
報
ト
云
ハ
、
此
国
土
、
家
ノ
蔵
ノ
金
銀
財
宝
、
衣
服
飲
食
、
数
ハ
都
テ

コ
レ
ヲ
依
報
ト
ナ
ヅ
ケ
テ
、

正
報
ト
云
ハ
、
人
各
々
ノ
我
ガ
カ
ラ
ダ
ノ
事
ニ
テ
、
此
依
報
モ
正
報
モ
、

ト
モ
ニ
暫
モ
油
断
ノ
ナ
ラ
ヌ
ア
ダ
（
虚
）
ニ
ハ
カ
ナ
キ
有
願
、
サ
レ
ド
モ
、

各
我
等
ハ
顛
倒
ノ
妄
念
ト
テ
、
常
楽
我
浄
ノ
四
顛
倒
ノ
妄
念
ニ
ク
ラ
ハ
サ

レ
テ
、
ナ
ニ
モ
カ
モ
取
違
ヘ
斗
リ
ヂ
ャ
、

常
顛
倒
ト
云
ハ
、
不
浄
ナ
ル
モ
ノ
デ
、
常
住
ト
思
フ
コ
ト
、
此
世
ノ
ハ
カ

ナ
キ
事
ハ
、
日
々
目
ノ
前
ニ
見
ナ
ガ
ラ
我
身
ノ
上
ト
ハ
引
受
ズ
ニ
、
此
娑

婆
ヲ
常
住
ナ
ル
移
リ
変
ラ
ヌ
所
ト
取
違
ヘ
テ
、
執
着
シ
テ
ア
ル
ガ
常
顛
倒

ノ
妄
念
ナ
リ
、

楽
顛
倒
ト
云
ハ
、
此
娑
婆
世
界
ハ
苦
楽
相
雑
リ
テ
、
人
間
ノ
身
ハ
聊
ノ
カ

少
シ
斗
リ
喜
ヒ
ヂ
ャ
ト
楽
ミ
思
フ
コ
ト
モ
ア
レ
ド
モ
、
苦
ノ
多
キ
処
ニ
テ
、

其
苦
ト
楽
ミ
ト
テ
並
ベ
テ
見
レ
バ
、
苦
ノ
多
キ
コ
ト
ハ
大
海
ノ
水
ノ
如
ク
、

聊
カ
ハ
ヅ
カ
ノ
楽
ミ
思
フ
処
ハ
牛
ノ
足
形
ノ
水
斗
ノ
如
シ
ト
、
御
タ
ト
ヘ

ナ
サ
レ
テ
有
リ
、

其
タ
ノ
シ
ミ
ト
云
モ
、
実
ノ
タ
ノ
シ
ミ
デ
ハ
ナ
ヒ
、
証
リ
ノ
上
カ
ラ
ミ
レ

バ
、
五
道
六
道
ノ
間
ハ
皆
ナ
苦
ミ
斗
リ
ニ
シ
テ
、

其
苦
キ
処
ヲ
、
其
苦
ミ
ナ
ル
所
ヲ
、
タ
ノ
シ
ミ
ナ
ル
処
ト
取
違
テ
、
執
着

ス
ル
ガ
楽
顛
倒
ナ
リ
、

其
次
ニ
我
顛
倒
ト
云
ハ
、
一
切
諸
法
コ
ト
ゴ
ト
ク
无
我
ニ
シ
テ
、
我
レ
ト

云
コ
ト
ハ
ナ
キ
モ
ノ
ナ
レ
ド
モ
、
各
我
等
ハ
无
始
已
来
、
実
ニ
生
死
往
生

ワ
レ
ア
リ
ト
執
着
シ
テ
、
我
ヂ
ャ
人
ヂ
ャ
ト
タ
テ
担
キ
ヲ
シ
テ
、
驕
慢
ヲ

起
ス
ガ
我
顛
倒
ナ
リ
、

其
次
ニ
浄
顛
倒
ト
云
ハ
、
此
娑
婆
国
土
ハ
荊
棘
瓦
礫
汚
ハ
テ
タ
ル
キ
タ
ナ

キ
世
界
デ
、
何
ニ
モ
カ
モ
汚
穢
不
浄
ナ
ル
モ
ノ
ナ
レ
ド
モ
、
ソ
レ
ヲ
清
浄

ナ
ル
竒
麗
ナ
処
ヂ
ャ
ト
取
違
ヘ
テ
執
着
シ
テ
ア
ル
ガ
、
浄
顛
倒
ナ
リ
、

如
斯
ク
常
楽
我
浄
ノ
四
顛
倒
ノ
妄
念
ニ
ク
ル
ハ
サ
レ
テ
、
我
身
ニ
サ
シ

カ
ヽ
リ
テ
ア
ル
後
生
ノ
一
大
事
ヲ
忘
却
テ
、
千
却
万
却
ノ
仕
合
セ
ノ
、
幸

ヒ
ニ
南
閻
浮
提
ノ
人
身
ヲ
ウ
ケ
、
猶
更
祖
師
聖
人
ノ
御
流
ヲ
汲
得
タ
ル
身

ノ
仕
合
ニ
遭
ヒ
ナ
ガ
ラ
、
仏
法
ヲ
耳
ニ
ハ
聞
ケ
ド
モ
心
ニ
ハ
信
セ
ズ
、

虚
々
ト
徒
ニ
明
シ
暮
テ
露
ノ
命
ノ
終
タ
ラ
バ
、
本
ノ
珎
シ
カ
ラ
ヌ
地
獄
ノ

猛
火
ノ
中
ニ
落
チ
入
テ
、
无
量
永
劫
出
ル
期
ア
ル
事
ナ
シ
、

是
ニ
ヨ
リ
テ
、
去
ル
未
ノ
年（
文
政
六
年
）ノ
御
焼
失
ノ
御
大
変
ヲ
、
善
知

識
様
大
目
縁
ト
御
引
受
ア
ラ
セ
ラ
レ
テ
、
御
化
導
ノ
御
本
位
頻
ニ
却
ニ
ナ

ラ
セ
ラ
レ
テ
、
御
再
建
ヨ
リ
ハ
御
門
末
ノ
面
々
、
各
我
等
ガ
極
楽
参
リ
ノ

用
意
ヲ
弥
増
ニ
肝
要
ト
御
示
下
サ
ル
ル
、

京
都
ヲ
始
メ
近
国
・
遠
国
ノ
末
々
迄
テ
、
老
若
男
女
一
人
モ
洩
ザ
ル
ヤ
ウ

ニ
ト
御
受
向
ノ
御
教
示
ヲ
モ
仰
セ
付
ラ
レ
テ
、
御
念
頃
ニ
御
示
下
サ
レ
、

尚
又
御
直
命
ニ
ハ
銘
々
各
々
後
生
ノ
一
大
事
ヲ
取
損
セ
ヌ
ヤ
ウ
、
一
日
モ

片
時
モ
疾
ク
安
心
領
解
ノ
上
ノ
報
謝
ノ
念
仏
ヲ
称
ヘ
、
尚
、
此
上
ニ
ハ
王

法
仁
義
ノ
掟
ヲ
守
リ
、
領
主
頭
ヘ
モ
疎
略
ノ
義
ナ
ク
、
国
恩
ノ
深
キ
コ
ト

ヲ
忘
レ
ズ
ト
、
急
ゲ
々
々
ト
御
示
シ
下
サ
レ
、

是
即
チ
蓮
如
上
人
、
佛
法
ノ
コ
ト
ヲ
イ
ソ
ゲ
イ
ソ
ゲ
ト
御
示
ア
ラ
セ
ラ
レ

タ
ル
ヲ
御
伝
ヘ
下
サ
レ
テ
、
一
日
モ
片
時
モ
急
ゲ
ト
御
引
受
下
サ
ル
ル
、

然
ル
ニ
御
流
汲
ノ
御
門
末
、
カ
カ
ル
御
実
意
ノ
御
化
導
ヲ
バ
余
所
コ
ト
ニ

聞
ナ
シ
テ
、
年
ヲ
越
、
月
越
ル
ニ
シ
タ
ガ
ツ
テ
、
只
今
デ
ハ
ナ
レ
ゴ
ト
ニ

ナ
リ
テ
、
只
イ
ツ
モ
ノ
コ
ト
ナ
リ
テ
、
タ
ダ
イ
ツ
モ
ノ
コ
ト
等
閑
ニ
思
ヒ

捨
、

取
損
ス
ル
ナ
ト
ア
ル
御
示
シ
ノ
、
後
生
ノ
一
大
事
ヲ
我
方
カ
ラ
取
損
ス
ル
、

今
ニ
モ
死
タ
レ
ハ
、
地
獄
ノ
猛
火
ノ
中
ニ
飛
込
デ
ハ
誠
ニ
以
テ
、
ノ
コ
リ

ヲ
イ
ト
ウ
モ
、
无
量
永
劫
ト
リ
変
ジ
ノ
ナ
ラ
ヌ
コ
ト
ナ
レ
ハ
、
御
流
ヲ
汲

エ
タ
ル
ホ
ド
ノ
御
縁
深
キ
身
上
ナ
レ
バ
、
深
重
ノ
御
教
示
ヲ
究
タ
コ
ト
ニ

セ
ラ
レ
ヌ
ヤ
ウ
、
我
身
々
々
ヘ
引
受
ラ
レ
テ
、
片
時
モ
ハ
ヤ
ク
極
楽
参
リ

ノ
用
意
ヲ
覚
悟
ヲ
セ
ラ
レ
ネ
バ
ナ
ラ
ヌ
事
ヂ
ャ
、

コ
レ
ニ
ツ
イ
テ
、
去
ヌ
閏
三
月
四
日
ノ
夜
、
七
條
御
畑
地
ノ
御
作
事
場
、

不
慮
ノ
出
火
ニ
テ
御
材
木
小
屋
焼
失
ニ
及
ビ
、

御
門
末
ノ
懇
志
ノ
、
徒
ラ
ニ
无
益
ノ
費
ト
相
成
リ
タ
ル
コ
ト
、
深
ク
尊
慮

ヲ
御
痛
メ
被
為
在
ル
ル
段
、
誠
ニ
以
テ
恐
入
奉
ル
コ
ト
ナ
リ
、
去
リ
ナ
ガ

ラ
、
公
義
ヨ
リ
御
拝
領
ノ
御
材
木
御
別
条
コ
レ
ナ
ク
、
御
焼
失
ノ
御
材
木

モ
多
分
小
材
ニ
テ
、
格
別
ニ
御
再
建
ノ
御
指
支
ヘ
ニ
ナ
ラ
セ
ラ
レ
ル
ナ
ド

ノ
義
モ
ナ
ク
、
畢
竟
手
ア
ヤ
マ
チ
ニ
小
屋
ノ
焼
失
シ
タ
バ
カ
リ
ノ
コ
ト
ナ

レ
バ
、
ナ
ン
ノ
御
滞
リ
モ
ナ
ク
、
翌
日
ヨ
リ
ス
グ
サ
マ
御
作
事
ニ
取
懸
ラ

セ
ラ
レ
テ
、
イ
ヨ
イ
ヨ
以
テ
御
取
リ
締
ア
ラ
セ
ラ
レ
タ
ル
コ
ト
、
御
門
末

ノ
一
同
ア
リ
ガ
タ
ク
安
心
イ
タ
サ
レ
ヨ
、

右
ニ
付
テ
諸
国
詰
所
詰
合
ノ
人
々
、
世
話
方
ヲ
始
メ
其
外
ノ
輩
、
コ
ノ
度

ノ
不
慮
ノ
変
ニ
打
撃
レ
テ
、
ソ
レ
ヨ
リ
コ
ノ
カ
タ
粉
骨
砕
身
ノ
思
ヒ
ヨ
リ
、

昼
夜
ノ
差
支
ナ
ク
、
所
々
ノ
御
番
ヲ
勤
メ
ラ
レ
、
暫
ク
モ
油
断
ナ
ク
御
大

切
ニ
御
守
護
申
上
ラ
レ
ル
コ
ト
、
深
ク
御
満
足
ア
ラ
セ
ラ
レ
ル
、

夫
ニ
付
テ
蓮
如
上
人
ノ
御
言
ニ
、
時
節
到
来
ト
言
コ
ト
ハ
、
用
心
ヲ
シ
テ

其
上
ニ
コ
ト
ノ
出
キ
候
ヲ
時
節
到
来
ト
ハ
云
ベ
シ
、
无
用
心
ニ
シ
テ
、
コ

ト
ノ
出
来
候
テ
時
節
到
来
ト
ハ
イ
ハ
ヌ
コ
ト
ナ
リ
ト
、
御
示
シ
ア
ラ
セ
ラ

レ
テ
、

世
上
ニ
於
テ
ハ
何
事
デ
モ
災
難
ノ
起
リ
タ
ル
ト
キ
ハ
、
イ
ツ
デ
モ
時
節
到

来
ト
云
コ
ト
ハ
、
夫
ハ
一
概
ナ
ル
申
分
ニ
テ
、

時
節
到
来
ト
云
コ
ト
ハ
、
平
生
ニ
油
断
ナ
ク
、
ヨ
ク
々
々
用
心
イ
タ
シ
テ
、

其
上
ニ
コ
ト
ノ
出
来
タ
ノ
ガ
時
節
到
来
ト
云
モ
ノ
ヂ
ャ
、
平
生
ニ
油
断
バ

カ
リ
デ
、
无
用
心
ニ
シ
テ
コ
ト
ノ
デ
キ
タ
ノ
ハ
、
時
節
到
来
ト
ハ
イ
ハ
ヌ

コ
ト
ゾ
ト
御
示
シ
下
サ
レ
タ
レ
バ
、
御
門
末
ノ
人
々
、
勿
論
後
生
ノ
一
大

事
モ
油
断
ニ
テ
、
仕
損
ズ
ル
ト
仰
セ
ラ
レ
、

世
ノ
コ
ト
モ
油
断
ニ
テ
仕
損
ズ
ル
ホ
ド
ニ
、
コ
レ
ヨ
リ
ノ
チ
ハ
御
報
謝
ノ

実
意
ヨ
リ
、
イ
ヨ
イ
ヨ
御
本
廟
御
守
護
ヲ
御
大
切
ニ
御
引
受
申
サ
ネ
バ
ナ

ラ
ヌ
ナ
リ
、

銘
々
ノ
油
断
ヨ
リ
、
ツ
イ
ニ
尊
慮
ヲ
御
イ
タ
メ
カ
ク
コ
ト
ゾ
ト
、
各
々
ニ

御
取
持
申
上
ラ
レ
ヨ
、

去
者
日
疎
ト
ハ
古
人
ノ
誡
メ
ノ
言
ニ
テ
、
災
難
オ
コ
リ
タ
ト
キ
ハ
、
実
ニ

打
撃
リ
コ
ト
ナ
レ
ド
モ
、
其
コ
ト
ガ
オ
サ
マ
リ
テ
シ
モ
フ
タ
レ
バ
、
ツ
イ

ニ
マ
タ
安
穏
ノ
思
ヒ
ニ
ナ
リ
、
最
早
カ
様
ナ
難
ハ
ナ
キ
コ
ト
ゾ
ト
思
ナ
シ
、

日
ヲ
カ
サ
ネ
月
ヲ
越
ユ
ル
ニ
付
テ
ハ
、
マ
タ
油
断
ヲ
イ
タ
ス
様
ニ
ナ
リ
ユ

ク
ガ
、
愚
ナ
凡
夫
ノ
習
ト
ナ
レ
バ
、

爰
ヲ
ヨ
ク
心
得
ラ
レ
テ
、
我
心
ヲ
誡
メ
、
我
身
ヲ
叱
リ
ツ
ケ
テ
、
ナ
ゼ
ニ

油
断
ス
ル
ゾ
、
ナ
ゼ
ニ
等
閑
ニ
思
ヒ
ヲ
ナ
ス
ゾ
ト
自
カ
ラ
カ
ヘ
リ
ミ
テ
、

御
再
建
中
退
転
ナ
ク
、
昼
夜
ト
モ
ニ
相
励
マ
レ
テ
、
御
大
切
ニ
御
守
護
ヲ

　

「
両
華
院
嗣
四
席
演
説
集
」（
南
砺
市
西
赤
尾
　
行
徳
寺
蔵
）

　
　
　
　
　

ケ
イ
ソ
ク
ガ
レ
キ

ケ
ガ
レ

キ
レ
イ

ウ
カ
ウ
カ

あ
ら
せ
ら

テ
ン
ト
ウ

　
㈡
　
本
山
講
師
演
説
集
　
文
政
十
二
年（
一
八
二
九
）
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申
上
ラ
レ
ヨ
、

善
導
大
師
ハ
帰
去
来
、
魔
郷
ニ
テ
不
可
止
ト
仰
セ
ラ
レ
テ
、
各
我
レ
々
カ

此
生
テ
ア
ル
世
界
ハ
魔
郷
ニ
シ
テ
、
魔
ノ
障
ノ
多
ヒ
所
ヂ
ャ
、
即
チ
各
我

等
カ
先
晩
ノ
御
畑
地
ノ
変
ノ
ト
キ
ハ
、
実
ニ
大
ニ
驚
タ
コ
ト
ナ
レ
ド
モ
、

只
今
ニ
至
リ
テ
ハ
、
最
早
コ
ウ
ユ
ウ
コ
ト
ハ
ナ
ニ
ヤ
ウ
ニ
安
堵
ノ
思
ニ
住

テ
ア
レ
ド
モ
、
ソ
レ
ガ
夫
ガ
愚
サ
ユ
ヘ
ノ
コ
ト
ニ
テ
、
コ
ノ
御
場
所
デ
安

坐
シ
テ
演
説
ヲ
聴
聞
ス
ル
内
ニ
モ
、
何
コ
ト
ノ
起
ル
モ
シ
レ
ヌ
オ
ソ
ロ
シ

キ
魔
郷
ノ
処
ナ
レ
バ
、

大
地
震
ノ
コ
ト
ヲ
聞
テ
モ
越
後
斗
ノ
コ
ト
ト
思
フ
テ
、
上
方
ハ
左
様
ナ
災

難
ハ
ナ
キ
筈
ノ
ヤ
ウ
ニ
思
ヒ
、
或
ハ
九
州
ノ
大
風
ノ
災
難
ヲ
聞
テ
モ
九
州

ノ
コ
ト
ノ
ミ
オ
モ
フ
テ
上
方
ニ
ハ
左
様
ナ
難
ハ
ナ
キ
コ
ト
ノ
ヤ
ウ
ニ
心
得

テ
、
安
穏
ノ
思
ヒ
ニ
ナ
リ
テ
思
フ
テ
居
レ
ド
モ
、
都
モ
田
舎
モ
油
断
ノ
ナ

ラ
ヌ
有
為
転
変
ノ
（
世
）
ノ
習
ヒ
、
今
カ
フ
シ
テ
オ
ル
内
ニ
、
大
地
震
ノ

オ
コ
ロ
ヤ
ラ
、
大
火
災
ガ
起
ラ
フ
ヤ
ラ
、
イ
カ
ナ
ル
災
難
ノ
起
ラ
フ
ヤ
ラ

シ
レ
ン
、

又
油
断
ノ
ナ
ラ
ヌ
魔
郷
ナ
レ
バ
、
各
暫
モ
油
断
セ
ズ
ニ
御
大
切
ニ
御
守
護

ヲ
申
上
ラ
レ
ネ
バ
ナ
ラ
ヌ
ナ
リ
、

此
娑
婆
ノ
ア
リ
サ
マ
ガ
、
右
之
通
リ
、
夜
モ
昼
モ
時
々
刻
々
油
断
ノ
ナ
ラ

ヌ
ト
コ
ロ
ユ
ヘ
、
阿
弥
陀
仏
我
ラ
ガ
タ
メ
ニ
、
五
劫
永
劫
ニ
御
苦
労
ア
ラ

セ
ラ
レ
テ
、
焼
モ
ウ
セ
モ
セ
ヌ
建
立
、

常
然
无
裏
无
変
ノ
安
楽
浄
土
ヲ
御
構
ヘ
ナ
サ
レ
タ
コ
ノ
魔
郷
ニ
住
居
ス
ル

モ
、
今
シ
バ
シ
ノ
間
、
追
付
安
養
浄
土
ニ
往
生
シ
奉
ル
ニ
、
七
宝
樹
林
八

功
徳
他
ト
、
カ
カ
サ
リ
立
タ
ル
浄
土
ニ
テ
、
不
老
不
死
ノ
楽
ヲ
受
サ
セ
テ

被
下
ル
ル
、
是
ニ
付
テ
長
座
ニ
及
ベ
ド
モ
、
深
重
ノ
尊
慮
ヲ
挙
仰
付
ラ
レ

タ
ル
演
説
ナ
レ
バ
大
切
ニ
聴
聞
セ
ラ
レ
ヨ
、

天
親
菩
薩
浄
土
論
ノ
中
ニ
阿
弥
陀
仏
安
楽
浄
土
ノ
荘
厳
デ
ハ
略
シ
テ
廿
九

種
ノ
荘
厳
ト
御
説
ナ
サ
レ
、
国
々
ノ
荘
厳
十
七
種
、
仏
荘
厳
ハ
八
種
、
菩

薩
ノ
荘
厳
ナ
四
種
、
コ
ノ
三
種
荘
厳
ヲ
開
テ
廿
九
種
ト
御
説
ナ
サ
レ
タ
、

其
中
仏
八
種
ノ
荘
厳
功
徳
ノ
オ
ハ
リ
ニ
、
不
虚
作
住
持
功
徳
ト
云
コ
ト
デ

説
セ
ラ
レ
、
即
チ
其
偈
文
ニ
「
仏
本
願
力
ヲ
勧
ム
ル
ハ
、
遇
テ
空
ク
過
ル

者
无
シ
、
能
ク
速
ニ
功
徳
大
寶
海
ヲ
満
足
セ
シ
ム
」
ト
云
ハ
、
虚
作
ト
ハ

ム
ナ
シ
ク
ナ
ス
ト
云
字
デ
、
ム
ダ
バ
タ
ラ
キ
ニ
ナ
ル
コ
ト
ヲ
虚
作
ト
名
ル
、

コ
ノ
娑
婆
世
界
ハ
有
満
虚
妄
ノ
業
所
作
ニ
テ
、
折
角
骨
オ
リ
テ
コ
シ
ラ
ヘ

タ
コ
ト
ガ
、
忽
チ
ニ
ム
ダ
働
キ
ナ
リ
テ
シ
モ
フ
ガ
多
ヒ
コ
ト
ヂ
ャ
、

即
チ
曇
鸞
大
師
ノ
御
択
ニ
、
其
ム
ダ
働
キ
ニ
ナ
リ
テ
シ
モ
フ
コ
ト
ヲ
、
論

註
ニ
、
「
人
、
食
ヲ
輟
（
や
）
ム
テ
養
生
有
リ
、
或
ヒ
ハ
見
世
舟
中
ニ
起
、

金
ヲ
種
テ
庫
ニ
　
レ
ド
モ
而
我
レ
死
ヲ
不
免
」
ト
仰
セ
ラ
レ
テ
、
古
ヘ
ノ

公
子
慶
忌
ト
云
モ
ノ
、
要
雑
ト
云
モ
ノ
ヲ
、
我
容
人
ニ
シ
テ
食
容
ト
云
テ

養
フ
テ
、
我
食
フ
モ
ノ
モ
食
ハ
ズ
ニ
馳
走
シ
テ
、
養
テ
オ
イ
タ
所
ガ
、
実

ハ
要
雑
ハ
敲
キ
テ
ア
リ
テ
、
其
後
チ
要
雑
ト
同
船
シ
テ
外
ヘ
行
ク
ト
キ
ニ
、

終
ニ
舟
ノ
中
ニ
テ
要
雑
ニ
コ
ロ
サ
レ
タ
リ
、
是
我
カ
タ
ベ
ル
モ
ノ
サ
ヒ
タ

ベ
ズ
ニ
養
テ
オ
ヒ
タ
ル
ニ
、
コ
ロ
サ
レ
ル
ト
云
ヤ
ウ
ナ
コ
ト
ヤ
ラ
、

或
ハ
マ
タ
漢
鄧
通
ト
云
者
、
時
ノ
天
子
ヨ
リ
蜀
ノ
銅
山
ヲ
下
サ
レ
テ
、
庫

ニ
満
ル
ホ
ド
タ
ク
ワ
ヘ
テ
居
タ
者
ガ
、
後
ニ
零
落
シ
テ
餓
死
シ
タ
ト
ア
ル
、

コ
レ
金
ヲ
ツ
ミ
、
富
饒
ニ
ナ
リ
タ
モ
、
ム
ダ
ハ
タ
ラ
キ
ニ
ナ
リ
テ
、
ツ
イ

ニ
ハ
餓
死
シ
タ
、

コ
ノ
娑
婆
ハ
虚
作
ト
云
テ
、
骨
折
タ
コ
ト
ガ
ム
ダ
バ
タ
ラ
キ
ニ
ナ
ル
ガ
、

コ
ノ
世
ノ
転
変
ノ
ア
リ
サ
マ
、

然
ル
ヲ
今
仏
八
種
ノ
功
徳
ノ
中
ニ
、
不
虚
作
住
持
ト
云
ハ
、
阿
弥
陀
仏
ノ

本
願
力
ハ
、
各
我
等
ヲ
タ
ス
ケ
ル
ニ
、
ム
ダ
バ
タ
ラ
キ
ニ
ハ
ナ
ラ
ヌ
ゾ
ト
、

大
慈
大
悲
ノ
誓
願
ニ
テ
、

其
謂
レ
ヲ
今
ノ
偈
文
ニ
「
勧
仏
本
願
力
　
遇
テ
无
空
ク
過
者
　
能
令
速
満

足
功
徳
大
寶
海
」
ト
御
説
キ
ナ
サ
レ
、
偶
无
空
ク
過
者
ト
云
、
ム
ダ
バ
タ

ラ
キ
ニ
ナ
ラ
ヌ
ニ
ト
テ
御
示
シ
下
サ
レ
テ
、

遇
フ
ト
云
ハ
、
祖
師
聖
人
ノ
御
択
ニ
マ
ウ
遇
ト
云
ハ
、
本
願
力
ヲ
信
ズ
ル

ナ
リ
ト
御
択
ナ
サ
レ
テ
ア
リ
、
悪
人
女
人
宿
善
到
来
シ
テ
南
無
阿
弥
陀
仏

ノ
謂
ヲ
聞
開
キ
、
罪
ハ
イ
カ
ホ
ド
深
ク
ト
モ
、
一
心
ニ
我
ヲ
頼
メ
バ
必
助

ケ
ル
ゾ
ト
ノ
御
呼
声
テ
、
真
実
ニ
御
引
受
申
テ
、
露
塵
リ
程
ド
モ
ア
ヤ
フ

マ
ズ
疑
ハ
ズ
、

カ
カ
ル
浅
間
敷
（
あ
さ
ま
し
き
）
徒
ラ
モ
ノ
モ
御
目
カ
ケ
、
八
十
方
ニ
モ
、

三
世
ニ
モ
、
只
阿
弥
陀
如
来
バ
カ
リ
ゾ
ト
、
余
念
ナ
ク
一
筋
ニ
如
来
ヲ
頼

ミ
奉
ル
思
ヒ
ノ
オ
コ
リ
タ
ル
ト
コ
ロ
ガ
、
本
願
力
ニ
モ
フ
遇
タ
ル
ト
コ
ロ

ヂ
ャ
、

此
本
願
力
ニ
モ
フ
遇
タ
ル
モ
ノ
ハ
、
ム
ナ
シ
ク
ス
モ
ク
ル
モ
ノ
ハ
ナ
シ
、

ム
ダ
ゴ
ト
ニ
ナ
ル
モ
ノ
ナ
シ
、

「
能
令
速
満
足
功
徳
大
寶
海
」
ト
御
説
ナ
サ
レ
テ
其
如
来
ヲ
頼
ム
一
念
ニ
、

其
名
号
ノ
中
ニ
オ
サ
メ
テ
ア
ル
恒
沙
无
量
ノ
功
徳
ヲ
コ
ト
ノ
ゴ
ト
ク
行
者

ノ
身
ニ
満
足
サ
セ
テ
下
サ
ル
ル
、
ソ
コ
ヲ
五
濁
悪
世
ノ
有
情
ノ
選
択
本
願

信
ズ
レ
バ
、
不
思
－
功
徳
ハ
行
者
ノ
身
ニ
ミ
テ
リ
ト
、
御
示
ア
ラ
セ
ラ
レ

タ
御
一
念
ノ
ト
コ
ロ
ニ
、
不
可
称
不
可
説
不
可
思
議
ノ
功
徳
ヲ
不
残
行
者

ノ
身
ニ
ミ
チ
ミ
チ
サ
セ
テ
下
サ
レ
テ
、
仏
ニ
ナ
ル
ニ
不
自
由
ノ
ナ
ヒ
身
ト

ナ
シ
タ
モ
フ
、

タ
ト
ヘ
バ
貧
女
ノ
伏
蔵
ヲ
ヱ
テ
、
豊
饒
自
在
ニ
ナ
リ
タ
ル
如
ニ
シ
テ
、
何

時
キ
死
デ
モ
死
上
涅
槃
ノ
妙
果
ヲ
ヒ
ラ
カ
セ
テ
下
サ
ル
ル
、
コ
レ
ガ
即
チ

仏
荘
厳
ノ
不
虚
作
住
持
功
徳
ニ
シ
テ
、
弥
陀
ノ
本
願
ヲ
信
ジ
テ
モ
ノ
タ
ダ

コ
ト
ニ
ナ
ル
ト
云
気
ヅ
カ
ヒ
ナ
シ
、
コ
ノ
世
ニ
オ
ヒ
テ
恒
沙
无
量
ノ
功
徳

ノ
主
ニ
ナ
リ
、
正
定
聚
不
退
ノ
位
ニ
住
シ
、
命
終
レ
バ
真
実
報
土
ノ
往
生

ヲ
遂
ゲ
、
不
老
不
死
无
量
寿
ノ
楽
ヲ
受
サ
セ
テ
下
サ
レ
ル
、

然
レ
バ
コ
ノ
世
ノ
コ
ト
ハ
虚
作
ト
云
テ
、
ム
ダ
働
キ
ニ
ナ
ル
コ
ト
斗
リ
ユ

ヘ
、
此
世
ニ
ア
ル
間
ハ
平
生
ヨ
ク
ヨ
ク
用
心
イ
タ
シ
、
別
シ
テ
カ
ヘ
ス
ガ

ヘ
ス
、
御
本
廟
ノ
御
守
護
御
大
切
ニ
引
受
ラ
レ
、
御
滞
リ
ナ
ク
御
再
建
御

成
就
ア
ラ
セ
ラ
レ
、
尊
慮
ヲ
ヤ
ス
メ
奉
リ
タ
ヒ
ト
、
報
謝
ノ
実
意
ヨ
リ
懇

念
ヲ
運
バ
レ
ル
ガ
肝
要
、

長
座
ニ
及
ベ
バ
コ
レ
マ
デ
、
尚
ヲ
委
ク
ハ
未
刻
ニ
聴
聞
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ま
し
た
が
、
聖
人
御
入
信
の
経
路
を
偲
び
、
信
後
法
悦
の
御
喜
び
を
慕
ひ
、

同
一
念
仏
の
道
中
に
歓
喜
の
日
を
送
ら
せ
て
頂
く
幸
福
を
喜
び
ま
す
。
實

に
生
死
無
常
の
世
の
有
様
で
す
。
世
事
を
思
量
す
れ
ば
、
掌
を
翻
す
か
如

く
誰
れ
か
長
生
不
死
の
法
を
得
ん
や
と
、
禅
門
の
大
家
虚
堂
禅
師
は
歎
か

れ
ま
し
た
が
、
何
の
光
榮
ぞ
、
何
の
幸
ぞ
、
長
生
不
死
の
大
法
た
る
弥
陀

選
擇
の
念
仏
を
体
得
し
て
、
歓
喜
の
称
名
に
力
強
く
悪
魔
外
道
に
障
ら
れ

ず
、
念
々
刻
々
故
聖
人
の
在
す
報
土
の
近
付
く
身
を
喜
ば
す
に
は
お
ら
れ

ま
せ
ん
。

　
茲
に
亦
た
面
白
い
話
が
あ
り
ま
す
。
或
時
香
月
院
講
師
は
妙
林
尼
に
尋

ね
ら
れ
ま
し
た
。

香
　
妙
林
尼
々
々
々
如
来
の
御
助
け
を
頂
き
ま
し
た
か

妙
　
は
い
頂
き
ま
し
た
。
　

香
　
ど
こ
に
あ
る
。

妙
　
身
体
中
に
満
ち
満
ち
て
お
り
ま
す
。

香
　
出
し
て
見
せ
よ
。

妙
　
南
無
阿
弥
陀
佛  

南
無
阿
弥
陀
佛

香
　
称
へ
て
ま
ゐ
る
の
か
。

妙
　
称
へ
て
ま
ゐ
る
ぢ
ゃ
な
け
れ
ど
も
、
聞
く
一
念
に
御
用
済
み
、
出

い
て
ミ
見
せ
よ
の
御
言
葉
ゆ
へ
、
耳
が
よ
う
も
の
言
は
ぬ
ゆ
へ
、

口
が
代
理
を
致
し
ま
す
。
南
無
阿
弥
陀
仏
、
南
無
阿
弥
陀
佛

と
喜
ん
だ
さ
う
で
あ
り
ま
す
。
唯
念
仏
し
て
弥
陀
に
助
け
ら
る
る
の
ヘ
教

を
蒙
り
て
、
聞
く
一
念
に
往
生
の
御
用
済
み
で
あ
り
ま
す
。
遠
い
所
に
御

助
け
を
眺
め
、
淋
し
き
念
仏
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
身
体
中
に
満
ち
満
ち
た

如
来
の
お
助
け
が
、
口
に
溢
れ
て
南
無
阿
弥
陀
仏
の
歓
喜
の
称
名
と
な
る

の
で
あ
り
ま
す
。
こ
の
妙
林
尼
の
味
ひ
を
私
共
今
日
の
法
悦
に
引
較
べ
て
、

こ
れ
程
の
力
強
き
信
念
に
安
住
し
て
彼
佛
心
光
常
照
是
人
の
妙
境
に
、

日
々
の
生
活
を
さ
せ
て
頂
き
、
世
の
中
安
穏
な
れ
、
佛
法
弘
ま
れ
か
し
の

念
願
に
精
進
せ
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
南
無
阿
弥
陀
　
弥
陀
の
御
宝
　
我
が
寶
　
こ
れ
で
助
け
る
　
こ
れ
で
助

か
る

　
　
大
正
拾
三
年
四
月
十
日
記
す

（
大
正
十
三
年
四
月
三
日
、
親
鸞
聖
人
六
百
五
十
回
忌
御
遠
忌
法
要
で
の

寶
性
實
成
の
法
話
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各
々
十
余
箇
國
の
さ
か
へ
を
こ
え
て
身
命
を
か
へ
り
み
ず
し
て
た
づ
ね
き

た
ら
し
め
た
ま
ふ
御
こ
こ
ろ
ざ
し
、
ひ
と
へ
に
往
生
極
楽
の
み
ち
を
と
ひ

き
か
ん
が
た
め
な
り
。
し
か
る
に
念
仏
よ
り
ほ
か
に
往
生
の
み
ち
を
も
存

知
し
、
ま
た
法
文
等
を
も
し
り
た
る
ら
ん
と
、
こ
こ
ろ
に
く
く
お
ぼ
し
め

し
お
は
し
ま
し
て
は
ん
べ
る
ら
ん
は
、
お
ほ
き
な
る
あ
や
ま
り
な
り
。
も

し
、
し
か
ら
ば
南
都
北
嶺
に
も
ゆ
ゆ
し
き
學
生
た
ち
お
ほ
く
座
せ
ら
れ
て

さ
ふ
ら
ふ
な
れ
ば
、
か
の
ひ
と
び
と
に
も
あ
ひ
た
て
ま
つ
り
て
、
往
生
の

要
よ
く
よ
く
き
か
る
べ
き
な
り
。
親
鸞
に
お
き
て
は
、
た
だ
念
佛
し
て
弥

陀
に
た
す
け
ら
れ
ま
ゐ
ら
す
べ
し
と
、
よ
き
ひ
と
の
お
ほ
せ
を
か
う
む
り

て
、
信
ず
る
ほ
か
に
別
の
子
細
な
き
な
り
。
念
仏
は
ま
こ
と
に
浄
土
に
う

ま
る
る
た
ね
に
て
や
は
ん
べ
る
ら
ん
、
ま
た
地
獄
に
お
つ
る
業
に
て
や
は

ん
べ
る
ら
ん
、
總
し
て
も
て
存
知
せ
ざ
る
な
り
。
た
と
ひ
法
然
上
人
に
す

か
さ
れ
ま
い
ら
せ
て
念
佛
し
て
地
獄
に
お
ち
た
り
と
も
、
さ
ら
に
後
悔
す

べ
か
ら
ず
さ
ふ
ら
ふ
。
そ
の
ゆ
へ
は
、
自
餘
の
行
を
は
げ
み
て
佛
に
な
る

べ
か
り
け
る
身
が
、
念
佛
を
ま
う
し
て
地
獄
に
も
お
ち
て
さ
ふ
ら
は
ば
こ

そ
、
す
か
さ
れ
た
て
ま
つ
り
て
と
い
ふ
後
悔
も
さ
ふ
ら
は
め
、
い
づ
れ
の

行
も
お
よ
び
が
た
き
身
な
れ
ば
、
と
て
も
地
獄
は
一
定
す
み
か
ぞ
か
し
。

弥
陀
の
本
願
ま
こ
と
に
お
は
し
ま
さ
ば
、
釋
尊
の
説
教
虚
言
な
る
べ
か
ら

ず
、
佛
説
ま
こ
と
に
お
は
し
ま
さ
ば
、
善
導
の
御
釋
虚
言
し
た
ま
ふ
べ
か

ら
ず
。
善
導
の
御
釈
ま
こ
と
な
ら
ば
、
法
然
の
お
ほ
せ
そ
ら
ご
と
な
ら
ん

や
。
法
然
の
お
ほ
せ
ま
こ
と
な
ら
ば
、
親
鸞
が
ま
う
す
む
ね
、
ま
た
も
て

む
な
し
か
る
べ
か
ら
ず
さ
ふ
ら
ふ
歟
。
詮
ず
る
と
こ
ろ
愚
身
が
信
心
に
お

き
て
は
か
く
の
ご
と
し
。
こ
の
う
へ
は
念
仏
を
と
り
て
信
じ
た
て
ま
つ
ら

ん
と
も
、
ま
た
す
て
ん
と
も
、
面
々
の
御
は
か
ら
ひ
な
り
と
云
々
。

　
多
年
の
希
望
に
燃
ゑ
立
た
宗
祖
大
師
の
六
百
五
十
回
忌
の
御
遠
忌
を
、

昨
日
の
逮
夜
よ
り
嚴
修
の
機
縁
が
熟
し
て
、
御
同
朋
方
の
厚
き
法
悦
の
御

懇
志
と
御
世
話
下
さ
る
方
々
の
深
き
御
援
助
に
よ
り
て
、
か
く
盛
大
に
勤

め
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
事
は
、
身
に
余
る
喜
び
で
、
何
と
も
御
礼
の
申
様

な
く
只
だ
感
涙
に
む
せ
ぶ
ば
か
り
で
あ
り
ま
す
。

祖
師
の
徳
　
身
に
添
ふ
花
や
　
御
遠
忌
に

と
は
現
法
主
台
下
の
御
悦
び
で
あ
る
が
、
恐
れ
多
き
事
な
が
ら
、
今
吾
が

身
に
引
き
當
て
て
祖
恩
の
洪
大
さ
が
尊
ま
れ
ま
す
。
此
の
遇
ひ
が
た
き
御

法
席
を
御
縁
と
し
て
、
只
今
讀
み
上
げ
た
欺
異
鈔
の
第
二
節
の
御
言
葉
に

就
い
て
御
話
を
さ
せ
て
頂
き
た
い
と
存
じ
ま
す
。

　
斯
の
鈔
は
、
第
二
代
目
如
信
上
人
の
綴
ら
れ
た
聖
典
で
、
僅
か
な
紙
数

の
小
典
な
れ
ど
、
絶
對
他
力
の
救
濟
を
最
も
極
端
に
示
さ
れ
た
も
の
で
、

蓮
如
上
人
は
態
々
奥
書
を
な
さ
れ
て
、
無
宿
善
の
者
に
は
左
右
な
く
許
す

ま
じ
き
聖
教
な
り
と
記
さ
れ
て
あ
り
ま
す
。
一
部
十
八
節
の
中
、
前
九
節

は
祖
師
の
御
物
語
、
後
の
九
節
は
御
滅
後
の
異
義
を
歎
き
て
破
釋
な
さ
れ

た
も
の
で
あ
り
ま
す
。
元
祖
門
下
の
上
足
と
し
て
自
他
共
に
許
さ
れ
た

人
々
の
中
に
も
、
専
修
の
本
願
に
反
逆
て
、
或
は
二
類
各
生
と
云
ひ
、
念

仏
胎
内
の
功
徳
と
名
付
け
て
、
雜
毒
の
善
虚
假
の
行
た
る
万
善
万
行
を
勧

め
て
、
罪
科
を
遁
れ
た
人
々
も
あ
っ
た
。
然
る
に
、
聖
人
は
流
罪
に
よ
り

て
邊
鄙
の
人
々
に
も
如
来
の
大
法
を
宣
傳
す
る
事
を
得
る
は
、
是
尚
師
教

の
恩
致
な
り
。
至
徳
の
風
静
に
し
て
、
衆
禍
の
波
轉
す
る
と
云
ひ
、
光
風

齊
月
の
心
境
に
住
し
て
、
承
元
元
年
、
肌
尚
寒
き
晩
春
に
、
都
を
離
れ
て

越
後
の
國
府
に
、
流
罪
勅
勘
の
咎
人
と
し
て
移
ら
れ
た
の
で
あ
り
ま
す
。

聖
人
と
て
も
人
情
の
常
と
し
て
、
住
み
馴
れ
た
都
戀
し
や
、
恩
愛
の
妻
子

に
思
を
寄
せ
ら
れ
た
折
も
あ
っ
た
に
相
違
は
あ
る
ま
い
が
、
そ
の
内
に
、

何
時
も
大
悲
の
本
願
を
仰
き
て
心
底
よ
り
湧
き
出
る
感
謝
の
称
名
に
日
を

送
ら
れ
、
逆
境
の
ど
ん
底
に
あ
っ
て
も
、
慶
哉
、
心
弘
誓
之
仏
地
を
樹
て

て
、
念
難
思
之
法
海
に
流
す
と
、
法
悦
の
念
佛
に
歓
喜
の
生
活
を
な
さ
れ

た
の
で
あ
り
ま
す
。
斯
く
て
五
年
の
星
霜
は
過
き
て
勅
勘
御
差
免
の
恩
命

を
蒙
ら
れ
、
聖
人
の
慈
顔
に
接
し
、
徳
音
に
よ
り
て
今
は
念
仏
す
る
越
後

の
名
残
を
惜
し
む
同
朋
に
も
別
離
の
法
味
を
語
り
て
、
會
者
定
離
の
世
の

有
様
を
示
し
て
、
都
へ
帰
り
給
ふ
事
と
な
っ
た
。
然
る
に
途
中
に
て
、
法

然
聖
人
は
一
月
二
十
五
日
に
配
所
に
て
御
往
生
の
事
を
傳
へ
聞
き
給
ひ
て
、

愕
然
と
し
て
驚
き
悲
痛
の
涙
に
む
せ
ば
れ
、
一
日
も
早
く
都
へ
帰
り
た
い

と
道
を
急
い
だ
も
、
師
の
御
房
に
拜
せ
ん
た
め
で
あ
っ
た
。
師
の
御
房
ま

し
ま
さ
ず
は
都
へ
帰
り
て
も
詮
な
し
と
思
召
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
斯
時
、

常
陸
の
國
宇
都
宮
ケ
家
一
門
の
御
招
き
を
得
さ
せ
ら
れ
て
関
東
化
導
の
機

縁
が
熟
し
て
、
稲
田
の
郷
に
草
庵
を
結
ん
で
満
二
十
年
の
間
御
化
益
を
垂

れ
さ
せ
ら
れ
た
。

（
中
略
）
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ガ
ク
ゼ
ン

オ
ド
ロ

ヒ
ツ
ウ

ナ
ミ
ダ

ニ
チ

ハ
ヤ

ミ
ヤ
コ

ミ
ヤ
コ

カ
ヘ

カ
ヘ

ミ
チ

イ
ソ

シ

オ
ン
バ
ウ

オ
ン
バ
ウ

ハ
イ

シ

セ
ン

オ
ボ
シ
メ

コ
ノ
ト
キ

ヒ
タ
チ

ク
ニ
ウ
ツ
ノ
ミ
ヤ

オ
ン
マ
ネ

モ
ン

エ

ク
ワ
ン
ト
ウ
ケ
ド
ウ

キ

エ
ン

ヂ
ク

イ
ナ
ダ

ガ
ウ

サ
ウ
ア
ン

ム
ス

マ
ン

ア
ヒ
ダ
ゴ
ケ
ヤ
ク

　
㈢
　
御
遠
忌
法
話
　
大
正
十
三
年
（
一
九
二
四
）
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「
御
講
師
深
励
様
　
安
心
問
答
聞
書
」
文
化
十
一
年

（
南
砺
市
吉
江
中
　
南
源
右
衛
門
氏
蔵
）

三
　
御
示
談
問
答

　
　
　
其
方
当
流
ノ
安
心
ハ
如
何
領
解
イ
タ
シ
候

答
曰
　
善
知
識
ノ
教
ニ
依
而
、
タ
ノ
ム
者
ヲ
助
テ
ヤ
ル
ト
有
ル
、

　
　
　
御
名
号
ノ
御
謂
ヲ
聞
開
ヰ
テ
、
カ
ゝ
ル
徒
者
ヲ
タ
ノ
ム
バ
カ
リ
デ
、

御
助
ニ
間
違
ナ
イ
ト
御
称
名
ヲ
喜
申
マ
ス

問
曰
　
夫
デ
ハ
、
間
違
有
ト
答
タ
ラ
イ
カ
ゝ
受
ル

答
曰
　
私
ノ
心
ハ
間
違
ガ
チ
ナ
レ
ド
モ
、
頼
バ
カ
リ
デ
御
助
ニ
ハ
間
違
ナ

イ
ト
御
受
申
テ
居
マ
ス

問
曰
　
夫
ハ
、
有
ガ
タ
キ
間
違
有
事
ハ
ナ
ケ
レ
ド
モ
、
心
見
（
こ
こ
ろ

み
）
ノ
問
ヂ
ャ
、
シ
カ
レ
ド
モ
、
間
違
ナ
イ
ト
御
受
申
タ
受
心
ハ

ド
ウ
ジ
ャ

答
曰
　
頼
ム
者
助
テ
遣
（
や
）
ル
ト
有
御
意
ヲ
聴
聞
シ
テ
、
タ
ノ
ム
バ
カ

リ
デ
御
助
ハ
阿
弥
陀
一
仏
ト
御
受
申
テ
候

問
曰
　
其
受
ラ
レ
タ
心
ノ
気
味
合
ハ
何
ヂ
ャ
、
唯
一
口
云
テ
ミ
ヨ

答
曰
　
身
モ
意
（
こ
こ
ろ
）
モ
ス
ガ
ル
思
デ
ゴ
サ
リ
マ
ス

問
曰
　
左
右
（
そ
う
）
ヂ
ャ
、
縋
（
ス
ガ
ル
）
ヲ
モ
ヒ
ガ
一
念
帰
命
ノ
御

信
心
ジ
ャ
、
ト
キ
ニ
信
心
ハ
得
タ
ト
ヲ
モ
ウ
カ
、
ヱ
（
得
）
ズ
ト

思
ウ
カ

答
曰
　
御
信
心
ハ
、
頼
一
念
ノ
時
大
丈
夫
ニ
得
サ
シ
メ
ク
ダ
サ
レ
タ
ト
存

ジ
マ
ス

問
曰
　
御
喜
ハ
ア
ラ
ハ
レ
ル
カ

答
曰
　
カ
ホ
ド
ノ
御
意
ヲ
蒙
（
コ
フ
ム
）
リ
マ
シ
テ
、
細
々
ナ
ガ
ラ
ノ
御

ヨ
ロ
コ
ビ
デ
ゴ
ザ
リ
マ
ス

問
曰
　
タ
ノ
ム
ト
ハ
何
ヲ
タ
ノ
マ
レ
タ

答
曰
　
御
名
号
ノ
御
イ
ハ
レ
ノ
聞
開
レ
タ
ノ
ミ
ト
聴
聞
イ
タ
シ
マ
シ
タ

問
曰
　
偖
（
さ
て
）
ハ
何
ト
キ
キ
ヒ
ラ
カ
レ
タ
ゾ

答
曰
　
頼
ム
者
ヲ
助
ル
ト
ア
ル
御
意
ヲ
聴
聞
シ
テ
、
タ
ノ
ム
斗
リ
デ
御
助

ハ
聞
開
レ
マ
シ
タ

問
曰
　
タ
ノ
ム
ト
、
タ
ノ
ミ
ハ
如
何
聴
聞
イ
タ
サ
レ
タ

答
曰
　
タ
ノ
ム
ハ
、
初
一
念
タ
ノ
ミ
、
当
流
相
続
ト
聴
聞
イ
タ
シ
マ
シ
タ

問
曰
　
改
悔
（
悔
悟
）
ト
懺
悔
ト
ハ
、
初
一
念
ニ
有
、
懺
悔
ハ
当
流
相
続

ニ
カ
カ
ル
ト
、
聴
聞
イ
タ
シ
マ
シ
タ※

問
曰
　
真
実
デ
助
ル
カ
、
名
号
デ
助
ル
カ
、
如
何
聴
聞
イ
タ
サ
レ
タ

答
曰
　
真
実
カ
ラ
御
成
就
ノ
名
号
デ
助
ル
ト
聴
聞
イ
タ
シ
マ
シ
タ

問
曰
　
御
慈
悲
ハ
御
恩
ト
ハ
如
何
喜
レ
マ
ス
、
返
答
ニ
依
心
ハ
サ
ウ
ナ
リ

ト
モ
、
言
葉
ノ
矢
デ
法
躰
ニ
ナ
ル

答
曰
　
御
慈
悲
ノ
恵
ニ
ア
ズ
カ
リ
マ
シ
テ
、
ヱ
ガ
タ
キ
信
ヲ
得
サ
シ
メ
下

ダ
サ
レ
タ
ト
思
ハ
、
今
広
大
ノ
御
恩
ト
ヨ
ロ
コ
バ
レ
マ
ス
ル

問
曰
　
ホ
レ
ボ
レ
ト
御
恩
ノ
ヨ
ロ
コ
バ
ル
ル
時
ハ
、
如
何
思
ハ
レ
マ
ス

答
曰
　
煩
悩
ノ
キ
レ
マ
カ
ラ
御
信
心
ノ
ア
ラ
ハ
ル
ル
ヨ
ロ
コ
ビ
ト
存
テ
、

イ
ヨ
イ
ヨ
有
ガ
タ
ク
存
マ
ス

問
曰
　
不
請
々
々
（
不
承
不
承
）
御
称
名
ノ
顕
ル
ル
時
ハ
如
何
思
レ
マ
ス

答
曰
　
御
信
心
ア
ラ
ハ
ル
御
称
名
ト
ア
レ
バ
、
如
来
御
方
ニ
テ
ハ
ヤ
ハ
リ

佛
恩
報
謝
ト
御
受
取
下
サ
ル
ル
ト
思
ハ
、
イ
ヨ
イ
ヨ
有
ガ
タ
ク
存

マ
ス

問
曰
　
頼
ム
ト
ユ
ウ
カ
ラ
ハ
、
如
来
ノ
躰
ヲ
タ
ノ
ミ
申
タ
カ
、
名
ヲ
タ
ノ

ミ
マ
シ
タ
カ
、
勿
論
名
躰
不
離
ジ
ャ
ニ
、
依
而
離
タ
モ
ノ
デ
ハ
ナ

ケ
ド
モ
、
佛
ノ
名
ト
分
ケ
タ
ル
時
ハ
、
何
ヲ
タ
ノ
マ
レ
マ
シ
タ

答
曰
　
名
号
ノ
イ
ハ
レ
ヲ
聞
開
キ
テ
信
心
ス
ル
一
念
ノ
信
ナ
レ
バ
、
名
頼

レ
マ
シ
タ
、
帰
名
ニ
ハ
躰
ガ
備
ラ
セ
ラ
ル
ル
ト
チ
ャ
ウ
モ
ン
イ
タ

シ
マ
シ
タ

問
曰
　
三
業
ハ
善
モ
ノ
カ
悪
イ
モ
ノ
カ
、
又
、
イ
ル
物
カ
、
イ
ラ
ン
物
カ
、

如
何
ジ
ャ

答
曰
　
三
業
ハ
悪
モ
ノ
ハ
ゴ
ザ
リ
マ
セ
ン
、
ナ
ケ
レ
バ
ナ
ラ
ン
物
デ
、
心

得
受
ラ
レ
タ
ハ
意
業
御
恩
ノ
称
名
、
口
業
参
詣
申
シ
、
内
佛
ヲ
御

給
仕
申
可
不
ル
カ
、
身
業
三
業
ナ
フ
テ
ハ
ナ
ラ
ン
モ
ノ
デ

　
　
　
ゴ
ザ
リ
マ
ス
ル
ユ
ヘ
ニ
、
イ
ラ
ン
モ
ノ
ト
ハ
存
ジ
マ
セ
ン
、
悪
イ

物
デ
ハ
ゴ
ザ
リ
マ
セ
ヌ
、
唯
三
業
ノ
タ
ノ
ミ
ハ
御
正
意
ニ
ソ
ム
ク

ユ
ヘ
ニ
、
イ
ラ
ヌ
物
ト
聴
聞
イ
タ
シ
マ
シ
タ

問
曰
　
御
勅
命
ノ
受
心
ハ
、
マ
ニ
合
フ
カ
ア
ワ
ン
カ
、
如
何
思
レ
マ
ス
、

合
イ
マ
ス
ト
云
ハ
、
無
念
無
想
、
合
不
ト
云
ハ
自
力
ナ
ル
カ
如
何

答
曰
　
受
心
ハ
間
ニ
合
ノ
可
不
、
私
ニ
間
合
セ
ル
心
ハ
、
イ
サ
サ
カ
モ
ゴ

ザ
リ
マ
セ
ン

　
　
　
文
化
十
一
年
正
月
朔
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（※

こ
れ
は
「
答
」
で
あ
り
「
問
」
の
一
行
が
ぬ
け
て
い
る
）



－49－

五
　
聖
徳
太
子
絵
伝

越
中
幼
女
「
妙
好
人
伝
〔
五
巻
本
〕
　
妙
好
人
伝
四
編
上
目
録
」

　
　
　
　
『
大
系
真
宗
史
料
　
伝
記
編
８
　
妙
好
人
伝
』
242
Ｐ
法
蔵
館

　
越
中
国
塩
村
大
永
寺
の
七
歳
の
幼
女
が
病
気
を
患
い
、
も
う
死
ぬ
で
あ

ろ
う
そ
の
時
に
、
看
病
し
て
い
た
母
親
が
往
生
の
覚
悟
を
さ
せ
よ
う
と

「
死
ん
だ
ら
ど
こ
へ
行
く
」
と
問
う
と
、
幼
女
は
「
阿
弥
陀
様
に
負
わ
れ

て
極
楽
へ
ゆ
く
」
と
答
え
た
。
そ
の
話
を
聞
い
た
僧
が
「
な
ぜ
に
阿
弥
陀

様
が
負
う
て
行
く
の
か
」
と
聞
く
と
、
幼
女
は
「
私
も
わ
け
は
わ
か
ら
な

い
け
れ
ど
、
阿
弥
陀
様
は
わ
た
し
が
か
わ
い
く
て
か
わ
い
く
て
な
ら
ぬ
そ

う
で
す
」
と
答
え
た
。

越
中
能
与
「
妙
好
人
伝
〔
五
巻
本
〕
　
妙
好
人
伝
四
編
下
目
録
」

　
　
　
　
『
大
系
真
宗
史
料
　
伝
記
編
８
　
妙
好
人
伝
』
263
Ｐ
法
蔵
館

　
越
中
国
射
水
郡
一
羽
村
の
の
よ
と
い
う
娘
は
、
父
も
亡
く
な
り
独
り
身

で
細
々
と
暮
ら
し
て
い
た
が
、
大
病
を
わ
ず
ら
い
亡
く
な
っ
た
。
生
前
従

弟
に
、
自
分
が
死
ん
だ
ら
葬
儀
の
時
に
灯
籠
の
竹
を
灰
塚
に
さ
し
て
ほ
し

い
。
そ
の
竹
に
芽
が
出
た
ら
自
分
は
浄
土
に
生
ま
れ
た
と
思
っ
て
ほ
し
い

と
言
い
置
い
て
お
い
た
。
遺
言
の
通
り
す
る
と
竹
か
ら
芽
が
出
て
ど
ん
ど

ん
伸
び
、
青
々
と
栄
え
た
。
奇
瑞
と
し
て
、
方
々
か
ら
見
学
に
来
る
人
が

群
れ
を
な
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
各
人
の
内
容
を
要
約
し
た
も
の
）

第
一
幅
　
「
大
慈
大
悲
本
誓
願
　
　
愍
念
衆
生
如
一
子

　
　
　
　
　
是
故
方
便
従
西
方
　
　
誕
生
片
州
興
正
法
」

　
　
　
　
「
我
身
救
世
観
世
音
　
　
定
恵
契
女
大
勢
至

　
　
　
　
　
生
育
我
身
大
悲
母
　
　
西
方
教
主
弥
陀
尊
」

第
二
幅
　
「
真
如
真
実
本
一
体
　
　
一
体
現
三
同
一
身

　
　
　
　
　
片
域
化
縁
亦
己
盡
　
　
還
帰
西
方
我
浄
土
」

　
　
　
　
「
為
度
末
世
諸
衆
生
　
　
父
母
所
生
血
肉
身

　
　
　
　
　
遺
留
勝
地
此
廟
崛
　
　
三
骨
一
廟
三
尊
位
」

第
三
幅
　
「
過
去
七
佛
法
輪
所
　
　
大
乗
相
応
功
徳
地

　
　
　
　
　
一
度
参
詣
離
悪
趣
　
　
決
定
往
生
極
楽
界
」

　
　
　
　
「
昔
在
霊
山
名
法
花
経
　
　
今
在
西
方
名
弥
陀
尊

　
　
　
　
　
為
利
生
故
示
現
女
身
　
　
産
生
法
王
還
帰
西
方
」

第
四
幅
　
「
銅
蓋
銘
曰
　
　
吾
為
利
生
彼
出
衡
山

　
　
　
　
　
此
入
日
域
　
　
降
伏
守
屋
之
邪
見

　
　
　
　
　
終
顕
佛
法
之
威
徳
」

第
五
幅
　
「
狐
非
獅
子
類
　
燈
非
日
月
明

　
　
　
　
　
池
無
巨
海
納
　
丘
無
嵩
岳
栄
」

　
　
　
　
「
法
雲
垂
世
界
　
善
種
得
開
萌

　
　
　
　
　
顕
通
希
有
法
　
処
々
化
群
生
」

第
六
幅
　
「
我
身
本
来
空
　
　
為
弘
佛
法
故

　
　
　
　
　
幻
陽
応
化
身
　
　
盡
空
還
本
土
」

　
　
　
　
「
敬
礼
救
世
観
世
音
　
　
伝
燈
東
方
粟
散
王

　
　
　
　
　
従
於
西
方
来
誕
生
　
　
皆
演
妙
法
受
衆
生
」

第
七
幅
　
「
名
号
称
揚
七
日
已
　
　
此
是
為
報
広
大
恩

　
　
　
　
　
仰
願
本
師
弥
陀
尊
　
　
助
我
済
度
常
護
念
」

　
　
　
　
「
一
日
称
揚
無
恩
留
　
　
何
况
七
日
大
功
徳

　
　
　
　
　
我
待
衆
生
心
无
間
　
　
汝
能
済
度
豈
不
護
」

第
八
幅
　
「
一
切
諸
法
　
本
来
常
住
　
　
愚
夫
顛
倒
　
生
死
流
転

　
　
　
　
　
大
聖
救
世
　
慈
悲
方
便
　
　
機
興
即
生
　
縁
謝
離
滅
」

　
　
　
　
「
非
生
現
生
　
我
身
大
覚
　
　
化
縁
能
盡
　
終
帰
本
覚

　
　
　
　
　
仰
願
同
生
　
上
宮
浄
土
」

　
㈠
　
讃
文

四
　
越
中
の
妙
好
人

刊
本
の「
妙
好
人
伝
」に
採
録
さ
れ
て
い
る
越
中
の
妙
好
人

赤
尾
道
宗
（
越
中
赤
尾
）

　
　
『
大
乗
仏
典
（
中
国
・
日
本
編
）
第
28
巻
』
　
中
央
公
論
社

　
　
『
赤
尾
道
宗
心
得
二
十
一
箇
条
』
行
徳
寺
　
昭
和
四
四
年

　
　
　
岩
見
護
『
赤
尾
の
道
宗
』
永
田
文
昌
堂
　
昭
和
三
一
年

　
　
　
高
坂
貫
昭
「
赤
尾
道
宗
の
こ
と
」

　
　
　
　
　
　
　
『
民
芸
』
日
本
民
芸
協
会
　
昭
和
三
四
年
七
月

越
中
多
平
「
妙
好
人
伝
　
五
編
　
巻
下
　
目
録
」
　
永
田
文
昌
堂

　
越
中
国
石
動
郡
下
中
村
の
多
平
は
常
日
頃
か
ら
御
法
座
に
参
詣
す
る
な

ど
し
て
熱
心
に
聴
聞
し
、
毎
日
の
粗
食
に
も
不
服
を
言
わ
ず
、
多
く
の
子

供
た
ち
に
も
法
義
を
す
す
め
て
い
た
が
、
弘
化
四
年
に
め
で
た
く
往
生
を

遂
げ
た
。
不
思
議
な
こ
と
に
二
十
六
日
の
灰
葬
の
と
き
多
平
の
頭
の
白
骨

に
「
聞
其
名
号
信
心
歓
喜
乃
至
一
念
至
心
回
向
」
な
ど
の
文
字
が
現
れ
た
。

越
中
九
歳
児
「
妙
好
人
伝
〔
五
巻
本
〕
　
妙
好
人
伝
二
編
上
目
録
」

　
　
　
　
　
『
大
系
真
宗
史
料
　
伝
記
編
８
　
妙
好
人
伝
』
148
Ｐ
法
蔵
館

　
越
の
国
に
帰
っ
た
と
き
、
先
日
亡
く
な
っ
た
人
の
家
を
訪
ね
た
と
こ
ろ
、

ま
だ
九
歳
の
子
が
重
い
病
で
明
日
を
も
知
れ
ぬ
身
で
あ
っ
た
。
そ
の
子
は

死
を
目
前
に
し
て
死
を
恐
れ
る
様
子
も
な
く
、
念
仏
し
つ
つ
息
絶
え
た
。

極
楽
往
生
に
何
の
疑
い
も
な
く
往
生
し
た
こ
と
は
日
頃
の
聴
聞
の
功
で
あ

ろ
う
。

越
中
佐
治
兵
衛
「
妙
好
人
伝
〔
五
巻
本
〕
　
妙
好
人
伝
三
編
上
目
録
」
　

　
　
　
　
　
『
大
系
真
宗
史
料
　
伝
記
編
８
　
妙
好
人
伝
』
203
Ｐ
法
蔵
館

　
越
中
国
富
山
中
野
町
佐
治
兵
衛
が
、
高
祖
聖
人
の
五
五
〇
回
忌
に
上
京

し
た
折
、
御
影
堂
の
前
で
杉
の
屋
根
板
一
枚
が
目
の
前
へ
落
ち
た
の
を
見

て
、
こ
れ
は
き
っ
と
自
分
に
屋
根
板
を
募
縁
せ
よ
と
の
思
し
召
し
で
あ
ろ

う
と
思
い
、
す
ぐ
に
越
中
へ
帰
り
、
婦
負
郡
新
川
郡
の
同
行
と
と
も
に
献

金
を
募
り
飛
騨
の
国
で
ネ
ズ
板
と
材
木
を
求
め
て
京
へ
運
び
用
立
て
し
た
。

善
智
識
（
法
主
）
が
喜
ば
れ
て
両
郡
に
ね
ん
ご
ろ
な
御
書
を
下
さ
れ
、
一

同
は
喜
ん
だ
。

み
ょ
う
こ
う
に
ん

・
・
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釋
　
哲
　
現

　
　
　
　
釋
　
圓
　
明

聖
徳
院
　
釋
　
良
　
知

　
　
　
　
釋
尼
妙
意

　
　
　
　
釋
尼
貞
悦

明
信
院
　
釋
尼
妙
恩

　
　
　
　
釋
尼
妙
修

　
　
　
　
釋
尼
孝
恵 

　
　
　
　
釋
　
信
　
順

　
　
　
　
釋
　
現
　
順

　
　
　
　
釋
　
顕
　
秀

　
　
　
　
釋
尼
唯
誓

　
　
　
　
釋
尼
妙
恵

　
　
　
　
釋
尼
妙
境

釋
　
順
　
誓

釋
尼
妙
順

釋
　
諦
　
音

釋
　
恵
　
燈

釋
　
頼
　
力

釋
尼
妙
敬

釋
尼
妙
親

釋
　
信
　
教

釋
　
晃
　
章

釋
　
荘
　
嚴

天
保
八
年
十
一
月
十
二
日

明
治
廿
五
年
九
月
六
日

昭
和
六
年
十
月
二
十
六
日

安
政
六
年
九
月
八
日

明
治
廿
六
年
八
月
廿
六
日

昭
和
十
三
年
七
月
二
十
九
日

明
治
三
十
二
年
八
月
廿
一
日

大
正
十
四
年
十
一
月
十
日

大
正
十
四
年
十
一
月
七
日

明
治
四
十
年
六
月
十
九
日

明
治
十
二
年
六
月
十
九
日

明
治
三
十
一
年
六
月
廿
九
日

大
正
元
年
十
二
月
二
十
日

天
保
九
年
十
一
月
五
日

弘
化
二
年
八
月
十
九
日

嘉
永
元
年
七
月
十
日

安
政
四
年
七
月
五
日

安
政
四
年
十
月
廿
五
日

文
久
二
年
七
月
廿
三
日

明
治
廿
五
年
八
月
廿
七
日

大
正
七
年
六
月
六
日 

大
正
七
年
十
二
月
十
日

明
治
三
十
一
年
九
月
三
十
日 

大
正
元
年
二
月
廿
八
日

春
明
院
釋
清
閑

春
珠
院
釋
尼
妙
躯

春
光
院
釋
尼
妙
言

淨
法
院
釋
聞
説

大
信
院
釋
長
生

昭
和
二
十
九
年
七
月
二
十
三
日

昭
和
三
十
七
年
十
二
月
四
日

昭
和
四
十
三
年
五
月
十
九
日

昭
和
五
十
四
年
七
月
四
日

昭
和
五
十
六
年
四
月
十
二
日

（
第
一
幅
　
裏
書
）

　
利
賀
村
字
下
原 

寄
附
　
長
原
平
藏
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
昭
和
五
十
七
年
五
月
二
十
六
日
改
装

　
　
　
長
原
幸
助
　
昭
和
五
年
四
月
十
七
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
井
波
町
木
崎
野

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
代
　
長
原
正
行

法
名
　
　
利
　
貞

　
　
釋
　
専
　
淨 

　
　
釋
　
證
　
道

　
　
釋
　
導
　
教

　
　
釋

　
　
釋
尼
妙
陵

　
　
釋
尼
妙
見

　
　
釋
尼
智
慶
　
平
九
郎
妻

　
　
釋
　
明
　
徳

　
　
澤
　
至
　
信
　
平
九
郎

　
　
釋
　
俊
　
誓

　
　
釋
　
秀
　
寳

　
　
釋
　
誓
　
願

先
祖

昭
和
五
十
七
年
五
月
改
装 

岡
部
勝
二

釋 

観 

道
　
平
右
エ
門

釋
尼
妙
章
　
平
右
エ
門
妻

釋
　
秀
亮

俗
名
す
ず

釋
尼
妙
慧

釋 

智 

行 

釋
　
勝
仁

釋
尼
證
華

釋
尼
妙
悦

釋
　
良
順

淨
修
院
　
釋
尼
妙
和
　
平
千
妻

淨
行
院
　
釋
正
映
　
平
千

　
願
正
院
釋
順
諦

　
　
　
釋
尼
貞
修

明
治
七
年
八
月
廿
日

明
治
十
一
年
十
一
月
十
五
日 

明
治
十
九
年
六
月
廿
二
日

明
治
廿
三
年
三
月
十
七
日

明
治
三
十
八
年
十
月
六
日

明
治
四
十
年
九
月
九
日

明
治
四
十
年
八
月
廿
五
日

明
治
四
十
四
年
八
月
十
四
日

大
正
七
年
十
一
月
二
日

大
正
十
二
年
十
一
月
廿
日
　

大
正
十
四
年
十
一
月
十
七
日

昭
和
八
年
七
月
廿
八
日

明
治
九
年
十
月
十
八
日 

明
治
十
八
年
八
月
十
二
日

明
治
二
十
四
年
八
月
二
十
二
日

明
治
二
十
六
年
九
月
二
十
九
日

明
治
三
十
二
年
十
二
月
十
四
日

大
正
元
年
八
月
十
四
日

昭
和
十
二
年
三
月
一
日
　
　

昭
和
十
四
年
八
月
二
日

昭
和
十
六
年
十
一
月
十
四
日

昭
和
十
九
年
四
月
九
日

昭
和
二
十
九
年
十
二
月
二
十
六
日

昭
和
三
十
五
年
四
月
二
十
九
日

　
昭
和
五
十
八
年
八
月
二
十
五
日

昭
和
四
年
二
月
二
十
九
日
　
女

昭
和
六
年
三
月
十
七
日
　
　
男

昭
和
七
年
四
月
一
日
　
　
　
女

昭
和
八
年
五
月
十
六
日
　
　
男

（
第
二
幅
　
裏
書
）

寄
附
人
　
東
礪
波
郡
利
賀
村
字
長
崎

 

自
岡
部
次
郎
八
六
代
目
岡
部
平
千

釋
　
信
　
順

釋
尼
貞
良

　
　
　
金
澤
市
上
近
江
町

寄
附 

　
　
丸
井
源
太
郎
　

先
祖
代
々

　
　
　
　
　
　
　
井
波
町
山
見

　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
本
　
　
威

釋
　
明
　
證

釋
尼
芳
香

大
正
八
年
七
月
五
日

昭
和
五
十
一
年
十
二
月
十
九
日

　
　
　
　
　
　
昭
和
五
十
七
年
六
月
改
装

昭
和
三
十
五
年
十
一
月
十
一
日

昭
和
五
十
七
年
五
月
二
十
日

（
第
三
幅
　
裏
書
）

井
波
町
山
見

寄
附
　
　
　
　
　
山
本
か
す

　
　
　
　
釋
尼
妙
好

　
　
　
　
釋
　
好
願

　
　
　
　
釋
　
教
念

　
　
　
　
釋
　
道
味

　
　
　
　
釋
尼
妙
好

　
　
　
　
釋
尼
證
専

　
　
　
　
釋
尼
知
法

　
　
　
　
釋
尼
知
了

　
　
　
　
釋
尼
妙
智

　
　
　
　
釋
　
堅
住

　
　
　
　
釋
尼
妙
徳

無
極
院
　
釋
　
良
善

　
　
　
　
釋
　
大
悟

　
　
　
　
釋
尼
妙
哲

　
　
　
　
釋
　
乗
願

　
　
　
　
釋
尼
壽
豊

　
　
　
　
釋
　
恵
證

昭
和
五
十
七
年
六
月
改
装

　
　
砺
波
市
柳
瀬

　
　
　
　
関
口
啓
三

東
京
都
世
田
谷
区
野
毛

　
　
　
　
塚
田
俊
久

遊
行
院
　
釋
　
清
閑

願
行
院
　
釋
尼
法
善
　
啓
三
妻

 

光
乗
院
　
釋
　
超
念

国
明
院
　
釋
尼
妙
秀

能
信
院
　
釋
尼
静
覚

真
徳
院
　
釋
　
俊
治

明
治
十
七
年
二
月
二
十
八
日

明
治
廿
五
年
一
月
六
日

明
治
廿
六
年
九
月
十
四
日

明
治
三
十
年
九
月
廿
八
日

明
治
三
十
九
年
九
月
廿
八
日

明
治
四
十
一
年
一
月
廿
一
日

明
治
四
十
三
年
九
月
十
六
日

大
正
八
年
六
月
十
四
日

大
正
八
年
十
月
十
五
日

大
正
十
三
年
九
月
九
日

昭
和
二
十
八
年
一
月
三
十
日

昭
和
六
年
十
二
月
十
四
日

明
治
十
四
年
十
月
七
日

明
治
四
十
二
年
三
月
廿
五
日

大
正
十
四
年
九
月
九
日

昭
和
四
年
十
一
月
九
日

昭
和
六
年
九
月
六
日

昭
和
五
十
六
年
十
一
月
二
十
九
日

昭
和
四
年
九
月
四
日

昭
和
四
十
年
四
月
一
日

昭
和
五
十
四
年
十
一
月
十
五
日

昭
和
五
十
五
年
六
月
二
十
五
日

（
第
四
幅
　
裏
書
）

昭
和
六
年
七
月

　
　
　
　
　
東
砺
波
郡
柳
瀬
村

寄
附
人
　
　
　
無
極
院
釋
良
善
　
関
口
太
三
郎

　
　
　
　
　
　
同
村
　
釋
乗
願
　
塚
田
久
太
郎

　
㈡
　
裏
書
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釋
尼
誠
賢

釋
　
速
入

釋
尼
妙
遵

釋
　
浄
圓

釋
尼
妙
得

釋
　
智
聞

釋
　
自
慶

釋
尼
清
恵

釋
尼
妙
満

釋
尼
妙
純

釋
　
良
善

　
　
　
　
釋
　
皆
導

　
　
　
　
釋
　
信
界

信
力
院
　
釋
尼
慧
聲

大
行
院
　
釋
　
良
善

明
治
三
十
五
年
十
一
月
二
十
九
日

明
治
四
十
一
年
八
月
二
十
七
日

明
治
四
十
二
年
七
月
四
日

明
治
四
十
三
年
二
月
二
十
七
日

明
治
四
十
四
年
七
月
一
日

大
正
元
年
十
一
月
八
日

大
正
十
一
年
五
月
十
八
日

昭
和
十
年
二
月
二
十
日

昭
和
十
年
六
月
一
日

昭
和
十
一
年
十
二
月
二
十
六
日

昭
和
十
七
年
十
二
月
十
七
日

昭
和
二
十
年
九
月
九
日

昭
和
二
十
六
年
十
一
月
二
十
日

昭
和
三
十
年
十
月
三
日

昭
和
四
十
年
一
月
五
日

（
第
五
幅
　
裏
書
）

寄
附
人
　

　
　
東
砺
波
郡
柳
瀬
村

 
藤
井
太
八
郎

昭
和
五
十
八
年
七
月
改
装

　
　
砺
波
市
柳
瀬

　
　
　
藤
井
太
八
郎

釋
尼
妙
蓮

釋
　
修
道

釋
　
向
西

釋
尼
妙
観

釋
　
善
隨

釋
　
慈
聲

釋
　
善
祐

釋
　
敬
善

釋
　
示
雲

釋
　
観
喜

釋
　
高
彌

釋
　
影
哲

釋
尼
称
意

釋
　
為
徳

　
　
　
　
釋
　
摂
受

　
　
　
　
釋
尼
妙
聲

　
　
　
　
釋
尼
正
為

淨
念
院
　
釋
　
義
周

重
誓
院
　
釋
　
久
遠

　
　
　
　
釋
尼
貞
壽

昭
和
五
十
八
年
七
月
改
装

　
　
砺
波
市
柳
瀬

　
　
　
　
　
北
宮
外
治

　
　
　
　
釋
尼
妙
澄

明
願
院
　
釋
尼
朝
恵

明
治
三
十
二
年
十
一
月
二
十
日

大
正
六
年
十
月
二
十
九
日

昭
和
四
年
七
月
二
十
六
日

昭
和
六
年
一
月
八
日

昭
和
六
年
十
月
六
日

大
正
六
年
九
月
六
日

大
正
六
年
九
月
二
十
二
日

昭
和
三
年
五
月
十
九
日

昭
和
四
年
四
月
二
十
六
日

 

昭
和
五
年
一
月
十
七
日

昭
和
十
一
年
七
月
二
十
日

昭
和
十
一
年
七
月
二
十
二
日

昭
和
十
八
年
十
月
七
日

明
治
三
十
一
年
五
月
八
日

明
治
三
十
三
年
一
月
七
日

昭
和
五
年
九
月
十
九
日

昭
和
十
年
四
月
十
一
日

昭
和
三
十
六
年
五
月
二
日

昭
和
二
十
年
四
月
二
十
九
日

昭
和
五
十
五
年
七
月
十
日

（
第
六
幅
　
裏
書
）

寄
附
人
　

　
　
東
砺
波
郡
柳
瀬
村
柳
瀬

 

堺
井
佐
吉

　
　
　
　
釋
　
浄
信

　
　
　
　
釋
妙
光
信
女

　
　
　
　
釋
尼
教
信

　
　
　
　
釋
良
善

　
　
　
　
釋
尼
永
壽

　
　
　
　
釋 

宗 

成

　
　
　
　
釋
尼
智
恵

　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

常
信
院
　
釋
尼
茂
壽

　
　
　
　
釋
　
栄
心

明
治
二
年
二
月
十
五
日

大
正
五
年
七
月
廿
七
日

明
治
二
年
六
月
十
四
日

大
正
七
年
四
月
五
日

大
正
十
二
年
十
二
月
廿
一
日

　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

昭
和
三
十
四
年
三
月
二
十
二
日

昭
和
五
十
三
年
七
月
二
日

（
第
七
幅
　
裏
書
）

寄
附
人
　

　
　
東
礪
波
郡
太
田
村

 

西
藤
和
平

昭
和
五
十
八
年
七
月
改
装

　
　
東
砺
波
郡
福
野
町
森
清

　
　
　
中
井
久
雄

寄
附
人

　
　
東
砺
波
郡
柳
瀬
村
柳
瀬

　
　
　
　
　
北
宮
外
次
郎

昭
和
五
十
八
年
七
月
改
装

　
　
東
砺
波
郡
庄
川
町
青
島

　
　
　
　
　
小
西
久
夫

　
　
　
　
釈
　
良
知

　
　
　
　
釈
尼
妙
可

　
　
　
存
命
俗
名
　
は
つ

　
　
　
　
釈
　
順
故

　
　
　
　
釈
尼
示
法

　
　
　
　
釈
　
順
故

　
　
　
　
釈
　
良
由

　
　
　
　
釈
　
淨
順

　
　
　
　
釈
尼
慈
恵

　
　
　
　
釈
　
浄
教

　
　
　
　
釈
　
昭
恵

　
　
　
存
命
俗
名
　
政
治
郎

　
　

　
　
　
　
　
　
　

願
生
院
　
釋
清
閑

慈
光
院
　
釋
尼
貞
保

大
正
二
年
六
月
五
日

明
治
三
十
年
九
月
十
七
日

明
治
二
十
六
年
九
月
十
二
日

大
正
十
二
年
七
月
十
九
日

昭
和
六
年
八
月
十
八
日

明
治
四
十
二
年
四
月
十
一
日

大
正
六
年
六
月
十
日

（
第
八
幅
　
裏
書
）

寄
附
人
　

　
　
東
砺
波
郡
太
田
村

 

吉
田
は
つ

昭
和
五
十
八
年
五
月
改
装

　
　
東
砺
波
郡
井
波
町
沖

　
　
　
　
　
細
川
伊
三
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六
　
真
寿
寺
を
訪
れ
た
説
教
者
一
覧
（
昭
和
年
代
）

　
年　

昭
和
二

昭
和
三

　
月

二
月
中
旬

二
月
下
旬

二
月
下
旬

三
月
上
旬

三
月
上
旬

三
月
中
旬

三
月
中
旬

三
月
下
旬

四
月
上
旬

四
月
上
旬

四
月
上
旬

四
月
中
旬

四
月
中
旬

四
月
下
旬

五
月
上
旬

五
月
中
旬

五
月
下
旬

六
月
上
旬

六
月
上
旬

六
月
中
旬

六
月
下
旬

七
月
上
旬

七
月
上
旬

七
月
中
旬

七
月
下
旬

七
月
下
旬

八
月
上
旬

八
月
中
旬

八
月
下
旬

九
月
上
旬

九
月
中
旬

九
月
下
旬

九
月
下
旬

十
月
上
旬

十
月
中
旬

十
月
中
旬

十
月
下
旬

十
月
下
旬

十
一
月
上
旬

十
一
月
中
旬

十
一
月
中
旬

十
一
月
下
旬

十
一
月
下
旬

十
二
月
上
旬

十
二
月
中
旬

十
二
月
下
旬

一
月
上
旬

　
　
　
住
所

金
沢

奈
良
県
北
葛
城
郡

井
波
町

福
井
県
大
野
郡

金
沢

神
島

金
沢

氷
見

奈
良
・
北
葛
城
郡

小
矢
部
・
石
坂

金
沢

能
美

鳳
至

河
北

金
沢

愛
知
・
碧
海
郡

羽
咋

国
吉

福
井

中
田
・
滝

北
海
道
上
川
郡

金
沢

中
新
川
郡
五
百
石

岐
阜
・
海
津
郡

愛
知
・
知
多
郡

井
波
別
院

愛
知
・
幡
豆
郡

東
京

新
潟
・
南
蒲
原
郡

鳳
至

羽
咋

金
沢

能
美

能
登

能
登

金
沢

下
中

金
沢

三
重
・
桑
名
郡

河
北

福
光
町
土
生
新

三
重
・
桑
名
郡

氷
見

加
賀
・
大
聖
寺

小
矢
部
・
福
町

中
新
川
郡
弓
庄

　
説
教
者
名

東
明
信

山
岸
泉
肇

齊
藤
順
明

関
根
圓
超

齊
藤
順
明

深
谷
賢
立

藤
田
誓
成

本
林
勝
二

瀬
川
勇
教

山
岸
泉
肇

森
田
教
眞

山
崎
専
證

南
部
冏

中
堂
深
仲

松
下
是

寺
尾
賢
應

野
村
憲
成

佐
々
木
正
弘

磯
部
教
證

関
根
圓
超

和
泉
実
城

岩
城
速
成

狐
野
徳
遵

石
川
恵
成

小
串
恵
浄

松
下
研
正

園
　
大
然

和
田
洗
塵

黒
川
鳳
了

諏
訪
信
城

日
向
順
照

長
澤
隆
照

久
保
善
策

森
本
鉄
栄

川
岸
苔
巌

川
岸
允

樋
口
大
蔵

吉
江
法
眼

吉
田
廣
宜

山
田
智
孝

本
田
徳
圓

梅
原
暁
俊

山
田
智
孝

小
林
智
圓

宮
瀬
勇
精

片
岡
香
言

石
川
恵
成

昭
和
四

一
月
上
旬

一
月
中
旬

一
月
下
旬

二
月
上
旬

二
月
上
旬

二
月
中
旬

二
月
下
旬

三
月
上
旬

三
月
上
旬

三
月
中
旬

三
月
下
旬

四
月
上
旬

四
月
中
旬

四
月
下
旬

五
月
上
旬

五
月
中
旬

五
月
下
旬

六
月
上
旬

六
月
上
旬

六
月
中
旬

六
月
下
旬

七
月
上
旬

七
月
中
旬

七
月
中
旬

七
月
下
旬

八
月
上
旬

八
月
上
旬

八
月
中
旬

八
月
下
旬

九
月
上
旬

九
月
中
旬

九
月
中
旬

九
月
下
旬

十
月
上
旬

十
月
上
旬

十
月
中
旬

十
月
下
旬

十
一
月
上
旬

十
一
月
中
旬

十
一
月
中
旬

十
一
月
下
旬

十
一
月
下
旬

十
二
月
上
旬

十
二
月
上
旬

十
二
月
中
旬

十
二
月
下
旬

一
月
上
旬

一
月
中
旬

中
新
川
郡

国
吉
・
頭
川

井
波
町

奈
良
・
北
葛
城
郡

魚
津

愛
知

鳳
至

金
沢

名
古
屋

金
沢

国
吉

河
北

羽
咋

砺
波
・
鹿
島

河
北

金
沢

氷
見

能
美

河
北

福
井
・
大
野
郡

羽
咋

庄
川
町
三
谷

中
田
・
滝

能
美

愛
知
・
幡
豆
郡

井
波
別
院

福
岡
町
小
野

愛
知
・
知
多
郡

井
波
町

鳳
至

東
京

能
美

氷
見

金
沢

金
沢

鳳
至

金
沢

河
北

三
重
・
桑
名
郡

津
幡

北
海
道
・
上
川
郡

東
京

下
中

庄
川
町
天
正

蓮
花
寺

小
矢
部
・
福
町

井
波
町

国
吉
・
頭
川

湯
上
寶
憧

上
瀧
順
憲

土
屋
教
順

山
岸
泉
肇

清
原
貫
恵

中
根
専
敬

中
堂
深
仲

大
瀧
咸

黒
田
廣
恵

樋
口
大
蔵

磯
部
教
證

寺
西
正
道

東
　
正

土
屋
豊
成

松
下
是

寺
尾
賢
應

松
金
持
法

藤
原
松
陰

菅
谷
教
専

関
根
圓
超

佐
々
木
正
弘

松
本
得
政

和
泉
実
城

佐
竹
円
誓

鳥
山
寛
道

園
　
大
然

小
野
世
雄

松
下
研
正

森
井
勇
憲

日
向
順
照

黒
川
鳳
了

森
本
鉄
栄

小
林
智
圓

本
林
勝
二

干
場
教
昭

中
堂
深
仲

久
保
善
策

本
田
徳
圓

山
田
智
孝

武
田
経
丸

岩
城
速
成

岩
木
速
成

吉
江
法
眼

寶
田
覚
導

畠
山
勇
精

片
岡
香
言

土
屋
教
順

上
瀧
順
憲

一
月
下
旬

二
月
上
旬

二
月
中
旬

二
月
中
旬

二
月
下
旬

二
月
下
旬

二
月
下
旬

三
月
上
旬

三
月
上
旬

三
月
上
旬

三
月
中
旬

三
月
中
旬

三
月
下
旬

四
月
上
旬

四
月
中
旬

四
月
下
旬

四
月
下
旬

五
月
上
旬

五
月
中
旬

五
月
下
旬

六
月
上
旬

六
月
上
旬

六
月
中
旬

六
月
中
旬

六
月
下
旬

七
月
上
旬

七
月
上
旬

七
月
上
旬

七
月
中
旬

七
月
下
旬

七
月
下
旬

七
月
下
旬

八
月
上
旬

八
月
上
旬

八
月
中
旬

八
月
下
旬

八
月
下
旬

九
月
上
旬

九
月
上
旬

九
月
中
旬

九
月
中
旬

九
月
中
旬

九
月
下
旬

十
月
上
旬

十
月
中
旬

十
月
中
旬

十
月
下
旬

十
月
下
旬

十
一
月
上
旬

十
一
月
中
旬

氷
見

能
登
鹿
島
郡

国
吉

津
幡

愛
知
・
東
加
茂
郡

金
沢

岐
阜
・
安
八
郡

富
山
市

河
北

魚
津

能
美

金
沢

津
幡

上
新
川
郡

朝
日
町
泊

砺
波
・
鹿
島

福
野
・
高
堀

氷
見

金
沢

井
波
別
院

河
北

能
美

福
井
・
大
野
郡

羽
咋

河
北

愛
知
・
中
嶋
郡

滋
賀
・
伊
香
郡

滋
賀
・
伊
香
郡

岐
阜
・
郡
上
郡

羽
咋

新
潟
・
西
蒲
原
郡

小
矢
部
・
福
町

愛
知
・
幡
豆
郡

砺
波
・
鹿
島

庄
川
町
三
谷

滋
賀
・
高
島
郡

小
矢
部
・
福
町

能
美

能
美

中
新
川
郡
弓
庄

愛
知
・
幡
豆
郡

砺
波
・
秋
元

福
岡
町
・
小
野

小
矢
部
・
名
畑

氷
見

福
野
町
野
尻

能
登

河
北

高
岡
・
野
村

鳳
至

廣
橋
東
洋

大
地
原
文
了

磯
部
教
證

荒
川
徳
證

中
根
専
敬

臼
井
賢
雄

福
江
誓
成

舘
慈
巌

松
下
是

藤
田
秀
英

南
部
冏

荻
正
傳

吉
藤
孝
順

月
見
洪
受

伊
東
順
二

土
屋
豊
成

野
村
文
雄

松
金
持
法

寺
尾
賢
應

園
　
大
然

菅
谷
教
専

森
本
鉄
栄

関
根
圓
超

石
畠
観
宗

高
山
誓
成

佐
々
木
諦
蓮

笠
原
康
雄

高
橋
龍
音

加
藤
有
教

東
　
正

藤
田
鑓
壽

片
岡
香
言

三
浦
教
観

土
屋
豊
成

松
本
得
政

高
木
元
秀

片
岡
香
言

佐
竹
円
誓

一
楽
信
成

石
川
恵
成

鳥
山
寛
道

秋
知
賢
城

小
野
世
雄

福
江
誓
成

小
林
智
圓

小
西
照
榮

中
堂
深
仲

寺
西
正
道

畠
山
勇
精

日
向
順
照

昭
和
五

十
一
月
下
旬

十
二
月
上
旬

十
二
月
中
旬

十
二
月
下
旬

一
月
上
旬

一
月
中
旬

一
月
中
旬

一
月
下
旬

二
月
上
旬

二
月
中
旬

二
月
下
旬

二
月
下
旬

二
月
下
旬

三
月
上
旬

三
月
上
旬

三
月
中
旬

三
月
中
旬

三
月
下
旬

三
月
下
旬

四
月
上
旬

四
月
上
旬

四
月
中
旬

四
月
下
旬

五
月
上
旬

五
月
中
旬

五
月
中
旬

五
月
下
旬

五
月
下
旬

六
月
上
旬

六
月
上
旬

六
月
中
旬

六
月
下
旬

七
月
上
旬

七
月
中
旬

七
月
下
旬

七
月
下
旬

七
月
下
旬

八
月
上
旬

八
月
上
旬

八
月
中
旬

八
月
下
旬

八
月
下
旬

九
月
上
旬

九
月
中
旬

九
月
下
旬

十
月
上
旬

十
月
中
旬

十
月
中
旬

十
月
下
旬

十
一
月
上
旬

能
美

羽
咋

金
沢

大
阪
市

井
波
町

氷
見

加
賀

福
井
・
丹
生
郡

羽
咋

魚
津

氷
見

国
吉
・
頭
川

福
光
町
松
木

庄
川
町
天
正

愛
知
・
知
多
郡

滋
賀
・
伊
香
郡

滋
賀
・
伊
香
郡

愛
知
・
知
多
郡

砺
波
・
秋
元

金
沢

能
登
・
鹿
島
郡

上
新
川
郡

砺
波
・
鹿
島

氷
見

金
沢

鳳
至

河
北

小
矢
部
・
名
畑

津
幡

河
北

井
波
別
院

金
沢

庄
川
町
三
谷

能
美

河
北

福
岡
町

滋
賀
・
栗
田
郡

能
美

福
岡
町
小
野

能
美

朝
日
町
泊

福
岡
町
土
屋

愛
知
・
碧
海
郡

金
沢

羽
咋

名
古
屋

滋
賀
・
伊
香
郡

滋
賀
・
栗
田
郡

河
北

大
阪
市

森
本
鉄
栄

佐
々
木
正
弘

本
林
勝
二

小
西
栄
誠

土
屋
教
順

廣
橋
東
洋

蓬
茨
口
正

藤
田
秀
英

東
　
正

三
村
常
念

廣
橋
東
洋

上
瀧
順
憲

土
居
憲
雄

寶
田
覚
導

松
下
研
正

笠
原
康
雄

古
松
了

松
下
研
正

秋
知
賢
城

荻
正
傳

大
河
地
文
了

月
見
洪
受

土
屋
豊
成

松
金
持
法

寺
尾
賢
應

泉
口
竟
了

菅
谷
教
専

福
江
誓
成

荒
川
徳
證

菅
谷
教
専

園
大
然

樋
口
大
蔵

松
本
得
政

一
楽
信
成

松
下
是

横
荻
慶
予

武
村
治

森
本
鉄
栄

小
野
世
雄

森
本
鉄
栄

伊
東
順
二

横
荻
慶
予

野
村
憲
成

干
場
教
昭

佐
々
木
正
弘

井
上
祐
邦

高
橋
龍
音

小
山
進

高
山
誓
成

小
西
栄
誠
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昭
和
六

十
一
月
中
旬

十
一
月
中
旬

十
一
月
下
旬

十
二
月
上
旬

十
二
月
中
旬

十
二
月
下
旬

一
月
上
旬

一
月
中
旬

一
月
中
旬

一
月
下
旬

一
月
下
旬

二
月
上
旬

二
月
上
旬

二
月
中
旬

二
月
下
旬

二
月
下
旬

三
月
上
旬

三
月
中
旬

三
月
下
旬

三
月
下
旬

四
月
上
旬

四
月
上
旬

四
月
中
旬

四
月
下
旬

五
月
上
旬

五
月
中
旬

五
月
下
旬

五
月
下
旬

六
月
上
旬

六
月
中
旬

六
月
中
旬

六
月
下
旬

七
月
上
旬

七
月
上
旬

七
月
中
旬

七
月
下
旬

七
月
下
旬

七
月
下
旬

七
月
下
旬

八
月
上
旬

八
月
上
旬

八
月
上
旬

八
月
中
旬

八
月
中
旬

八
月
中
旬

八
月
下
旬

八
月
下
旬

八
月
下
旬

八
月
下
旬

九
月
上
旬

鳳
至

滋
賀
・
犬
上
郡

北
海
道

金
沢

津
幡

氷
見

井
波
町

国
吉
・
頭
川

福
岡
町
土
屋

福
井
・
丹
生
郡

氷
見

福
光
町
松
木

魚
津

魚
津

朝
日
町
泊

朝
日
町
泊

河
北

上
新
川
郡

羽
咋

高
岡
・
守
山

鳳
至

小
矢
部
・
名
畑

滋
賀
・
伊
香
郡

砺
波
・
鹿
島

氷
見

井
波
別
院

名
古
屋

小
矢
部
・
石
坂

河
北

愛
知
・
知
多
郡

名
古
屋

岐
阜
・
大
野
郡

愛
知
・
知
多
郡

小
矢
部
・
水
島

鳳
至

東
京

愛
知
・
知
多
郡

下
新
川

滋
賀
・
栗
田
郡

東
京

愛
知
・
幡
豆
郡

東
京

能
美

婦
負

婦
負

下
新
川

滋
賀
・
栗
田
郡

福
岡
町
土
屋

福
岡
町
一
歩
二
歩

金
沢

日
向
順
照

藤
谷
義
泉

春
国
敢

本
林
勝
二

武
田
経
丸

廣
橋
東
洋

土
屋
教
順

上
瀧
順
憲

横
荻
慶
予

藤
田
秀
英

三
矢
恵
覚

土
居
憲
雄

三
村
常
念

三
村
常
念

伊
東
順
二

藤
條
正
嵓

松
下
是

月
見
洪
受

東
正

守
城
照
雄

泉
口
竟
了

福
江
誓
成

笠
原
康
雄

土
屋
豊
成

松
金
持
法

園
大
然

星
川
芳
雄

森
田
教
信

菅
谷
教
専

松
下
研
正

黒
田
廣
恵

三
本
善
正

松
下
研
正

船
見
智
秀

泉
口
竟
了

中
根
専
敬

松
下
研
正

高
桜
薫

武
村
治

黒
川
鳳
了

和
田
洗
塵

神
保
慶
善

森
本
鉄
栄

内
村
文
龍

田
島
満
英

高
桜
薫

武
村
治

横
荻
慶
予

鞍
馬
亮
恵

樋
口
大
蔵

昭
和
七

九
月
中
旬

九
月
下
旬

十
月
上
旬

十
月
上
旬

十
月
中
旬

十
月
下
旬

十
月
下
旬

十
一
月
上
旬

十
一
月
上
旬

十
一
月
中
旬

十
一
月
中
旬

十
一
月
下
旬

十
二
月
上
旬

十
二
月
上
旬

十
二
月
中
旬

十
二
月
下
旬

一
月
上
旬

一
月
中
旬

一
月
中
旬

一
月
下
旬

二
月
上
旬

二
月
中
旬

二
月
下
旬

二
月
下
旬

三
月
上
旬

三
月
中
旬

三
月
下
旬

三
月
下
旬

三
月
下
旬

四
月
上
旬

四
月
中
旬

四
月
下
旬

五
月
上
旬

五
月
中
旬

五
月
中
旬

五
月
中
旬

五
月
下
旬

五
月
下
旬

六
月
上
旬

六
月
中
旬

六
月
下
旬

六
月
下
旬

七
月
上
旬

七
月
中
旬

七
月
中
旬

七
月
中
旬

七
月
下
旬

八
月
上
旬

八
月
中
旬

八
月
中
旬

津
幡

庄
川
町
三
谷

鳳
至

河
北

福
岡
町
小
野

滋
賀
・
犬
上
郡

小
矢
部
・
石
坂

河
北

総
会
所

石
川
・
江
沼
郡

石
川
・
江
沼
郡

福
井
市

鳳
至

小
矢
部
・
石
坂

羽
咋

名
古
屋

井
波
町

氷
見

国
吉
・
頭
川

津
幡

福
光
町
松
木

魚
津

魚
津

河
北

氷
見

上
新
川
郡

福
岡
町
小
野

高
岡
・
守
山

金
沢

氷
見

朝
日
町
泊

砺
波
・
鹿
島

小
矢
部
・
名
畑

氷
見

小
矢
部
・
名
畑

井
波
別
院

岐
阜
・
大
野
郡

庄
川
町
三
谷

河
北

婦
負
・
四
方

能
美

福
岡
町
小
野

金
沢

福
岡
町
小
野

東
京

七
尾

福
井

朝
日
町
泊

羽
咋

金
沢

樋
口
得
圓

松
本
得
政

日
向
順
照

持
田
徳
明

小
野
世
雄

藤
谷
義
泉

森
田
教
信

持
田
徳
明

喜
多
山
稱
善

澤
出
龍
拳

寺
崎
松
丸

今
井
勲

中
堂
深
仲

森
田
教
信

佐
々
木
正
弘

井
上
祐
邦

土
屋
教
順

荒
木
速
悟

上
瀧
順
憲

武
田
経
丸

土
居
憲
雄

三
村
常
念

三
村
常
念

松
下
是

松
金
持
法

月
見
洪
受

小
野
世
雄

守
城
照
雄

田
中
見
正

三
矢
恵
覚

伊
東
率

土
屋
豊
成

福
江
誓
成

三
矢
恵
覚

福
江
誓
成

園
大
然

三
本
善
正

松
本
得
政

菅
谷
教
専

神
保
慶
善

森
本
鉄
栄

小
野
世
雄

干
場
教
昭

小
野
世
雄

黒
川
鳳
了

龍
樹
法

今
井
勲

藤
條
正
嵓

国
門
量
記

大
瀧
咸

昭
和
八

八
月
下
旬

九
月
上
旬

九
月
中
旬

九
月
下
旬

十
月
上
旬

十
月
中
旬

十
月
下
旬

十
一
月
上
旬

十
一
月
中
旬

十
一
月
下
旬

十
二
月
上
旬

十
二
月
上
旬

十
二
月
中
旬

十
二
月
下
旬

一
月
上
旬

一
月
中
旬

一
月
下
旬

二
月
上
旬

二
月
中
旬

二
月
下
旬

二
月
下
旬

二
月
下
旬

三
月
上
旬

三
月
上
旬

三
月
中
旬

三
月
下
旬

四
月
上
旬

四
月
上
旬

四
月
中
旬

四
月
下
旬

四
月
下
旬

四
月
下
旬

五
月
上
旬

五
月
上
旬

五
月
中
旬

五
月
下
旬

六
月
上
旬

六
月
上
旬

六
月
上
旬

六
月
中
旬

六
月
下
旬

七
月
上
旬

七
月
中
旬

七
月
下
旬

七
月
下
旬

八
月
上
旬

八
月
上
旬

八
月
中
旬

八
月
下
旬

九
月
上
旬

下
新
川

下
新
川

鳳
至

羽
咋

石
川
郡

鳳
至

小
矢
部
・
石
坂

三
重
・
員
弁
郡

岐
阜
・
大
野
郡

津
幡

金
沢

金
沢

河
北

石
川
・
江
沼
郡

井
波
町

国
吉
・
頭
川

津
幡

高
岡

城
端
・
上
見

北
海
道

羽
咋

氷
見

井
波

東
京

上
新
川
郡

氷
見

井
波
別
院

魚
津

羽
咋

砺
波
・
鹿
島

高
岡

城
端
・
北
野

朝
日
町
泊

羽
咋

金
沢

能
美

氷
見

岐
阜
・
大
野
郡

井
波
町

高
岡
・
守
山

小
矢
部
・
名
畑

高
岡

下
新
川

金
沢

金
沢

井
波
別
院

大
阪
市

庄
川
町
三
谷

能
美

高
岡

高
桜
薫

長
崎
慶
澄

泉
口
竟
了

佐
々
木
正
弘

小
野
宣
明

稲
垣
徳
秀

森
田
教
信

伊
藤
浄
鏡

三
本
善
正

樋
口
徳
円

本
林
勝
二

北
口
照
憲

持
田
徳
明

寺
崎
松
丸

土
屋
教
順

上
瀧
順
憲

武
田
経
丸

西
村
寿
覚

木
村
教
念

田
中
見
正

佐
々
木
正
弘

松
金
持
法

齊
藤
順
明

神
保
慶
善

月
見
洪
受

三
矢
恵
覚

園
大
然

藤
田
観
秀

国
門
量
記

土
屋
豊
成

金
村
憲
三

朝
日
龍
雲

藤
條
正
嵓

長
澤
隆
照

寺
尾
賢
應

森
本
鉄
栄

松
金
持
法

三
本
善
正

上
田
憲
融

守
城
照
雄

福
江
誓
成

武
田
宣
聞

長
崎
教
済

辰
澤
昇
道

大
瀧
咸

園
大
然

稲
葉

松
本
得
政

南
部
冏

香
城
智
山

昭
和
九

九
月
中
旬

九
月
下
旬

九
月
下
旬

九
月
下
旬

十
月
上
旬

十
月
中
旬

十
月
下
旬

十
一
月
上
旬

十
一
月
中
旬

十
一
月
下
旬

十
二
月
上
旬

十
二
月
中
旬

十
二
月
下
旬

十
二
月
下
旬

十
二
月
下
旬

一
月
上
旬

一
月
中
旬

一
月
下
旬

二
月
上
旬

二
月
中
旬

二
月
中
旬

二
月
下
旬

二
月
下
旬

三
月
上
旬

三
月
上
旬

三
月
中
旬

三
月
中
旬

三
月
下
旬

三
月
下
旬

四
月
上
旬

四
月
中
旬

四
月
下
旬

五
月
上
旬

五
月
上
旬

五
月
中
旬

五
月
下
旬

六
月
上
旬

六
月
中
旬

六
月
中
旬

六
月
下
旬

六
月
下
旬

七
月
上
旬

七
月
中
旬

七
月
下
旬

八
月
上
旬

八
月
中
旬

八
月
下
旬

九
月
上
旬

九
月
上
旬

九
月
上
旬

福
岡
町
小
野

岐
阜
・
大
野
郡

福
岡
町
小
野

砺
波
・
鹿
島

金
沢

小
矢
部
・
石
坂

津
幡

金
沢

石
川
郡

鳳
至

魚
津

庄
川
町
金
屋

城
端
・
北
野

小
矢
部
・
平
桜

金
沢

井
波

国
吉
・
頭
川

津
幡

津
幡

高
岡

氷
見

城
端
・
上
見

高
岡
・
守
山

高
岡

加
賀

高
岡

高
岡

上
新
川
郡

氷
見

砺
波
・
鹿
島

魚
津

井
波
別
院

金
沢

氷
見

四
方
町

岐
阜
・
大
野
郡

羽
咋

高
岡

福
岡
町
小
野

小
矢
部
・
平
桜

魚
津

朝
日
町
泊

能
美

鳳
至

小
矢
部
・
名
畑

津
幡

城
端
・
北
野

野
々
市

小
野
世
雄

三
本
善
正

小
野
世
雄

土
屋
豊
成

干
場
教
昭

森
田
賢
了

樋
口
徳
圓

北
口
照
憲

小
野
宣
義

稲
垣
徳
秀

野
上
　
南

青
木
唯
信

朝
日
龍
雲

松
島
玄
成

持
田
徳
明

土
屋
教
順

上
瀧
順
憲

武
田
経
丸

加
藤
明
圓

西
村
寿
覚

廣
橋
東
洋

木
村
教
念

守
城
照
雄

金
村
憲
三

長
村
大
圓

寺
崎
松
丸

関
智
壽

金
村
憲
三

長
村
大
圓

月
見
洪
受

三
矢
恵
覚

土
屋
豊
成

藤
田
観
秀

園
大
然

寺
尾
賢
應

松
金
持
法

神
保
慶
善

三
本
善
正

芳
岡
勇
玄

西
村
寿
覚

小
野
世
雄

松
島
玄
成

藤
田
観
秀

藤
條
正
嵓

森
本
鉄
栄

日
向
順
照

福
江
誓
成

武
田
経
丸

朝
日
龍
雲

香
城
智
山
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昭
和
十

九
月
上
旬

九
月
中
旬

九
月
中
旬

九
月
中
旬

九
月
下
旬

十
月
上
旬

十
月
上
旬

十
月
中
旬

十
月
中
旬

十
月
中
旬

十
月
下
旬

十
一
月
上
旬

十
一
月
中
旬

十
一
月
下
旬

十
二
月
上
旬

十
二
月
上
旬

十
二
月
中
旬

十
二
月
下
旬

一
月
中
旬

一
月
下
旬

二
月
上
旬

二
月
中
旬

二
月
下
旬

三
月
上
旬

三
月
中
旬

三
月
中
旬

三
月
下
旬

四
月
上
旬

四
月
中
旬

四
月
下
旬

五
月
上
旬

五
月
中
旬

五
月
下
旬

六
月
上
旬

六
月
中
旬

六
月
下
旬

七
月
上
旬

七
月
上
旬

七
月
上
旬

七
月
中
旬

七
月
下
旬

八
月
上
旬

八
月
中
旬

八
月
下
旬

八
月
下
旬

九
月
上
旬

九
月
中
旬

九
月
中
旬

九
月
中
旬

九
月
下
旬

富
山
市

魚
津

小
矢
部
・
下
中

砺
波

庄
川
町
三
谷

小
矢
部
・
石
坂

城
端
・
北
野

石
川
郡

砺
波
・
鹿
島

小
矢
部
・
石
坂

金
沢

高
岡

福
野
町
高
堀

羽
咋

石
川
郡

金
沢

高
岡

国
吉
・
頭
川

津
幡

庄
川
町
金
屋

朝
日
町
泊

高
岡
・
守
山

津
幡

砺
波

魚
津

上
新
川
郡

津
幡

砺
波
・
鹿
島

金
沢

金
沢

鳳
至

能
美

津
幡

氷
見

能
美

大
阪

福
岡
町
小
野

庄
川
町
天
正

愛
知
・
海
部
郡

福
野
町
高
堀

能
美

富
山
市

野
々
市

福
岡
町
小
野

能
美

城
端
・
北
野

庄
川
町
三
谷

小
野
房
堅
正

三
村
常
念

光
琳
寺
（
吉
江
法
眼
）

密
山
理
圓

松
本
得
政

森
田
賢
了

朝
日
龍
雲

持
田
徳
明

土
屋
豊
成

森
田
賢
了

干
場
教
昭

西
村
制
以

玉
木
晴
信

野
村
文
應

国
門
量
記

持
田
徳
明

長
谷
大
玄

武
田
宣
聞

上
瀧
順
憲

武
田
経
丸

青
木
唯
信

藤
條
正
嵓

守
城
照
雄

土
屋
徳
静

樋
口
得
圓

密
山
理
圓

野
上
　
南

月
見
洪
受

荒
川
徳
證

土
屋
豊
成

小
野
宣
明

寺
尾
賢
應

稲
垣
徳
秀

森
本
鉄
栄

加
藤
明
圓

松
金
持
法

森
本
鉄
栄

稲
葉
了
證

疋
田
慧
深

小
野
世
雄

寶
田
覚
導

山
田
俊
守

野
村
文
應

南
部
冏

小
野
房
堅
正

香
城
智
山

小
野
世
雄

森
本
鉄
栄

朝
日
龍
雲

松
本
得
政

昭
和
十
一

昭
和
十
八

十
月
上
旬

十
月
中
旬

十
月
下
旬

十
一
月
上
旬

十
一
月
中
旬

十
二
月
上
旬

十
二
月
中
旬

十
二
月
下
旬

一
月
上
旬

二
月
中
旬

三
月
上
旬

三
月
中
旬

四
月
上
旬

五
月
上
旬

六
月
下
旬

一
月
上
旬

一
月
中
旬

一
月
下
旬

一
月
下
旬

二
月
上
旬

二
月
中
旬

二
月
下
旬

三
月
上
旬

三
月
中
旬

三
月
下
旬

四
月
上
旬

四
月
中
旬

四
月
下
旬

五
月
上
旬

五
月
中
旬

五
月
中
旬

五
月
下
旬

六
月
上
旬

六
月
上
旬

六
月
中
旬

六
月
下
旬

七
月
上
旬

七
月
上
旬

七
月
中
旬

七
月
下
旬

八
月
上
旬

八
月
中
旬

八
月
下
旬

八
月
下
旬

九
月
上
旬

九
月
上
旬

九
月
中
旬

九
月
下
旬

九
月
下
旬

十
月
上
旬

金
沢

小
矢
部
・
名
畑

城
端

小
矢
部
・
宮
島

滋
賀
・
長
浜
市

滋
賀
・
東
浅
井
郡

小
矢
部
・
平
桜

氷
見

津
幡

朝
日
町
泊

金
沢

高
岡

小
矢
部
・
石
坂

羽
咋

福
岡
町
小
野

津
幡

金
沢

福
光
町
綱
掛

福
井
市

輪
島

鳳
至

砺
波
・
鹿
島

井
波
別
院

石
川
郡

金
沢

金
沢

河
北

金
沢

金
沢

朝
日
町
泊

朝
日
町
泊

滋
賀
・
長
浜
市

福
光
町
土
生
新

福
光
町
能
美

富
山
市

小
杉
・
西
高
木

金
沢

河
北

朝
日
町
泊

河
北

小
矢
部

福
光
町
松
木

北
口
照
憲

福
江
誓
成

木
村
教
念

山
田
純
圓

脇
坂
賢
教

園
諦
然

松
島
玄
成

廣
橋
東
洋

加
藤
明
圓

藤
條
正
嵓

斉
藤
正
信

武
田
宣
聞

森
田
賢
了

芳
岡
勇
玄

小
野
世
雄

加
藤
明
圓

若
山
蓮
成

橋
瑞
順

能
浦
真
隆

千
羽
秀
学

綱
村
静
信

山
本
龍
音

深
谷
良
矣

川
岸
後
稠

船
田
鉄
城

徳
本
方
周

棚
瀬
信
順

土
屋
豊
成

園
大
然

寺
尾
賢
昭

安
江
健
堂

橋
瑞
順

長
谷
大
玄

太
田
順
道

小
野
宣
明

臼
井
賢
雄

伊
東
率

藤
條
正
嵓

脇
坂
賢
教

梅
原
暁
俊

石
川
宗
應

竹
澤
秀
賢

葉
室
文
海

橋
瑞
順

龍
口
隆
照

伊
東
率

朝
日
龍
雲

松
島
玄
成

近
藤
欣
一

土
居
憲
雄

昭
和
十
九

十
月
中
旬

十
月
下
旬

十
一
月
上
旬

十
一
月
上
旬

十
一
月
中
旬

十
一
月
中
旬

十
一
月
下
旬

十
二
月
上
旬

十
二
月
中
旬

十
二
月
下
旬

一
月
上
旬

一
月
中
旬

一
月
中
旬

一
月
下
旬

二
月
上
旬

二
月
中
旬

二
月
下
旬

三
月
上
旬

三
月
中
旬

三
月
下
旬

三
月
下
旬

四
月
上
旬

四
月
中
旬

四
月
下
旬

五
月
上
旬

五
月
上
旬

五
月
上
旬

五
月
中
旬

五
月
中
旬

五
月
下
旬

六
月
上
旬

六
月
中
旬

六
月
下
旬

七
月
上
旬

七
月
上
旬

七
月
中
旬

七
月
下
旬

八
月
上
旬

八
月
上
旬

八
月
中
旬

八
月
下
旬

九
月
上
旬

九
月
中
旬

九
月
下
旬

十
月
上
旬

十
月
中
旬

十
月
下
旬

十
一
月
上
旬

十
一
月
中
旬

十
一
月
中
旬

庄
川
町
天
正

金
沢

福
井
市

河
北

庄
川
町
三
谷

金
沢

津
幡

津
幡

福
光
町
綱
掛

小
矢
部
・
宮
島

輪
島

福
井
市

朝
日
町
泊

小
杉
町

砺
波
・
鹿
島

福
光
町
松
木

井
波
別
院

福
光
町

輪
島

金
沢

滋
賀
・
長
浜
市

河
北

朝
日
町
泊

富
山
市

金
沢

小
矢
部

河
北

朝
日
町
泊

庄
川
町
天
正

金
沢

金
沢

庄
川
町
三
谷

福
光
町
能
美

寶
田
覚
導

干
場
教
昭

山
本
龍
音

佐
竹
玄
成

秋
田
光
圓

持
田
徳
明

松
本
得
政

木
下
信
成

小
野
宣
正

樋
口
満
丸

加
藤
明
圓

千
羽
秀
学

若
山
蓮
成

荒
川
徳
證

若
山
蓮
成

綱
村
静
信

山
田
純
圓

川
岸
後
稠

山
本
龍
音

藤
條
正
嵓

葉
室
文
海

棚
瀬
信
順

佐
野
即
誠

土
屋
豊
成

土
居
憲
雄

園
大
然

木
下
信
成

土
居
憲
雄

木
下
信
成

浅
井
真
念

梨
谷
了
栄

小
野
宣
明

脇
坂
賢
教

大
田
順
導

藤
條
正
嵓

船
田
鉄
城

清
水
教
信

樋
口
満
丸

竹
澤
秀
賢

佐
藤
山
正
行

臼
井
賢
雄

松
島
玄
成

朝
日
龍
雲

伊
東
率

白
藤
圓
明

寶
田
覚
導

橋
瑞
順

橋
瑞
順

松
本
得
政

石
川
宗
應

昭
和
二
十

昭
和
二
十
五

昭
和
二
十
六

十
一
月
下
旬

十
二
月
中
旬

十
二
月
下
旬

一
月
上
旬

一
月
中
旬

一
月
下
旬

二
月
上
旬

二
月
上
旬

三
月
上
旬

三
月
中
旬

三
月
下
旬

四
月
中
旬

四
月
下
旬

五
月
上
旬

五
月
中
旬

五
月
下
旬

六
月
上
旬

六
月
中
旬

六
月
下
旬

七
月
上
旬

七
月
中
旬

八
月
上
旬

八
月
上
旬

八
月
中
旬

八
月
下
旬

十
月
上
旬

十
月
中
旬

一
月
上
旬

二
月
上
旬

二
月
中
旬

三
月
下
旬

四
月
上
旬

四
月
下
旬

五
月
中
旬

六
月
上
旬

六
月
中
旬

七
月
上
旬

七
月
中
旬

七
月
下
旬

八
月
上
旬

八
月
中
旬

八
月
下
旬

九
月
上
旬

九
月
中
旬

九
月
下
旬

十
月
中
旬

十
一
月
下
旬

十
二
月
上
旬

一
月
上
旬

一
月
中
旬

庄
川
町
三
谷

富
山
市

河
北

津
幡

福
井
市

金
沢

鶴
来

金
沢

砺
波
・
鹿
島

金
沢

河
北

金
沢

河
北

滋
賀
・
長
浜
市

金
沢

能
美

富
山
市

名
古
屋

金
沢

庄
川
町
天
正

津
幡

金
沢

河
北

名
古
屋

砺
波
・
鹿
島

羽
咋

津
幡

朝
日
町
泊

福
井
市

国
吉

鹿
島

北
海
道
・
苫
前
郡

金
沢

北
海
道
・
苫
前
郡

庄
川
町
三
谷

福
井
市

津
幡

金
沢

松
本
得
政

竹
澤
秀
賢

持
田
徳
明

加
藤
明
圓

若
山

棚
瀬
信
順

山
本
龍
音

臼
井

千
羽
秀
学

木
田
弘
憲

船
田
鉄
城

小
野
宣
正

土
屋
豊
成

木
下
信
成

木
下
信
成

干
場
教
昭

大
田
順
導

小
野
宣
明

地
藤
昭
賢

持
田
徳
明

脇
坂
賢
教

橋
瑞
順

南
部
冏

竹
澤
秀
賢

黒
田
廣
恵

秋
田
光
圓

寶
田
覚
導

加
藤
明
圓

臼
井
賢
雄

白
藤
圓
明

朝
日
龍
雲

井
上
祐
邦

土
屋
豊
成

範
浄
文
雄

加
藤
明
圓

藤
條
正
嵓

岩
井
専
精

山
本
龍
音

磯
部

加
藤
真
明

船
田
鉄
城

廣
橋

土
屋
琢
磨
瑠

真
栗
専
證

臼
井
賢
雄

真
栗
専
證

松
本
得
政

山
本
龍
音

加
藤
明
圓

天
井
順
導
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昭
和
二
十
七

一
月
下
旬

一
月
下
旬

二
月
上
旬

中
旬

三
月
中
旬

三
月
中
旬

三
月
下
旬

四
月
下
旬

五
月
中
旬

五
月
下
旬

六
月
上
旬

六
月
上
旬

六
月
中
旬

六
月
下
旬

七
月
中
旬

七
月
下
旬

八
月
上
旬

八
月
中
旬

八
月
下
旬

九
月
上
旬

九
月
中
旬

十
一
月
下
旬

十
二
月
上
旬

十
二
月
中
旬

一
月
上
旬

一
月
下
旬

二
月
上
旬

二
月
下
旬

三
月
上
旬

三
月
中
旬

三
月
下
旬

四
月
上
旬

四
月
中
旬

四
月
下
旬

五
月
上
旬

五
月
中
旬

五
月
中
旬

五
月
下
旬

六
月
上
旬

六
月
中
旬

六
月
下
旬

七
月
上
旬

七
月
中
旬

七
月
下
旬

七
月
下
旬

八
月
上
旬

八
月
中
旬

八
月
下
旬

九
月
上
旬

九
月
中
旬

福
光
町
砂
子
谷

福
光
町
高
宮

金
沢

福
光
町
高
宮

砺
波
・
鹿
島

羽
咋

砺
波
・
秋
元

北
海
道
・
苫
前
郡

朝
日
町
泊

鳳
至

福
井
市

羽
咋

名
古
屋

国
吉

金
沢

庄
川
町
三
谷

津
幡

金
沢

金
沢

福
光
町
砂
子
谷

福
光
町
高
宮

朝
日
泊

砺
波
・
鹿
島

羽
咋

北
海
道
・
苫
前
郡

砺
波
・
秋
元

鳳
至

羽
咋

金
沢

福
岡
町
大
滝

鳳
至

鳳
至

羽
咋

鳥
越
知
慶

天
井

臼
井

宝
性
實
成

島
田
幸
照

橋
瑞
順

宝
性
實
成

土
屋
豊
成

範
浄
文
雄

卜
部
法
浄

修
田
玄
□

真
栗
専
證

藤
條
正
嵓

碓
井
賢
章

山
本
龍
音

出
見
世
法
観

井
上
祐
邦

船
田
鉄
城

廣
橋

磯
部
教
證

臼
井
賢
雄

松
本
得
政

山
本

白
藤
圓
明

加
藤
明
圓

天
井
順
導

臼
井
賢
雄

鳥
越
知
慶

舟
田

藤
井
一
光

宝
性
實
成

藤
條
正
嵓

吉
本

土
屋
豊
成

範
浄
文
雄

真
栗
専
證

卜
部
法
浄

徳
本
方
周

滝
岡
徳
什

橋
瑞
順

藤
田
良
沼

梅
原
僘

加
藤
真
明

碓
井
賢
章

白
藤
圓
明

西
多
琢
成

鳴
海
教
導

北
上
芳
秀

出
見
世
法
観

山
本

昭
和
二
十
八

昭
和
二
十
九

九
月
下
旬

十
月
下
旬

十
一
月
中
旬

十
一
月
下
旬

十
一
月
下
旬

十
二
月
上
旬

十
二
月
下
旬

一
月
上
旬

一
月
中
旬

一
月
下
旬

二
月
上
旬

二
月
下
旬

三
月
上
旬

三
月
中
旬

三
月
下
旬

四
月
上
旬

四
月
中
旬

四
月
下
旬

四
月
下
旬

五
月
上
旬

五
月
中
旬

五
月
下
旬

六
月
上
旬

六
月
中
旬

六
月
下
旬

七
月
上
旬

七
月
上
旬

七
月
中
旬

七
月
下
旬

八
月
上
旬

八
月
中
旬

八
月
下
旬

九
月
上
旬

九
月
上
旬

九
月
中
旬

九
月
下
旬

十
一
月
上
旬

十
一
月
中
旬

十
一
月
下
旬

十
二
月
上
旬

十
二
月
中
旬

一
月
上
旬

一
月
中
旬

一
月
下
旬

二
月
上
旬

二
月
中
旬

二
月
下
旬

三
月
上
旬

三
月
中
旬

三
月
中
旬

金
沢

福
光
町
土
生
新

庄
川
町
三
谷

鳳
至

羽
咋

福
井
市

福
光
町
高
宮

津
幡

金
沢

金
沢

金
沢

福
光
町
土
生
新

金
沢

朝
日
町
泊

砺
波
・
鹿
島

輪
島

鳳
至

鳳
至

福
光
町
高
宮

北
海
道
・
苫
前
郡

福
岡
町
大
滝

津
幡

羽
咋

鳳
至

羽
咋

砺
波
・
秋
元

金
沢

門
前

鳳
至

鳳
至

福
井
市

金
沢

津
幡

高
岡
・
頭
川

金
沢

金
沢

福
光
町
土
生
新

氷
見

臼
井
賢
雄

梅
原
暁
俊

松
本

碓
井
賢
章

範
浄
文
雄

山
本
龍
音

宝
性
實
成

加
藤
明
圓

天
井
順
導

橋
瑞
順

臼
井
賢
雄

梅
原
暁
俊

藤
井
一
光

佐
竹
誓

船
田
鉄
城

符
波
諦
教

鳥
越

藤
條
正
嵓

土
屋
豊
成

上
野
慶
宗

梅
原
僘

宮
川

徳
本
方
周

東
天
幸

宝
性
實
成

加
藤
真
明

真
栗
専
證

藤
田
良
沼

松
本
法
順

滝
岡
徳
什

春
岡
順
正

碓
井
賢
章

範
浄
文
雄

山
崎

卜
部
法
浄

臼
井
賢
雄

経
森
伸
昭

畠
山
秀
円

碓
井
賢
章

山
本
龍
音

鳥
越
智
章

加
藤
明
圓

上
瀧
順
憲

若
山
蓮
成

臼
井
賢
雄

橋
瑞
順

梅
原
暁
俊

佐
竹
　

斉
藤

原
平
教
穏

昭
和
三
十

昭
和
三
十
一

三
月
下
旬

四
月
上
旬

四
月
中
旬

四
月
下
旬

五
月
上
旬

五
月
中
旬

五
月
下
旬

五
月
下
旬

六
月
上
旬

六
月
中
旬

六
月
下
旬

七
月
上
旬

七
月
上
旬

七
月
中
旬

七
月
下
旬

八
月
上
旬

八
月
上
旬

八
月
中
旬

八
月
下
旬

九
月
上
旬

九
月
上
旬

九
月
下
旬

十
一
月
上
旬

十
一
月
上
旬

十
一
月
中
旬

十
一
月
下
旬

十
二
月
上
旬

十
二
月
中
旬

十
二
月
中
旬

五
月
上
旬

七
月
上
旬

七
月
中
旬

十
一
月
下
旬

七
月
上
旬

七
月
上
旬

七
月
上
旬

七
月
中
旬

七
月
下
旬

八
月
中
旬

八
月
中
旬

九
月
中
旬

九
月
下
旬

十
月
上
旬

十
月
中
旬

十
月
下
旬

十
一
月
上
旬

十
一
月
中
旬

十
一
月
中
旬

十
一
月
下
旬

十
二
月
上
旬

鳳
至

朝
日
町
泊

砺
波
・
鹿
島

羽
咋

金
沢

高
岡

鳳
至

金
沢

金
沢

金
沢

北
海
道
・
苫
前
郡

輪
島

福
岡
町
大
滝

輪
島

石
川
・
鹿
島
郡

金
沢

金
沢

鳳
至

名
古
屋

鳳
至

津
幡

福
光
町
高
宮

金
沢

金
沢

福
岡
町
大
滝

羽
咋

輪
島

輪
島

河
北

福
岡
町
大
滝

奈
良
・
宇
陀
郡

金
沢

鳳
至

野
々
市

鳳
至

金
沢

羽
咋

輪
島

鳳
至
・
門
前

大
阪
市

魚
津

鳳
至

河
北

春
岡
順
正

碓
井
賢
章

藤
條
正
嵓

土
屋
豊
成

範
浄
文
雄

香
城
教
道

卜
部
法
浄

長
尾
淳
證

天
井
順
導

符
波
諦
教

黒
川
幸
信

真
栗
専
證

上
野
慶
宗

藤
田
良
沼

川
岸
後
稠

朝
倉
義
照

中
西
智
圓

橋
瑞
順

鳥
越
智
章

池
村
龍
導

東
天
幸

梅
原
僘

横
井
円
諦

高
森

寺
島

碓
井
賢
章

山
本

松
本
法
順

宝
性
實
成

天
井
順
導

香
城
教
道

藤
田
良
沼

範
浄
文
雄

上
野
慶
宗

佐
々
木
伸
麿

長
柄
勝
円

藤
田
良
沼

山
下
正
勝

干
場
教
昭

長
尾
淳
證

香
城
学

梅
原
僘

伊
藤
澍

萬
澤
慧
真

浅
井
真
念

畠
山
秀
円

平
田
環
樹

寺
島
立
峰

碓
井
賢
章

吉
本
明
児

昭
和
三
十
二

十
二
月
上
旬

十
二
月
中
旬

十
二
月
中
旬

十
二
月
二
十
一
日

十
二
月
二
十
一
日

十
二
月
二
十
一
日

十
二
月
二
十
一
日

十
二
月
二
十
一
日

十
二
月
二
十
一
日

十
二
月
下
旬

一
月
上
旬

一
月
中
旬

一
月
下
旬

二
月
上
旬

二
月
中
旬

二
月
下
旬

三
月
上
旬

三
月
上
旬

三
月
中
旬

三
月
中
旬

三
月
下
旬

三
月
下
旬

四
月
上
旬

四
月
上
旬

四
月
中
旬

五
月
上
旬

五
月
上
旬

五
月
中
旬

五
月
中
旬

五
月
下
旬

五
月
下
旬

六
月
上
旬

六
月
上
旬

六
月
中
旬

六
月
中
旬

六
月
下
旬

六
月
下
旬

七
月
上
旬

七
月
上
旬

七
月
中
旬

七
月
下
旬

七
月
下
旬

八
月
上
旬

八
月
中
旬

八
月
下
旬

九
月
上
旬

九
月
中
旬

九
月
中
旬

九
月
下
旬

十
月
上
旬

福
井
市

河
北

金
沢

金
沢

輪
島

羽
咋

津
幡

門
前

羽
咋

輪
島

津
幡

金
沢

珠
洲

金
沢

頭
川

福
光
町
土
生
新

小
矢
部
・
石
動

魚
津

富
山
市

金
沢

野
々
市

北
海
道
・
日
高
郡

鳳
至

輪
島

朝
日
町
泊

滑
川

野
々
市

河
北

羽
咋

石
川
・
鹿
島
郡

羽
咋

津
幡

津
幡

福
光
町
砂
子
谷

福
光
町

高
岡

小
杉
町
黒
川

北
海
道
・
苫
前
郡

輪
島

福
岡
町
大
滝

奈
良
・
宇
陀
郡

能
美

石
川
・
鹿
島
郡

金
沢

河
北

羽
咋

金
沢

羽
咋

羽
咋

鳳
至
・
門
前

山
本
龍
音

美
濃
静
江

大
野
正
平

大
野
正
平

川
岸
不
退

萬
澤
慧
真

吉
本
寿
寛

経
森
伸
昭

福
谷
祐
恵

川
岸
不
退

加
藤
明
圓

永
藁
信
昭

成
田
正
麿

臼
井
賢
雄

上
瀧
順
憲

梅
原
暁
俊

山
田
純
圓

寺
島
立
峰

桃
井
励
壽

池
村
龍
導

香
城
教
心

藤
岡
賢
治

長
田
照
顕

川
岸
不
退

藤
條
正
嵓

斉
藤
琢

香
城
学

美
濃
静
江

森
金
法
安

金
剛
静
樹
　

滝
岡
徳
什

安
多
智
玄

荒
川
徳
證

鳥
越
知
慶

西
尾
常
信

卜
部
法
浄

石
黒
秀
学

真
栗
専
證

上
野
慶
宗

藤
田
良
沼

山
下
正
勝

西
山
和
順

朝
倉
静
雄

橋
瑞
順

長
柄
勝
円

萬
澤
慧
真

鳥
越
研
章

範
浄
文
雄

出
見
世
法
観

経
森
伸
昭
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昭
和
三
十
三

十
月
上
旬

十
月
中
旬

十
月
中
旬

十
月
下
旬

十
一
月
上
旬

十
一
月
中
旬

十
一
月
中
旬

十
一
月
下
旬

十
二
月
上
旬

十
二
月
下
旬

一
月
上
旬

一
月
中
旬

一
月
中
旬

一
月
下
旬

二
月
上
旬

三
月
上
旬

三
月
上
旬

三
月
下
旬

四
月
上
旬

四
月
中
旬

四
月
下
旬

五
月
上
旬

五
月
中
旬

五
月
中
旬

五
月
下
旬

五
月
下
旬

六
月
上
旬

六
月
上
旬

六
月
中
旬

六
月
中
旬

六
月
下
旬

六
月
下
旬

七
月
上
旬

七
月
上
旬

七
月
中
旬

七
月
下
旬

七
月
下
旬

八
月
上
旬

八
月
上
旬

八
月
中
旬

八
月
中
旬

八
月
下
旬

八
月
下
旬

八
月
下
旬

九
月
上
旬

九
月
中
旬

九
月
中
旬

九
月
下
旬

十
月
上
旬

十
月
中
旬

金
沢

津
幡

金
沢

氷
見

鳳
至
・
穴
水

加
賀
・
大
聖
寺

名
古
屋

鳳
至
・
穴
水

福
井
市

砺
波
・
三
合

津
幡

輪
島

福
光
町

氷
見

金
沢

河
北

奈
良
・
宇
陀
郡

福
光
町
能
美

鳳
至
・
門
前

鳳
至
・
宇
出
津

朝
日
町
泊

金
沢

鳳
至
・
穴
水

鶴
来

北
海
道
・
苫
前
郡

羽
咋

高
岡

珠
洲

小
松

大
阪
市

滋
賀
・
伊
香
郡

羽
咋

小
矢
部
・
石
動

輪
島

福
岡
町
大
滝

高
岡
・
伏
木

魚
津

高
岡
・
蓮
花
寺

津
幡

頭
川

頭
川

魚
津

金
沢

野
々
市

金
沢

金
沢

津
幡

鳳
至
・
穴
水

金
沢

羽
咋

伊
藤
澍

松
本
法
順

符
波
諦
教

平
田
環
樹

梅
原
僘

大
橋
賢
正

横
井
円
諦

碓
井
賢
章

山
本
龍
音

稲
澤
勝
憲

加
藤
明
圓

川
岸
不
退

西
尾
常
信

平
田
環
樹

臼
井
賢
雄

寺
本
明
親

山
下
正
勝

石
川
宗
應

畠
山
秀
円

長
田
照
顕

藤
條
正
嵓

天
井
順
導

碓
井
賢
章

木
田
弘
憲

真
栗
専
證

滝
岡
徳
什

卜
部
法
浄

成
田
正
麿

東
静
信

青
木
明
透

本
居
愛
邦

光
林
義
山

山
田
純
圓

上
野
慶
宗

藤
田
良
沼

高
森
顕
徹

寺
島
立
峰

畠
山
賢
心

荒
川
徳
證

上
瀧
利
正

上
瀧
順
憲

西
尾
星
明

堀
信
誠

香
城
学

伊
藤
澍

鳥
越
研
章

吉
藤
孝
順

梅
原
僘

橋
瑞
順

萬
澤
慧
真

昭
和
三
十
四

十
月
中
旬

十
月
下
旬

十
一
月
上
旬

十
一
月
上
旬

十
一
月
中
旬

十
二
月
上
旬

十
二
月
中
旬

十
二
月
中
旬

十
二
月
下
旬

一
月
上
旬

一
月
中
旬

一
月
中
旬

一
月
下
旬

一
月
下
旬

二
月
上
旬

二
月
中
旬

二
月
中
旬

二
月
下
旬

三
月
上
旬

三
月
上
旬

三
月
中
旬

三
月
下
旬

四
月
上
旬

四
月
上
旬

四
月
中
旬

四
月
下
旬

五
月
上
旬

五
月
上
旬

五
月
中
旬

五
月
中
旬

五
月
下
旬

六
月
上
旬

六
月
上
旬

六
月
中
旬

六
月
下
旬

六
月
下
旬

六
月
三
〇
日

六
月
三
〇
日

六
月
三
〇
日

六
月
三
〇
日

七
月
上
旬

七
月
中
旬

七
月
下
旬

七
月
下
旬

八
月
上
旬

八
月
上
旬

八
月
中
旬

八
月
下
旬

八
月
下
旬

九
月
上
旬

小
矢
部

門
前

津
幡

加
賀
・
大
聖
寺

羽
咋

福
井
市

津
幡

河
北

羽
咋
・
志
雄

津
幡

高
岡

金
沢

氷
見

福
井
市

金
沢

河
北

福
光
町

福
光
町
土
生
新

小
杉
町
黒
川

滋
賀

羽
咋

津
幡

新
潟
・
糸
魚
川
市

能
美

魚
津

小
矢
部
・
石
動

滑
川

福
光
町
砂
子
谷

北
海
道
・
苫
前
郡

鶴
来

福
光
町

高
岡

頭
川

石
川
郡

福
光
町
湯
谷

大
阪
市

大
阪
・
河
内
市

入
善
町

大
阪
市

富
山
市

珠
洲

小
松

鳳
至

奈
良

新
潟

金
沢

高
岡
・
蓮
花
寺

河
北

金
沢

野
々
市

真
栗
良
照

経
森
伸
昭

安
田
智
玄

大
橋
賢
正

滝
本
重
誓

山
本
龍
音

松
本
法
順

美
濃
静
江

山
本
顕
正

加
藤
明
圓

高
平
幸
真

持
田
文
雄

細
川
行
樹

山
本
龍
音

臼
井
賢
雄

長
柄
勝
円

西
尾
常
信

梅
原
暁
俊

石
黒
秀
学

本
居
愛
邦

藤
井
恵
隆

吉
藤
孝
順

石
田
香
道

西
山
和
順

寺
島
立
峰

山
田
純
圓

斉
藤
琢

鳥
越
知
慶

真
栗
専
證

木
田
弘
憲

土
居
康
正

卜
部
法
浄

上
瀧
順
憲

大
宮
顕
蜜

長
谷
川
信
成

青
木
明
透

佐
々
木
裕
証

浦
田
秀
栄

青
木
明
透

龍
川
法
真

成
田
正
麿

東
静
信

碓
井
賢
章

山
下
正
勝

石
田
香
道

橋
瑞
順

畠
山
賢
心

美
濃
静
江

島
越
研
章

香
城
教

昭
和
三
十
五

九
月
中
旬

九
月
中
旬

九
月
下
旬

十
月
上
旬

十
月
上
旬

十
月
中
旬

十
月
中
旬

十
月
下
旬

十
月
下
旬

十
一
月
上
旬

十
一
月
上
旬

十
一
月
下
旬

十
二
月
上
旬

十
二
月
上
旬

十
二
月
中
旬

十
二
月
下
旬

一
月
上
旬

一
月
中
旬

一
月
下
旬

一
月
下
旬

二
月
中
旬

三
月
上
旬

三
月
上
旬

四
月
上
旬

五
月
上
旬

五
月
上
旬

五
月
中
旬

五
月
中
旬

五
月
下
旬

五
月
下
旬

六
月
上
旬

六
月
上
旬

六
月
中
旬

六
月
中
旬

六
月
下
旬

六
月
下
旬

七
月
上
旬

七
月
上
旬

七
月
中
旬

七
月
中
旬

七
月
下
旬

七
月
下
旬

八
月
上
旬

八
月
中
旬

八
月
中
旬

八
月
下
旬

八
月
下
旬

九
月
上
旬

九
月
中
旬

九
月
下
旬

富
山
市
水
橋

小
松

鳳
至
・
穴
水

金
沢

羽
咋

鳳
至
・
門
前

鳳
至

津
幡

輪
島

羽
咋

名
古
屋

輪
島

福
光
町
能
美

福
岡
町
大
滝

滋
賀

羽
咋

津
幡

津
幡

羽
咋

福
井
市

羽
咋

小
矢
部
・
石
動

奈
良
・
宇
陀
郡

羽
咋

津
幡

羽
咋

魚
津

北
海
道
・
苫
前
郡

福
光
町
砂
子
谷

滑
川

高
岡

滋
賀
・
高
島
郡

珠
洲

輪
島

河
北

福
光
町

河
北

輪
島

鶴
来

福
岡
町
大
滝

福
光
町

滋
賀

福
光
町

熊
本

福
光
町
湯
谷

鳳
至

野
々
市

氷
見

羽
咋

鳳
至
・
穴
水

竹
澤
秀
賢

西
村
暁
勝

梅
原
僘

伊
藤
澍

森
金
法
安

畠
山
秀
円

長
田
照
顕

松
本
法
順

上
野
慶
宗

萬
澤
慧
真

横
井
円
諦

川
岸
不
退

石
川
宗
應

藤
田
良
沼

本
居
愛
邦

山
本
顕
正

加
藤
明
圓

吉
藤
孝
順

萬
澤
慧
真

山
本
龍
音

若
山
竜
俊

山
田
純
圓

山
下
正
勝

滝
本
重
誓

安
多
正
樹

範
浄
文
雄

寺
島
立
峰

真
栗
専
證

鳥
越
知
慶

斉
藤
琢

卜
部
法
浄

高
木
元
秀

成
田
正
麿

川
岸
不
退

美
濃
静
江

西
尾
常
信

長
柄
勝
円

上
野
慶
宗

木
田
弘
憲

藤
田
良
沼

土
居
康
正

本
居
愛
邦

土
居
康
正

星
子
恵
真

長
谷
川
信
成

碓
井
賢
章

香
城
学

細
川
行
樹

国
門
量
記

梅
原
僘

昭
和
三
十
六

昭
和
三
十
七

十
月
上
旬

十
月
上
旬

十
月
中
旬

十
月
下
旬

十
一
月
上
旬

十
一
月
中
旬

十
一
月
下
旬

十
二
月
上
旬

十
二
月
中
旬

一
月
上
旬

二
月
下
旬

三
月
上
旬

三
月
上
旬

三
月
中
旬

三
月
下
旬

三
月
下
旬

四
月
上
旬

四
月
中
旬

四
月
下
旬

五
月
上
旬

五
月
上
旬

五
月
中
旬

五
月
下
旬

五
月
下
旬

六
月
上
旬

六
月
二
十
六
日

六
月
二
十
六
日

六
月
二
十
六
日

六
月
二
十
六
日

六
月
下
旬

七
月
上
旬

七
月
下
旬

七
月
下
旬

八
月
上
旬

八
月
中
旬

八
月
下
旬

八
月
下
旬

九
月
上
旬

九
月
中
旬

九
月
下
旬

十
月
上
旬

十
月
中
旬

十
月
下
旬

十
二
月
下
旬

三
月
下
旬

四
月
上
旬

四
月
上
旬

四
月
中
旬

四
月
下
旬

五
月
上
旬

金
沢

富
山
市
水
橋

羽
咋

井
波
町
飛
騨
屋

北
海
道
・
上
川
郡

鳳
至

金
沢

福
光
町
能
美

井
波
別
院

福
井
市

福
光
町
土
生
新

河
北

羽
咋

魚
津

鳳
至

滋
賀

福
光
町
砂
子
谷

朝
日
町
泊

福
光
町
湯
谷

福
光
町

鳳
至
・
門
前

富
山
市

福
光
町

高
岡

入
善
町

入
善
町

大
阪
・
守
口
市

大
阪
・
河
内
市

福
野
・
田
屋

北
海
道
・
苫
前
郡

高
岡
・
中
保

福
光
町
才
川

河
北

津
幡

愛
媛
・
大
洲
市

羽
咋

羽
咋

滋
賀
・
高
島
郡

羽
咋

加
賀

富
山
市
水
橋

滋
賀
・
高
島
郡

福
岡
町
大
滝

氷
見

羽
咋

鳳
至
・
門
前

津
幡

小
矢
部
・
石
動

井
波
町
飛
騨
屋

伊
藤
澍

竹
澤
秀
賢

北
山
教
令

道
元
宏
忍

大
橋
賎
了

長
田
照
顕

天
井
順
導

石
川
宗
應

長
谷
川
俊
順

山
本
龍
音

梅
原
暁
俊

長
柄
勝
円

山
本
顕
正

寺
島
立
峰

長
田
照
顕

本
居
愛
邦

鳥
越
知
慶

藤
條
正
嵓

山
田

長
谷
川
信
成

西
尾
常
信

畠
山
覚
至

龍
川
法
真

西
尾
常
信

卜
部
法
浄

玉
池
流
灌

浦
田
秀
栄

青
木
明
透

佐
々
木
裕
証

永
生
康
信

真
栗
専
證

藤
田
大
了

西
川
義
慶

美
濃
静
江

安
多
正
樹

道
岡
善
信

国
門
量
記

萬
澤
慧
真

高
木
元
秀

福
谷
祐
恵

清
水
賢
恵

竹
澤
秀
賢

高
木
元
秀

藤
田
良
沼

平
田
環
樹

山
本
顕
正

畠
山
秀
円

松
本
法
順

山
田
純
圓

道
元
宏
忍
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昭
和
三
十
八

五
月
上
旬

五
月
中
旬

五
月
下
旬

五
月
下
旬

六
月
上
旬

六
月
上
旬

六
月
中
旬

六
月
下
旬

六
月
下
旬

六
月
下
旬

七
月
上
旬

七
月
上
旬

七
月
中
旬

七
月
中
旬

八
月
上
旬

八
月
中
旬

八
月
中
旬

八
月
下
旬

八
月
下
旬

九
月
上
旬

九
月
中
旬

九
月
下
旬

十
月
上
旬

十
月
中
旬

十
月
下
旬

十
一
月
中
旬

十
一
月
下
旬

十
二
月
上
旬

十
二
月
中
旬

十
二
月
下
旬

一
月
上
旬

一
月
上
旬

一
月
中
旬

二
月
下
旬

三
月
下
旬

四
月
上
旬

四
月
中
旬

四
月
下
旬

四
月
下
旬

五
月
上
旬

五
月
上
旬

五
月
下
旬

六
月
上
旬

六
月
上
旬

六
月
中
旬

六
月
中
旬

六
月
下
旬

六
月
下
旬

七
月
上
旬

七
月
上
旬

金
沢

砺
波
・
三
谷

鳳
至
・
門
前

福
光
町

高
岡

河
北

野
々
市

福
岡
町
大
滝

羽
咋

輪
島

加
賀
・
山
中
温
泉

輪
島

富
山
市

河
北

羽
咋

福
光
町
徳
成

滋
賀

金
沢

愛
媛
・
大
洲
市

金
沢
・
森
本

鳳
至

鳳
至
・
穴
水

金
沢

珠
洲

小
松

津
幡

高
岡

福
光
町
能
美

石
川
・
鹿
島
郡

福
岡
町
大
滝

福
光
町

滋
賀
・
伊
香
郡

羽
咋

福
光
町
土
生
新

氷
見

石
川
郡
美
川

羽
咋

小
矢
部
・
石
動

金
沢

河
北

金
沢

福
光
町

高
岡

羽
咋

金
沢

羽
咋

輪
島

福
岡
町
大
滝

小
矢
部

輪
島

天
井
順
導

稲
澤
勝
憲

畠
山
覚
至

西
尾
常
信

卜
部
法
浄

平
野
賢
章

香
城
学

藤
田
良
沼

範
浄
文
雄

川
岸
不
退

林
円
精

上
野
慶
宗

龍
川
法
真

美
濃
静
江

国
門
量
記

馬
川
頼
徳

本
居
愛
邦

西
川
独
笑

道
岡
善
信

黒
川
幸
信

長
田
照
顕

梅
原
僘

伊
藤
澍

涛
了
恵

西
村
暁
勝

荒
川
徳
證

平
田
教
了

石
川
宗
應

菅
野
憲
正

藤
田
良
沼

土
居
康
正

本
居
愛
邦

福
谷
祐
恵

梅
原
暁
俊

平
田
環
樹

西
村
暁
勝

山
本
顕
正

山
田
純
圓

伊
藤
澍

平
野
賢
章

天
井
順
導

西
尾
常
信

卜
部
法
浄

森
金
法
安

扇
原
豊
順

範
浄
文
雄

川
岸
不
退

藤
田
良
沼

真
栗
専
證

上
野
慶
宗

昭
和
三
十
九

七
月
中
旬

七
月
中
旬

七
月
下
旬

七
月
下
旬

七
月
下
旬

八
月
上
旬

八
月
中
旬

八
月
下
旬

八
月
下
旬

九
月
上
旬

九
月
中
旬

九
月
下
旬

十
月
上
旬

十
月
中
旬

十
月
中
旬

十
一
月
中
旬

十
一
月
下
旬

十
二
月
上
旬

十
二
月
中
旬

十
二
月
中
旬

十
二
月
下
旬

一
月
上
旬

一
月
中
旬

一
月
中
旬

一
月
下
旬

二
月
中
旬

二
月
下
旬

三
月
下
旬

四
月
中
旬

四
月
中
旬

四
月
下
旬

四
月
下
旬

五
月
上
旬

五
月
上
旬

五
月
中
旬

五
月
下
旬

六
月
上
旬

六
月
上
旬

六
月
中
旬

六
月
中
旬

六
月
下
旬

七
月
上
旬

七
月
上
旬

七
月
中
旬

七
月
中
旬

七
月
下
旬

七
月
下
旬

八
月
上
旬

八
月
上
旬

八
月
中
旬

北
海
道
・
網
走
郡

新
湊

砺
波
・
三
合

富
山
市

滋
賀
・
高
島
郡

金
沢

愛
媛
・
大
洲
市

羽
咋

羽
咋

福
光
町
砂
子
谷

鳳
至
・
穴
水

金
沢

珠
洲

鳳
至
・
門
前

滋
賀
・
伊
香
郡

輪
島

福
光
町
能
美

加
賀
・
山
中
温
泉

井
波
町
飛
騨
屋

福
井
・
大
野
市

福
光
町

滋
賀
・
伊
香
郡

福
光
町
土
生
新

羽
咋

高
岡
・
吉
久

福
光
町
土
生
新

福
光
町
能
美

砺
波
・
三
合

福
光
町
砂
子
谷

小
矢
部
・
石
動

羽
咋

金
沢

金
沢

滋
賀
・
伊
香
郡

金
沢

高
岡

河
北

輪
島

福
光
町

津
幡

新
湊

輪
島

羽
咋

砺
波
・
三
合

輪
島

名
古
屋

羽
咋

石
川
郡
美
川

條
田
立
恵

橋
本
勝
栄

桑
谷
観
宇

稲
澤
勝
憲

龍
川
法
真

高
木
元
秀

扇
原
豊
順

道
岡
善
信

坪
井
高
才

国
門
量
記

鳥
越
知
慶

梅
原
僘

黒
川
幸
信

涛
了
恵

畠
山
秀
円

本
居
愛
邦

川
岸
後
稠

石
川
宗
應

林
円
精

道
元
宏
忍

菅
原
教
亮

土
居
康
正

本
居
愛
邦

今
井
善
信

萬
澤
慧
真

吉
井
白
幢

梅
原
暁
俊

石
川
宗
應

稲
澤
勝
憲

鳥
越
知
慶

山
田
純
圓

滝
岡
徳
什

伊
藤
澍

松
下
享
道

本
居
愛
邦

天
井
順
導

卜
部
法
浄

平
野
賢
章

佐
々
木
伸
麿

西
尾
常
信

荒
川
徳
證

橋
本
勝
栄

上
野
慶
宗

山
本
顕
正

桑
谷
観
宇

稲
澤
勝
憲

平
田
教
了

横
井
円
諦

福
谷
祐
恵

西
村
暁
勝

昭
和
四
十

昭
和
四
十
一

八
月
下
旬

八
月
下
旬

九
月
上
旬

九
月
中
旬

十
月
上
旬

十
月
中
旬

十
二
月
上
旬

十
二
月
中
旬

一
月
上
旬

一
月
中
旬

一
月
下
旬

二
月
上
旬

二
月
中
旬

二
月
下
旬

二
月
下
旬

三
月
下
旬

六
月
下
旬

六
月
下
旬

七
月
上
旬

七
月
上
旬

七
月
中
旬

七
月
中
旬

七
月
下
旬

七
月
下
旬

七
月
下
旬

八
月
上
旬

八
月
上
旬

八
月
中
旬

八
月
下
旬

八
月
下
旬

九
月
上
旬

九
月
中
旬

九
月
中
旬

九
月
下
旬

十
月
中
旬

十
月
中
旬

十
月
下
旬

十
一
月
中
旬

十
一
月
中
旬

十
一
月
下
旬

十
一
月
下
旬

十
二
月
中
旬

十
二
月
下
旬

一
月
上
旬

一
月
中
旬

一
月
下
旬

一
月
下
旬

二
月
中
旬

二
月
上
旬

二
月
中
旬

愛
媛
・
大
洲
市

井
波
町
飛
騨
屋

氷
見

羽
咋

金
沢
・
森
本

珠
洲

羽
咋

加
賀
・
山
中
温
泉

滋
賀
・
伊
香
郡

羽
咋

福
井
市

羽
咋

井
波
町
飛
騨
屋

福
光
町
土
生
新

福
光
町
能
美

金
沢

福
岡
町
大
滝

金
沢

金
沢

愛
媛
・
松
山
市

金
沢

砺
波
・
三
合

滋
賀
・
伊
香
郡

羽
咋

津
幡

福
光
町
能
美

香
川
・
高
松
市

戸
出
・
横
越

羽
咋

鳳
至
・
門
前

輪
島

鳳
至
・
穴
水

福
井
・
大
野
市

名
古
屋

香
川
・
高
松
市

金
沢

加
賀
・
山
中
温
泉

羽
咋

金
沢

氷
見

福
岡
町
大
滝

滋
賀
╱
金
沢

砺
波
・
三
合

福
井
市

金
沢

羽
咋

金
沢

羽
咋

道
岡
善
信

道
元
宏
忍

平
田
環
樹

国
門
量
記

黒
川
幸
信

涛
了
恵

坪
井
高
才

林
円
精

本
居
愛
邦

国
門
量
記

山
本
龍
音

金
法
義
正

道
元
宏
忍

竹
田
教
観

梅
原
暁
俊

石
川
宗
應

松
下
享
道

藤
田
良
沼

藤
井
成
己

符
波
諦
教

高
橋
専
雄

美
濃
静
江

桑
谷
観
宇

稲
澤
勝
憲

本
居
愛
邦

国
門
量
記

荒
川
徳
證

石
川
宗
應

稲
葉
道
善

高
橋
泉
野

山
本
顕
正

畠
山
秀
円

平
田
教
了

梅
原
僘

菅
原
教
亮

横
井
円
諦

稲
葉
道
善

北
口
恩
憲

林
円
精

芳
野
広
照

木
村
正
樹

平
田
環
樹

藤
田
良
沼

本
居
愛
邦

稲
澤
勝
憲

山
本
龍
音

符
波
諦
教

国
門
量
記

藤
井
成
己

国
門
量
記

昭
和
四
十
二

二
月
下
旬

三
月
上
旬

三
月
下
旬

四
月
上
旬

四
月
上
旬

四
月
中
旬

四
月
下
旬

五
月
上
旬

五
月
上
旬

五
月
下
旬

六
月
上
旬

六
月
上
旬

六
月
中
旬

六
月
中
旬

六
月
下
旬

六
月
下
旬

七
月
上
旬

七
月
上
旬

七
月
中
旬

七
月
中
旬

七
月
下
旬

七
月
下
旬

八
月
上
旬

八
月
上
旬

八
月
中
旬

八
月
中
旬

八
月
下
旬

八
月
下
旬

九
月
上
旬

九
月
中
旬

九
月
中
旬

九
月
下
旬

十
月
上
旬

十
月
中
旬

十
月
中
旬

十
月
下
旬

十
一
月
中
旬

十
一
月
下
旬

十
二
月
上
旬

十
二
月
中
旬

十
二
月
下
旬

一
月
上
旬

一
月
中
旬

一
月
下
旬

二
月
上
旬

二
月
下
旬

三
月
上
旬

三
月
中
旬

三
月
下
旬

四
月
上
旬

福
光
町
土
生
新

金
沢

福
光
町
能
美

氷
見

羽
咋

金
沢

門
前

福
光
町

金
沢

津
幡

輪
島

羽
咋

愛
媛
・
松
山
市

砺
波
・
三
合

輪
島

金
沢

滋
賀
╱
金
沢

小
矢
部
・
石
動

香
川
・
高
松
市

福
井

羽
咋

福
岡
町
大
滝

鳳
至
・
穴
水

金
沢

鳳
至
・
門
前

砺
波
・
三
合

砺
波
・
三
合

金
沢

名
古
屋

加
賀
・
山
中
温
泉

高
岡

金
沢

金
沢

福
井
市

金
沢

福
光
町
土
生
新

金
沢

高
岡

加
賀
・
山
中
温
泉

小
矢
部
・
石
動

梅
原
暁
俊

橋
瑞
順

石
川
宗
應

残
井
海
□

清
水
弘
康

土
居
康
正

平
田
環
樹

松
尾
仙
寿

福
谷
祐
恵

天
井
順
導

卜
部

竹
内
静
観

廣
岡
兼
純

西
尾
常
信

松
下
享
道

荒
川
徳
證

川
岸
不
退

橋
本
勝
憲

坪
井
高
才

高
橋
専
雄

稲
澤
勝
憲

佐
々
木
伸
麿

美
濃
静
江

本
居
愛
邦

武
田
恵
明

山
田
純
圓

稲
葉
道
善

菅
原
教
亮

山
本
顕
正

藤
田
良
沼

高
橋
義
明

梅
原
僘

黒
川
幸
信

畠
山
秀
円

稲
澤
勝
憲

稲
澤
勝
憲

北
口
照
憲

高
屋
順
五

横
井
円
諦

林
円
精

高
平
幸
真

本
居

藤
井
成
己

山
本
龍
音

本
居

梅
原
暁
俊

橋
瑞
順

高
平
幸
真

林
円
精

山
田
純
圓
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昭
和
四
十
三

四
月
中
旬

四
月
下
旬

四
月
下
旬

五
月
上
旬

五
月
下
旬

五
月
下
旬

六
月
上
旬

六
月
上
旬

六
月
中
旬

六
月
中
旬

六
月
下
旬

七
月
上
旬

七
月
上
旬

七
月
中
旬

七
月
中
旬

七
月
下
旬

八
月
上
旬

八
月
上
旬

八
月
中
旬

八
月
中
旬

八
月
下
旬

八
月
下
旬

九
月
中
旬

九
月
下
旬

十
月
上
旬

十
月
上
旬

十
月
中
旬

十
月
下
旬

十
一
月
中
旬

十
一
月
中
旬

十
一
月
下
旬

十
二
月
上
旬

十
二
月
中
旬

十
二
月
下
旬

二
月
上
旬

二
月
中
旬

二
月
中
旬

二
月
下
旬

三
月
上
旬

三
月
下
旬

四
月
中
旬

五
月
上
旬

五
月
下
旬

五
月
下
旬

六
月
上
旬

六
月
上
旬

六
月
中
旬

六
月
中
旬

六
月
下
旬

六
月
下
旬

福
光
町

輪
島

氷
見

香
川
・
高
松
市

福
井
市

高
岡

井
波
町
飛
騨
屋

羽
咋

福
光
町

金
沢

門
前

愛
媛
・
松
山
市

名
古
屋

金
沢

羽
咋

羽
咋

鳳
至
・
穴
水

福
井
市

羽
咋

香
川
・
高
松
市

加
賀
・
山
中
温
泉

津
幡

福
光
町
能
美

福
岡
町
大
滝

加
賀
・
山
中
温
泉

香
川
╱
広
島

名
古
屋

福
光
町
土
生
新

小
矢
部
・
石
動

高
岡

羽
咋

福
光
町

高
岡

羽
咋

金
沢

金
沢

羽
咋

井
波
町
飛
騨
屋

土
居
康
正

平
田
教
了

松
尾
仙
寿

平
田
環
樹

稲
葉
道
善

山
本
龍
音

卜
部
法
浄

道
元
宏
忍

範
浄
真
了

西
尾
常
信

美
濃
静
江

竹
内
静
観

高
屋
順
五

経
森
伸
昭

清
水
弘
康

高
橋
専
雄

横
井
円
諦

橋
本
勝
憲

藤
井
成
己

符
越

福
谷
祐
恵

宮
永
教
壱

坪
井
高
才

梅
原
徹

山
本
龍
音

本
屋

山
本
顕
正

本
屋

稲
葉
道
善

源
証
淳

林
円
精

荒
川
徳
證

石
川
宗
應

藤
田
良
沼

林
円
精

稲
葉
道
善

横
井
円
諦

梅
原
暁
俊

竹
内
静
観

山
田
純
圓

高
平
幸
真

山
本

福
谷
祐
恵

西
尾
常
信

卜
部
法
浄

範
浄
真
了

天
井
順
導

美
濃
静
江

森
金
法
安

道
元
宏
忍

昭
和
四
十
四

昭
和
四
十
五

七
月
上
旬

七
月
上
旬

七
月
中
旬

七
月
下
旬

八
月
上
旬

八
月
上
旬

八
月
中
旬

九
月
下
旬

十
月
上
旬

十
月
中
旬

十
一
月
中
旬

十
二
月
中
旬

一
月
上
旬

一
月
下
旬

三
月
中
旬

三
月
二
十
一
日

四
月
上
旬

四
月
中
旬

（
四
月
）中
旬

四
月
下
旬

五
月
上
旬

五
月
下
旬

六
月
上
旬

六
月
上
旬

六
月
中
旬

六
月
中
旬

六
月
下
旬

七
月
上
旬

七
月
上
旬

七
月
中
旬

八
月
上
旬

八
月
上
旬

八
月
中
旬

八
月
中
旬

九
月
下
旬

十
月
上
旬

十
月
中
旬

十
一
月
中
旬

十
一
月
下
旬

十
二
月
上
旬

十
二
月
中
旬

一
月
上
旬

一
月
中
旬

二
月
上
旬

四
月
中
旬

四
月
中
旬

四
月
下
旬

四
月
下
旬

五
月
上
旬

五
月
下
旬

福
井

羽
咋

香
川
╱
広
島

能
登

羽
咋

福
岡
町
大
滝

鳳
至
・
穴
水

加
賀
・
山
中
温
泉

門
前

香
川
╱
広
島

氷
見

金
沢

加
賀

砺
波
・
苗
加

広
島

福
井

砺
波
・
三
合

金
沢

福
光
町

羽
咋

三
重

金
沢

能
登

滋
賀
・
伊
香
郡

福
岡
町
大
滝

奈
良

広
島

奈
良

鳳
至
・
穴
水

羽
咋

金
沢

広
島

名
古
屋

福
岡
町
大
滝

金
沢

福
井

砺
波
・
三
合

羽
咋

福
井
市

金
沢

橋
本
勝
憲

菅
原
教
亮

山
本
顕
正

稲
葉
道
善

広
岡

滝
本
重
誓

藤
田
良
沼

梅
原
徹

林
円
精

経
森
伸
昭

稲
葉
道
善

平
田
環
樹

本
居
愛
邦

林木
下

稲
垣

稲
葉
道
善

菅
原
教
亮

稲
澤
勝
憲

本
居

山
本

西
尾
常
信

䋆
沢
　
玟

範
浄
真
了

金
沢
順
導

藤
井

美
濃
静
江

広
岡

岩
井

林藤
田
良
沼

辻
秀
光

稲
葉
道
善

辻
秀
光

梅
原
徹

山
本
顕
正

本
居

柏
葉

林横
井
円
諦

平
田

藤
田
良
沼

本
居
愛
邦

梅
原

菅
原
教
亮

稲
澤
勝
憲

藤
井
静
樹

範
浄
真
了

山
本
龍
音

本
居
愛
邦

昭
和
四
十
六

昭
和
四
十
七

五
月
下
旬

六
月
上
旬

六
月
中
旬

六
月
中
旬

六
月
下
旬

七
月
上
旬

七
月
中
旬

七
月
中
旬

八
月
上
旬

八
月
中
旬

八
月
中
旬

九
月
下
旬

九
月
下
旬

十
月
上
旬

十
月
上
旬

十
月
中
旬

十
一
月
中
旬

十
一
月
下
旬

十
二
月
上
旬

十
二
月
中
旬

一
月
中
旬

三
月
下
旬

四
月
上
旬

四
月
上
旬

四
月
中
旬

四
月
下
旬

五
月
上
旬

五
月
下
旬

六
月
上
旬

六
月
中
旬

六
月
中
旬

六
月
下
旬

七
月
上
旬

七
月
中
旬

八
月
上
旬

八
月
中
旬

八
月
中
旬

八
月
中
旬

九
月
下
旬

十
月
上
旬

十
月
上
旬

十
一
月
下
旬

十
一
月
下
旬

十
二
月
上
旬

十
二
月
中
旬

十
二
月
中
旬

一
月
中
旬

三
月
上
旬

三
月
中
旬

四
月
中
旬

金
沢

福
光
町

名
古
屋

福
光
町

広
島

名
古
屋

福
井
市

金
沢

高
岡

高
岡

広
島

金
沢

福
光
町
土
生
新

福
岡
町
大
滝

福
井

羽
咋

福
井
市

福
光
町

福
光
町

名
古
屋

広
島

福
光
町

加
賀
・
山
中
温
泉

福
井

小
松

福
井
市

福
岡
町

高
岡
市

鳳
至

名
古
屋

高
岡

広
島

金
沢

金
沢

福
光
町
土
生
新

加
賀

天
井

南
塚

横
井
円
諦

西
尾
常
信

稲
葉
道
善

林冨
田
正
導

藤
岡

上
杉

山
本
龍
音

美
濃
静
江

梅
原

？大
島

永
生

大
島
一
声

稲
葉
道
善

林藤
田

山
田

本
工

石
川

梅
原
暁
俊

藤
田
良
沼

菅
原
教
亮

範
浄
真
了

山
本
龍
音

西
尾
常
信

鳥
越

冨
田
正
導

稲
葉
道
善

南
塚
昭
純

林
円
精

菅
原

上
杉
思
朗

山
本
龍
音

藤
田
秀
雄

高
橋

梅
原

横
井
円
諦

大
島

稲
葉
道
善

藤
田

藤
田

美
濃
静
江

山
田

本
江

梅
原
暁
俊

石
川

林

昭
和
四
十
八

昭
和
四
十
九

五
月
上
旬

五
月
下
旬

五
月
下
旬

六
月
上
旬

六
月
中
旬

六
月
下
旬

六
月
下
旬

七
月
上
旬

七
月
上
旬

七
月
中
旬

七
月
下
旬

（
七
月
下
旬
〜
八
or
九
月
）

（
八
or
九
）月
中
旬

九
月
下
旬

十
月
上
旬

十
月
中
旬

十
一
月
下
旬

（
十
二
月
）中
旬

一
月
中
旬

三
月
上
旬

（
三
月
）中
旬

四
月
上
旬

四
月
中
旬

四
月
下
旬

五
月
上
旬

（
五
月
）下
旬

五
月
下
旬

六
月
上
旬

六
月
中
旬

六
月
中
旬

六
月
下
旬

七
月
上
旬

七
月
中
旬

（
八
or
九
月
）中
旬

九
月
下
旬

九
月
下
旬

十
月
上
旬

十
一
月
下
旬

十
二
月
中
旬

一
月
上
旬

三
月
中
旬

（
三
月
下
旬
）

四
月
一
日

四
月
中
旬

（
五
月
）上
旬

五
月
下
旬

五
月
下
旬

（
六
月
）中
旬

（
六
月
）下
旬

（
六
月
）下
旬

福
井
市

広
島

福
光
町

羽
咋

福
光
町
砂
子
谷

福
岡
町
大
滝

福
光
町

名
古
屋

加
賀
・
山
中
温
泉

河
北

広
島

福
岡
町

名
古
屋

加
賀
・
山
中
温
泉

広
島

金
沢

福
岡
町
大
滝

河
北

広
島

福
井
市

名
古
屋

福
光
町

金
沢

名
古
屋

福
光
町

鳳
至

福
井

福
井
市

高
岡

広
島

加
賀
・
山
中
温
泉

高
岡

高
岡

福
岡
町

荒
高
屋

荒
高
屋

福
岡
町
大
滝

名
古
屋

福
光
町

名
古
屋

高
岡

福
光
町

山
本
龍
音

稲
葉
道
善

西
尾
常
信

範
浄
真
了

鳥
越
知
慶

藤
田
良
沼

南
塚

富
田
正
導

林
円
精

美
濃
静
江

稲
葉
道
善

菅
原

藤
田
秀
雄

梅
原

山
本

横
井
円
諦

林
円
精

稲
葉
道
善

本
居

梅
原

石
川

藤
田
良
沼

美
濃
静
江

稲
葉
道
善

山
本
龍
音

横
井
円
諦

西
尾
常
信

天
井
順
導

富
田
光
林

鳥
越

南
塚
昭
純

梅
原
顕
雄

菅
原
教
恵

山
本
龍
音

大
島
一
声

梅
原

稲
葉
道
善

林
円
精

大
島

大
島
一
声

藤
田
秀
雄

寺
西

寺
西

藤
田
良
沼

山
本

横
井
円
諦

西
尾
常
信

富
田
正
導

大
島
一
声

南
塚
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昭
和
五
十

昭
和
五
十
一

七
月
上
旬

七
月
中
旬

（
七
月
）中
旬

八
月
中
旬

九
月
下
旬

十
月
上
旬

（
十
or
十
一
月
）中
旬

（
十
or
十
一
月
）上
旬

（
十
一
or
十
二
月
）25

日

（
十
一
or
十
二
月
）下
旬

一
月
上
旬

三
月
中
旬

（
三
月
）下
旬

（
四
月
）上
旬

（
四
月
）中
旬

五
月
上
旬

五
月
下
旬

（
五
月
）下
旬

（
六
月
）中
旬

六
月
中
旬

（
六
月
）下
旬

（
七
月
）上
旬

（
七
月
）下
旬

八
月
上
旬

八
月
中
旬

八
月
中
旬

八
月
下
旬

九
月
下
旬

十
月
上
旬

十
月
中
旬

十
月
下
旬

一
月
上
旬

四
月
中
旬

四
月
下
旬

五
月
上
旬

五
月
下
旬

五
月
下
旬

六
月
中
旬

六
月
下
旬

六
月
下
旬

七
月
上
旬

七
月
中
旬

八
月
上
旬

八
月
上
旬

八
月
中
旬

八
月
中
旬

八
月
下
旬

十
月
上
旬

十
月
中
旬

十
月
下
旬

福
光
町
砂
子
谷

鳳
至
・
穴
水

福
井
市

金
沢

加
賀
・
山
中
温
泉

高
岡

福
光
町
土
生
新

金
沢

福
光
町

名
古
屋

福
光
町

鳳
至

福
岡
町

高
岡

福
井

加
賀
・
山
中
温
泉

金
沢

福
光
町
土
生
新

高
岡

福
井

小
矢
部

金
沢

福
光
町

名
古
屋

名
古
屋

福
光
町

鳳
至

広
島

名
古
屋

高
岡

砺
波
・
荒
高
屋

加
賀
・
山
中
温
泉

金
沢

梅
原

鳥
越
知
慶

菅
原

直
栗

梅
原
徹

山
本
龍
音

美
濃
静
江

林
円
精

長
谷
川

今
井

大
島

寺
西

今
井
善
信

菅
原

藤
田

山
本

天
井
順
導

西
尾
常
信

富
田

横
井
円
諦

南
塚
昭

梅
原
顕
雄

藤
田
秀
雄

上
杉

山
本

大
島
一
声

菅
原

梅
原

林
円
精

美
濃
静
江

今
井
善
信

大
島
一
声

菅
原

真
栗
良
照

山
本
先
生

天
井
順
導

西
尾
常
信

冨
田

横
井
円
諦

南
塚
昭
純

梅
原
顕
雄

稲
葉
道
善

上
杉

住
田

山
本

大
島

寺
西

林
円
精

美
濃
静
江

今
井

昭
和
五
十
二

昭
和
五
十
三

昭
和
五
十
四

昭
和
五
十
五

昭
和
五
十
六

昭
和
五
十
七

昭
和
五
十
八

一
月
上
旬

三
月
下
旬

四
月
上
旬

四
月
中
旬

五
月
中
旬

五
月
下
旬

六
月
中
旬

六
月
下
旬

六
月
下
旬

七
月
上
旬

八
月
中
旬

九
月
下
旬

十
月
中
旬

十
一
月
下
旬

一
月
上
旬

四
月
中
旬

五
月
上
旬

六
月
中
旬

六
月
下
旬

八
月
中
旬

九
月
下
旬

十
一
月
下
旬

一
月
上
旬

三
月
中
旬

五
月
下
旬

六
月
下
旬

七
月
上
旬

八
月
中
旬

八
月
中
旬

八
月
下
旬

十
一
月
下
旬

五
月
下
旬

六
月
下
旬

六
月
下
旬

九
月
下
旬

九
月
下
旬

一
月
上
旬

四
月
中
旬

五
月
下
旬

六
月
下
旬

七
月
中
旬

九
月
下
旬

十
一
月
下
旬

一
月
上
旬

四
月
中
旬

五
月
下
旬

六
月
下
旬

七
月
上
旬

九
月
下
旬

十
月
下
旬

高
岡

福
岡
町

福
井

小
矢
部

高
岡

福
光
町

名
古
屋

名
古
屋

福
光
町

鳳
至
・
穴
水

金
沢

加
賀
・
山
中
温
泉

高
岡

福
井

名
古
屋

福
光
町

福
光
町

鳳
至
・
穴
水

高
岡

高
岡

福
光
町

福
光
町

高
岡

福
光
町

高
岡

福
光
町

鳳
至

加
賀

高
岡

高
岡

福
光
町

福
光
町

高
岡

鳳
至

高
岡

高
岡

福
光
町

福
光
町

高
岡

福
光
町

大
島
一
声

藤
田
秀
雄

菅
原

真
栗
良
照

大
島
一
声

西
尾
常
信

冨
田
正
雄

横
井
円
諦

南
塚
昭
純

梅
原

鳥
越

梅
原
徹

美
濃
静
江

林
円
精

大
島

菅
原

山
本

冨
田
正
導

南
塚
昭
純

南
塚
昭
純

梅
原
徹

杉
谷

大
島

大
島

西
尾
常
信

南
塚

大
島
一
声

桑
谷

山
本

梅
原

福
井

西
尾
常
信

大
島

南
塚
昭
純

梅
原

林大
島

大
島

西
尾
常
信

南
塚
昭
純

大
島
一
声

梅
原
徹

南大
島

大
島

西
尾
常
信

南
塚

大
島
一
声

梅
原

南
塚
昭
純

昭
和
五
十
九

昭
和
六
十

昭
和
六
十
一

十
一
月
下
旬

一
月
上
旬

四
月
中
旬

五
月
下
旬

六
月
下
旬

七
月
上
旬

九
月
下
旬

十
月
下
旬

一
月
上
旬

四
月
中
旬

五
月
下
旬

六
月
下
旬

七
月
上
旬

七
月
上
旬

九
月
下
旬

十
月
下
旬

十
一
月
下
旬

一
月
上
旬

四
月
中
旬

四
月
下
旬

六
月
下
旬

七
月
上
旬

九
月
下
旬

十
月
下
旬

十
一
月
下
旬

高
岡

高
岡

福
光
町

福
光
町

高
岡

鳳
至

福
光
町

高
岡

高
岡

福
光
町

福
光
町

高
岡

福
光
町

高
岡

高
岡

福
光
町

福
光
町

高
岡

鳳
至

福
光
町

高
岡

南大
島
一
声

大
島
一
声

西
尾
常
信

南
塚

大
島
一
声

梅
原
徹

南
塚
昭
純

大
島

大
島

西
尾
常
信

南
塚

大
島

上
杉

梅
原

南
塚

大
島

□
□

大
島

西
尾
常
信

南
塚

大
島
一
声

梅
原
徹

南
塚
昭
純

大
島
一
声

昭
和
六
十
二

昭
和
六
十
三

昭
和
六
十
四

一
月
上
旬

四
月
中
旬

五
月
下
旬

六
月
下
旬

七
月
上
旬

九
月
下
旬

十
月
下
旬

十
一
月
下
旬

一
月
上
旬

四
月
中
旬

五
月
下
旬

六
月
下
旬

七
月
上
旬

七
月
中
旬

九
月
下
旬

十
月
下
旬

十
一
月
下
旬

十
月
下
旬

十
一
月
下
旬

一
月
上
旬

六
月
下
旬

十
月
下
旬

十
一
月
下
旬

高
岡

高
岡

福
光
町

福
光
町

高
岡

鳳
至

福
光
町

高
岡

高
岡

高
岡

福
光
町

福
光
町

高
岡

小
松

鳳
至

福
光
町

高
岡

高
岡

高
岡

福
光
町

福
光
町

福
光
町

高
岡

大
島

大
島

西
尾
常
信

南
塚

大
島

梅
原

南
塚

大
島

大
島

大
島

西
尾
常
信

南
塚

大
島

上
杉
恩
郎

梅
原
徹

南
塚
昭
純

大
島
一
声

大
島
一
声

大
島
一
声

西
尾
常
信

南
塚

南
塚
昭
純

大
島
一
声



七
　
説
教
テ
ー
プ
・
Ｃ
Ｄ
・
Ｄ
Ｖ
Ｄ
一
覧

川
岸
不
退
「
蓮
如
と
お
露
」

川
岸
不
退
「
親
鸞
と
玉
日
姫
」

川
岸
不
退
「
義
経
初
音
鼓
」

川
岸
不
退
「
蓮
位
の
夢
想
」

川
岸
不
退
「
木
下
籐
吉
郎
と
婆
」

佐
々
木
高
彰
「
三
十
三
間
堂
棟
木
の
由
来
」「
親
鸞
聖
人
を
お
偲
び
し
て
」

祖
父
江
省
念
「
親
鸞
聖
人
ご
出
世
の
御
恩
」

寶
性
實
成
の
お
説
教

谷
口
璽
照
「
東
保
流
十
方
諸
有
讃
説
教
　
第
一
席
」

土
屋
豊
成
の
お
説
教

直
林
悠
照
「
お
念
仏
一
つ
」

範
浄
文
雄
４
「
親
鸞
聖
人
　
大
満
の
行
」

範
浄
文
雄
５
「
大
原
問
答
」

範
浄
文
雄
６
「
二
河
白
道
」

範
浄
真
了
８
「
五
劫
の
ね
が
い
」

範
浄
真
了
「
信
は
光
」

廣
陵
兼
純
「
弥
陀
の
誓
願
不
思
議
に
助
け
ら
れ
」

廣
陵
兼
純
「
立
撮
即
行
」
「
如
来
ひ
と
り
共
な
り
き
」

廣
陵
兼
純
「
弥
陀
の
本
願
」
第
一
座
　

廣
陵
兼
純
「
兆
載
永
劫
の
ご
修
行
」
第
二
座
　

廣
陵
兼
純
「
御
開
山
様
の
ご
苦
労
」
御
満
座
　

府
越
義
博
「
明
治
護
法
録
－
大
教
院
の
明
如
上
人
」

藤
野
宗
城
「
母
情
仏
心
「
真
実
の
母
の
姿
」

松
島
法
城
「
蓮
如
上
人
讃
仰
虎
斑
名
号
由
来
之
記
」「
和
泉
式
部
回
心
の
こ
と
」

茂
利
宗
玄
「
信
心
獲
得
」

茂
利
真
正
「
ご
聖
人
ご
流
罪
」
「
命
は
光
陰
に
移
さ
れ
て
」

吉
澤
孝
譽
「
聖
徳
太
子
伝
」

吉
澤
孝
譽
「
聖
徳
太
子
伝
」

吉
澤
孝
譽
「
聖
徳
太
子
伝
　
太
子
御
前
々
生
と
御
前
生
と
御
入
胎
」

吉
澤
孝
譽
の
太
子
絵
伝
絵
解
き

「
川
岸
不
退
の
節
談
説
教
」
第
一
巻

「
川
岸
不
退
の
節
談
説
教
」
第
二
巻

「
川
岸
不
退
の
節
談
説
教
」
第
三
巻

「
川
岸
不
退
の
節
談
説
教
」
第
四
巻

「
川
岸
不
退
の
節
談
説
教
」
第
五
巻

節
談
説
教
布
教
大
会
全
記
録
２
　
築
地
本
願
寺

節
談
説
教
布
教
大
会
全
記
録
１
　
築
地
本
願
寺

節
談
説
教
布
教
大
会
全
記
録
７
　
築
地
本
願
寺

甦
る
名
説
教
選[

節
談
説
教
１]

甦
る
名
説
教
選[

節
談
説
教
１]

甦
る
名
説
教
選[

節
談
説
教
１]

甦
る
名
説
教
選[

節
談
説
教
１]

小
沢
昭
一
が
訪
ね
た
能
登
の
節
談
説
教

節
談
説
教
布
教
大
会
全
記
録
６
　
築
地
本
願
寺

節
談
説
経
報
恩
講
１
　
淨
宗
寺
　

節
談
説
経
報
恩
講
２
　
淨
宗
寺
　

節
談
説
経
報
恩
講
３
　
淨
宗
寺
　

節
談
説
教
布
教
大
会
全
記
録
８
　
築
地
本
願
寺

節
談
説
教
布
教
大
会
全
記
録
３
　
築
地
本
願
寺

節
談
説
教
布
教
大
会
全
記
録
５
　
築
地
本
願
寺

小
沢
昭
一
が
訪
ね
た
能
登
の
節
談
説
教

節
談
説
教
布
教
大
会
全
記
録
４
　
築
地
本
願
寺

『
日
本
歴
史
と
芸
能
』
第
六
巻
中
世
遍
歴
民
の
世
界

小
沢
昭
一
の
新
日
本
の
放
浪
芸
　
訪
ね
て
韓
国
イ
ン
ド
ま
で
　

Ｎ
Ｈ
Ｋ

Ｎ
Ｈ
Ｋ

Ｎ
Ｈ
Ｋ

Ｎ
Ｈ
Ｋ

Ｎ
Ｈ
Ｋ

方
丈
堂
出
版

す
ね
い
る

個
人
蔵

方
丈
堂
出
版

個
人
蔵

方
丈
堂
出
版

す
ね
い
る

す
ね
い
る

す
ね
い
る

す
ね
い
る

す
ね
い
る

ビ
ク
タ
ー

方
丈
堂
出
版

方
丈
堂
出
版

方
丈
堂
出
版

方
丈
堂
出
版

方
丈
堂
出
版

方
丈
堂
出
版

方
丈
堂
出
版

ビ
ク
タ
ー

方
丈
堂
出
版

ビ
ク
タ
ー

ビ
ク
タ
ー

個
人
蔵

個
人
蔵

平
成
19
年
7
月
3
日

平
成
19
年
7
月
3
日

昭
和
35
年
12
月
7
日

平
成
19
年
7
月
3
日

平
成
2
年
6
月
11
日

平
成
19
年
7
月
3
日

平
成
19
年
11
月
23
日

平
成
19
年
11
月
23
日

平
成
19
年
11
月
23
日

平
成
19
年
7
月
3
日

平
成
19
年
7
月
3
日

平
成
19
年
7
月
3
日

平
成
2
年
6
月
11
日

平
成
19
年
7
月
3
日

昭
和
51
年
1
月
8
日

－60－

ビ
デ
オ

ビ
デ
オ

ビ
デ
オ

ビ
デ
オ

ビ
デ
オ

Ｄ
Ｖ
Ｄ
５
枚
組
　

カ
セ
ッ
ト
テ
ー
プ

８
ミ
リ

Ｄ
Ｖ
Ｄ
５
枚
組
　

８
ミ
リ

Ｄ
Ｖ
Ｄ
５
枚
組
　

Ｃ
Ｄ

Ｃ
Ｄ

Ｃ
Ｄ

Ｃ
Ｄ

カ
セ
ッ
ト
テ
ー
プ

Ｃ
Ｄ

Ｄ
Ｖ
Ｄ
５
枚
組
　

Ｄ
Ｖ
Ｄ
３
枚
組

Ｄ
Ｖ
Ｄ
３
枚
組

Ｄ
Ｖ
Ｄ
３
枚
組

Ｄ
Ｖ
Ｄ
５
枚
組
　

Ｄ
Ｖ
Ｄ
５
枚
組
　

Ｄ
Ｖ
Ｄ
５
枚
組
　

Ｃ
Ｄ

Ｄ
Ｖ
Ｄ
５
枚
組
　

Ｄ
Ｖ
Ｄ

Ｄ
Ｖ
Ｄ
２
枚
組
の
内
　

８
ミ
リ

８
ミ
リ



「
第
34
回
郷
土
先
人
展
　
真
宗
の
説
教
者
た
ち
」
展
示
品
目
録

砺
波
地
方
の
真
宗
年
表

越
中
三
大
御
坊
の
成
立―

瑞
泉
寺
・
善
徳
寺
・
勝
興
寺
の
足
跡―

仏
教
系
寺
院
に
占
め
る
真
宗
寺
院
の
割
合
　
全
国
・
富
山
県
・
砺
波
地
方
の
比
較

行
徳
寺
文
書
解
説

『
五
箇
山
上
平
村
地
区
古
文
書
目
録
』
南
砺
市
教
育
委
員
会
編
刊
　
平
成
20
年
11
月

（
延
宝
５
年
（
1
6
７
７
）
５
月
）
「
（
蓮
如
上
人
）
御
物
語
」
（
行
徳
寺
文
書
7
0
2
）
　
　

文
化
２
年
（
1
8
0
5
）
４
月
15
日
「
阿
弥
陀
経
玄
談
題
号
随
記
第
一
沙
門
智
浄
」
（
行
徳
寺
文
書
7
2
4
）

文
化
３
年
（
1
8
0
6
）
３
月
「
雑
集
法
談
　
越
中
砺
波
郡
五
ヶ
山
赤
尾
町
村
　
角
淵
山
行
徳
寺
　
智
秀
殿
之
時
分
」（行
徳
寺
文
書
7
2
7
）

文
化
４
年
（
1
8
0
7
）
３
月
21
日
「
亀
州
講
師
法
談
聞
書
　
行
徳
寺
」
（
行
徳
寺
文
書
7
3
0
）

文
政
２
年
（
1
8
1
9
）
２
月
22
日
「
金
津
大
講
師
御
法
話
聞
書
　
越
中
砺
波
郡
西
赤
尾
町
行
徳
寺
　
智
伝
」
（
行
徳
寺
文
書
7
3
8
）

文
政
12
年
（
1
8
2
9
）
９
月
26
日
「
両
華
院
嗣
四
席
演
説
集
　
行
徳
寺
」
（
行
徳
寺
文
書
7
4
9
）
　

文
政
13
年
（
1
8
3
0
）
９
月
７
日
「
円
満
寺
嗣
講
師
法
話
」
（
行
徳
寺
文
書
7
5
2
）

（
嘉
永
３
年
（
1
8
5
0
）
）
「
説
教
本
」
（
行
徳
寺
文
書
7
6
8
）

安
政
２
年
（
1
8
5
5
）
２
月
「
御
絵
伝
指
図
道
引
品
　
行
徳
寺
鳳
龍
」
（
行
徳
寺
文
書
7
7
6
）
　

明
治
28
年
（
1
8
9
5
）
５
月
「
説
教
不
忘
記
」
（
行
徳
寺
文
書
7
9
6
）

（
年
未
詳
）
「
説
教
山
海
録
　
道
宗
風
龍
」
（
行
徳
寺
文
書
8
4
6
）
　

（
年
未
詳
）
（
法
話
）
（
行
徳
寺
文
書
８
８
６
）

文
政
10
年
（
1
8
2
7
）
「
文
政
十
年
仲
秋
下
旬
　
廻
寺
厳
命
之
刻
　
江
州
成
満
寺
様
講
師
よ
り
就
御
焼
失
御
再
建
引
立
座
　
拾
五
ケ
条
法
話
　
雲
龍
山
麓
　
願
慶
寺
」

明
治
18
年
（
１
８
８
５
）
「
江
州
　
安
野
成
満
寺
　
拾
五
ヶ
条
」

　
　
　
　
御
示
談
の
問
答
集
　
文
化
11
年
（
1
8
1
4
）
正
月
・
明
治
７
年
（
1
8
7
4
）
10
月
・
昭
和
15
年
（
１
９
４
０
）
４
月

　
　
　
　
チ
ョ
ン
ガ
レ
台
本
「
目
連
尊
者
地
獄
巡
り
段
」
「
仮
名
手
本
忠
臣
蔵
」
「
大
し
ょ
く
か
ん
」

砺
波
地
方
の
常
設
説
教
場
　
写
真
と
位
置
図
　
高
岡
光
楽
寺
、
石
動
称
名
寺
、戸
出
光
林
寺
、出
町
真
寿
寺
、津
沢
正
安
寺
、福
光
西
別
院
・
知
源
寺
・
願
全
寺
、福
野
本
福
寺
、井
波
瑞
泉
寺
、城
端
善
徳
寺

出
町
の
常
設
説
教
場
　
真
寿
寺
　
　
日
本
全
国
か
ら
真
寿
寺
を
訪
れ
た
説
教
者
の
一
覧
と
グ
ラ
フ

　
　
　
　
　
　
　
　
説
教
者
の
記
録

「
昭
和
２
年
２
月
改
正
　
布
教
師
日
割
簿
」「
自
昭
和
８
年
度
　
約
定
誌
」「
昭
和
18
年
　
約
定
帳
」「
御
芳
名
　
昭
和
31
年
〜
昭
和
40
年
」「
昭
和
44
年
１
月
　
賽
銭
帳
」 

高
座
　

賽
銭
集
め
の
柄
付
ザ
ル

パ
ネ
ル

パ
ネ
ル

パ
ネ
ル

パ
ネ
ル

書
籍

文
書

文
書

文
書

文
書

文
書

文
書

文
書

文
書

文
書

文
書

文
書

文
書

文
書

文
書

文
書

文
書

パ
ネ
ル

パ
ネ
ル

文
書

実
物

実
物

砺
波
郷
土
資
料
館
蔵

南
砺
市
西
赤
尾
　
行
徳
寺
蔵

南
砺
市
西
赤
尾
　
行
徳
寺
蔵

南
砺
市
西
赤
尾
　
行
徳
寺
蔵

南
砺
市
西
赤
尾
　
行
徳
寺
蔵

南
砺
市
西
赤
尾
　
行
徳
寺
蔵

南
砺
市
西
赤
尾
　
行
徳
寺
蔵

南
砺
市
西
赤
尾
　
行
徳
寺
蔵

南
砺
市
西
赤
尾
　
行
徳
寺
蔵

南
砺
市
西
赤
尾
　
行
徳
寺
蔵

南
砺
市
西
赤
尾
　
行
徳
寺
蔵

南
砺
市
西
赤
尾
　
行
徳
寺
蔵

南
砺
市
西
赤
尾
　
行
徳
寺
蔵

南
砺
市
吉
江
中
　
南
源
右
衛
門
氏
蔵

南
砺
市
吉
江
中
　
南
源
右
衛
門
氏
蔵

南
砺
市
吉
江
中
　
南
源
右
衛
門
氏
蔵

南
砺
市
吉
江
中
　
南
源
右
衛
門
氏
蔵

砺
波
市
永
福
町
　
真
寿
寺
蔵

砺
波
市
太
田
　
入
道
忠
靖
氏
蔵

砺
波
市
太
田
　
専
念
寺
蔵

－61－

砺
波
郷
土
資
料
館

会
期
　
平
成
22
年
10
月
15
日
㈮
〜
11
月
28
日
㈰

　
真
宗
王
国
　
砺
波
　―

砺
波
地
方
へ
の
真
宗
の
広
ま
り―
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祥
雲
寺
　
砺
波
市
鹿
島

自
坊
で
の
説
教
の
よ
う
す
　
昭
和
36
年

黒
衣
と
輪
袈
裟

さ
ま
ざ
ま
な
印
鑑
（
豊
成
の
雅
号
は
「
黙
峰
」
）

「
乗
大
悲
願
船
浮
光
明
廣
海
云
々
」

「
無
極
尊
」                          

　
　 

豊
成
の
所
蔵
書
籍

説
教
テ
ー
プ

寶
性
實
成
の
石
碑
　
昭
和
33
年
建
立

實
成
没
後
一
周
忌
に
配
ら
れ
た
扇
子

入
院
直
前
に
書
き
残
さ
れ
た
文
章

昭
和
20
年
　
實
成
58
歳
の
作
品
　

寶
性
實
成
の
習
作

「
御
遠
忌
法
話
」

「
説
教
撮
要
録
　
明
治
二
十
七
年
　
武
種
所
蔵
」

寶
性
實
成
の
蔵
書

實
成
手
書
き
の
講
義
録

「
二
河
白
道
」
の
説
教
本

・
宮
部
師
之
口
述

・
服
部
三
智
麿
口
述

・
是
山
惠
覺
述

善
光
寺
式
三
尊
仏

善
光
寺
縁
起
三
幅

厨
子

写
真

写
真

実
物

実
物

書
（
軸
装
）

書書
籍

カ
セ
ッ
ト
テ
ー
プ

写
真

実
物

実
物

絵
と
書

絵
と
書

記
録

書
籍

書
籍

書
籍

書
籍

実
物

実
物

実
物

砺
波
市
鹿
島
　
祥
雲
寺
蔵

砺
波
市
鹿
島
　
祥
雲
寺
蔵

砺
波
市
鹿
島
　
祥
雲
寺
蔵

砺
波
市
鹿
島
　
祥
雲
寺
蔵

砺
波
市
鹿
島
　
祥
雲
寺
蔵

砺
波
市
鹿
島
　
祥
雲
寺
蔵

砺
波
市
鹿
島
　
祥
雲
寺
蔵

南
砺
市
高
宮
　
善
念
寺
蔵

南
砺
市
高
宮
　
善
念
寺
蔵

南
砺
市
高
宮
　
善
念
寺
蔵

南
砺
市
高
宮
　
善
念
寺
蔵

南
砺
市
高
宮
　
成
川
権
士
郎
氏
蔵

南
砺
市
高
宮
　
善
念
寺
蔵

南
砺
市
高
宮
　
善
念
寺
蔵

南
砺
市
高
宮
　
善
念
寺
蔵

南
砺
市
高
宮
　
善
念
寺
蔵

砺
波
市
矢
木
　
飛
地
弘
氏
旧
蔵
、

砺
波
市
太
田
　
専
念
寺
蔵

砺
波
市
矢
木
　
飛
地
弘
氏
旧
蔵
、

砺
波
市
太
田
　
専
念
寺
蔵

砺
波
市
矢
木
　
飛
地
弘
氏
旧
蔵
、

砺
波
市
太
田
　
専
念
寺
蔵

－62－

　
「
鹿
島
様
」
と
呼
ば
れ
て
人
々
か
ら
崇
敬
さ
れ
た
鹿
島
祥
雲
寺
の
名
説
教
者
土
屋
豊
成

3536373839404142　
特
派
布
教
師
と
し
て
全
国
各
地
を
布
教
に
歩
い
た
（
旧
福
光
町
）
高
宮
の
寶
性
實
成 
 

434445464748495051　525354　
幕
末
ご
ろ
善
光
寺
如
来
を
か
つ
い
で
村
々
を
絵
解
き
し
て
ま
わ
っ
た
矢
木
の
伝
四
郎 

 
 

555657



パ
ネ
ル

文
書
コ
ピ
ー

コ
ピ
ー

パ
ネ
ル

書
籍

Ｄ
Ｖ
Ｄ

Ｃ
Ｄ

Ｄ
Ｖ
Ｄ

ビ
デ
オ

Ｃ
Ｄ

カ
セ
ッ
ト
テ
ー
プ

カ
セ
ッ
ト
テ
ー
プ

写
真

カ
セ
ッ
ト
テ
ー
プ

カ
セ
ッ
ト
テ
ー
プ

文
書

Ｃ
Ｄ

書
籍

コ
ピ
ー

実
物

書
籍

実
物

書
籍

書
籍

石
川
県
輪
島
市
門
前
町
　
妙
行
寺
蔵

北
陸
中
日
新
聞
社
提
供

砺
波
郷
土
資
料
館
蔵

南
砺
市
井
波
　
妙
蓮
寺
蔵

砺
波
市
中
野
　
小
西
竹
文
氏
蔵

南
砺
市
井
波
　
妙
蓮
寺
蔵

石
川
県
富
来
町
福
浦
港
　
松
山
宗
恵
氏
蔵

石
川
県
羽
咋
郡
志
賀
町
　
善
法
寺
蔵

砺
波
市
中
野
　
小
西
竹
文
氏
蔵

砺
波
市
中
野
　
小
西
竹
文
氏
蔵

石
川
県
富
来
町
福
浦
港
　
松
山
宗
恵
氏
提
供

石
川
県
羽
咋
郡
志
賀
町
　
善
法
寺
蔵

砺
波
市
中
野
　
小
西
竹
文
氏
蔵

滋
賀
県
大
津
市
　
浄
宗
寺
蔵

石
川
県
羽
咋
郡
志
賀
町
　
善
法
寺
蔵

南
砺
市
高
宮
　
善
念
寺
蔵

石
川
県
羽
咋
郡
志
賀
町
　
善
法
寺
蔵

石
川
県
羽
咋
郡
志
賀
町
　
善
法
寺
蔵

石
川
県
羽
咋
郡
志
賀
町
　
善
法
寺
蔵

砺
波
市
庄
川
町
　
庄
川
民
芸
館
蔵

節
談
説
教
研
究
会
　
府
越
義
博
氏
蔵

節
談
説
教
研
究
会
　
府
越
義
博
氏
蔵

－63－

　
能
登
の
節
談
説
教 

 
 

585960616263646566676869　
能
登
節
談
説
教
に
よ
り
、
親
鸞
聖
人
の
教
え
を
広
め
る
こ
と
に
一
生
を
さ
さ
げ
た
　
範
浄
文
雄 

 
 

707172737475767778　
説
教
本 

 
 

798081

能
登
説
教
者
の
系
譜
　
森
流
と
川
岸
流

森
流
の
祖
　
森
法
啓
師
の
履
歴

「
節
談
説
教
の
真
髄
」
関
山
和
夫
　
平
成
19
年
（
２
０
０
７
）
５
月
６
日
・
同
月
13
日
「
北
陸
中
日
新
聞
」

能
登
で
生
ま
れ
た
代
表
的
な
説
教
話
「
長
太
ム
ジ
ナ
」
『
加
賀
藩
史
料
』
『
加
能
郷
土
辞
彙
』

『
能
登
の
く
に―
半
島
の
風
土
と
歴
史―

』
北
國
新
聞
社
刊

平
成
19
年
７
月
３
日
収
録
　
節
談
説
教
布
教
大
会
全
記
録

小
沢
昭
一
が
訪
ね
た
能
登
の
節
談
説
教

平
成
19
年
11
月
23
日
収
録
　
滋
賀
県
大
津
市
浄
宗
寺
節
談
説
教
報
恩
講

川
岸
不
退
の
節
談
説
教
　
節
談
と
法
話
　
全
５
巻

範
浄
真
了
「
五
劫
の
ね
が
い
」

範
浄
真
了
「
信
は
光
」

祖
父
江
省
念
「
親
鸞
聖
人
ご
出
世
の
御
恩
」

範
浄
文
雄
が
毎
日
声
を
き
た
え
た
能
登
赤
住
の
海
　

範
浄
文
雄
「
親
鸞
聖
人
大
満
の
行
」

範
浄
文
雄
「
大
原
問
答
」
　
　

「
大
原
問
答
」
写
本
　
明
治
期

範
浄
文
雄
「
二
河
白
道
」

高
橋
常
雄
著
『
二
河
白
道
講
話
』
大
正
14
年
刊

範
浄
文
雄
の
昭
和
四
十
年
度
布
教
日
程

袈
裟
と
五
条

説
教
の
題
材
と
な
っ
た
さ
ま
ざ
ま
な
雑
誌
・
書
籍
類

説
教
本
の
版
木
『
勧
導
簿
照
巻
十
四
』
『
成
唯
識
論
導
巻
七
』

木
村
徹
量
著
『
信
疑
決
判
』

『
福
岡
徳
栄
寺
義
渓
述
　
説
教
妙
弁
集
全
』



写
真

写
真

写
本

テ
ー
プ

Ｄ
Ｖ
Ｄ

実
物

実
物

書
籍

南
砺
市
井
波
　
瑞
泉
寺
大
谷
支
院
蔵

南
砺
市
井
波
　
瑞
泉
寺
大
谷
支
院
蔵

南
砺
市
井
波
　
妙
蓮
寺
蔵

南
砺
市
井
波
　
瑞
泉
寺
大
谷
支
院
蔵

南
砺
市
井
波
　
瑞
泉
寺
大
谷
支
院
蔵

富
山
市
　
富
山
県
立
図
書
館
蔵

南
砺
市
井
波
　
瑞
泉
寺
蔵

砺
波
市
永
福
町
　
真
寿
寺
蔵

砺
波
市
福
山
　
願
成
寺
蔵

－64－

　
　
聖
徳
太
子
と
と
も
に
人
生
を
歩
ん
だ
「
太
子
様
の
絵
解
き
僧
」
　
吉
澤
孝
譽 

 
 

828384858687888990
　
聖
徳
太
子
絵
伝
　
　
五
・
六
・
七
・
八
幅

　 
 

91
　
親
鸞
聖
人
絵
伝
　
　
文
政
八
年

 
 

92
　
地
獄
極
楽
図
　
　
全
二
幅

井
波
瑞
泉
寺
大
谷
支
院
　
瑞
泉
寺
歴
代
の
御
廟
　
瑞
泉
寺
歴
代
の
「
灰
塚
」
と
呼
ば
れ
る
墓
地

聖
徳
太
子
縁
起
拝
読
　

写
本
「
聖
徳
太
子
伝
記
」
　
　
　

太
子
絵
伝
絵
解
き
の
テ
ー
プ
　
昭
和
63
年
７
月
収
録

小
沢
昭
一
の
「
新
日
本
の
放
浪
芸
」

直
綴
・
五
条
・
輪
袈
裟

感
謝
状
　
昭
和
50
年
７
月
25
日
　
井
波
別
院
瑞
泉
寺
住
職
大
谷
暢
道
↓
吉
澤
孝
譽

『
絵
解
き―

資
料
と
研
究―
』
三
弥
井
書
店
刊



参
考
文
献

主
な
出
品
者
お
よ
び
協
力
者

関
山
和
夫
『
説
教
の
歴
史
　
ー
仏
教
と
話
芸
』
　
岩
波
書
店
　
昭
和
五
三
年

関
山
和
夫
『
仏
教
と
民
間
芸
能
』
　
白
水
社
　
昭
和
六
一
年

蒲
池
勢
至
『
真
宗
と
民
俗
信
仰
』
吉
川
弘
文
館
　
平
成
五
年

林
雅
彦
・
渡
邊
昭
五
・
徳
田
和
夫
『
絵
解
き
　
ー
資
料
と
研
究
ー
』
三
弥
井
書
店
　
平
成
元
年

小
林
一
郎
『
善
光
寺
如
来
縁
起
　
ー
元
禄
五
年
版
』
銀
河
書
房
　
昭
和
六
〇
年

『
城
端
別
院 

善
徳
寺
史
』
　
城
端
別
院
善
徳
寺
　
平
成
一
一
年

『
真
宗
大
谷
派 

井
波
別
院
　
瑞
泉
寺
誌
』
真
宗
大
谷
派
井
波
別
院
瑞
泉
寺
　
平
成
二
一
年

芸
能
史
研
究
会
編
『
日
本
庶
民
文
化
史
料
集
成
　
第
八
巻
』
三
一
書
房
　
一
九
八
五
年

『
音
と
映
像
と
文
字
に
よ
る
【
大
系
】
日
本
　
歴
史
と
芸
能
　
第
六
巻
　
中
世
遍
歴
民
の
世
界
』
平
凡
社
　
一
九
九
〇
年

節
談
説
教
研
究
会
編
『
節
談
説
教
』
　
第
１
・
２
・
３
・
４
・
５
号
　
㈱
方
丈
堂
出
版
　
平
成
二
〇
・
二
一
・
二
二
年

富
山
県
﹇
立
山
博
物
館
﹈
　
特
別
企
画
展
図
録
『
立
山
と
真
宗
　
御
絵
伝
が
つ
な
ぐ
二
つ
の
世
界
』
平
成
一
八
年

『
東
本
願
寺
の
至
宝
展
』
　
真
宗
大
谷
派
・
朝
日
新
聞
社
　
二
〇
〇
九
年

『
聖
徳
太
子
展
』
Ｎ
Ｈ
Ｋ
　
二
〇
〇
一
年

竹
部
俊
恵
「
井
波
別
院
瑞
泉
寺
太
子
伝
絵
解
き
に
つ
い
て
」
『
文
藝
論
叢
　
第
七
〇
号
』
大
谷
大
学
文
藝
學
會

「
井
波
御
坊
」
第
25
号
　
瑞
泉
寺
　
平
成
四
年
一
二
月

願
成
寺
　
砺
波
市
福
山

行
徳
寺
　
南
砺
市
西
赤
尾

祥
雲
寺
　
砺
波
市
鹿
島

浄
宗
寺
　
大
津
市
御
幸
町

称
念
寺
　
南
砺
市
湯
谷

真
教
寺
　
南
砺
市
徳
成

真
寿
寺
　
砺
波
市
永
福
町

瑞
泉
寺
　
南
砺
市
井
波

瑞
泉
寺
大
谷
支
院
　
南
砺
市
井
波

専
念
寺
　
砺
波
市
太
田

善
念
寺
　
南
砺
市
高
宮

善
法
寺
　
羽
咋
郡
志
賀
町
赤
住

福
専
寺
　
羽
咋
郡
富
来
町
福
浦
港

節
談
説
教
研
究
会
　
府
越
義
博
　
東
京
都
八
王
子
市

妙
行
寺
　
輪
島
市
門
前
町

妙
蓮
寺
　
南
砺
市
藤
橋

嵐
　
　
龍
夫

伊
藤
　
曙
覧

小
西
　
竹
文

佐
伯
　
安
一

飛
地
　
　
弘

成
川
権
士
郎

入
道
　
忠
靖

南
源
右
衛
門



第
三
四
回
郷
土
先
人
展

　
　
　
真
宗
の
説
教
者
た
ち

編
集
・
発
行
　
　
砺
波
市
立
砺
波
郷
土
資
料
館

　
　
　
　
　
　
　
〒
９
３
９
ー
１
３
８
２

　
　
　
　
　
　
　
富
山
県
砺
波
市
花
園
町
一
ー
七
八

　
　
　
　
　
　
　
℡
０
７
６
３
ー
３
２
ー
２
３
３
９

平
成
二
三
年
（
二
〇
一
一
）
三
月
　




